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は じ め に

本報告書は、環境庁自然保護局より朝日航洋株式会社が請負った 「第4回 自然環境保全基礎調査 湖沼

調査集計 ・解析業務」について、その結果をとりまとめたものである。

湖沼調査は、1991年度に各都道府県が、その行政管轄内に存在する天然湖沼を対象として環境庁の定あ

る 「調査要綱」にしたがって実施したもので、その成果は各都道府県別の 「調査報告書及び調査図帳」と

してとりまとあられた。

本業務は、これらの調査報告書及び調査図帳から個々の湖沼の情報を数値データ化し、これらから多面

的な集計をおこなうとともに第2・3回 調査におけるデータ集計との比較をおこなったものである。集計

・解析にあたっては、次の3つ の基本的観点を踏まえた。

① 今日(1991年)の わが国の天然湖沼の現況を環境要因毎に明らかにする

② わが国の天然湖沼における環境要因相互の関係を明らかにする

③ 自然環境保全ρ観点から、第2・3回 調査時点から今日(第4回 調査:1991年)ま でのわが国の天

然湖沼の経年的変化を明らかにする

平成5年3月

一、 朝 日航 洋 株 式 会 社
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調査結果の概要 1.調 査 概 要

t髄 媚 的

湖沼の自然環境保全のための継続的 ・体系的調査として、第2回 自然環境保全基礎調査(湖 沼調査:以 下

「第2回 調査」:昭 和54年度)及 び第3回 自然環境保全基礎調査(湖 沼調査:以 下 「第3回 調査」:昭 和60

年度)の 一環として調査が実施されてきたが、今回の第4回 自然環境保全基礎調査(湖 沼調査:以 下 「第4

回調査」)に おいても全国の天然湖沼について水質や透明度をはじめ湖岸の改変状況等を調査し、また代表

的な湖沼(特 定湖沼)に ついては魚類相及びプランクトン相の調査を実施した。これに基づいて、全国的な

観点からの集計 ・解析業務を実施し、第4回 調査時における湖沼の現況把握をおこなうとともに、第2回 及

び第3回 自然環境保全基礎調査の湖沼調査結果との比較に基づく経年変化を明らかにするものである。

z調 査対象湖沼及礁 計.解 析対象湖1召

天 然 湖 沼 で原 則 的 に1ha以 上 の 湖 沼 につ いて 調 査 対 象 湖 沼 と して 、 第4回 調 査 に お い て は480湖 沼 を調 査

した 。 しか し、 これ らの うち 「中 の 沼(0890:北 海 道)」 と 「上 堰 潟(3380:新 潟 県)」 は 乾 澗 した た め 、

調 査 が 実 施 され な か った 旨 の 報 告 が な され て い るの で 、 今 回 、 集 計 ・解 析 の対 象 とな った 湖 沼 は478湖 沼 で

あ る 。(*1)中 の 沼:周 辺 の 圃 場 整 備 等 が 進 み 、 そ れ らに 起 因 して2年 ほ ど前 か ら水 が 枯 れ て し ま い、

現 在 は 水 面 が な くア シが 茂 って い る。

(零2)上 堰 潟:排 水 路 の 設 置 に よ り、 一 部 水 路 を 残 して 完 全 に 干 上 が り、 ア シ が茂 って い る。

ま た 、 この 中 か ら代 表 的 な60の 湖 沼 を 「特 定 湖 沼 」 と し、 詳 細 な 生 物 相(魚 類 ・プ ラ ン ク トン)調 査 を お

こな っ た 。

3.調 査の構成.内 容

(1)湖 沼概要調査(全 湖沼で実施)

① 成 因 ② 湖 沼 型(栄 養 型.淡 水/汽 水 区 分)③ 位 置 ④ 保 全 地 域 の指 定 状 況 ⑤ 鳥 獣 保 霞
区 設 定 状 況 ⑥ 水面 標 高 ⑦ 面 積 ⑧ 最 大 水 深 ・平 均 水 深 ・容 積 ⑨ 湖 岸糠 延 長 ⑩ 水 位 変 動

⑪ 水 温 ⑫ 結 氷 ⑬ 流 入 河 川 数 ・流 出 河 川 数 ⑭ 埋 立 ・干 拓 面 積 ⑮ 水 質 ⑯ 透 明 度 ⑰ 利 水
状 況 及 び水 位 操 作 ⑱ 湖 沼 の 利 用 状 況 ⑲ 水 辺 環 境 に お け る 不 快 要 因 ⑳ 夏 期 に お け る生 物 相

⑳ そ の他 の特 記 事 項

② 透明度調査(全 湖沼で実施)

① 透 明 度 ② 気 温 ⑧ 水 温 ④pH⑤DO⑥EC⑦ ア ル カ リ度

(3)湖 沼改変状況調査(全 湖沼で実施)

① 前 回 鯛 査 との 比較 ② 挺 水(抽 水)植 物 群 落 の有 無 と区 間 距 離/沖 出 し幅 ③ 湖 岸改 変状 況

区 分 と区 間 距 離 ④ 湖 岸 土 地 利 用 状 況 区 分 と区 間 距離 ⑤ 湖 岸 の 保 全 地 域 指 定 状 況 ⑥ 湖 岸 の

建 築 物 等 の 状 況(※ 様 式5)⑥ 埋 立 ・干 拓 の状 況(※ 様 式5)⑦ そ の 他

(4)魚 類調査(特 定湖沼で実施)

① 魚 類 相 に関 す る記 録 ② 現 在 の 魚 類相 ⑧ 漁 獲量(年 平 均 漁 獲 量)④ 放 流 量(年 平 均 放 流

量)⑤ 天 然 繁 殖 の 有 無

(5)プ ランク トン調査(特 定湖沼で実施)※ 今回の第4回 調査で初めて実施

① 植 物 プ ラ ン ク トン(で きれ ば種 ま で の 同定:出 現 数 の 多 い 順 に 記 載)

② 動 物 プ ラ ン ク トン
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既調 査 結 果 の 概 要

1.調 査湖沼の成因と型

1-1成 因区分別にみた湖沼

口 湖沼の規模が成因に規定されている。

成因別出現数順位
(総湖沼数478湖 沼)

1

2

3

9

5

堰 止 湖183(38

海 跡 湖101(21

火 山 湖59(12
カ ル デ ラ湖15(3

断 層 湖13(2

3%)
1%)
3%)
1%)
7%)

そ の 他62(13.0%)

不 明45(9.4%)

成 因 別 湖 沼 面 積 順 位

(総 面 積2,374.37kの

i

2

3

4

5

海 跡 湖LO34

断 層 湖795
カ ル デ ラ湖376

堰 止 湖120

火 山 湖7

92(43
43(33
36(15
73(5
si(o

6%)
5%)
9%)
1%)
3%)

そ の 他33.90(1.4%)

不 明5.42(0.2%)

成因別一湖沼当 り平均面積
順位(単 位:屈/湖 沼)

1

2

3

9

5

断 層 湖61
カ ル デ ラ湖25

堰 止 湖10

海 跡 湖0

火 山 湖0

19

0s

25

ss

13

そ の 他0.55

不 明0.12

口 全国的分布の特徴は、次のとおり。

○断層湖:滋 賀県を通る断層沿い ・長野県を通る糸魚川一静岡構造線沿いなどに分布している ○カル

デラ湖:北 海道 ・東北における地質時代の活発な火山活動の結果形成されたカルデラにみられる ○火

山湖:北 海道 ・東北 ・中部 ・九州地方の火山地域に分布する ○堰止湖:堰 止の種類を厳密に区分する

必要があるが、青森県 ・宮城県 ・山形県 ・長野県では20湖沼以上がこの成因で出現 している ○海跡湖

:海跡湖の半数以上が北海道でみられる。

口 次項でみる栄養型と成因との関係の傾向は、以下のようにまとあられる。

○断層湖:富 栄養湖が半数を占める ○カルデラ湖:貧 栄養湖がおよそ半数を占あ、酸栄養湖も一定の

数みられる ○火山湖:貧 栄養湖がおよそ半数を占め、酸栄養湖も一定の数みられる ○堰止湖:栄 養

型全てにほぼ均等に出現しており特徴的傾向はみられない ○海跡湖:富 栄養湖が半数を占めるととも

に、腐植栄養湖も2割 程ある

このような傾向は、次のような理由によるものと考えられる。

◆断層湖の多くは人口集中地域に近接していることから、栄養塩を豊富に含んだ生活排水の流入を受け

やすい環境条件にある ◆カルデラ湖は、これらの位置が比較的高山にあることから栄養塩流入が比較

的小さい環境にあることに加えて、湖沼形成が火山活動に成因をもっていることによる地質 ・土壌等に

起因する ◆火山湖についても同様にみてよい ◆堰止湖は、その形成要因が火山性であったり地すべ

り性であったりするが、基本的には河川の狭窄部等に代表されるような地形条件と外的作用が合致した

条件下で形成されることから火山湖や海跡湖等のように地理的位置が狭く限定されずに、人口集中地域

に近接する湖沼もあれば、山奥の湖沼もある等さまざまである ◆海跡湖は低い標高に位置しているこ

とから、全般的には人口集中地域に近接することになること、あるいは容易に湖沼に接近できることか

ら水質汚濁を受けやすいこと、時として河川の河口部が湖沼に変化した場合は河川流域からの栄養塩供

給の末端に位置する状況になる ◆腐植栄養湖がみられるのは、臨海地域でしばしばみられる低地湿原

地域における特有の物質変化サイクルの結果である
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1-2型 区分別にみた湖沼

口 湖沼面積規模と湖沼栄養型との間の相関は特に認められない。

湖沼型別出現数順位
(総湖沼数478湖 沼)

1

2

3

9

5

s

富 栄 養 湖158(33

貧 栄 養 湖124(25

中 栄 養 湖105(22

腐 植 栄 養 湖63(13

酸 栄 養 湖20(4

鉄 栄 養 湖1(0

1%)

9%)

0%)

2駕)

2%)

2%)

不 明7(L5%)

湖 沼 型 別 湖 沼 面 積 順位

(総 面 積2,374.37㎞)

i

2

3

9

5

s

中 栄 養 湖925
富 栄 養 湖857
貧 栄 養 湖343
酸 栄 養 湖213
腐植栄養湖33
鉄 栄 養 湖0

97(39
02(36
68(19
95(9
32(1
0fco

off)
1%)
5%)
off)
4%)
0%)

不 明0.42(0.0%)

湖沼型別一湖沼当 り平均面
積順位(単 位:㎞/湖 沼)

1

2

3

9

5

s

酸 栄 養 湖10
中 栄 養 湖8
富 栄 養 湖5
貧 栄 養 湖2
腐植栄養湖0
鉄 栄 養 湖0

70

82

42
77

53

0f

不 明0.06

口 全国的分布をみると、富 ・中 ・貧栄養型湖沼は全国に分布しており、鉄栄養湖は福島県の1湖 沼だけ

である。火山起源の無機酸が係わっている酸栄養湖は国内の主要な火山地域でみることができ、腐植栄

養湖は主として泥炭分布地域一東北地方以北及び中部地方以南の標高1000m以 上の湿原低地でみられる。

ロ 湖沼数にして58湖沼、全体(集 計 ・解析対象湖沼478:以 下同じ)の12%が 汽水型であり、全国に分

布している。これらを成因区分別にみると海跡湖が81%と なっている。他に堰止湖とその他の成因に分

類されている湖沼もあるが、いずれも海域に近接した位置にある湖沼であり、湖沼形成にあたっては、

沿岸流が湾や入江の入口に砂州を造って湾口を閉ざすような海象作用が係わっているものとみて間違い

ない。このようなことから、汽水湖の栄養型では富栄養性の傾向が明瞭に認められるし、臨海地域にあ

る低地湿原地域が係わる腐植栄養型も出現する結果となっている。

口 第3回 調査から第4回 調査の間で湖沼型の変化した湖沼たついては、次のとおりである。

○ 貧栄養化が進んだ湖沼(9湖沼)「:壽 糞畿 識 灘 灘 た醗 慧難

○ 富栄養化が進んだ湖沼(9湖沼)「 麟 嚢慧膿 嚢慧:諜 麗 灘

○ 調和/非調和の変化した湖沼(6湖沼)τ罪轟 灘::無 灘:麗

(※ 調和 型:富 ・中 ・貧 栄 養 型 非 調 和 型:酸 ・鉄 ・腐 植 栄 養 型)

2調 査湖沼の形態

2-1湖 沼標高

口2,000m以 上の標高にある湖沼は21湖沼である。一方、水面標高0～10mの 湖沼が全体の34%を 占め、

次いで500～1,000mの 標高に21%の 湖沼が位置 している。人ロ ・産業の集中地域でもある100mま で

の低標高に位置 してる湖沼は全体の45%で ある。

口 成因別及び栄養型別の標高の傾向は、次の ものがあげ られる。
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○断層湖とカルデラ湖は標高1000m未 満に主に分布 している ○火山湖は高い標高になるほど数が多 く

なっている ○堰止湖は低標高か ら高標高まで万遍なく分布 しているが、特 に100～1000mで 最も多 く

なっている ○海跡湖は、標高10m以 下である ○栄養型をみると、最頻値は標高が高 くなるに したが

って富→中→貧になる傾向がみられる。これは、標高が高 くなることで人為的係わりが小さくなること

によるものと考えられる ○腐植栄養湖は、その形成が主として低地湿原によることか ら湿原の多い低

標高に多 く分布 している

2-2湖 沼面積

口 面積1.00k㎡以下の湖沼が77%で あり、そのうち0.01～0.10k㎡ の湖沼が全体の48%を 占あていることか

ら、大部分が小面積である。

口 成因別の面積の傾向は次のとおりである。

○断層湖は、その形成に係わる地質構造規模によって大か ら小まで出現 している ○ カルデラ湖の規模

は100k㎡ 以下である ○火山湖はさらに小さく0.1k㎡以下の ものが最 も多い ○堰止湖は1k㎡以下が多

く、そのなかで も半数以上は0.1k㎡ 以下の規模である ○海跡湖では0.1～1.Ok㎡ のところで最頻値が

み られるが、100㎞ 以上 もある

口 面積と湖沼型との間には、相関傾向は特に認められない。

2-3湖 沼水深

口 最大水深の上位5湖 沼はいずれ もカルデラ湖である。最大水深5m未 満の湖沼が50%と なっており、

96%の 湖沼の最大水深が50m以 下 となっている。

口 平均水深は最大水深の湖沼と同様に、カルデラ湖が上位を占める。全体としては、平均水深5m未 満

の湖沼が78%、 平均水深10m未 満の湖沼が90%と なっている。

口 成因及び栄養型による水深の特徴は、以下のとおりである。

湖沼形態毎の上位5位 湖沼

上
位
5
位

1

2

3

9

5

水 面 標 高(m)

4120二 の 池2,905m長 野 県

4210権 現 池2,810m岐 阜 県

4190不 消 ケ 池2,730m岐 阜 県

4010鷲 羽 池2,730m長 野 県

4170三 の 池2,720m長 野 県

面 積 (㎞)

4310琵 琶 湖669.20k頑 滋 賀 県

2870霞 ヶ 浦168。18k㎡ 茨 城 県

0200サ ロ マ 湖150.29k㎡ 北 海 道

2770猪 苗 代 湖104.80k㎡ 福 島 県

4480中 海86.79k面 島 根 県

最 大 水 深(m)

2170田 沢 湖423.Om

1010支.笏 湖363.Om

l720十 和 田 湖327.Om

4760池 田 湖233.Om

O450摩 .周 湖211.5m

秋田県
北海道
青森県
髭児島県
北海道

上
位
5
位

1

2

3

4

5

平 均 水 深(m)

2170田 沢 湖280.0皿 秋 田 県

1010支 笏 湖265.4皿 北 海 道

0450摩 周 湖137.5m北 海 道

4760池 田 湖125.5m鹿 見 島県

ll20洞 爺 湖ll7.Om北 海 道

容 積 (団)

4310琵 琶 湖

1010支 笏 湖

1120洞 爺 湖

2170田 沢 湖

4110諏 訪 湖

27.5000k団 滋 賀 県

20.9000団 北 海 道

8.1900k6北 海 道

7.2000k出 秋 田 県

6.1350団 長 野 県

湖 岸 線 延 長(㎞)

4310琵 琶 湖

2870霞 ヶ'浦

4250浜 名 湖

0410風 蓮 湖

0200サ ロ マ 湖

241.21

119.51

113.8km

93.5h

86.71

滋賀県
茨城県
静岡県
北海道
北海道
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○カルデラ湖は他の湖沼と比較すると全体的には深い水深規模にあり、最大水深グループの湖沼は全て

カルデラ湖となっている ○他の成因湖沼においては、全般的により浅い水深湖沼の数が相対的に多く

なる傾向がある ○海跡湖では平均水深5m以 下がほとんどである ○全てではないが、水深が深いほ

ど貧栄養性の状態である傾向が認あられる

2-4湖 沼容積

口 面積 ・平均水深ともに小の湖沼が多いことか ら、湖沼容積において も大 きな湖沼は少ない。

口 容積と成因及び栄養型との間には、特徴的傾向は特に認められない。

2-5湖 岸線延長

口 湖岸線総延長が1㎞ 未満の湖沼は33%あ るが、最 も出現頻度が高い(41%)の は1～5kmの 湖沼であ

り、5～10㎞ ・10～50㎞の湖沼の数 もそれぞれ12%あ る。

口 湖岸線延長と成因との間には、面積の項でみたのと同様の傾向がみ られ るが、栄養型 との関係では特

に相関傾向は認め られない。

2-6肢 節量

口 肢節量とは、湖沼と同一面積を占ある円の円周と湖岸線延長との比で、湖沼が円形ならば肢節量蹴1

になる。つまり湖沼の形態が円形か らより崩れた形になればなるほど、また湖岸線の出入り(屈 曲)が

より激 しいほど、肢節量は1か ら離れた大きな数値となる。

口 肢節量の大きい湖沼は、以下のとおりである。

肢節量の大きい湖沼

No湖 沼 名 成因 一 湖沼型 一 肢節量 面積㎞ 湖岸線㎞ 都道府県

13630武 周 ケ 池 堰 止 貧 淡

23070大 峰 沼

34530幡 竜 湖

40142長 沼(2》

53210手 賀 沼

他 腐植 淡
堰止 中 淡
他 腐植 淡
堰止 富 淡

8

5

4

4

9

25

0s

46

38

09

0

0

0

0

s

119

0fi

135

i7s

5036

7福 井県
8群 馬県
7島 根県
4北 海道
5千 葉県

口 成因区分別の肢節量は次のとおりである。

湖沼成因区分別 「肢節量」

湖 沼 数

平均肢節量

断 層 湖

13

1.69

カ ル デ ラ湖

15

1.47

火 山 湖

58

1.24

堰 止 湖

183

1.68

海 跡 湖

101

1.99

火山湖が円形に近い形態にあり、海跡湖が最も円形からかけ離れた形状となっている。この結果は、そ

れぞれの湖沼の形成過程に起因している。堰止湖と断層湖の肢節量値がほぼ一致しているが、偶然と理

解される性質のものである。
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3.調 査湖沼 の結氷

口 結氷が報告されている湖沼は282湖 沼(59%)で あり、北海道の122湖 沼から鹿児島県の1湖 沼まで

全国に分布している。

口 結氷湖沼は、湖沼の水深と広さの条件から、湖水の上層と下層が年2回 循環する温帯湖と称されてい

るもので、冬の平衡温度の最低が4℃ 以下の条件下で生ずる。

4.調 査湖沼 の水質

4-1透 明 度

口 透明度10m以 上の湖沼は13湖沼、第20位 の湖沼で9.Omの 透明度、第30位 の湖沼で7.7mの 透明度で

ある。圧倒的多数の湖沼は、透明度5m以 下 とならている。

※ 第3回 調査と比較すると第1位 の摩周湖は変わらないものの、第2位 以下は大きく順位が入れ替
わっている。これは、大部分は測定時の天候による変化のようである。

透明度の高い湖沼一上位20

順

位

1

2

3

4

5

6

z

8

9

10

11

12

13

14

14

14

17

i8

19

19

19

19

19

19

湖沼 湖 沼 名

番号

0450摩 周 湖

ll50倶 多 楽 湖

1550赤 沼

1010支 笏 湖

0460パ ン ケ 湖

3910大 沼 池 .
3040菅 沼

1310宇 曽 利 山 湖

0470ペ ン ケ 湖

3740本 栖 湖

4630六 観 音 御 池

4690大 浪 池

1120洞 爺 湖

3930青 木 湖

1800御 苗 代 湖

0730然 別 湖

0200サ ロ マ 湖

3050丸 沼

2700瑠 璃 沼

2780沼 沢 沼

1720十 和 田 湖

1820三 角 沼

4650大 幡 池

3000中 禅 寺 湖

都道府

県 名

北海道
北海道
青森県
北海道
北海道
長野県
群馬県
青森県
北海道
山梨県
宮崎県
鹿児島
北海道
長野県
岩手県
北海道
北海道
群馬県
福島県
福島県
青森県
岩手県
宮崎県
栃木県

成ii汽i型i

因ii水

力 貧
力 貧
堰 貧
力 貧
堰'貧
堰 酸
堰 貧
力 酸
堰 貧
堰 貧
火 酸
火 貧
力'貧

断 貧
火 貧
堰 貧
海 富 ○
堰 中
そ 酸
力 貧
力 貧
堰 中
火 貧
堰 貧

透 明 度(m)

第4回

28.0

22.0

18.2

17.5

14.0

13.5

13.2

13.0

11.3

11.2

ii.i

10.9

10.0

9.8

9.8

9.8

9.4

9.3

9.0

9.0

9.0

9.0

9.0

9.0

第3回 順位

25.0

19.0

15.0

18.0

15.9

12.0

9.6

6.5

13.0

7.8

13.0

9.3

8.6

19.5

7.0

10.0

10.0

9.0

12.5

s.2

11.0

13.5

1

3

5

9

s

10

17

8

2

15

19

20

9

12

z

保 全 地 域 指 定

阿寒国立公園
支笏洞爺国立公園
十和田八幡平国立公園
支笏洞爺国立公園
阿寒国立公園
上信越高原国立公園
日光国立公園
下北半島国定公園
阿寒国立公園
富士箱根伊豆国立公園
霧島屋久国立公園
霧島屋久国立公園
支笏洞爺国立公園

十和田八幡平国立公園
大雪山国立公園
網走国定公園
日光国立公園
磐梯朝 日国立公園
只見柳津県立 自然公園
十和田八幡平国立公園
栗駒国定公園
霧島屋久国立公園
日光国立公園

※1成 因:断=断 層湖 力=カ ルデラ湖 火=火 山湖 ※2型:富=富 栄養湖 中=中 栄養湖
堰=堰 止湖 海=海 跡湖 そ=そ の他 貧=貧 栄養湖 酸=酸 栄養湖

口 成因区分別集計では、カルデラ湖において透明度の高い湖沼が出現 しており、この透明度平均値は10

mに なる。これは、他の成因湖沼のそれに比較 して極端に大きな値である。湖沼総数の多 くを占める堰

止湖の大部分は透明度10m以 下であるが、一部は10m～18mの 透明度を呈 している。・

口 栄養型区分別集計では、貧栄養湖と酸栄養湖において、比較的透明度が高い湖沼が出現 しており、こ

の透明度平均値は他よりもやや高い値となっている。

口 このような特徴は、カルデラ湖においては貧栄養性あるいは酸栄養性湖沼が多 くなっていること、堰
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止湖においても一定の数の湖沼が同様であることが係わっていると考えられる。それらの貧栄養性ある

いは酸栄養性湖沼では～水中のプランクトンや不純物の含有が他の栄養型湖沼に比較して相対的には少

ないことが特徴である。このようなことから、基本的には 「貧栄養性あるいは酸栄養性湖沼においては

概して透明度が高い傾向にある」ことが確認される。

4-2水 温

口26℃ をピークとして、やや低温側に偏った出現頻度分布を呈している。水温のデータは測定時の気温

や垂直分布等と総合的にみる必要があり、取扱いには注意を要する。

口 成因区分別集計では、断層湖では22～29℃の狭い温度幅内の値をとっているが、他の成因湖沼では

(上限値は30℃前後で大差はないが)下 限値で異なる特徴がある。つまり、カルデラ湖と海跡湖では下

限値が10℃まで下がり、堰止湖ではさらに7℃ 程度まで、火山湖では1℃ まで下がる傾向を呈している。

口 栄養型区分別集計では、栄養性が貧→中→富になるにともなって出現頻度の最頻値をピークとする出

現分布が高温側へ移行する傾向が読み取れる。平均値と最高値もこの傾向で漸移している。

口 以上の傾向については、成因区分に関してはその根拠はよくわからない。栄養型に関する傾向は、富

栄養性湖沼では生物の活動がより活発であるので、その活動に伴い生じる熱エネルギーが寄与している

との推測もできるが、不明である。

4-3pH

口7を ピークとして、かなりアルカリ性側に偏 った出現頻度分布を呈 している。 しか し、大部分は4～

9の 間の値であり、一般的にいわれている生物生息可能の値 となっている。

口 成因区分別集計では、上限値はいずれの成因湖沼においても9～10程 度であるが、下限値は断層湖 ・,

堰止湖 ・海跡湖ではほぼ5～6程 度 までである。しかし、火山湖においては最下限値が1.7を 呈 してお

り、5以 下の湖沼が顕著に認め られる。カルデラ湖においては概 して6ま での範囲内の値であるが、例

外的に3.7と いう低い値が出現 している。

口 栄養型区分別集計では、富 ・中栄養湖では6～10の 範囲内に集中しているが貧栄養湖では4～9の 範

囲内となり、酸栄養湖では全て7以 下の酸性値 となっている。腐植栄養湖は特にピークがなく4～8強

に平均 して出現 しており、他の栄養型湖とは若干様相が異なっている。このような酸性傾向は、明 らか

に、火山活動や腐植作用に根源をお く酸性物質が関与 しているものである。

口 また、今回出現 している値の上限値10前 後は富栄養性湖沼で特に出現が確認されているもので、一般

的にいわれているように、富栄養化の度合いが増 していくにしたが ってよりアルカリ性に移行 していく

傾向が認め られる。

4-4DO(溶 存酸素)

口 およそ9.0㎎/2弱 の値をピークとしてやや小さい方の値に偏った出現頻度分布を示 している。大部
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分は5な いし6か ら12㎎/乏 の範囲内の値を呈している。

口 成因区分別集計では、カルデラ湖での出現値の幅が7～10㎎/4の 狭い範囲に集中しているが、その

理由は不明である。他には区分による特徴的傾向はみられない。

口 栄養型区分別集計でも区分による顕著な特徴的傾向はみられないが、富栄養湖では12～16㎎/4の 範

囲内の値を呈 している湖沼がみられる。この傾向は、富栄養湖においては植物プランクトン等の生息が

多 く、その生物活動の結果として高い値が出現しているものと推察される。

4-5EC

口 およそ40～250μs/㎝ の間に多くの湖沼が集中している。

口 成因区分別集計では、海跡湖で数千～数万μs/㎝の値がみられるが、その他の成因湖沼では全て数百

μs/㎝以下の値を呈 している。海跡湖における特徴は、海跡湖の中には海域との流出入交換を伴う汽水

湖があり、多量の塩分が溶解 していることである。

口 栄養型区分別集計では、栄養性が貧→中→富となるにつれてEC値 が高い方に移行する傾向が認あら

れ、中～富栄養性になると高い値を呈する湖沼が顕著である。この傾向は、富栄養化=水 中に溶解して

いる栄養塩の量が多くなっていることによるものと考えられる。栄養塩の量においてこれらの湖沼の対

極にある酸栄養湖においては、極端に高いEC値 の湖沼は認められない。

4-6ア ルカリ度

口 大部分の湖沼は4㎎/4以 下の値を呈 している。

口 栄養型区分別集計でみると、酸栄養湖と腐植栄養湖においては小さい値が多い。湖沼が貧栄養性から

富栄養化するにつれて、小さい値の湖沼も数多くあるが、漸次数十㎎/4の 水準で大きな値を示す湖沼

が顕著となる傾向が認められる。これは、酸栄養湖と腐植栄養湖は、それぞれ酸性の状態にあること、

また、富栄養化するにともなって炭酸性溶解物質が多くなる傾向にあるといわれていること、が考えら

れる。

口 成因区分とアルカリ度の直接的な関係は考えにくいが、断層湖や堰止湖 ・海跡湖のそれぞれにおいて

は富栄養型の湖沼が多くなっていることにより、これらの成因湖沼では、'それを反映してアルカリ度の

高い湖沼がみられるようになっている。

5.調 査湖沼の湖岸線改変状況及び湖岸土地利用状況

5-1湖 岸線改変状況

口 集計 ・解析対象湖沼478湖 沼の湖岸線総延長は丸3,184.2kmに 達する。これ らの湖岸線改変状況は、

自然湖岸56.6%(崖 地でないもの45.0%/崖 地11.6%)、 半 自然湖岸12.4%、 人工湖岸30.3%、 水面0.7

%と なっている。.水面状況も含あると自然状態を保 っている湖岸は全体の57%、 なん らかの人工改変を
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受けている湖岸は43%の 概況にある。

口 全国集計の自然湖岸率(56.6%)を 指標として、それ以上の自然湖岸率のある都道府県は次のとお り。

○北海道 ○東北圏:青 森 ・岩手 ・山形 ・福島 ○関東圏:栃 木 ・群馬 ・神奈川

○中部圏:長 野 ・岐阜 ○中国圏:山 口 〇九州圏:大 分 ・宮崎 ・鹿児島 ○沖縄(以 上15道 県)

これ らの道県の湖沼は、沖縄県の離島環境を除 くと、地理的に山間部に位置する湖沼が多いことや人口

集中地域から距離を置いた位置に分布する湖沼が多いこと、国立 ・国定公園等の地域内に位置 している

湖沼が多いこと、等の特色がある。

口 湖沼成因別にみてみると、カルデラ湖 ・火山湖では自然湖岸率が80%以 上の高い値を示 してお り、海

跡湖と断層湖ではその率が相対的には小さくなっている(40%台)。 したが って、海跡湖 と断層湖にお

いては人工湖岸率が大 きくなっている。このような傾向は、海跡湖と断層湖は概 して人口集中地域に近

接する位置に分布 していることによるものと考え られる。

口 湖沼栄養型別では、人為的改変が しやすい湖沼、人口集中地域等か ら栄養塩が流入 しやすい湖沼が富

栄養化する必然性 と、社会活動により自然湖岸が改変されて減少 していく傾向とは同一の軌跡であると

みることができることから、形式的には大枠で湖沼成因でみたのと同様の傾向があるといえる。

口 第2回 調査より比較可能な湖沼(476湖 沼)の 湖岸線改変状況の経年変化は次のとおり。

自然湖岸は、第2回 調査か ら第3回 調査の間で1.0ポ イント(第4回 調査476湖 沼の湖岸線総延長3,183.4

㎞で換算すると約32㎞:以 下同 じ)減 少 し、第3回 調査か ら第4回 調査問で2.2ポ イント(約70㎞)減 少 し

ている。これらの減少 した分は、第2回 調査か ら第3回 調査の間では半自然湖岸に転換 してお り、第3

回調査か ら第4回 調査の間では、半自然湖岸への転換 もあるが、大部分の湖岸線が人工湖岸化 している。

第3回 調査から第4回 調査間(昭 和60年 〔1985年〕～平成3年 〔1991年〕の6年 間)の 湖岸線改変量は、

第2回 調査から第3回 調査問(昭 和54年 〔1979年〕～昭和60年 〔1985年〕の6年 間)の 改変量の2倍 以

・上であった。

口 人間社会の活動が反映 している湖沼型区分別に、第3回 調査か ら第4回 調査までの商の自然湖岸の変

化をみてみると、富栄養湖で2.7ポイント(第4回 調査該当湖岸線延長換算40㎞:以 下同 じ)、 貧栄養湖で2.3

ポイント(12㎞)、 中栄養湖で1.2ポインk10㎞)、 の減少となっている。概 して人口密集地に近接 している富

栄養湖で、最 も自然湖岸が消滅 し人工湖岸化が進んでいる(2.3ポイント=34㎞)。 同様の観点で第2回 調査

か ら第3回 調査の間をみてみると、富栄養湖における変化量がやはり多いが、その変化は半自然湖岸の

増大が中心 となっている点で第3回 調査と第4回 調査問の変化とは様相が異なる。また、第2回 調査か

ら第3回 調査問では、いずれの湖沼型で もさほど大きな変化をみせていないが、第3回 調査か ら第4回

調査までの間では、全ての湖沼型で自然湖岸が減少 して、それ らの大部分が人工湖岸に、一部 が半自然

湖岸に転換する結果となっている。概 して、人口密集地域か ら比較的離れている貧栄養湖や酸栄養湖に

おいても同様の傾向が認められることは、人工湖岸化がかなり広範にお こなわれたことを物語っている。

口 また、人工構造物による改変が進んだ湖沼(第3回 調査か ら第4回 調査問)と して、人工湖岸率また

は次項でみる市街地率が10%増 加 した湖沼を抽出 したが、全湖沼のおおよそ1割 の49湖 沼がそれに該当
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した。人工湖岸化の最大(距 離)は 印旛沼の11.5㎞ であり、市街地化の最大(距 離)は 長沼の4.9㎞ で

ある。

口 さらに第4回 調査時点で、人工湖岸率50%以 上かつ市街地率30%以 上の改変の進んでいる湖沼は、第

3回 調査時の25湖 沼に新たに坂田池 と久々子湖の2湖 沼が追加 され、計27湖 沼 となっている。

5-2湖 岸線土地利用状況

口 湖岸線土地利用状況は、自然地56.7%(樹 林地36.9%/そ の他の自然地19.8%)、 農業地23.0%、 市

街地他19.6%、 水面0.8%と なっている。水面状況にある部分 も含めて自然地が保全 されている土地は、

自然湖岸率と同じ57%、 なん らかの人為的土地利用の状況にあるものは43%と なっている。

口 全湖沼の自然地率は56.7%で あるが、 これ以上の率で 自然地が保全されている都道府県は次のとおり。

○北海道 ○東北圏:青 森 ・岩手 ・山形 ・福島 ○関東圏:栃 木 ・群馬 ・神奈川 ・山梨

○中部圏:長 野 ・岐阜 〇四国圏:徳 島 〇九州圏:大 分 ・宮崎 ・鹿児島(以 上15道 県)

この15道 県の内、山梨 ・徳島の2県 を除 く13道県は、5-1で 掲げた道県 と一致 している。5-1に あ

る山口と沖縄の2県 の湖沼(各1湖 沼)は 、土地利用状況で信農業地の率が大 きくなっている。

口 湖岸線土地利用状況を湖沼成因別にみると、火山湖 とカルデラ湖で自然地率がおよそ90%の 高率を示

してお り、次いで堰止湖で自然地率がおよそ70%弱 の値を呈 している。断層湖と海跡湖における自然地

率はおよそ50%弱 で相対的には小 さい。したが って、海跡湖 と断層湖においては市街地 ・工業地率が大

きくなっているとともに、海跡湖では特徴的に農業地率が他の成因区分での率よりも大きくなっている。

このような傾向は、海跡湖は低標高平地に分布 していることが多いことか ら湖沼周辺地域が農業地利用

されることが多いこと等によるものと考えられる。

口 湖沼栄養型別の傾向をみると、貧 ・酸 ・腐植栄養湖においてはおおよそ85～90%の 高率で 自然地が存

在 しているが、中栄養湖ではおおよそ55%、 富栄養湖ではおおよそ40%の 低率となっている。このよう

な状況は、人口集中地域や農業地利用等の背景が富あるいは中栄養湖の形成となっていること、また、

自然地が主たる後背土地利用である貧 ・酸 ・腐植栄養湖、ということから容易に理解できる。

口 経年的変化をみると、全体的には、第2回 調査から第3回 調査問ではさほど大きな量ではないが(0.8

ポイント=25㎞)農 業地が減少 してそのほとんどは市街地化 している状況がみ られる。この期間では、自然

地の人為的改変は微量である。第3回 調査から第4回 調査問では、さらに農業地が市街地に転換する(0.5
'ポイ

ント=16km)進 行だけではなく、 自然地が改変 されたことが特徴的である。自然地は、樹林地を主体に

1.1ポイント(35㎞)減 少 し、市街地他に転換 している。

ロ このような傾向は、湖沼成因別の経年変化では、第2回 調査から第3回 調査問の海跡湖、第3回 調査

か ら第4回 調査問の堰止湖で顕著に現れている。また、湖沼型区分別では、富 ・中栄養湖においてこれ

らの傾向がみ られる。 このような経年変化状況は、近年の稲作減反動向とともに宅地造成開発や リゾー

ト・レクリエーシ ョン施設開発等、という社会的動勢が背景にあることによるものとも考え られる。

_ｩ



5-3非 改変湖沼

口 全体の44%(210湖 沼)が 、人為的改変のない100%自 然が保全されている湖沼である。しか し、 これ

らの湖沼規模 は湖岸線総延長が5㎞ 未満のものが195湖 沼(そ のうち101湖 沼が1㎞ 未満)と なってお

り、規模の小さい湖沼ほど人為的改変を受けていない結果 となっている。これは、発電 ・観光等の湖沼

利用 との関係において、多 くの小規模湖沼はその対象にならないことによるものと考えられる。

口 非改変湖沼の成因区分をおこなうと、総数210湖 沼の41%が 堰止湖で、21%が 火山湖 となっている。

堰止湖にっいてはその総数183湖 沼のおよそ48%が 非改変湖沼であるのに対 して、火山湖では総数59湖

沼の75%が 非改変湖沼になっている。これは、火山湖が他の成因湖沼に比較 して人口集中地域か ら離れ

ていることか ら、人為的改変が しにくい状況があることによると考えられる。また、火山湖は、全体的

に国立公園をはじあとする保全地域内に位置していることが多いことか ら、湖岸線の自然環境が100%

保全されている(非 改変湖沼)湖 沼が多いとも言える。

口 第2回 調査時か ら今回の第4回 調査までの期間における非改変湖沼総数の変遷は、228(47%)→221

(46%)→210(44%)と 減少傾向にφる。これら非改変湖沼の減少を成因別にみると、相対的には堰止

湖に多いが、堰止湖の非改変湖沼数が元々多いことから際立 って堰止湖で非改変湖沼の減少が多いとは

いえない。

非改変湖沼上位15一 湖岸線延長5km以 上の湖沼

順

位

i

2

3
9

5

s

z

8

9

10

11

12

12

19

15

湖沼 湖 沼 名

番号

0450摩 周 湖

0780湧 洞 沼

0430温 根 湖

0460バ ン ケ 湖

3630武 周 ケ 池

0760長 節 沼

0840パ ン ケ沼(テシオ)

0290チ ミケ ップ湖

Ol20ジ ュ ン サ イ 沼

Ol42長 沼

0050ポ ロ 沼

0590達 古 武 沼

0830ペ ン ケ 沼(テシオ)

0810ホ ロ カ ヤ ン ト沼

1070弁 天 沼

都道府

県 名

北海道
北海道
北海道
北海道
福井県
北海道
北海道
北海道
北海道
北海道
北海道
北海道
北海道
北海這
北海道

雷i型i楽
力 貧
海 腐 ○
海 貧 ○
堰 貧
堰 貧
海 富 ○
海 腐 ○
堰 富
そ 腐
そ 腐
海 腐 ○
海 貧
海 腐
海 腐 ○
海 中

湖岸線延長

(㎞)
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12

9

8

7

z

7

s

s

5

5

5

5

8

8

9

4

7

6

5

9

0

9

0

8

8

7

2

保 全 地 域 指 定

阿寒国立公園'

野付風蓮道立自然公園
阿寒国立公園
越前加賀海岸国定公園

利尻礼文サロベツ国立公園

利尻礼文サロベツ国立公園
利尻礼文サロペツ国立公園

釧路湿原国立公園
利尻礼文サロベツ国立公園

※成 因:カ=カ ルデラ湖 海=海 跡湖 堰=堰 止湖 そ=そ の他
湖沼型:富=富 栄養湖 中=中 栄養湖.貧=貧 栄養湖 腐=腐 植栄養湖

口 第3回 調査時に非改変状態であったが、今回の第4回 調査で非改変湖沼でなくなった湖沼は13湖 沼で

ある。これ らにおける地域的特徴及び変化状況の特徴的傾向は特に認められない。

5-4湖 岸線の改変状況と土地利用状況の関係

口 湖岸線の改変状況と土地利用状況の関係をみると、自然環境が保全されている湖岸線(「 自然湖岸」

と 「自然地」の組み合わせ)の 占ある割合は高 く、湖岸線総延長の48%、1,537.8kmで ある。(次 表

の順位の第1位 、第2位 、及び第5位)『

口 人為的改変がお こなわれているものには、 「人工湖岸 ×市街地他」(第3位)、 および 「人工湖岸×
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農業地」(第4位)が あるが、この組み合わせは、次のような過程を経て形成されたものと考えられる。

湖岸線に隣接した地域が市街地化あるいは工業地化されることになると、市街地や工業地の進展ととも

に、周辺地域もまた整備されるのが今日の状況である。このとき、湖沼に対する危険防止という意義も

働くものと思われる。一方、市街地化 ・工業地化ではなく農業地利用の場合は若干様相が異なる。基本

的には、農業地土地利用の場合でも、主として農地保全の立場から湖岸線の人工湖岸化が図られること

にはなるが、時として湖岸線には手を付けない場合もあると推測される。

主要な湖岸線改変状況と土地利用状況の組み合わせ(上 位10位)

〔順位〕 〔改 変 状 況 区 分 × 土地利用状況区分〕 〔占有率〕

1

2

3

9

5

s

z

8

9

io

自然湖岸(崖 地でない)
自然湖岸(崖 地でない)
人 工 湖
人 工 湖
自然湖岸(崖
自然湖岸(崖 地でない)
半
半
半
人

自 然 湖
自 然 湖
自 然 湖
工 湖

岸
岸
地)

岸
岸
岸
岸

x

x

x

x

x

x

x

x

X

x

自然地(樹 林 地)
自然地(樹 林地以外)
市 街地 ・工 業地他
農 業 地
臼然地(樹 林 地)
農 業 地
農 業 地
市 街地 ・工 業地他
自然地(樹 林 地)
自然地(樹 林 地)

20

17

13

12,

10,

5

9

3

2

2

il}鷲 曇難裏1　爵

il灘 畔
口 第6位 以降か らいえることは、○湖岸を農業地として利用するにあたって、湖岸線が自然湖岸(崖 地

でない))の ままで存在できているのは、全湖沼の湖岸線総延長のわずか5.3%で しかないこと ○第

9・10位 をみると、湖岸が自然地(樹 林地)の 場合、湖岸線の人為的改変の率はきわめて小さい一人為

的土地利用がおこなわれる場合、ほぼ湖岸線の人為的改変が伴 うこと、等である。

口 湖岸線の改変状況と土地利用状況の組み合わせでは、自然状態の組み合わせ(自 然湖岸 ×自然地)や 、

逆の人為的状態の組み合わせ(人 工湖岸 ×市街地他)に おいて、大筋で正の相関があると推察される。

口 第3回 調査か ら第4回 調査間の改変状況 と土地利用状況の組み合わせの経年的変化をみると、 〔自然

湖岸×自然地〕が1.・1ポイント(約35㎞)と 最 も減少 し、次いで 〔自然湖岸 ×農業地〕が0.8ポ イント(約25km)

減少 と続いている。これ らは、 〔人工湖岸 ×市街地〕に1.1ポイント(約35㎞)、 〔半自然湖岸 ×市街地〕と

〔人工湖岸×農業地〕にそれぞれ0.5～0.6ポ イント、いずれ も人為的改変に係わる転換を している。

5-5湖 沼の干拓 ・埋立

口1945年 以降第4回 調査時点(1991年)ま での間に干拓 ・埋立がおこなわれた湖沼は66湖沼で、その総

面積はおよそ347k㎡ である。この66湖 沼は、第2回 から第4回 で調査対象となった488湖 沼のおよそ14

%に 相当する。また、干拓 ・埋立面積の累計値は、第4回 調査集計 ・解析対象湖沼478湖 沼の総面積 と

比較するとおよそ15%に 相当 し、無視できない数量となっている。

口 これ らの干拓 ・埋立の総量を時期的にみると、1945年 か ら第2回 調査(1979年)間 で面積は341.92k㎡

(55湖沼:う ち4湖 沼は干拓により完全消滅)が 計上されており、戦後の湖沼干拓 ・埋立総面積346.99

㎞のおよそ99%が この期間となっている。第2回 調査(1979年)か ら第3回 調査(1985年)間 の干拓 ・

埋立の総面積は2.26k㎡(3湖 沼:う ち1湖 沼は干拓により完全消滅)、 第3回 調査(1985年)か ら第4

回調査(1991年)間 のそれは2.81k㎡(17湖 沼)で ある。
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口 湖沼毎に干拓 ・埋立の面積をみると、10k㎡以上が記録 されているのは、八郎潟(166.57k㎡)、 琵琶湖

(28.75k㎡)、 雁沼(24.30k㎡)、 河北潟(14.98k㎡)、 印旛沼(14,07k㎡)、 本栖湖(13.08k㎡)、 赤江(11.50

㎞D、 中海(11.19k㎡)、 霞ヶ浦(10.44k㎡)、 の9湖 沼である。

口 これ らの干拓 ・埋立は、中海以外の8湖 沼では第2回 調査以前におこなわれたものである。また、こ

れ らの9湖 沼以外の湖沼の干拓 ・埋立面積規模はいずれも小さいものであり、近年はよ り小さいものと

なっている。このことは、湖沼環境保全の観点が今日の社会において大きくなってきたことの反映とも

考え られる。

口 干拓 ・埋立のあった湖沼の成因と湖沼型は、海跡湖 ・堰止湖と富 ・中栄養湖で多い。

a調 査湖沼の保全地域指定状況

6-1湖 沼の保全地域指定状況

口 国立公園をはじめとする保全地域内に分布する湖沼は299湖 沼、63%で ある。一方、湖岸線全線がい

かなる保全地域にも指定されていない湖沼は179湖 沼、37%と なっている。

口 保全地域の種別で湖沼数をみると、国立公園内湖沼が最も多く150湖 沼(全 体の31%)、 次いで国定

公園内湖沼が86湖 沼(18%)、 都道府県立 自然公園内湖沼が54湖 沼(11%)、 都道府県自然環境保全地

域内湖沼が9湖 沼(2%)、 その他 自然環境保全地域(県)内 湖沼が1湖 沼、 となっている。

口 また、保全地域内にある299湖 沼のうち、国立公園内湖沼は50%、 以下、国定公園地域内湖沼29%、

都道府県立自然公園地域内湖沼18%、 都道府県自然環境保全地域内湖沼3%と なっている。

口 保全地域に指定されている湖岸線の総延長は全体の湖岸線総延長の60%、1,920.1kmで ある。

口 保全地域の種別毎にみると、国立公園内の湖岸線は全体の湖岸線総延長の24%、 国定公園内湖岸線18

%、 都道府県立自然公園内湖岸線17%、 都道府県自然環境保全地域内湖岸線1%と なっており、湖岸線

において も国立公薗に指定されている湖沼が最 も多い。

口 保全地域内の湖岸線総延長対比では、国立公園内湖岸線40%、 国定公園内湖岸線31%、 都道府県立自

然公園内湖岸線27%、 都道府県自然環境保全地域内湖岸線2%で ある。

口 国立公園 ・国定公園 ・都道府県立自然公園のそれぞれにおける規制区分を詳細にみると、国立公園内

湖岸線では特別保護地区と特別地域で99%、 国定公園内湖岸線では特別保護地区と特別地域が98%、 都

道府県立自然公園では特別地域が66%と なっている一方、都道府県 自然環境保全地域内湖沼は総数9湖

沼 と少ないが、93%の 湖岸線は普通地区となっている。

口 保全地域内湖沼を成因別にみると、カルデラ湖15湖 沼は全てが保全地域の規制内にある湖沼で、その

内の10湖 沼が国立公園となっている。カルデラ湖の湖岸線でみても、ほぼ100%が 保全地域内である。

次いで、火山湖では総数58湖 沼の90%52湖 沼、湖岸線では80%が 保全地域内であり、そのほとんどは国

立公園である。その他では、堰止湖 と断層湖では湖沼数ではおよそ62%の 数の湖沼が、海跡湖では54%

の数の湖沼が、保全地域内にある。
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湖岸線の保全地域指定状況

6-2保 全地域内湖沼の湖岸線改変状況及び湖岸線土地利用状況

口 湖岸線改変状況及び湖岸線土地利用状況のいずれにおいても、自然環境保全の観点から自然湖岸と自

然地に注目してその占有率をみると、国立公園 ・国定公園 ・都道府県立自然公園 ・都道府県自然環境保

全地域の順になっている。

口 また、それぞれの保全地域毎に、その規制内訳別にみると、特別保護地区 ・特別地域(区)・ 普通地

域(区)の 順に、自然湖岸と自然地が多くある状況になっている。国立公園 ・国定公園における特別保

護地区はほぼ100%が 自然湖岸 ・自然地の状態である。

口 次に、全体の湖岸線総延長のうちの自然湖岸を保全地域指定毎にみると、その34%が 国立公園に、20

%が 国定公園に、16%が 都道府県立自然公園にあり、総計で70%が なんらかの保全地域内にある。

口 同様に自然地をみると、37%が 国立公園に、22%が 国定公園に、16%が 都道府県立自然公園にあり、

総計では76%が なんらかの保全地域内にある。

口 湖沼湖岸線の自然環境保全において、保全地域指定の果たしている意味はきわめて大きい。

口 これらの保全地域内湖沼の湖岸線改変状況と土地利用状況の第3回 調査から第4回 調査問の経年変化
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をみてみると、自然湖岸の減少 と半自然湖岸 ・人工湖岸の増加 という傾向であるが、その変化量は自然

湖岸で1.舗 イントの減少(実 際の量では約25㎞ に相当するもので、湖岸線総延長の0.8%程 度)で ある。

一方・保全地域外の湖沼の経年変化をみてみると・変化傾向は保全地域内と同一であるが、その変化量

は保全地域内に比較して大きなものとなっている。これらのことから、保全地域指定に伴う開発規制が、

湖沼の自然環境保全の基本的な歯止あになっているものと考えられる。
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口 湖岸線土地利用状況の同 じ期間の経年変化をみると、保全地域内湖沼においては、農業地のみが減少

して、(お そらく)農 地の廃地放置地が自然地様相の湖岸線に変化 した部分 と、市街地化 した部分に分

かれる状況になっている。このような変化は、湖岸線改変状況の経年変化の様相 と大 きく異なっている。

一方、保全地域外湖沼における湖岸線土地利用の経年変化をみると、自然地が大 きく減少 し、大部分は

市街地化 した様相となっている。この変化量は湖岸線改変の変化量 とほぼ一致 してお り、湖岸線の改変

は土地利用の改変と同様の変化であったことを示す結果となっている。

湖岸線改変と土地利用の変化量(第3回 調査から第4回 調査の間)
(※変化量劃ントから求めた換算数値なので、実数 とは完全に一致しない)

〔単 位:㎞ 〕 ▼:減 少

全 湖 沼

保全地域内湖沼

保全地域外湖沼

湖岸線改変状況変化量

自然湖岸

▼70.0

▼25.0

▼48.0

半 自然

十19.1

十3.8

十i2.s

人 工

十50.9

十19.2

十34.1

湖岸線土地利用状況変化量

自然地

▼35.0

十7.7

▼46.8

農業地

▼19.1

▼13.4

ｱo.o

市街地

十.47.8

十5.8

43.0

6-3非 改変湖沼の保全地域指定状況

口 非改変湖沼は全国的に210湖 沼あるが、そのうち70%の147湖 沼がなん らかの保全地域内にある。最

も多いのは国立公園内の94湖沼(64%)で 、国定公園内32湖 沼(22%)、 都道府県立 自然公園内19湖 沼

(13%)と 続いている。

口 これ らの湖沼数を、それぞれの保全地域内総湖沼数比でみると、国立公園内では63%の 湖沼が、国定

公園内では37%、 都道府県立 自然公園内では35%の 湖沼が、非改変の状態を保っている。非改変湖沼の

存在は、概 して人口密集地域から離れているという地理的位置により人為的改変を受けにくい側面はあ

るが、保全地域一それ も国立公園が多い一内に存在 していることが大きな理由であると判断される。

6-4湖 沼と鳥獣保護区設定状況

口 鳥獣保護区の設定がおこなわれているのは、全体の約半分(53%)の252湖 沼である。このことは湖

沼が景観1二だけではなく鳥獣の生息する生態系としても重要な位置にあることを物語っているもので、

鳥獣保護区の設定は保全地域指定とともに湖沼を中心とする自然環境保全におけるきわめて意味のある

法規制となっている。

湖沼の鳥獣保護区設定状況総括

該当湖沼総数

252

湖 沼

鳥獣保護区の指定がある

特別保護地区
の指定がない

172

特別保護地区
の指定がある

?2

島

鳥獣保護区の指定がある

特別保護地区
の指定がない

33

特別保護地区
の指定がある

4

湖 岸

鳥獣保護区の指定がある

特別保護地区
の指定がない

171

特別保護地区
の指定がある

69

_0



τ 調査湖沼の挺水植物群落状況

口 湖岸線に挺水植物群落の出現が報告されている湖沼は、全体の59%、284湖 沼である。これを湖岸線

区間でみると、挺水植物群落の出現がある区間の総延長は1,095.2km(全 体の34%)で ある。

口 湖岸線延長総計に対 して最 も出現湖岸線率が大きいのは腐植栄養湖、次いで富栄養湖、中栄養湖、貧

栄養湖の順になっており、酸栄養湖で出現率が最 も少ない。この傾向は、腐植栄養湖が一般的に低地湿

原地域内にあり、特有の挺水植物が繁茂 していること、富栄養湖は植物が生育す るのに必要な栄養塩に

満ちている湖沼であることによると推察できる。 したが って、中栄養湖か ら貧栄養湖 になるにつれて暫

時、挺水植物群落の出現率が小 さくなっていることも容易に理解できる。このようなことか ら、酸栄養

湖においては、酸性であることや栄養塩の供給が小さいこと等の水質の面で植物生育を制限する要因が

あることから出現率が最 も小さい結果となっている。

口 湖沼成因との関係では、成因区分と栄養型区分の間には一定の相関があることが背景となって、断層

湖 ・堰止湖 ・海跡湖では出現率が高 く、火山湖 ・カルデラ湖では低い、 という概観的傾向は認められる。

a調 査 湖 沼 の魚 類 相

8-1湖 沼別魚類相

口 調査対象となった特定湖沼60湖沼において生息する魚種数の一湖沼当たりの平均はおおよそ25魚種で

あるが、最も魚類相が豊富に報告されている湖沼は浜名湖の257魚 種で、第2位 の中海の96種と比較し

ても飛び抜けて多い。浜名湖を筆頭にして、確認魚種数の多い湖沼の上位11は、琵琶湖を除くと湖沼成

因が海跡湖で汽水湖となっている。

口 これらの10湖沼を吋じあとする汽水湖について、海産魚種数を計上してみると、浜名湖 ・中海 ・加茂

湖 ・サロマ湖 ・宍道湖においては相当数の海産魚種が入り込んでおり、これらを除外した淡水魚種数の

最高は68魚種である。しかし、同じ汽水湖であっても湧洞沼は腐食栄養湖で水質が魚類生息環境として

は良好でないことから、確認魚種数は他に比較して少ない。

口 海産種と判断される魚種を除いた特定湖沼60湖沼において生息する淡水魚種数の一湖沼当たりの平均

は、おおよそ19魚種となる。

口 また、生息確認魚種数の多い内陸湖沼として琵琶湖があげられるが、琵琶湖は日本最大の湖沼として

、形成されてきた地史過程で固有の魚種数を豊かに有するようになったことによるものである。

口 報告魚種数の少ない湖沼の地理的特徴は特に認められないが、栄養型区分別の酸栄養湖 ・腐植栄養湖

では生息確認魚種数が少ない傾向となっている。

口 天然繁殖魚種数は、基本的には個々の湖沼における水質(水 温 ・栄養状態)と 生息するプランクトン

や植生等で規定されるが、中海 ・宍道湖 ・浜名湖 ・十三湖 ・小川原湖等の海跡湖と琵琶湖においては、

比較的数多くの天然魚種が繁殖している。
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特定湖沼の生息魚類数

成

因

断

層

湖

カ

ル

デ

ラ

湖

火

山

湖

堰

止

湖

塑

富

中

貧

酸

富

中

貧

酸

富

中

貧

富

中

汽

水

湖沼

番号

4110

4300

3940

3970

4310

3930

2770

0480

3300

4760

1010

1120

1720

2780

0440

1310

2170

3270

3090

3110

4770

2280

4660

1220

3210

3220

3290

3710

3730

2640

湖 沼 名

諏 訪 湖

余 呉 湖

中 綱 湖

木 崎 湖

琵 琶 湖

青 木 湖

猪 苗 代 湖

阿 寒 湖

芦 ノ 湖

池 田 湖

支 笏 湖

洞 爺 湖

十 和 田 湖

沼 沢 沼

屈 斜 路 湖

宇 曽利 山湖

田 沢 湖

大 路 池

大 沼 一赤城

榛 名 湖

鰻 池

板 戸 沼

御 池

大 沼

手 賀 沼

印 旛 沼

震 生 湖

河 口 湖

精 進 湖

檜 原 湖

確 認魚種

第4回

16

20

14

23

43

15

13

10

21

17

10

6

20

7

5

1

3

a

7

層11

13

10

14

12

26

24

5

8

5

11

第3回

28

30

17

2i

53

10

26

10

21

16

4

s

15

13

5

1

3

2

14

22

11

9

14

12

26

36

s

14

13

22

成

因

堰

止

湖

海

跡

湖

そ

の

他

塑

中

貧

富

中

腐

富

貧

汽

水

0

0

0

0

0

0

0

O

0

0

0

0

0

0

O

湖沼

番号

2960

3010

3050

3750

3000

3040

3720

3740

0110

0200

2830

2870

2880

3330

3590

3610

4260

4440

4450

4480

4490

1330

1490

4250

0770

2930

3680

3690

4800

3820

湖 沼 名

湯 ノ 湖

尾 瀬 沼

丸 沼

山 中 湖

中 禅 寺 湖

菅 沼

西 湖

本 栖 湖

クッチャロ湖

サ ロ マ 湖

澗 沼

霞 ケ 浦

北 浦

加 茂 湖

河 北 潟

柴 山 潟

佐 鳴 湖

湖 山 池

東 郷 池

中 海

宍 道 湖

確認魚種

第4回

7.

6

4

9

16

1

6

14

15

48

40

35

34

69

46

39

60

16

21

96

75

十 三 湖 .48

小 川 原 湖

浜 名 湖

湧 洞 沼

中 沼

水 月 湖

三 方 湖

大 池 一大東

野 尻 湖

41

257

5

4

15

38

z

23

第3回

10

9

8

16

14

4

13

14

15

48

59

43

42

67

35

36

56

15

20

81

70

49

38

245

0

8

16

38

3

1?
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8-2生 息確認魚種

口 外国産移入種:主 要魚種では、ニジマス(サ ケ科)が18湖 沼、ソウギ ョ(コ イ科)が14湖 沼、ブラッ

クバス(サ ンフィッシュ科)が20湖 沼、と特定湖沼のおよそ1/3～1/4の 湖沼で生息の確認が された。

外国産移入魚種の生息する湖沼の数は、第3回 調査と比較 してもさほど大きな経年変化は認められない。

口 広域生息確認魚種:全 体の生息確認魚種のうち、コイ(コ イ科)・ ワカサギ(キ ュウリウオ科)・ ウ

ナギ(ウ ナギ科)・ ドジョウ(ド ジョウ科)・ ウグイ(コ イ科)の5魚 種が調査対象湖沼(特 定湖沼)

の半数以上の湖沼で生憲確認されている。続いて、ヨシノボ リ(ハ ゼ科)・ ゲンゴロウブナ(コ イ科)

・オイカワ(コ イ科)・ ギンブナ(コ イ科)・ ナマズ類(ナ マズ科)・ モツゴ(コ イ科)・ アユ(ア ユ

科)・ ブラックバス(サ ンフィッシュ科)の コイ科の魚種を中心 とする8魚 種(類)が1/3～1/2の 湖

沼で確認 されている。、科の位でみると、コイ科 ・キュウリウオ科 ・ウナギ科 ・ドジョウ科 ・ハゼ科 が広

域的生息分布を している。

口 β碇 湖沼生息確認魚種:生 息確誤が1湖 沼だけの魚種が多数出現 している。その魚種数は235魚 種、

係わる湖沼数は23湖 沼である。この23湖 沼で生息が確認された魚種総数1,035に 対 して、いわばこれ ら

の固有種的魚種数は23%に 相当する。 しか し、これ ら235魚 種の68%160魚 種は浜名湖で記録 されてい

るもので、その中でも海産魚種数がほとんどを占めている。浜名湖ほど多 くはないが、サロマ湖におい

て も固有種的海産魚種が21種 記録 されている。全体として も185魚 種、79%の 魚種が海産魚種 となって

いる。

8-3放 流及び漁獲状況

口 主要な旗流魚種は、コイ類(稚 魚 ・卵放流)、 フナ類(稚 魚 ・卵放流)、 ウナギ(稚 魚放流)、 マス

類(稚 魚放 流)、 ワカサギ(稚 魚 ・卵放流)、 の5種(類)で ある。

口 これら以外では、檜原湖におけるイワナとヤマメがあげられる。また、芦ノ湖においては肉食魚のブ

ラックバスが、印旛沼においてはわずかではあるが草食魚のソウギ ョが放流されているとの報告がある。

9翻 査湖沼のプランク トン相

9-1出 現確認プランク トン種

口 植物プランク トンについて最も多 く報告されている湖沼は、加茂湖(23種)で 、次いで精進湖 ・琵琶

湖 ・池田湖の16種 、中綱湖 ・木崎湖の14種 、河口湖 ・北浦 ・青木湖の12種 、が続 く。

口 動物プランク トンでは、第1位 がやはり加茂湖の19種 で、順次、琵琶湖の16種 、湖山池の11種 、手賀

沼 ・池田湖の10種 、となっている。

口 出現頻度の第1位 と2位 をとりあげて具体的に種(属)を みてみると、主要な植物プランク トンと動

物プランク トンのそれぞれの内容は次のとお りである。
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出現頻度の高い(第1・2位)プ ランク トンの集計

植 物 プ ラ ン ク ト ン

珪藻類
黄色鞭毛類
藍藻類
渦鞭毛類
褐色鞭毛類
ミドリムシ藻類
緑藻類

13属26種

3属7種

10属15種

3属5種

2属2種

1属1種

15属16種

計 47属72種

動 物 プ ラ ン ク ト ン

僥脚類
鱈脚類
輪虫類
繊毛虫類
肉質鞭毛虫類

5属9種

5属ll種

8属22種

5属6種

2属2種

計 25属50種

口 出現確認報告のあるプランク トンを属でまとめ、個々の属について出現湖沼数を整理 し出現湖沼数が

10以上のプランクトン(属)を みた。植物プランク トンでは、富栄養性の珪藻類 〃2Losfγα∫ρ.、 中栄

養性CycLo観Lo5♪.、 富栄養か ら貧栄養の広い幅で生息す るCθγαれ蹴 ερ.、 湖沼の栄養度が比較的

高いところで出現する5cθ㎎dεsm二ssρ.、 等が調査対象湖沼の1/2～1/3の 湖沼でみ られる。動物プラ

ンク トンでは、富か ら貧栄養性の広い幅の水域でよくみられる鯛脚類β05而πα砂.が 最も多 くの湖沼で

確認されている。その他では、富栄養化が進むと増大する傾向にあるといわれている輪虫類のκεγαtθ乙乙α

sρ.、A5♪L飢c九 πα帥.、 もおよそ1/3の 湖沼で出現が報告 されている。

多 くの湖沼(10湖 沼以上)に 出現するプランク トン

植

物

プ

ラ

ン

ク

ト

ン

動
物

7

:/

宰
ン

黄 色 植 物 門
110000

'111000珪 藻 綱

112000黄 色鞭 毛 藻綱

藍 藻 植 物 門

izoooo

121000藍 藻 綱

渦 鞭 毛 植 物 門

130000

131000渦 鞭 毛 藻 綱

緑 藻 植 物 門

160000

161000緑 藻 綱

節 足 動 物 門

210000

211000僥 脚(亜)綱

212000鯉 脚(亜)綱

袋(輪)形 動 物 門
220000

222000輪 虫 綱

111010Melosirasp,

111030`yc己otθ 己己α3♪.

111110Pragiiariasq,

111120Asterionallasp,

111130Synedrasp,

111220Naviculasp,

111290Nitzschiasp,

112040Dinobryonsp,

121020kicrocystissp,

121090メ 監παbα2覧 α3ρ.

131020Peridiniumsp,

131030Ceratiumsp,

16夏280Sc2π2dε5旗u53ρ,

211160Cyclopssp,

212010ρiα ρぬ飢030皿 α5ρ.

212060Bosminasp,

222010Brachionussp,

222030Keratellasp,

222060Asplanchnasp.

222100Polyarthrasp,

出 現
湖 沼 数

31

22

15

19

19

19

io

12

12

11

16

23

15

13

13

26

15

23

20

15

9-2出 現プランク トンによる湖沼分類

口 湖沼栄養型との関係で湖沼プランク トンの指標種がまとあられているので、各湖沼で第1・2位 に出
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現 しているプランク トンを照合 して湖沼毎にプランク トン群集分類をおこない、報告書にある湖沼型の

照合を試みた。全体的には、報告されている湖沼型と合致する出現プランク トン群集型区分の湖沼が多

い結果 となったが、報告 されている湖沼型と異なった湖沼の例 も21湖沼となった。以下にそれらを示す。

○ .報告で富栄養型とされているが、中栄養型

植物群集に規定された湖沼(9湖 沼)

○ 報告で中栄養型とされているが、富栄養型

植物群集に規定された湖沼(1湖 沼)

○ 報告で貧栄養型とされているが、中栄養型

植物群集に規定された湖沼(6湖 沼)

○ 報告で酸栄養型とされているが、中栄養型

植物群集に規定された湖沼(4湖 沼)

○ 報告で腐植栄養型とされているが、中栄養型

植物群集に規定された湖沼(1湖 沼)

宍 道 湖 ・余 呉 湖 ・大 沼 ・ク ッチ ャロ湖

1
東郷池 ・中沼 ・阿寒湖 ・大池 ・大路池

〕 榛名湖

〕 西湖 ・本栖湖 ・洞爺湖 ・菅沼 ・支笏湖 ・御池

〕 猪苗代湖 ・宇曽利湖 ・田沢湖 ・屈斜星各湖

〕 湧洞沼

1α調査湖沼の利水.・利用状況

10-1湖 沼の利水状況

口 農業用取水が最 も多 く117湖 沼がその利用に供 している。これは全体の25%に 相当す る。次いで、発

電用取水対象湖沼が35湖 沼1全 体の7%)、 飲料用取水が21湖 沼(4%)と なっている。これ らの他の

利水もあるが、数は少ない。.

10-2湖 沼の利用状況

口 なん らかの利用がされている湖沼は、397湖 沼(全 体の83%)で あり、人 との実際的な関わ りがある

湖沼が多いことが うかがえる。その内訳は、 レクリエーション的利用での関わりが65%、 生産的利用は

26%と なっている。第3回 調査 との比較では、生産的利用はわずかに減少 しているが、レクリエーシ ョ

ン的利用は5%程 増えている。自然 と親 しむアウ ト・ドア指向が強まっていることが背景にあるものと

考え られる。

10-3湖 沼の不快状況

現実に問題を起こしている不快要因の最大湖沼数となっているのは、 「ゴミの堆積 ・打ち上げ」の24湖

沼(全 体の5%)で 、これをみる限りでは不快状況は前回とほぼ同様である。 しか も、第3回 調査 との比

較では、水質汚染 ・富栄養化 ・アオコ以外は全て減少 しており、問題のある湖沼において も水質問題以外

は環境改善が着実に進んでいると判断される。

(以 上)
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1.湖 沼調査

(都道府県別調査)





1. 湖沼調査(都 道府県別調査)

1.調 査 の 目的

湖沼の自然環境保全のたあの継続的 ・体系的調査として、第2回 自然環境保全基礎調査(湖 沼調査

:以下 「第2回 調査」:昭 和54年度)及 び第3回 自然環境保全基礎調査(湖 沼調査:以 下 「第3回 調

査」:昭 和60年度)の 一環として調査が実施されてきたが、今回の第4回 自然環境保全基礎調査(湖

沼調査:以 下 「第4回 調査」)に おいても第3回 調査で調査対象とした全国の天然湖沼にっいて、水

質や透明度をはじめ湖岸の改変状況等について調査を実施する。

さらに、代表的な湖沼(特 定湖沼)に ついては魚類相及びプランクトン相についても調査をおこな

う。

2.調 査対象湖沼

天然湖沼で、原則的に1ha以 上の湖沼について調査対象湖沼とす る。第4回 調査においては480湖

沼を調査対象湖沼としている。また、 この中から代表的な60の湖沼を 「特定湖沼」とし、詳細な生物

相(魚 類 ・プランク トン)調 査をおこなう。

3.調 査実施者及び調査実施年

調査は、国が都道府県に委託 して平成3年 度(1991年 度)に 実施 された。

4.調 査 の概要

調査は、環境庁が定める 「第4回 自然環境保全基礎調査要綱湖沼調査」に したがって実施された。

実施された湖沼調査の内容 ・構成 ・成果は図1-1の とお りである。

〔都道府県 「湖沼調査」〕

(1)湖 沼 概 要 調 査

② 透 明 度 調 査

(3)湖 沼改変状況調査

(4)魚 類 調 査

(5)プ ランク トン調査

〔都道府県 「湖沼調査」報告書〕

湖 沼 概 要 調 査 票(様 式1)

透 明 度 調 査 票(様 式3)

湖沼改変状況調査票(様 式4)

魚 類 調 査 総 括 表(様 式6)

プランク トン調査票(様 式7)

湖 沼 調 査 図(様 式5)

図1-1湖 沼調査の構成
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4-1湖 沼概要調査

調査対象湖沼480湖 沼の概要を把握するたあ、各種資料により次の事項について調査し、 「湖沼概

要調査票」(様 式1)を 作成する。本調査は、第3回 自然環境保全基礎調査 ・湖沼調査(昭 和60年度)

の際に作成した調査票の内容をもとに、記入事項のチェック及びその後の新たな資料による追補訂正

等により、データ更新をはかる。

①成因 ②湖沼型(栄 養型,淡 水/汽 水区分)③ 位置 ④保全地域の指定状況 ⑤鳥獣保護

区設定状況 ⑥水面標高 ⑦面積 ⑧最大水深 ・平均水深 ・容積 ⑨湖岸線延長 ⑩水位変動

⑪水温 ⑫結氷 ⑬流入河川数 ・流出河川数 ⑭埋立 ・干拓面積 ⑮水質 ⑯透明度 餅ll水

状況及び水位操作 ⑱湖沼の利用状況 ⑲水辺環境における不快要因 ⑳夏期における生物相

⑳その他の特記事項

4-2透 明度調査

原則として夏期に、現地調査により次の項 目について測定調査を実施 し、調査結果をとりまとあ

「透明度調査票」(様 式3)を 作成する。

なお、次の項目以外の水質項 目に関する測定が同時に実施 されることが望ましいとしている。

①透明度 ②気温 ③水温 ④pH⑤DO⑥EC⑦ アルカリ度

4-3湖 沼改変状況調査

調査対象湖沼480湖沼について、現地観察により次に掲げる項目の湖沼の改変状況等を調査し、

「湖岸改変状況調査票」(様 式4)及 び 「湖沼調査図」(様 式5)を 作成する。

①前回調査との比較 ②挺水(抽 水)植 物群落の有無と区間距離/沖 出し幅 ③湖岸改変状況

区分と区間距離 ④湖岸土地利用状況区分と区間距離 ⑤湖岸の保全地域指定状況 ⑥湖岸の

建築物等の状況(※ 様式5)⑥ 埋立 ・干拓の状況(※ 様式5)⑦ その他
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4-4魚 類調査

代表的湖沼として定めた天然湖沼(特 定湖沼)に おいて、既存資料 ・漁獲統計 ・漁協からの聞き取

り等で生息する魚類等について次の事項を調査し 「魚類調査総括表」(様 式6)を 作成する。

①魚類相に関する記録 ②現在の魚類相 ③漁獲量(年 平均漁獲量)④ 放流量(年 平均放流

量)⑤ 天然繁殖の有無

4-5プ ランク トン調査

代表的湖沼 として定めた天然湖沼(特 定湖沼)に おいて現地調査を実施 し、 「プランク トン調査票」

(様式7)を 作成する。

調査対象種は表層に生 息する主要な植物プランクトンとするが,動 物プランク トンについて も同様に

調査されることが望ましいとしている。

①植物プランクトン(で きれば種までの同定:出 現数の多い順1ヒ記載)

②動物プランク トン

4-6湖 沼調査報告書の作成一調査結果のとりまとめ

調査実施者は、調査結果を次のとおりとりまとめる。

① 湖沼調査報告書「=糊 灘 鑛
湖沼概要調査票

状況写真

湖沼概念図等

透明度調査票

湖沼改変状況調査票

魚類調査総括票(特 定湖沼のみ)

プランクトン調査票(同 上)

資料リスト

測定方法一覧

調査者名簿

② 湖沼調査図帳
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・・i用語の定義1「 湖沼等の定義」

① 湖沼の区域

0

③ 湖

水 際 線

岸

最高の水位の時の静水面の広がっている区域

(流入流出する河川の区域を含まない)

最高の水位における水面が陸地と接する部分をいう

水際線より陸側100mの区域をいう

湖岸
100m

湖沼区域水
面

島一
湖岸
100m一

湖岸地先 湖岸地先
≒一→<i一 一 一一;

湖岸
100m 禦沼区薔一

湖岸地先→

毒
線

水際

線

水際

線
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皿.湖 沼調査

集計 ・解 析業務



1[.湖 沼調査集計 ・解析業務

1.業 務 の 目的

第4回 自然環境保全基礎調査 「湖沼調査」要綱に基づき平成3年 度に実施された湖沼調査の 「都道

府県別調査結果」を整理し現況把握をおこなうとともに、第2回 及び第3回 自然環境保全基礎調査の

湖沼調査結果との比較に基づく経年変化を解析し全国版報告書の作成をおこなう。

2.概 要

第4回 自然環境保全基礎調査 ・湖沼調査においては、480の 天然湖沼(原 則として面積1ha以 上)

が調査され都道府県別湖沼調査報告書が作成された。

本業務は、上記報告書に記載されている湖沼毎のデータを基本的には成果調査票別にデータ ・ファ

イル化することを基礎作業 とし、このファイルを基に多面的な集計と第2回 及び第3回 自然環境保全

基礎調査で編集されている湖沼データ 」ファイルと照合する経年的集計をおこなったものである。

業務の概要は、以下のように大別される。

(Dデ ータ ・ファイル作成:湖 沼 の 概 要 デ ー タ(湖 沼概要調査票より)

湖 沼 の 水 質 デ ー タ(透 明度調査票より)

湖 岸 の 状 況 デ ー タ(湖 沼改変状況調査票より)

魚 類 相 デ ー タ(魚 類調査総括表より)

プランク トン・データ(プ ランク トン調査票より)

　 '解析:lllllニニ轡
一 ⊥1難 灘1

(3)報 告 書 作 成:集 計演算結果を基に全国的視野で解析 も加えてとりまとある。

(4)湖 沼調査図のマイクロフィルム ・アパチュアカー ドとカー ド検索台帳作成

㈲ 魚類メッシュデータ票作成

⑥ 納品用データ ・ファイル作成

3.作 業 手 順

本業務の作業手順は、図1【一1に 掲げるとおりである。

なお、第2回 及び第3回 調査で最終的にとりまとめ られたデータは貸与されたデータ ・ファイルを使

用 したが、;れ らにおける明らかに不合理なデータについては修正をおこなった。
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〔マ ス タ ー77イ ル 作 成 〕 訓査票の写作成

様式一1 様式一3 様式一4 様式一6 様式一7

2ロ
マス ター

7仙

魚類訓渣総括表/写

3ロ
マ スター

7仙

透明度謂査票/写 湖沼敗変状況讃査票/写

綴翻
ice.000

一
(480湖沼)

コー デ ィング

(480湖沼)

コ ーデ ィ ング ・シー ト

検 査

鵬

入 力

λ 力
MT

入力データ出力

入力データ

検 査

欄

スター
▼イル
(1)

(60湖沼)

プランクトン贋査票/写

コーデ ィング
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検 査
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検 査

コーデ ィン グ
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入 力

NO
欄

検 査

コー デ ィング

コー デ ィ ング ・シー ト

入 力MT

入力データ出力

入力データ

NO
検 査

欄

ス ター

7イ ル

121

入 力

入 力MT

入力データ出力

入カデータ

蓑 査

榔

ス クー

7イ ル

(3)

旧
欄

入 力

λ 力
MT

入力転 タ出力

入力データ

NO
検 査

欄

スター

▼イル

(4)

冊
検 査

欄

入 力

λ 力
MT

標準地域メッシュ 。コー
ド読取/コ ーデ ィング

コー デ ィ ング ・シー ト

入カデータ出力

入力データ

NO
検 査

鵬

スター

7イ ル

(51

コピー

討
フ7イ

検 査

欄

入 力

:入 力
MT

λカデータ出力

様式一6

魚類測査総括表/写

マイクロ7イルム擬 影

マイ クロフィルム

アパチ ュア カー ド作成

箋霧i糊騰 灘灘… 難菱

ア

1「《

チ

ユ

ア

カ

i

ド

作

成

入力データ

・帆 例〕 築計 ・解析演算

舗 の薪.漸 結果鵬

検 査

鵬

デー タ
7イ 身

アパチュアカーr・データ

作 成

□ ◎ 貼 資料

[=コ 作 業

□
匝㊥ 柵蝦

Q

匿璽蜀 魏+受伽 船鵬

懇 魍 鵬 媒品㈱ 胴

納品用磁気テープ紹集

懸1
報告書原稿作成(グラフ作成含)

繍

m

デ ータ
7イ ル

旧

印刷 ・製本

〔報一 乍成〕

驕灘 鞭 出櫛 ・
〔集 計'顛 鷺i演 算 〕

検索台帳作成

藤 蘂i鑓 職 ●

〔楓函ミ台 巾長{乍成 〕

魚類 メッシュラ『一タ票作成

i懲繋難i輩i響覇 難畿婆禦i

入 力

デー タ

▼イル

フ ァイ ル箪集

羅嚢i鍬
〔魚 類 胴 査 デ ー タ の メ ッ シ ュ デ ー タ 化 〕

図II-1湖 沼調 査 集 計 ・解 析 業務 「作業 フ ロー 」



4.調 査対象湖沼と集計 ・解析対象湖沼

4-1第4回 調査対象湖沼と集計 ・解析対象湖沼

全 国37都 道 府 県 にお いて 調 査 対 象 と した湖 沼 は、 原 則 と して 面 積1ha以 上 の480湖 沼 で あ る。(図

H-2(1)～(5))し か し、 これ らの う ち 「中の 沼(湖 沼 番 号0890:北 海 道 〉 」 と 「上 堰 潟(3380:新

潟 県 」 は乾 澗 した た あ調 査 が 実 施 され なか っ た 旨の 報 告 が な され て い る の で 、 集 計 ・解 析 の 対 象 と な

った 湖 沼 は2湖 沼 減 の478湖 沼 と な った 。

(零1)中 の 沼:周 辺 の 圃場 整 備 等 が 進 み、2年 ほ ど前 か ら水 が枯 れ て しま い 、 現 在 は 水 面 が な くア シが

茂 って い る。

(零2)上 堰 潟:排 水 路 の設 置 に よ り、 一 部 水 路 を残 して 完 全 に干 上 が り、 ア シが 茂 って い る。

4-2第2回 調査からの調査対象湖沼の変遷と経年的集計 ・解析対象湖沼

第2回 調査からの調査対象となった湖沼の数とそれらの変遷の具体的内容は次のとおりである。

第2回 調査対象湖沼数487

消 滅 湖 沼 数 一4

[稀による]

三宅島大噴火による埋没 一1

榴 矢郎驕 翻}ll8晃田覆1暮翻 〕
3280新 濡池(東 京都)

計 一5

482

第3回 新規+1 6000沼 尾沼(福 島県)

第3回 調査対象湖沼数483

消 滅 湖 沼 数

[干拓による]一1

[形伏変化による]一2

0190ボ ン沼(北 海道)

0280ニ クル沼(北 海道)1050安 藤沼(北 海道)

計 一3

第4回 調査対象湖沼数480

なお、第2・3・4回 調査で調査対象 となった湖沼 は総計488湖 沼であるが、経年的集計 ・解析の

対象 とした湖沼は、①第2・3・4回 調査で共通 して調査対象となっており、かつ②集計に必要なデ

ータが3回 の調査のいずれにおいても取得されている湖沼に限定 した。これにより、条件① に該当 し

ない上記9湖 沼、条件② に該当 しない中の沼(湖 沼番号0890:北 海道*第4回 調査データな し)・ 上

堰潟(3380:新 潟県※第4回 調査データな し)と 雨竜沼池塘群(0860:北 海道*第2回 調査データ不

足)の3湖 沼の計12湖 沼が対象外となり、476湖 沼が経年的集計 ・解析の対象湖沼となった。
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0540シ ュ〃 シ9カラ湖
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0560塘 路 湖

0570大 沼:キ リタ,ブ

0580長'沼

0590達 古 武 沼

0600火 散 布 沼

0610厚 岸 湖

0620藻 散 布 沼

0630床 潭 湖
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0670大 沼:ヌ マ〃 イラ
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0710硫 黄 沼
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0730然 別 湖

0740東 雲 湖

0750駒 止 湖

0760長 節 沼

0770湧 洞 沼 ※

0780キ モ ン トウ沼

0790キ モントウ小 沼

0800生 花 苗 沼

0810ホ ロカヤ ント沼

0820兜 沼

0830ベ ンケ沼:テ シオ

0840バ ンケ沼:テ シオ1

0850長 沼

0860雨 竜 沼 池 糖 群

図ll-2

0870宮 島 沼1090大 沼

0880月 ヶ 湖1100マ ツ カ 沼

0890中 の 沼1110栂 前 大 沼

0900幌 向 大 沼1120洞 爺 湖 ※

0910長 .沼1130ポ ロ ト 湖

0920豊 似 湖1140橘 湖

0930ベ ケ レ ッ ト湖1150但 多 楽 湖

0940モ エ レ 沼1160大 湯 沼

0950越 後 沼5010千 歳 沼

0960万 計 沼1170当 丸 沼

0970真 簾 沼1180イ ワオヌプ11大 沼

0980空 沼1190長 沼:イ ワオヌ割

0990オ コ タ ンペ 湖1200コ ッ ク リ 湖

1000プ レ 沼 卿 堂 謂 ＼ 湖

1010支 笏 湖 ※1212神 仙 ノ沼

1020丹 治 沼:'、好 ヨウコ1220大 沼 ※

1030ウ ト ナ イ 沼1230円 沼

1040ロ 無 沼1240ジ ュ ン サ イ 沼

1060朝 日 沼1250小 沼

1070弁 天 沼

1080長 沼

調査対象湖沼位置図②(※ は特定湖沼)
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沼

釜

海

沼

沼

沼

沼

沼

浦

井 江

内 沼

沢 沼

※ 破 線 囲 い 枠 内 の番 号 は、破 線 地 域 内 の 点 に対 応 す る

実 線 囲 い枠 内 の番 号 は、 点 表 示 に 対 応 す る
(図 示 が1点 で も複 致 湖 沼 を意 味 して い る)

2070八 郎

2080長

2090大

2100一 の 目

2110二 の 目

2120三 の 目

2130垂 天

2140男

2150女

2160空 素

2170田 沢

2180乙 越

2220蛭 藻

2250大 柳

2260貝

227Q細

2280板 戸

2290苔

・2300田 螺

2310桁 倉

2320河 原

2330沼 沢

2340鳥 の

2350鶴 間

2360鍋 越

潟

沼

沼

潟

潟

潟

池

潟

潟

沼

湖※

沼

沼

沼

沼

沼

沼※

沼

沼

沼

沼

沼

海

池

沼

2370若 畑 沼

2380沼 山 大 沼

2390沼 沢 沼

2400大 鳥 池

2410浮 島 大 沼

2420玉 虫 沼

2430荒 沼

2440苔 沼

2450曲 沼

2460畑 谷 大 沼

2470羽 竜 沼

2480三 本 木 沼

2490皿 沼

2500片 貝 沼

2510盃 湖

2520白 竜 湖

2530玉 木 沼

5090御 浜 池

5100今 神 御 池

5110長 沼

5120男 沼

2540半 田 沼

2550松 川 浦

2560五 色 沼

2570大 平 沼

2580鎌

2590女

2600無

2610男

2620大 沢

2630曽 原

2640桧 原

2650'1、 野,ll

2660秋 元

2670弁'天

2680毘 沙 門

2690深

2700瑠

2710龍

2720柳

2730弥

2740川 上

2750姫

2760雄

2770猪 苗

2780沼

2790日

2810観

2820鏡

6000沼

沼

沼

行 沼

沼

沼

湖

湖 ※

湖

湖

沼

沼

泥 沼

璃 沼

沼

沼

六 沼

青 沼

沼

国 沼

代 湖 ※

沢 沼 ※

沼

音 沼

沼

尾 沼

図ll-2調 査対象 湖沼位 置図③(※ は特定湖沼)
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2830澗

2840大

2850砂

2870霞

2880北

2890菅

2900牛

2920外

2930中

2940刈

2950切

2960湯

2970五

2980光

2990西

3000中

3010尾

3020小

3030治

3040菅

3050丸

3060大

ケ

生

久

浪 逆

込

込

ノ

色

徳

ノ

禅 寺

瀬

衛 門

尻

沼※

沼

沼

浦※

浦※

沼

沼

浦

沼※

湖

湖

湖※

沼

沼

湖

湖※

沼※

沼

池

沼※

沼※

沼

3070大 峰

3080湯'

3090大

3100小

3110榛 名

3120多 々 良

3130城

3140近 藤

3150高 須 賀

3160柴 山

3170伊 佐

31ε0別 所

3190五 駄

3200与 田

3210手 賀

3220印 旙

3230乾 草

3240三 宝 寺

3250井 の 頭

3260洗 足

3270大 路

3290震 生

沼

釜

沼※

沼

湖 ※

沼

沼

沼

沼

沼

沼

沼

沼

浦

沼 ※

沼 ※

沼

池

池

池

池 ※

湖 ※

lBlダ

3300芦 ノ

3310山 居

3320御

3330加 茂

3340福 島

3350鳥 屋 野

3360御 手 洗

3370佐

3380上 堰

3390雨 生

3400大

3410鏡 ヶ

3420長 峰 ノ

3430坂 田

3440朝 日

3460鵜 ノ

3470天 ヶ

3480小

3490大

3500坊 ヶ

3510高 浪

3520白

湖 ※

池

池

湖 ※

潟

潟

潟

潟

潟

池

池

池

池

池

池

池

池

池

池

池

池

池

3530十 二 町 潟

3540ミ ク リ ガ 池

3550泥 蝸 池

3560多 枝 原 池

3570刈 込 池

3580邑 知 潟

3590河 北 潟 ※

3600木 場 潟

3610柴 山 潟 ※

5130赤 浦 潟

3620北 潟 湖

3630武 周 .ヶ 池

3640夜 叉 ヶ 池

3650久 々 子 湖

3660日 向 湖

3670菅 湖

3680水 月 湖 ※

3690三 方 湖 ※

3700四 尾 連 湖

3710河 ロ 湖 ※

3720西 湖 ※

図 目 一・2
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3730精 進 湖 ※

3740本 栖 湖 ※

3750山 中 湖 ※

3760茶 屋 池

3770桂 池

3780中 古 池

3790北 竜'湖

3800沼 池

3810鎌 池

3820野 尻 湖 ※

3830大 池(カ サブキ)

3840古 池

3850大 池(シ ロウマ)

3860稚 児 池

3870蓮 池

3880琵 琶 池

3890丸 池

3900大 池(イ ィツナ)

3910大 沼 池

3920木 戸 池

3930青 木 湖 ※

3940中 綱 湖 ※

3950湧 池

3960柳 久 保 池

3970木 崎 湖 ※

3980大 池(ウ'Uテ カミ)

3990大 池(ウ ♪Uテシモ)

4000聖 湖

4010鷲 羽 池

4020宮 川 池1:ミgウ ジンイケ

4030大 正 池

4040田 代 池

4050雄 池

4060雌 池

4070雨 池

4080長 湖

4090猪 名 湖

4100白 駒 池

4110諏 訪 湖 ※

4120二 の 池

4130三 の 池

4MO深 見 池

調査対象湖沼位置図(4)(※ は特 定湖沼)
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4210権

4220-

4230八

4240猪

4250浜

の

の

の

の

ケ

消 ケ

ケ

現

碧

丁

鼻

名

池

池

池

池

池

池

池

池

湖

池

湖

湖※

4260佐

4270油

4290白

4300余

4310琵

4320曽

4330小

4340伊

4350西

4360離

4370久

4380阿

鳴

ケ

石

呉

琶

根

松 内

庭 内

の

美 浜

蘇

湖 ※

淵

湖

湖※

湖※

沼

湖

湖

湖

湖

湾

海

4390蟻 ケ

4400深 泥 ヶ

4410轡

4420奥

4430多 飴 ヶ

4440湖b山

4450東 郷

4460男

4470女

4480中

4490宍 道

4500神 西

池

池

池

池

池

池※

池※

池

池

海※

湖※

湖

4510蛇 池

4520浮 布 池

4530幡 竜 湖

4540青 海 湖

4550海 老 ヶ 池

4560大 池(四 厘大酒)

4570上 江 津 湖

4580下 江 津 湖

4590志 高 湖

4600小 田 の 池

4610立 石 池

図ll-2

4620不 動 池

4630六 観 音 御 池

4640白

4650大

4660御

4670小

4680新

4690大

4700海

4710須

紫

幡

燃

浪

鼠

口

池

池

池 ※

池

池

池

池

池

4720貝

4730鍬 崎 池

4740藺 牟 田

4750住 吉

4760池 田

4770鰻

4780鏡

4790内

池

池

池

湖 ※

池 ※

池

海

5160中 原 池(醜 自)

4800大 池 ※

調査対象湖沼位 置図(5)(※ は特定湖沼)
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皿.集 計 ・解 析 結 果



皿 一1湖 沼の現況 1.集 計.解 析対象湖沼の成因 と型

1-1湖 沼成因の現況

1-1-1全 湖 沼 概観

成因別に次の3つ の集計をおこない、数値の多い順に整理 した。

表川一1。1集 計 ・解析対象湖沼成因別集計

成因別出現数順位

(総湖沼数478湖 沼)

1.堰 止 湖183

2.海 跡 湖101

3.火 山 湖59

4.ゐ ル デ ラ湖15

5.断 層 湖13

(38.30

(21.10

(12.3ｰ6)

3.196)

(2.7%〉

そ の 他62(13.0%)

不 明45(9.4%)

成因別湖沼面積順位

(総正醸2,374.37k㎡)

1.海 跡 湖1,034.92

2.断 層 湖795.43

3.カ ル デ ラ湖376.36

4.堰 止 湖120.73

5.火 山 湖7.61

043.696)

(33.596)

(15.9ｰ6)

(5.1%)

(0.3%)

そ の 他33.90(1.4%)

不 明5.42(0.2%)

成因別一湖沼当り平均面積

順位(単 位:㎞/湖 沼)

1.断 層 湖

2.カ ル デ ラ湖

3.堰 止 湖

4.海 跡 湖

5.火 山 湖

61.19

25.09

10.25

0.ss

O.13

そ の 他0.55

不 明0.12

上表における第1位 の成因 と第5位 の成因の比率をみると、第5位 を1と したとき第1位 は、成因

別出現数では14、成因別湖沼面積では136、 成因別一湖沼当り平均面積では471、 と湖沼の規模が成

因によって大きく異なっている。これは、湖沼の規模が成因に規定 されていることを物語 っている。

表皿一1-1を 量的及び視覚的に比較できるように、図皿一1-1及 び2を 次のページに掲げる。

・・i用語の定義2「 湖沼の成因区分」

0

0

0

④

0

断 層 湖

カルデラ湖

火 山 湖

堰 止 湖

そ の 他

断層によってできた凹地に水をたたえた湖沼

土地が鍋状に陥没して、その落ち込んだ凹地に水をたたえた湖沼

火口 ・火口原に水をたたえた湖沼(カ ルデラ湖を除く)

河谷 ・凹地が種々の要因で塞き止められて生 じた湖沼(海 跡湖を除く)

河跡湖(三 日月湖)・ 湧水池等、①～④の成因以外の湖沼

一13一



火山潮59/12.3

カルデラ瀧15/3.1

断醐

795.43/33.5

集計 ・解析対象湖沼の成因区分(全国)

その他62/13.0

T

火山溜7.61/0.3

↑堰止湖120.73/5.1

不明45/9.4

100

100

不明5.42/0.2

その他33.90/1.4

図lll-1-1集 計 ・解析対象湖沼の成因区分(全 国)

全湖沼 断層湖

⑪
61.19

カルデラ湖 火山湖 海跡湖 堰止湖 その他 不明

0
4.95

m

25.090.130.6610.250.550.12

(k㎡/湖 沼)

図llト1-2集 計 ・解 析 対 象 湖 沼 の 成 因 区 分 別 平 均 湖 沼 面 積

1-1-2全 国 分 布

湖沼成因別に全国的分布の特徴を以下に整理する。(表 皿一1-2)

断 層 湖:滋 賀県を通 る断層沿い ・長野県を通 る糸創ll一 静岡構造線沿いなどに分布 している。

これらの湖沼は、他に比較して面積が大きい。

カルデラ湖:北 海道 ・東北における地質時代の活発な火山活動の結果形成されたカルデラにみら

れる。

火 山 湖:北 海道 ・東北 ・中部 ・九州地方の火山地域に分布する。
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1

2

3

4

5

s

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

is

20

21

22

23

24

25

26

27

2a

29

30

31

32

33

39

35

36

37

表lll-1-2都 道 府県別 集計 ・解 析対象湖 沼 「成因区 分」集計(上 段:湖 沼数 下段:面 積 ㎞)

[==]塑 醗 騨 ぎ囎 雛[==⊃舗 驕 製 囎 雛 難 盛男1

都道府県名

1北 海 道

2青 森 県

3岩 手 県

4宮 城 県

5秋 田 県

6山 形 県

7福 島 県

8茨 城 県

9栃 木 県

10群 馬 県

11埼 玉 県

12千 葉 県

13東 京 都

14神 奈川 県

15新 潟 県

16富 山 県

17石 川 県

18福 井 県

19山 梨 県

20長 野 県

21岐 阜 県

22静 岡 県

23愛 知 県

24三 重 県

25滋 賀 県

26京 都 府

28兵 庫 県

31鳥 取 県

32島 根 県

35山 口 県

36徳 島 県

42長 崎 県

43熊 本 県

44大 分 県

45宮 崎 県

46鹿 児島 県

47沖 縄 県

合 計

舳沼成因

全湖沼

1277
03.31

43163
.79

12
0.26

2917
.11

2956
.14

241
.69

29132
.16

9223
.17

712
.25

147
.05

90
.55

519
.63

90
.17

z6
.90

2010
.42

50
.15

57
.92

8
13.21

619
.87

3922
.58

80
.ii

571
.83

10
.69

10
.50

s673
.90

612
.68

10
.05

311
.22

8167
.59

10
.29

10
.is

10
.13

20
.49

30
.27

61
.10

1314
.80

10
.31

4782
,374.37

断 層

1
o.of

1104
.80

516
.72

昏673
.go

13795
.43

カル デ ラ

7
265.56

2
63.71

i25
.79

2
3.46

1&舘

iO
.06

110
.90

15376
.36

火 山

90
.20

5
o.is

z
o.i$

4
0.50

20
.06

2
o.os

10
.05

52
.18

10
.08

30ゆ
.05

6
0.33

So
」 韮

10
.02

3n
,2?

6
ユ」0

62
.26

597
.61

堰 止

16
19.59

・36 .甑220

70
.1皇

zi ユ9
.2↓

1
o.02

'

2茎Lお も

・10

16.8$

契黙 券)

海 跡 その他

584:2
.4S

5
90.86

13
.72

228
.69

d2韮?
.93

612
.20

8
4.86

1
0.03

3
。◆18 .を ユ

10
.02

M・

1.…64

10
.of

lo
.ii

51曾
.31

211
.20

10
.23

2
0.04

2
1.42

14
.94

1
o.os

5 ・7
.9を'

2
3.06

書7
1.58

70
.so

3
:2.窪3:

25
3.23

1
o.ia

1
0.07

9
s.ss

34
.73

lO
.18

。 ¢ 董
.・も4.

iss ユ20
二?3

1
0.01

1
o.02

30
.os

5
3.89

5.
・10 .04

9
4.20

・1:0:05

2 韮L ◆04

2165
.95

ユ・ む
.24

1 も
.1ポ

i.O
.13

s
1.69

10LO34.92

2'b
.49

10
.31

6233
.90

不 明

16
2.32

15;"9Lb5'

5
0.26

2
0.5]

2.

ol・おo

3
0.13

10
。pお4

1
0.01

455
.42
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堰 止 湖

海 跡 湖

堰止の種類を厳密に区分する必要があるが、青森県 ・宮城県 ・山形県 ・長野県では

20湖沼以上がこの成因で出現している。

海跡湖の半数以上が北海道でみられる。

1-2湖 沼型(栄 養型)の 現況

1-2-1全 湖 沼 概 観

湖沼型別に次の3つ の集計をおこない、数値の多い順に整理 した。(図 皿一1-3・4)

表 川一1-3集 計 ・解析対象湖沼栄養型別集計

湖沼型別出現数順位

(総湖沼数478湖 沼)

1.富 栄 養 湖

2.貧 栄 養 湖

3.中 栄 養 湖

4.腐 植栄養湖

5.酸 栄 養 湖

6.鉄 栄 養 湖

158(33.196)

124(25.996)

105(22.096)

63(13.2ｰ6)

20(4.2%)

1(0.2%)

不 明 7(1.5ｰ6)

湖沼型別湖沼面積順位

(総τ董百走責2,374.37k㎡i)

1.中 栄 養 湖

2.富 栄 養 湖

3.貧 栄 養 湖

4.酸 栄 養 湖

5.腐 植栄養湖

6.鉄 栄 養 湖

925.97

857.02

343.68

213.95

33.32

0.of

(39.0%)

(36.1ｰ6)

(14.50

(9.0%)

(1.4%)

0.0ｰ6)

不 明 0.42(0.0ｰ6)

湖沼型別一湖沼当り平均面

積順位(単 位:k㎡/湖 沼)

1.酸 栄 養 湖

2.中 栄 養 湖

3.富 栄 養 湖

4.貧 栄 養 湖

5.腐 植栄養湖

6.鉄 栄 養 湖

10.70

8.82

5.42

2.77

0.53

0.01

不 明0.06

・・i用語の定義3「 湖沼の型区分(栄 養型)」

0

0

0

④

0

⑥

富栄 養湖

中栄養湖

貧 栄養湖

酸 栄養湖

鉄 栄養湖

腐植栄養湖

灘 畿 欝 活動が活発な湖沼鷲 畢霧覆灘 騨
一様に栄養物質で支配され

栄養塩が乏しく生産活動の低い湖沼 ている湖沼

湖水の水素イオン濃度が高く酸性の湖沼 ※非調和型湖沼湖沼中
に異常に多く

離 論 識 瓢 つ弱酸性の湖沼 纂 灘 籍
る湖沼
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全湖沼の湖沼数で81%(面 積では89%)が 調和型栄養湖となっているが、この中でも40%の 湖沼数

が富栄養湖である。湖沼生成に起因する非調和型湖沼は全湖沼数の17%で 、これらの湖沼は、特異な,

土地環境に規定されていることから、出現数及び率 ともに小 さいものとなっている。

また、表皿一1-3を みる限りでは、湖沼面積規模 と湖沼栄養型 との間の相関は特に認められない。

中栄養105/22.0

富栄養158/33.1

0% 集計 ・解析対象湖沼の型区分(全 国)

龍 栄養63/13,2

不明7/1.5

100

420/87.9

(湖沼数/構 成比%)

湖沼総数478

湖沼淡水/汽 水型

汽水58/12.1

図lll-1r-3集 計 ・解析対象湖沼の型区分(全 国)

全湖沼 富栄養

0
4.955.42

中栄養 貧栄養

e

2.77

酸栄養

0
8.82

図111-1-4

鉄栄養 腐植栄養 不明
● ・

10.700.010.530.06

(k㎡/湖 沼)

集計 ・解析対象湖沼の栄養型別平均湖沼面積

1-2-2全 国 分 布

非調和型栄養湖沼のうち、鉄栄養湖は福島県のみの1湖 沼でしかみられず、火山起源の無機酸が係

わっている酸栄養湖は国内の主要な火山分布地域に出現している。また、腐植栄養湖は、主として泥
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

i8

19

20

21

22

23

29

25

26

2?

2s

29

30

31

32

33

39

35

36

37

表川一1-4都 道府県別集計 ・解析対象湖沼 「湖沼型区分」集計(上 段:湖 沼数 下段:面 積bの

[==3舗 幽製囎翻契響盛男1口 礪潮製囎翻

都道府県名

1北 海 道

2青 森 県

3岩 手 県

4宮 城 県

5秋 田 県

6山 形 県

7福 島 県

8茨 城 県

9栃 木 県

10群 馬 県

11埼 玉 県

12千 葉 県

13東 京 都

14神 奈 川県

15新 潟 県

16富 山 県

17石 川 県

18福 井 県

19山 梨 県

20長 野 県

21岐 阜 県

22静 岡 県

23愛 知 県

24三 重 県

25滋 賀 県

26京 都 府

28兵 庫 県

31鳥 取 県

32島 根 県

35山 口 県

36徳 島 県

42長 崎 県

43熊 本 県

44大 分 県

45宮 崎 県

46鹿 児島 県

47沖 縄 県

合 計

全湖沼

湖沼型

127703
.31

43163
.79

12
o.Zs

2917
.1]

2956
.19

24
1.69

29
132.16

9Zzs
.iz

712
.25

197
.05

40
.55

5
19.63

40
.iz

26
.90

2010
.42

50
.15

57
.92

813
.21

619
.87

3922
.58

80
.11

571
.83

10
.64

10
.50

s673
.90

612
.68

iO
.05

3
11.22

8167
.59

10
.29

lo
.is

10
.13

20
.49

30
.Zz

s1
.10

1314
.80

10
.31

4782
,374.37

調 和 型 栄 養 湖

富栄養 中栄養 栄養

非 調 和 型 栄 養 湖

311.22
5
ii.07

10
.oi

1窪肇乱
・D7・

629
.13

30
.16

86
.68

塁齢 ご◎コ}

31
.58

4
34.72

_1$
86.02

3
0.03

3
i.ss

ユOb;窪1・

酸栄養

・4曇4白13き

s
61.29

,7 江2

1

7
o.is

s
0.33

942i1

.b4.0.49・

1r
韮6.白0

3
3.06

1◎E

韮i.舘'0.321.
.&

4.S6

4蓄1 ・§5
.,

・・s◎・

㌧ 茎{1.:6窪Q

一桑
.:もご・17 .

2
o.si

10
.02

1窪
.韮oコ7

10
.os

1.;短

・:㌦
.。17・

26
.21

713
.60

:●垂6

.●合8

60
.15

:●竃o
.b含 ・・

窪:・6函

122
.27

1
o.io

10
.03

21
.03

26
.82

'
・・1㌔

.・盆9・

37
9.73

1
2.65

1
0.01

20
.18

125
.79

05.03

1
o.os

11
.18

㌔.64

㌔1白o

54
.70

10
.36

含
韮1.64

呈6?125

3
,70.63◆

69.20

20
.25

:8:. ○む
.11.

◆a

韮2.28

1
.o.05

1
0.18

4
o.34

1む
.24

董
fl.18

㌔11窪

2の
.4曾

10
.08

7・ 91
.30

重o
.3董

ユ5き5マ1。2

312
.60

1025.97

㍉.き7

10
.25

1243.68

3
0.23

10
.02

2213
.95

鉄栄養

1
0.01

10
.OI

腐植栄養

3727
.91

123
.76

10
.08

10
.48

2
0.04

10
.01

3
o.is

10
.02

2
0.04

2も
.19

1
0.63

6333
.32

不 明

5
0.40

10
.01

1
0.01

z
0.42

契黙 努)
湖 沼 型

汽水湖沼

2340
.81

3
84.29

47
.86

1
6.33

215
.36

1
4.94

1
4.13

98
.61

371
.58

10
.64

1
0.50

2
12.27

2
11.09

67.11

1
o.is

61
.57

1
0.31

537.53
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炭分布地域(樹 木 ・草本が低温のもとでの嫌気性化学的分解が進んでいる地域)一 東北地方以北 ・及

び中部地方以南のおおよそ標高1,000m以 上の湿原のある地域に出現している。

調和型栄養湖沼においては、明瞭な地域的分布傾向はみられない。(表 皿一1-4)

1-3湖 沼の成因と栄養型の相関

湖沼成因別に湖沼栄養型の集計頻度を概観したものを整理する。(表 皿一1-5)

断 層 湖

カルデラ湖

火 山 湖

堰 止 湖

海 跡 湖

富栄養湖が半数を占める

貧栄養湖がおよそ半数を占あ、酸栄養湖も一定の数みられる

貧栄養湖がおよそ半数を占め、酸栄養湖も一定の数みられる

全ての栄養型がほぼ均等に出現しており、特徴的傾向はみられない

富栄養湖が半数を占めるとともに、腐植栄養湖も2割 程ある

断層湖の多くは人口集中地域に近接していることから、栄養塩を豊富に含んだ生活排水の流入を受

けやすい環境条件にあり、この理由から上記のような特徴がみられるものと考えられる。カルデラ湖

の貧栄養性と酸栄養性は、これらの湖沼位置が比較的高山にあることから栄養塩流入が比較的小さい

環境にあることに加えて、湖沼形成が火山活動に成因をもっていることによる地質 ・土壌等に起因す

る結果と判断される。火山湖についても同様にみてよい。堰止湖は、その形成要因が火山性であった

り地すべり性であったりするが、基本的には河川の狭窄部等に代表されるような地形条件と外的作用

が合致した条件下で形成される。したがって、火山湖や海跡湖等のように地理的位置が狭く限定され

ずに、人口集中地域に近接する湖沼もあれば、山奥の湖沼もある。このようなことから湖沼栄養型の

面では特徴的な傾向がでてこないものと考えられる。海跡湖は低い標高に位置していることから、全

般的には人口集中地域に近接することになること、あるいは容易に湖沼に接近できることから水質汚

濁を受けやすいこと、時として河川の河口部が湖沼に変化した場合は河川流域からの栄養塩供給の末

端に位置する状況になる、このようなことから富栄養性の傾向が確認されるものと推察される。また、

腐植栄養湖がみられるのは、臨海地域や山間地内でしばしばみられる低地湿原地域における固有の物

質変化サイクルの結果としての出現である。
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表 川一1-5集 計 ・解析対象湖沼の 「成因/栄 養型」相関マ トリックス集計

(1)〔湖 沼 数 〕

湖

沼

成

因

断 層

カルデラ

火 山

堰 止

海 跡

その他

不 明

合 計

湖 沼 栄 養 型

富栄養

7

1

4

52

53

29

12

158

中栄養

3

3

8

61

12

5

13

105

貧栄養

1

7

29

51

12

10

14

124

酸栄養

1

3

10

2

4

20

鉄栄養

1

1

腐植栄養

1

6

17

z2

12

5

63

不 明

1

2

2

1

1

7

合 計

13

15

59

183

101

s2

45

478

② 〔横構成比%〕

湖

沼

成

因

断 層

カルデラ

火 山

堰 止

海 跡

その他

不 明

合 計

湖 沼 栄 養 型

富栄養

53.8

6.7

s.s

28.4

52.4

47.8

26.7

33.1

中栄養

23.1

20.0

13.6

33.3

11.9

8.1

28.9

22.0

貧栄養

7.7

46.6

49.2

27.9

11.9

16.1

31.1

25.9

酸栄養

?.7

20.0

16.9

1.1

6.5

4.2

鉄栄養

1.6

o.2

腐植栄養

6.7

10.2

9.3

21.8

19.4

11.1

13.2

不 明

7.7

3.4

2.0

1.6

2.2

1.5

合 計

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

(3)〔縦構成比%〕

湖

沼

成

因

断 層

カルデラ

火 山

堰 止

海 跡

その他

不 明

合 計

湖 沼 栄 養 型

富栄養

4.4

o.s

2.5

32.9

33.5

18.4

7.6

100.0

中栄養

2.9

2.9

7.6

58.0

11.4

4.8

12.4

100.0

貧栄養

0.8

5.6

23.4

41.1

9.7

8.1

11.3

100.0

酸栄養

5.0

15.0

50.0

10.0

20.0

100.0

鉄栄養

100.0

100.0

腐植栄養

1.6

9.5

27.0

35.0

19.0

7.9

100.0

不 明

14.3

28.5

28.6

14.3

14.3

100.0

合 計

2.7

3.1

12.3

38.3

21.1

13.0

9.4

100.0

(4)〔全体構成比%〕

湖

沼

成

因

断 層

カルデラ

火 山

堰 止

海 跡

その他

不 明

合 計

湖 沼 栄 養 型

富栄養

1.5

o.2

o.s

10.9

11.1

6.1

2.5

33.1

中栄養

o.s

0.6

1.7

12.8

2.5

1.0

2.7

22.0

貧栄養

o.2

1.5

s.1

10.7

2.5

2.1

2.9

25.9

酸栄養

o.z

o.s

2.1

0.4

o.s

4.2

鉄栄養

o.2

0.2

腐植栄養

o.z

1.3

3.6

4.6

2.5

1.0

13.2

不 明

o.2

0.4

0.4

o.2

0.4

1.5

合 計

2.7

3.1

12.3

38.3

21.1

13.0

9.4

100.0
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1-4汽 水湖の現況(成 因区分と栄養型区分)

湖沼数にして58湖 沼、全体(集 計 ・解析対象湖沼478:以 下同じ)の12.1%が 汽水状態にあり、全

国に分布 している。(表 皿一1」4)

これ らを成因区分別にみると海跡湖が81%と なっている。他に堰止湖とその他の成因に分類されて

いる湖沼 もあるが、いずれも海域に近接 した位置にある湖沼であり、湖沼形成にあたっては、沿岸流

が湾や入江の入口に砂州を造 って湾口を閉ざすような海象作用が係わっているものとみて間違いない。

このようなことから、栄養型においても、富栄養性の傾向が明瞭に認め られるし、臨海地域にある

低地湿原地域が係わる腐植栄養湖 も出現する結果 となっている。(表 皿一1-6)

なお、火山湖で1湖 沼(4780:鏡 池)の 汽水湖が報告 されているが、詳細は不明である。

表lll-1-6汽 水湖の 「成因/栄 養型」区分集計

(上段:湖 沼数 下段:%)

汽水湖総数

58

100.0

湖 沼 成 因 区 分

火山湖

1

1.7

堰止湖

4

6.9

海跡湖

47

81.0

その他

5

8.6

不 明

1

1.7

汽水湖総数

58

100.0

湖 沼 栄 養 型 区 分

富栄養湖

36

62.1

中栄養湖

9

15.5

貧栄養湖

3

5.2

腐植栄養

10

17.2
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2藻 計.解 析対象湖沼の形態

2-1 湖沼形態の現況

'2 -1-1標 高

最高標高に位置 しているのは二の池(湖 沼番号4120:長 野県)の2,905mで あり、2,000m以 上の

標高にある湖沼は21湖沼である。一方、水面標高0～10mの 湖沼が全体の34%を 占あ、次いで500～

1,000mの 標高に21%の 湖沼が位置 している。100mま での低標高に位置 してる湖沼は全体の45%あ

るが、低標高地域は人口 ・産業の集中域であり、これらの湖沼はこのような環境の中に分布 している

ことに留意 してお く必要がある。(表 皿一1-8)

2-1-2湖 沼 面 積

最大面積の湖沼は琵琶湖(湖 沼番号4310:滋 賀県)の669.20k㎡ で他に比較 して群を抜 いて大きい。

次いで琵琶湖の%程 度の霞 ヶ浦(湖 沼番号2870:茨 城県)の168.18k団 、サロマ湖(湖 沼番号0200:北

海道)の150.29k㎡ が続 く。しかし、面積1.00kd似 下の湖沼が77%あ り、そのうち0.01～0.10k㎡ の湖沼

が全体の48%を 占めていることから、大部分の湖沼の面積は小さい。(表 皿一1-8)

2-1-3最 大 水 深

最大水深の湖沼は田沢湖(湖 沼番号2170:秋 田県)の423mで 、続 く支笏湖(湖 沼番号1010:北 海

道)・ 十和田湖(湖 沼番号1720:青 森県)等 、上位5湖 沼はいずれ もカルデラ湖である。一方、浅い

水深をみると、最大水深5m未 満の湖沼が50%と なってお り圧倒的多数(96%)の 湖沼の最大水深は

50m以 下となっている。(表 皿一1-8)

2-1-4平 均 水 深

最大水深の湖沼 と同様に、カルデラ湖が上位を占ある。全体としては、平均水深5m未 満の湖沼が

78%、 平均水深10m未 満の湖沼が90%と なっている。(表 皿一1-8)

2-1-5湖 沼 容積

最大湖沼面積を誇 る琵琶湖は、その平均水深 も41.2mと 比較的深い状態にあるために湖沼容積でも

最大の数値(27.5k㎡)を 示 している。湖沼面積では上位に位置 していた霞 ヶ浦 ・サロマ湖等は平均水

深が浅いために湖沼容積ではそれほど大きいものにはなっていない。代わ りに、平均水深の大きいカ.
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ルデラ湖(支 笏湖 ・洞爺湖 ・田沢湖)と 断層湖の諏訪湖(長 野県:湖 沼番号4110)が 上位に出現 して

いる。面積 ・平均水深ともに多 くの湖沼が小さい値の状態にあることから、湖沼容積において も大き

な数値を示す湖沼は少ない。(表 皿一1-8)

2-1-6湖 岸 線 延 長

湖岸線延長の上位に位置 している湖沼は、湖沼面積の上位でもみられた琵琶湖 ・霞 ヶ浦 ・サロマ湖

の他に浜名湖 ・風蓮湖等である。湖岸線総延長の1km未 満(階 級区分の最下位区分)の 湖沼は33%あ

るが、最 も出現頻度が高いのは1～5kmの 湖沼であり(41%)、5～10km・10～50kmの 湖沼の数 もそ

れぞれ12%あ る。(表 皿一1-8)

・・i肢 節 量i

湖沼の湖岸線の形態をみる指標として 「肢節量」を求めた。肢節量は次の式で求められる。

肢節量D=L/2V嘱 一一 〔L:湖 岸線延長(km)A:湖 沼面積(k㎡)〕

この量は、湖沼 と同一面積を占める円の円周 と湖岸線延長との比を示 していることになり、

湖沼が円形ならばD=1に なる。つまり、湖沼の形態が円形か らより崩れた形になればなる

ほど、また湖岸線の出入 り(屈 曲)が より激 しいほど、肢節量は1カ)ら 離れた大きな数値 と

なる。以上に基づいて全湖沼で肢節量を計算 した。その結果か ら上位10の 湖沼を表皿一1-

7に 、湖沼の形を図皿一1-5に 掲げる。

表 川一1-7肢 節量の大きい湖沼

No湖 沼 名 成因 一 湖沼型 一 肢節量 面積k㎡ 湖岸線km都 道府県

1

2

3

4

5

s

7

8

9

10

3630

3070

4530

0142

3210

4250

3230

3620

0940

3200

武周ケ池

大峰沼

幡竜湖

長沼②

手賀沼

浜名湖

乾草沼

北潟湖

モエ レ沼

与田浦

魁

他

魁

他

魁

海跡

海跡

海跡

魁

海跡

貧

腐植

中

腐植

富

中

富

富

富

富

淡

淡

淡

淡

淡

汽

淡

汽

淡

淡

8.25

5.08

4.46

4.38

4.04

3.98

3.79

3.76

3.75

3.70

o.li

O.01

0.13

0.i7

6.50

65.00

0.02

2.14

0.38

1.40

9.7

1.8

5.?

6.4

36.5

113.8

1.9

19.5

8.2

15.5

福井県

群馬県

島根県

北海道

千葉県

静岡県

千葉県

福井県

北海道

千葉県
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表Hl-1-8都 道府県別 「湖沼形態階級区分集計」表

薩 コ撹 鯨 即 湖融 朋 購 駆 分、

1

2

3

4

5

s

7

8

9

且O

ll

l2

13

!4

15

is

lT

is

旦9

20

2量

23

24

26

29

30

3豊

33

34

35

36

37

〔湖沼 数〕

都遺府県名

且北 海 遺

2青 森 県

3岩 手 県

4宮 城 県

5秋 田 県

6山 形 県

7福 島 県

8茨 城 県

9栃 木 県

10群 属 県

11埼 玉 県

12千 葉 県

乳3東 京 都

14神 奈川県

15新 潟 県

16富 山 県

17石 川 県

18福 井 県

19山 梨 県

20長 野 県

21岐 阜 嬉

22静 岡 県

23愛 知 県

24三 ■ 県

25滋 賀 県

26京 祁 府

28兵 庫 県

31鳥 取 県

32島 根 県

35山 ロ 県

36徳 島 県

42長 崎 県

43熊 本 県

44大 分 県

45宮 崎 県

46鹿 児島照

47沖 縄 県

合 計

集計

顯

且27

43

12

湖 形 態 項 目 湖 沼 形 態

水 面 標 高(m)
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.6窪
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ioS

100

12

9

100S

500

23

500S

iooo

16

蓋7 2

垂

ioooS

2000

7

1

4

2篁o

i

面 積 (岡)

o.of

委

o.ofS

o.io

o.ioS

t.00

・・4岱46

.:コ67

29!10

t.00S

io.a

24

T

10.OS

too

io

3

tooS

500

1

5望

項 目

24:

24

24

9

T

14

4

5

4

2

:口

4

1

窪

2

s

且

2

3
"2

:毒

1 ・艦
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且
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4310琵 琶 湖(滋 賀県)24豊 ●2㎞

2870霞 ヶ 濾(茨 域県)119.5㎞

4250浜 名 湖(絆 岡県)且13.8k圃

04置0風 蓮 湖(北 海遭)93.5』 回

0200サ ロマ湖(北 海遭)86.7b

都道府県名

1北 悔 遭

2青 森 県

3岩 手 県

4宮 城 県

5秋 田 県

6山 形 県

7福 島 県

8茨 城 県

9栃 木 県

10群 馬 県

11埼 玉 県

12千 葉 県

13東 京 都

14神 奈川 県

15新 潟 県

16富 山 県

17石 川 県

18福 井 県

19山 梨 県

20長 野 県

21岐 阜 県

22静 岡 県

23愛 知 県

24三 重 県

25滋 賀 県

26京 紹 府

28兵 庫 県

31鳥 取 県

32島 根 県

35山 口 県

36徳 島 県

42長 崎 環

43熊 本 県

44大 分 県

45宮 崎 県

46距 児島県

47沖 縄 県

合 計

1

2

3

4

5

最

大

湖

沼
上

位
5

1

2

3

4

5

s

T

8

9

io

11

12

13

14

竃5

16

17

18

19

20

21

23

24

zs

28

30

3巳

32

34

35

36

最小湖沼

下位5

※最下位で同
一赦値の湖

沼は任章に

掲載

5

4

s

2

1

3680水 月 湖(福 井県)0●

4240猪 鼻 勘(静 岡県)0●

3660日 向 湖(招 井 県)Og

3650久 々 子 湖(福 井県)0●

4270池 ケ 渕(愛 知県)一1●

猛820三 角 沼(岩 手県)0.01ビ

且212神 仙 沼(北 海遭)0.01回

3860稚 児 池(長 野県)0.00団

匿790御 釜 湖(岩 手県)0.00出

盒730ツ パ クラノ池(岩 手県)0.00団

3860稚 児 池(長 野県)0.70

3360御 手 涜 潟(新 潟県)O.5g

4390蟻 ヶ 池(京 都府)0.58

2980光 徳 紹(栃 木県)0.5●

3530十 二 町 潟(富 山県)0.4●

3870蓮 池(長 野県)0.鈎

3530十 二 霞「 潟(富 山県)0.鋤

3470天 ヶ 池(新 潟県)0.鉗

0040サ ル コツ沼(北 海遺)0.3■

3370佐 潟(新 濁県)0.3目

3400大 池(新 潟県)0.000且 圖

0400甫 部 沼(北 悔遺)0.0001回

2720柳 沼(福 島県)0.0001厨

0040サ ルコツ沼(北 海遭)0.0001厨

1190長 沼:仰 お ア」(北 海 遺)0.000星 瞳

2930中 沼(茨 妓県)0.3b

且790衡 釜 湖(岩 手県)0.2㎞

3640夜 叉 ヶ池(福 井県)0.2㎞

2320河 原 沼(秋 田県)0.2㎞

皇730ツ パ クラノ池(岩 手県)0.且b

5

4

3

2

1

最

小

湖

沼
下

位

5
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2一・2湖 沼形態と成因の相関

マ トリックス集計表に基づいて、特徴を整理 して記述する。(表 皿一1-9)

2-2-1標 高

○ 断層湖とカルデラ湖は標高1000m未 満に主に分布 している

○ 火山湖は高い標高になるほど数が多 くなっている

○ 堰止湖の形成機構については前項で述べたようにさまざまであることか ら、堰止湖の

位置は低標高か ら高標高まで万遍なく分布 しているが、特に100～1000mで 最 も多くな

っている

○ 海跡湖は、標高10m以 下である

2-2-2面 積

○ 断層湖は、その形成に係わる地質構造規模によって、大か ら小まで出現 している

○ カルデラ湖の規模は100k㎡ 以下である

○ 火山湖はさらに小さく、0.1k似 下のものが最 も多い

○ 堰止湖はlk似 下が多 く、そのなかで も半数以上は0.1k㎡ 以下の規模である

○ 海跡湖では0.1～1.Ok㎡ のところで最頻値がみ られるが、100k逝 以上 もある

2-2-3水 深

○ カルデラ湖は他の湖沼と比較すると全体的には深い水深規模にあり・最大水深グルー

プの湖沼はすべてカルデラ湖となっている

○ 他の湖沼においては、全般的により浅い水深湖沼の数が相対的に多くなる傾向がある

○ 海跡湖は平均水深5m以 下がほとんどである

2-2-4湖 岸 線延 長

○ 全体的には面積でみたのと同様の傾向がみられる
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表lll-1-9集 計 ・解析対象湖沼ρ 「成因/形 態」相関マ トリックス集計 〔湖沼数〕

(1)〔湖沼標高m〕

0～10

10^一100

100^一500

500^一1,000

1,000^一2,000

2,000以 上

湖 沼 成 因

断 層

5

2

5

1

カルデラ

2

9

3

1

火 山

1

5

10

7

21

15

堰 止

32

22

44

50

30

5

海 跡

100

1

② 〔湖沼面積 ㎞〕

0.01未 満

0.01～0.10

0.10～1.00

1.00^一10.0

10.0^一100

100^一500

500以 上

湖 沼 成 因

断 層

3

3

4

1

1

1

カルデラ

2

1

4

8

火 山

2

44

11

2

堰 止

1

102

50

27

3

海 跡

12

41

32

12

2

⑧ 〔最大水深m〕

1未 満

1^一5

5×10

10×50

50100

100×300

300以 上

湖 沼 成 因

断 層

3

2

2

3

2

1

カルデラ

3

3

1

5

5

火 山

5

17

10

25

2

堰 止

38

41

42

56

4

2

海 跡

18

43

26

14

(4)〔平均水深m〕

1未 満

1～5

5～10

10～50

50×100

100以 上

湖 沼 成 因

断 層

2

4

3

3

1

カルデラ

3

1

3

2

6

火 山

25

19

11

3

1

堰 止

76

53

29

22

3

海 跡

27

60

12

2

(5)〔湖岸線延長㎞〕

1未 満

1^一5

5×10

10×50

50×100

100以 上

湖 沼 成 因

断 層

2

3

4

2

1

1

カルデラ

1

2

3

7

2

火 山

35

24

堰 止

72

75

22

14

海 跡

2

45

19

29

4

2
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2-2-5肢 節 量

2-1-6で 湖沼形態をみる指標 として肢節量をとりあげたが、湖沼成因区分別の計算結果を次に

掲げる。(表 皿一1-10)

表Ill-1-10湖 沼 成 因 区 分 別 「肢 節 量 」

湖 沼 数

平均肢節量

断 層 湖

13

1.69

カルデラ湖

15

1.47

火 山 湖

58

1.24

堰 止 湖

183

1.68

海 跡 湖

101

1.94

※ 肢 節 量 の 計 算 結 果 で1以 下 の敷 値 に な った湖 沼 が 少 な か らず あ った 。 これ ら は 、

湖 沼 面 積 と湖 岸 線 延 長 距 離 の 関係 が 敷 字 上 で誤 って い る もの と考 え られ る。 した が

って 、 面 積 を 正 しい もの と して、 肢 節 量 を1に 修 正 して 上 表 の 計算 を お こな っ た。

肢節量の意味については2-1-6で ふれた。これを踏まえて上表をみると、火山湖が円形に近い

形態にあることがわか り、次いで相対的に円形に近いのはカルデラ湖、堰止湖、断層湖、海跡湖の順

になっている。

このような結果は、それぞれの湖沼の形成を思い描いてみると納得がいく。

① 火山湖は、一般的には円形に近い形状の火山の爆裂火口が湖の盆 となっている。

② カルデラ湖は火山活動により陥没 した地形盆に形成 されるものであるが、この陥没 した地形盆に

ついては次のようなことを指摘できる。

陥没は地下のマグマ溜が空洞化 したことにより生 じる。このとき、陥没は円形になる必然性はな

いが、一般的には円ないし楕円に近 くなる傾向があるとともに、屈曲の小 さい陥没崖が形成 される。

この屈曲の小さい陥没崖が湖岸になる。

③ 堰止湖や断層湖は個々には湖沼の形成以前に存在 した地形がベース(盆)に はなるが、全国的に

みたとき共通 した特定の地形を指摘することはできない。また、形成以前に存在 していた地形は、

一般的には地質学的時間をかけて地形開析を受けており
、その結果 としての形状は、起伏にしても、

湖岸線となる崖(地 形斜面)の 屈曲にして も千差万別ではあるが、全体 としては相当に進んだ状態

9にある
、とみてよい。

ここで、計算結果をみると、堰止湖と断層湖の肢節量値がほぼ一致 している。 しか し、これは偶

然 と理解される性質のものと考える。

④ 海跡湖の形成においても、その形成過程は個々ではさまざまであるが、基本的には砂州 ・砂丘等

で閉鎖水域が形成されたものが海跡湖である、ということができる。そして、海跡湖形成には、河

川河口部が係わる場合もある。このように して形成される閉鎖水域の形状は、盆の地盤が基本的に

は軟弱な地質であることから比較的短時間に地形開析を激 しく受けたり、埋立を受けたりして、よ

り複雑な形へと変遷 していく特性がある。
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2-3湖 沼形態と栄養型の相関

マ トリックス集計表に基づいて、特徴を整理 して記述する。(表 皿一1-11)

(1)標 高 と栄養型

○ それぞれの型をみると、最頻値は標高が高くなるにしたがって栄養型が富→中→貧に

なる傾向がみられる。これは、基本的には標高が高くなることで人為的係わりが小さく

なることによるものと考えられる

○ 腐植栄養湖はその形成が主として低地湿原によることから湿原の最も多い低標高に多

く分布している

② 水深と栄養型

○ 全てではないが、水深が深いほど貧栄養性の状態である傾向が認あられる

※ 面積 ・湖学線延長距離と湖沼型との間には、相関傾向は特に認められない。
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表lll-1-11

(1)〔湖 沼 標 高m〕

集計 ・解析対象湖沼の 「型/形 態」相関マ トリックス集計 〔湖沼数〕

0～10

10^一100

100^一500

500^一1,000

1,000^一2,000

2,000以 上

湖. 沼 栄 養 型

富栄養

99

22

17

13

7

中栄養

19

8

29

37

12

貧栄養

12

8

23

37

30

14

酸栄養

4

7

7

2

鉄栄養

1

腐植栄養

31

15

4

4

s

3

② 〔湖沼面積k㎡ 〕

0.01未 満

0.01～0.10

0.10^一1.00

1.00^一10.0

10.0^一100

100^一500

500以 上

湖 沼 栄 養 型

富栄養

45

57

44

10

2

中栄養

1

59

22

16

6

1

貧栄養

1

84

20

13

6

酸栄養

0

11

5

1

2

1

鉄栄養

1

腐植栄養

1

2s

27

9

(3)〔最大水深m〕

1未 満

1^r5

5～10

10～50

50×100

100×300

300以 上

湖 沼 栄 養 型

富栄養

29

64

40

25

中栄養

16

13

31

45

1

2

貧栄養

29

26

23

32

7

5

2

酸栄養

3

2

5

7

1

1

1

鉄栄養

1

腐植栄養

17

36

7

3

一31一



3.集 計 ・解析対象湖沼の結氷

湖沼調査により結氷が報告されている湖沼の都道府県毎の数は表皿一1-12の とお りである。

全国で282湖 沼、59%の 湖沼が結氷すると報告されている。 これ ら結氷す る湖沼の全国的な分布を詳

細にみると、陸水学 ・湖沼学でいわれている理論を実証的に裏付ける結果 となっている。

表lll-1-12都 道府県別 「結氷湖沼数」

都道府県名

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

栃木県

集 計 ・
解析対象
湖 沼 数

127

43

12

24

24

24

29

7

結氷する
と報告あ
る湖沼数

122

39

5

10

3

22

25

s

結氷無しと報告あ

る湖沼数

4

4

7

3

1

都道府県名

群馬県

富山県

山梨県

長野県

大分県

宮崎県

鹿児島県

計

集 計 ・解析対
象

湖 沼 数

14

5

6

39

3

6

13

結氷する
と報告あ
る湖沼数

8

1

4

29

3

4

1

282

結氷無 しと報告あ

る湖沼数

1

1

2

4

0

2

12

※ 都 道 府 県 の 湖 沼 鯛 査 報告 書 に お け る 「結 氷 の 有 無 」欄 の記 入 につ い て は 、 結 氷 しな い 湖 沼 の

場 合 はr無 し」 と明記 して い る 例 と 「無 記 載 」が あ っ た。 上 表 に お け る 「結 氷 無 し と報 告 あ る

湖 沼数 」 は 、報 告書 に 「無 し」 と明 記 して あ る数 で あ る。 「無 記 載 」 は一 応r結 氷 な し」 と理

解 で き る が 不 明 も混入 して い る と も推 定 され るの で 、 「結 氷 無 し と報 告 あ る 湖 沼 数 」 は参 考 デ
ー タ と して扱 わ れ た い。

・・{気候(気 温)と 湖沼凍結について

いうまで もなく結氷は水温の状況によるものであるが、水温は第一に気象条件、第二に地形

条件(湖 沼水深 と湖沼の広さ)に よって決まる。

日射や気温で湖沼の表面水が加熱 されると、暖められた水は低温な水よりも比重が小さいた

あに、湖水を垂直的にみる㌍らば、 これらの暖あられた水はそのまま上層に位置する。逆に、

表面水が冷却 されると、比重が大 きくなるために沈降する。この動きは、温かい上層の水温が

水面上の気候条件と熱的な平衡に達するまでおこなわれる。いずれ も上が軽 く下が重い安定層

になり、それによって上下方向の水の混合は生 じにくくなる。

一年を通 した季節的変遷(気 象条件の変遷)に 伴って
、このような水の循環が1回 み られる

湖沼を熱帯湖・2回 循環がうられる湖沼を温帯湖と湖沼を気候的に分類することもできる。こ

のような湖沼の気候的分類において、水温に係わる指標的数値は次のとおりである。
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気候的分類

熱帯湖

温帯湖

最高水温

4ｰC<

4ｰC<

最低水温

4ｰC<

4ｰC>

また、 日本における温帯湖 ・熱帯湖の分布(限 界)は 図皿一1-6に 掲げるとおりである。

1温 帯湖南限 ∬ 熱帯湖北限

皿 不凍湖北限 θ。。 平衡温度

難冬 の平衡温度の最低が4℃以下になる地域

図Ill-1-6日 本における温帯湖 ・熱帯湖の分布限界(吉 村による=出 典 「日本の水」)

一方、このような湖沼の水温変化は熱エネルギーの循環とも言い換えれるが、湖沼の総熱エ

ネルギー循環を湖沼の水深 と広 さがコン トロール している。概論的にみれば、広 く深い湖では

一度湖沼全体が温めると冷えにくいため、最低水温が4℃ 以下になりにくく結氷 しないが、浅

い湖では冬は冷却 されやすく最低水温が4℃ 以下になり、結氷する機会が多 くなる。

図皿一1-6で みると、線1皿以北では全て結氷するが、それ以南では不凍湖と凍結湖が混在

する。図における網が掛かった地域において、湖沼の水深と広さの条件から2回 循環する温帯

湖では冬の平衡温度の最低が4℃ 以下になるので結氷することになる。
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4.集 計 ・解析対象湖沼の水質

都道府県調査における水質測定は、湖沼によっては数地点実施されてお り、また鉛直測定において

も水深のm単 位毎におこなわれている湖沼もあり、成果としてのデータは膨大である。

今回の集計 ・解析に使 ったデータは、個々の湖沼における最大の透明度測定地点のデータ(透 明度

以外は、その地点における原則的には水深一 〇.5mに おける水質データ)を 代表値 として採用 したも

のである。

・・i用語 の 定 義4「 水 質 項 目」

① 透明度

② 水 温

OpH

ｮDO

OEC

⑥ アルカリ度

直径25～30cmの 白色円板を水中に沈め、見えな くなる深度 とふたたび引き上

げてみえはじある深度 との平均値をもって透明度という。湖沼が富栄養化する

につれて透明度は低下 し、湖沼の汚染の度合いを簡便に比較す る指標 となる。

プランク トン等の量に関係 して季節変化する。また、沈水植物帯の下限と透明

度はほぼ一致するといわれている。日本の湖沼では、概観的には比較的きれい

な湖沼で5～10m以 上、汚れている湖沼で1～3、4m程 度 といわれている。

その他の簡便な方法 として、透視度がある。

.湖 沼の水温は、第一に気候条件、第二に湖沼の水深と面積によって決あ られ

る。水温は、湖沼水の物理化学的様相と生物相を規定する最 も基礎的な因子で

ある。

水素イオ ン濃度値。水の酸性 ・アルカリ性の度合いを示す値である。pH:=

7が 中性で、7よ り大きい数値をアルカリ性、小さい数値を酸性 とする。一般

的には、水中生物にとってpHが9以 上と4以 下が影響が大きい。

溶存酸素。水中に溶けている酸素の量。この値は、水温 ・気圧 ・塩類濃度に

よって変化するが、一般的には水温20℃ で9.2㎎/乏 程度といわれている。ま

た、水質項目にBOD(生 物化学的酸素要求量)と いう指標があるが、概 して

BOD値 が高い場合はDO値 が低 くなる傾向があるといわれている。

電気伝導度。水中に溶けている総固形物(電 解質)の 量に正比例の関係にあ

り、電解質の量が多いほど大きな値となる。 したが って、一般的には、雨水で

数十μs/cm、 淡水の湖沼水 ・河川水で数百～数千μs/㎝ 、海水で4～5万 μs/cm

といった数値になる。

酸消費量。酸を消費する成分が試料中にどれだけ含まれているかを示す一っ

の方法であるが、天然水においては水中の炭酸塩 ・炭酸水素塩の量を推定する

尺度 として も用いられてきた。すなわち、植物プランクトンの光合成に必要な

炭酸量を示す重要な指標となる。
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4-1湖 沼水質の現況

透明度調査(水 質調査)成 果において、データがほぼ全湖沼か ら得 られた主要項 目の透明度 ・・水温

・pH・DO・EC・ アルカリ度について総括的集計をおこなった。

(表皿一1-13図 皿一1-8)

データのある湖沼全体でみた水質の各項目毎の概括は次のとおりである。

4-1-1透 明 度

透明度10m以 上の湖沼は13湖沼、第20位 の湖沼で9.Omの 透明度、第30位 の湖沼(表 皿一1一,14)

で7.7mの 透明度である。圧倒的多数の湖沼は、透明度5m以 下である。

また、透明度と最大水深の比をとってみたが、特に相関は認められない。この比が100%と なるの

は全透の湖沼を意味 し、その湖沼数は34湖沼であった。

4-1-2水 温

26℃ をピークとしたやや低温側に偏 った出現頻度分布を呈 している。最高水温は 「鏡池」で記録さ

れているが、水温鉛直分布をみると水深3～8mに 水温躍層がみられること、測定時の気温が35.6℃

であったことか ら、成因は火山湖ではあるが火山からの直接的作用による恒常的な水温ではないと考

え られる。また、最低水温は湯釜で報告されているが、この測定値は今回調査の実測値ではなく(火

山活動中で危険につき測定中止)「 火山予知連絡会議会報(1984年:気 象庁)」 か ら転載 したデータ

である。これによると、測定月は2月(1984年2月21日)で 、気温一7℃ の条件下でのデータとなっ

ているので、 このデータは他の湖沼の水温データと同列に扱 うには注意を要する。

4-1-3pH

7を ピークとして、かなりアルカ リ性側に偏 った出現頻度分布を呈 している。 しか し、大部分は4

～9の 間の値であり、一般的にいわれている生物生 息可能の値 となっている。

4-1-4DO

およそ9.0㎎/2弱 の値をピークとしてやや小さい方の値に偏った出現頻度分布を示 している。大

部分は5な いし6か ら12㎎/4の 範囲内の値を呈 している。最低値1.5は 「佐潟」で記録されている。

しか し、 「佐潟」における他の演掟 地点のデータは概ね4～8㎎/4の 値になっているので、 「佐潟」
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全体が特異に低値の湖沼とはいえないようである。

4-1-5EC

およそ40～250μs/㎝ の間に多 くの湖沼が集中している。ECに ついては、淡水湖と汽水湖に分け

て出現頻度をみてみた。(図 皿一1-7)こ の結果によると、淡水湖では総 じて1,000μs/cm以 下

の値で大部分が出現 しているが、汽水湖では主 として1,000μs/㎝ 以上か ら万単位の間の値である。

これは明 らかに、淡水湖と汽水湖における湖沼水に溶解 している塩分量の違いによるものである。
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表m-1-13湖 沼水質総括表

水 温

411湖 沼
お

水.質
データ湖沼

透 明 度

403湖 沼

(m)

水 温

411湖 沼

(ｰC)

pH

402湖沼

DO

402湖 沼

(㎎/珍)

EC

363湖 沼

(,us/cm)

アルカリ度

322湖 沼

Cam/.｢)

最高値
(該当湖沼)

28.0

摩周湖(0450)

北海道

カルデラ湖

貧 栄 養 湖

34.3

鏡 池(4780)

鹿児島県

火 山 湖

富 栄 養 湖

10.0

日暮ノ池1600

青森県

堰 止 湖

中 栄 養 湖

他2湖 沼

15.9

乾草沼(3230)

千葉県

海 跡 湖

富 栄 養 湖

140000

長節湖(0420)

北海道

海 跡 湖

富 栄 養 湖

88.0

阿 蘇 海(4380)

京都府

海 跡 湖

中栄養湖

平均値
(近似値湖沼

3.0

中ノ池(1580)

青森県

堰 止 湖

中 栄 養 湖

21.4

能取湖(0220)

北海道

海 跡 湖

富 栄 養 湖

7.2

シラル トロ沼

(0550)北海道

海 跡 湖

富 栄 養 湖

8.4

1一サム和 沼

(0340)北 海道

海 跡 湖

貧 栄 養 湖

2650.7

水月湖(3680)

福井県

そ の 他

富 栄 養 湖

s.o

作沢沼(2060)

秋田県

不 明

中 栄 養 湖

最低値(該当
湖沼)

o.i

ペケ レット湖

(0930)北 海道

そ の 他

富 栄 養 湖

1.0

湯 釜(3080)

群馬県

火 山 湖

酸 栄 養 湖

1.7

湯 釜(3080)

群馬県

火 山 湖

酸 栄 養 湖

1.5

佐 潟(3370)

新潟県

そ の 他

富 栄 養 湖

o.so

青海湖(4540)

山口県

海 跡 湖

富 栄 養 湖

o.i

カ ム イ ト沼

(0070)北 海道

海 跡 湖

腐植栄養湖

他29湖 沼
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4-1-6ア ル カ リ度

大部分の湖沼は4㎎/乏 以下の値である。

表llI一・1-14透 明度 の高 い湖 沼 一上 位30

順

位

J

1

z

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

14

14

17

18

19

19

19

19

19

19

25

26

27

2?

27

30

30

湖沼 湖 沼 名

番号

0450摩 周 湖

1150倶 多 楽 湖

1550赤 沼

1010支 笏 湖

0460パ ンケ 湖

3910大 沼 池

3040菅 沼

1310宇 曽利山湖

0470ペ ン ケ 湖

3740本 栖 湖

4630六 観音御池

4690大 浪 池

1120'洞 爺 湖

3930青 木 湖

1800御 苗 代 湖

0730然 別 湖

0200サ ロ マ 湖

3050丸 沼

2700瑠 璃 沼

2780沼 沢 沼

1720十 和 田 湖

1820三 角 沼

4650大 幡 池

3000中 禅 寺 湖

2950切 込 湖

4620不 動 池

3660日 向 湖

2120三 の 目潟

4700海 鼠 池

3540ミ クリガ池

4050雄 池

都道府

県 名

北海道

北海道
青森県

北海道
北海道

長野県

群馬県

青森県
北海道
山梨県

宮崎県
鹿児島

北海道

長野県

岩手県
北海道

北海道

群馬県

福島県

福島県

青森県
岩手県

宮崎県

栃木県
栃木県

宮崎県
福井県

秋田県
鹿児島

富山県

長野県

成湖汽沼

因型水

力貧

力貧

堰貧

力貧

堰貧

堰酸

堰貧

力酸

堰貧

堰貧

火酸

火貧
力貧

断貧

火貧

堰貧

海富○

堰中

そ酸

力貧

力貧

堰中

火貧

堰貧

堰貧

火酸

海貧

火貧

海中○

火貧

堰貧

透 明 度(m)

第4回 ①

28.0

22.0

18.2

17.5

14.0

13.5

13.2

13.0

11.3

11.2

11.1

10.9

10.0

9.8

9.8

9.8

9.4

9.3

9.0

9.0

9.0

9.0

9.0

9.0

8.5

8.2

8.0

8.0

8.0

7.7

7.7

第3回 順位

25.0

19.0

15.0

18.0

15.9

12.0

9.6

6.5

13.0

7.8

13.0

4.3

8.6

19.5

7.0

10.0

10.0

9.0

12.5

6.2

11.0

13.5

4.5

8.0

9.5

4.0

8.5

2.3

7.7

1

3

5

4

6

10

17

8

2

15

14

20

9

12

7

水 深(m)

最大② 平均

211.5

148.0

18.2

363.0

54.0

26.2

75.0

23.5

39.4

121.6

14.0

11.6

180.0

58.0

10.3

20.0

47.0

11.0

96.0

327.0

10.4

13.8

163.0

16.0

9.0

38.5

31.0

26.4

15.3

7.7

137.5

105.1

265.4

23.9

13.0

38.1

14.0

67.9

9.4

8.0

117.0

29.0

2.7

57.1

8.7

31.1

60.4

71.0

94.6

8.3

4.7

14.3

9.3

8.8

3.8

墓懸i灘
13

15

100

5

26

52

18

55

29

9

79

94

s

17

95

47

20

82

9

3

87

65

s

53

91

21

2s

30

50

100

阿寒 団

支笏洞爺 駐

十和田八幡平剛:

支笏洞爺 磁

阿寒 国立

上信越高原 団

日光 蹴

下北半島 齪

阿寒 国立

富士箱根伊豆殴

霧島屋久

霧島屋久 殴

支笏洞爺

十和田八幡平殴

大雪山

網走

日光

磐梯朝日

只見柳津

十和田八幡平欧

栗駒

霧島屋久

日光

日光

霧島屋久

若狭湾

男鹿

瓶島

中部山岳

齪
殴

八 ヶ岳 中信高原国定

※1成 因 断=断 層 湖 力=カ ル デ ラ 湖 火=火 山 湖 ※2型:富=富 栄 養 湖 中=中 栄 養 湖

堰=堰 止 湖 海=海 跡 湖 そ=そ の 他 貧=貧 栄 養 湖 酸=酸 栄 養 湖

※2上 表 にみ る よ うに第3回 謂 査 時 に 比 較 して 順 位 の 変 動 が 激 し く、 第3回 謂 査 で は上 位20に 入 って い
た が 今 回 は20位 よ り下 に落 ち た湖 沼 もあ る。 この要 因 と して は 、 大 部 分 は 測 定 時 の 天 候 に よ る もの と

推 察 され る。
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4-2湖 沼水質と成因 ・型の相関

水質項目別に湖沼成因区分毎及び湖沼栄養型区分毎に集計 し頻度分布図と最高 ・最低値等の総括

表をとりまとめた。(表 皿一1-15)

4-2-1透 明 度

全体としては透明度10m以 下に集中しており、各湖沼成因別でも湖沼型別で も同様の出現傾向とな

っている。しか し、このような中でも、詳細にみると以下のような特徴的な点が認められる。

湖沼成因区分別集計では、

○ カルデラ湖において透明度の高い湖沼が出現 してお り、この成因湖沼の透明度平均値は

10mに なる。この値は、他の成因湖沼のそれに比較 して極端に大きな値である。

○ 湖沼総数の多 くを占める堰 止湖の大部分は湖沼の透明度10m以 下であるが、・一部は10m

～18mの 透明度を呈 している。

湖沼栄養型区分別集計では、

○ 貧栄養湖と酸栄養湖において、比較的透明度が高い湖沼が出現しており、これらの区分

の透明度平均値は他よりもやや高い値となっている。

以上のような特徴は、カルデラ湖においては 「1湖沼の成因 と型の関係」でみたように貧栄養性あ

るいは酸栄養性湖沼が多 くなっていること、堰止湖において も一定の数の湖沼が同様であることが係

わっていると考えられる。そ して、貧栄養性あるいは酸栄養性湖沼では、水中のプランクトンや不純

物の含有が他の栄養型湖沼に比較 して相対的には少ないことが特徴である。

このようなことか ら、基本的には 「貧栄養性あるいは酸栄養性湖沼においては概 して透明度が高い

傾向にある」ということが確認される。'

4-2-2水 温

水温測定は一部の資料調査データを除くと夏期に実施しているので、その測定値は基本的には同じ

条件下であるとはいえるが、同じ夏期であっても水温を規定する大きな要因である気温は地理的位置

によって大きく異なっている。したがって、報告のあった値を同等に扱うのは適切でない側面もある

が、その点を念頭において集計を試みた。
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湖沼成因区分別集計では、

○ 断層湖では22～29℃ の狭い温度幅内の値をとっているが、他の成因湖沼では(上 限値は

30℃前後で大差はないが)下 限値で異なる特徴がある。

っまり、カルデラ湖と海跡湖では下限値が10℃ まで下がり、堰止湖ではさらに7℃ 程度

まで、火山湖では1℃ まで下がる傾向を呈 している。

湖沼栄養型区分別集計では、

○ 栄養性が貧→中→富になるにともなって出現頻度の最頻値をピークとする出現分布が高

温側ヘシフトする傾向が読み取れる。平均値と最高値も漸移している。

以上の傾向については、湖沼成因区分に関してはその根拠はよくわからない。栄養型に関する傾向

は、富栄養性湖沼では生物の活動がより活発であるので、その活動に伴い生 じる熱エネルギーが寄与

しているとの推測 もできるが、不明である。

4-2-3pH

湖沼成因区分別集計では、

○ いずれの成因湖沼において も上限値は9～10程 度であるが、断層湖 ・堰止湖 ・海跡湖で

は、下限値はほぼ5～6程 度までである。

○ しか し、火山湖においては最下限値が1.7を 呈 しており、5以 下の湖沼が顕著に認め ら

れる。カルデラ湖においては概 して6ま での範囲内の値であるが、例外的に3.7と いう低

い値が出現 している。

湖沼栄養型区分別集計では、

○ 富 ・中栄養湖では6～10の 範囲内に集中しているが貧栄養湖では4～9の 範囲内とな り、

酸栄養湖では全て7以 下の酸性値 となっている。

○ 腐植栄養湖は特にピークがなく4～8強 に平均 して出現 しており、他の栄養型湖とは若

干様相が異なっている。

上記の酸性傾向は、明らかに、火山活動に根源をお く酸性物質が関与 しているものである。また、
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i表lll-1-15水 質の湖沼成因 ・型区分による総括表

1/2

透

明

度

m

水

温

OC

pH

湖

沼

成

因

湖

沼

栄

養

型

湖

沼

成

因

湖

沼

栄

養

型

湖

沼

成

因

湖

沼

栄

養

型

断 層 湖

カルデラ湖

火 山 湖

堰 止 湖

海 跡 湖

富 栄 養 湖

中 栄 養 湖

貧 栄 養 湖
・酸 栄 養 湖

腐植栄養湖

断 層 湖

カルデラ湖

火 山 湖

堰 止 湖

海 跡 湖

富 栄養湖

中栄養湖

貧 栄養湖

酸 栄養湖

腐植栄養湖

断 層 湖

カルデラ湖

火 山 湖

堰 止 湖

海 跡 湖

富 栄 養 湖

中 栄 養 湖

貧 栄 養 湖

酸 栄 養 湖

腐植栄養湖

データ

礪

12

14

50

169

83

142

101

101

16

41

12

14

52

173

84

146

102

100

18

43

11

14

53

165

83

139

101

99

18

43

最高値

該当湖沼名 コーF

9.8青 木 湖3930

28,0摩 周 湖0450

11.1六 観 音 御 池4630

18.2赤 沼1550

9.4サ ロ マ湖0200

9.4サ ロ マ湖0200

9.3丸 沼6050

28.0摩 周 湖0450

13,5大 沼 池3910

6.9白 駒 池4100

29,2西 の湖

28.2池 田湖

34.3鏡 池

30.7城 沼

31.1須 口池

4350

4760

4780

3130

4710

34.3鏡 池4780

30.3鰻 池4770

28.1御 池4660

25.0猪 苗 代 湖2770

29.1深 泥 ケ池4400

9.2諏 訪 湖4110

8.7芦 ノ湖3300

10.0志 高 湖4590

10.0日 暮 ノ池1600

9.5涛 釣 湖0270

10.0手 賀 沼3210他1

10.0日 暮 ノ池1600

8.9武 周 ケ 池3630

6.5屈 斜 路 湖0440

8.4藻 琴 湖0240

平均値

近似値湖沼名コード

3.3木 崎 湖

10.2洞 爺 湖

4.0鳥 の 海

3.1女 沼

1.7丹 根 沼

3970

1120

2340

2590

0380

1.5シ ラルトル沼0550

3.2小 川 原 湖1450

5.0若 畑 沼2370

6.4屈 斜 路 湖0440

1.4藻 琴 湖0240

26.0余 呉 湖4300

20.1十 和 田 湖1720

19.8鎌 沼2580

20.5荒 沼2430

22.8サ ロマ 湖0200

24.3コ ム ケ 沼0170

21.3小 川 原 湖1490

18.3ヒ キ ウス 沼0370

17.6大 沼 池3910

21.1生 花 苗 沼0800

7.7伊 庭 内 湖4340

7.1摩 周 湖0450

5.8一 の 池4150

7.2然 別 湖0730

8.0南 部 沼0400

7.9チ ミケッブ湖0290

7.4濁 池1680

6.8長 沼1480

4.2宇 曽 利 山 湖1310

6.8床 潭 湖0630

最低値

該当湖沼名 コーF

0.5諏 訪 湖

2.0雄 国 沼

0.4志 高 湖

0.2大 沼

0.2佐 鳴湖

4110

2760

4590

5060

4260

0.1ペ ケレッ糊0930

0.5野 牛 沼1260

0.2'大 沼5060

1.5二 の池4120

0.3ポ ロ沼0050

22.0青 木 湖

10.3摩 周 湖

1.0湯 釜

7.5横 沼

12.0厚 岸 湖

3930

0450

3080

1530

0610

9.1小 沼

11.5長 池

8.0鶴 間池

1.0湯 釜

7.5横 沼

1250

1670

2350

3080

1530

5.1猪 苗 代 湖2770

3.7宇 曽利 山 湖1310

1.7湯 釜3080

4.4雨 池4070

4.8オ タFマリ沼0130

5.9御 池3320

5.3白 池3520

4.4ミ ク リガ池3540

1.7湯 釜3080

4.4雨 池4070
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2/2

DO

㎎

/

乏

EC

μS

/

CID

ア

ル

カ

リ

度

㎎

/

4

湖

沼

成

因

湖

沼

栄

養

型

湖

沼

成

因

湖

沼

栄

養

型

湖

沼

成

因

湖

沼

栄

養

型

断 層 湖

カルデラ湖

火 山 湖

堰 止 湖

海 跡 湖

富 栄 養 湖

中栄 養 湖

貧 栄 養 湖

酸 栄 養湖

腐植栄養湖

断 層 湖

カルデラ湖

火 山 湖

堰 止 湖

海 跡 湖

富 栄 養湖

中栄 養湖

貧 栄 養湖

酸 栄 養湖

腐植栄養湖

断 層 湖

カルデラ湖

火 山 湖

堰 止 湖

海 跡 湖

富 栄 養 湖

中栄 養 湖

貧 栄 養 湖

酸 栄 養 湖

腐植栄養湖

データ

醗

12

14

51

165

84

141

101

98

17

43

12

12

47

150

69

125

92

92

16

36

11

12

20

129

76

126

84

74

7

30

最高値

該当湖沼名 コード

11.2ノ 」・松 内 湖4330

10.3沼 沢 沼2780

13.1志 高 湖4590

15.5手 賀 沼3210

15.9乾 二草沼3230

15.9乾 草 沼3230

12.1猪 鼻 湖4240

11.7マ ツ カ沼1100

9.6屈 斜 路 湖0440

13.1風 主 来 沼0650

275深 見 池4140

230宇 曽利 山湖1310

663御 在 所 沼1750

7700神 西 湖4500

140000長 節 湖0420

140000長 節 湖

33700阿 蘇 海

116900丹 根 沼

1306.3弁 天 沼

24200ホ ロカヤント

0420

4380

0380

2670

0810

51.8曽 根 沼4320

5.0田 沢 湖2170

27.〇 二 の 目潟2110

69.1仙 台 大 沼2000

88.0阿 蘇 海4380

69.5井 の 頭 池

88.0阿 蘇 海

28.4中 禅 寺 湖

5.0田 沢 湖

40.2蟻 ケ 池

3250

4380

3000

2170

4390

平均値

近似値湖沼名コード

7.8中 綱 湖

8.7摩 周 湖

7.8五 色 沼

8.4妹 沼

8.8南 部 沼

3940

0450

2560

1280

0400

8.8左=京 沼1320

8.5小 野 川 湖2650

8.3三 の 目潟2120

7.6宇 曽利 山湖1310

7.5カ ム イ ト沼0070

120.4諏 訪 湖

112.4摩 周 湖

70.7御 池

240.6大 滝 沼

12290湧 洞 沼

4110

0450

4660

1420

0770

4178.5大 池4800

2236.9小 川 原 湖1490

1881.5ヒ キ ウ ス沼0370

382.5オ ンネ トー0520

1524茨 散 沼0330

19.0余 呉 湖

0.8摩 周 湖

4.2小 池

3.1五 駄 沼

9.0白 石 湖

4300

0450

4670

3190

4290

8.3伊 佐 沼

6.8作 沢 沼

3.3ト ーサムポロ

0.8屈 斜 路 湖

2.5火 散 布 沼

3170

2060

0340

0440

0soo

最低値

該当湖沼名 コード

3.5曽 根 沼4320

7.3四 尾 連 湖3700

3.7潟 沼1850

1.7御 池3320

3.1十 二 町 潟3530

1.5佐 潟

4.3長 池

5.3風 蓮 湖

3.7潟 沼

5.3苔 沼

3370

1670

0410

1850

2290

31.9青 木 湖

20,1雄 国 沼

2,4鷲 羽 池

4.0白 池

0.6青 海 湖

3930

2760

4010

3520

4540

0.6青 海 湖

4,0白 池

4.1三 の 池

8,8五 色 沼

6.4白 駒 池

4540

3520

4130

2560

4100

0.1猪 苗 代 湖2770

0.1屈 斜 路 湖0440他1

0.1今 神 御 池5100他5

0.1面 子 坂 ノ池1700他10

0.1カ ム朴 沼0070他1

α1小 池3480他1

0.1鍋 越 沼2360他7

0.1面 子 坂 ノ池1700他6

0.1屈 斜 路 湖0440他5

0.1カ ム朴 沼0070他6
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今回出現 している値の上限値10前 後は富栄養性湖沼で特に出現が確認されているもので、一般的にい

われているように、富栄養化の度合いが増 していくにしたがってよりアルカリ性に移行 してい く傾向

が認められる。

4-2-4DO(溶 存 酸 素)

DOは 、水中に溶けている酸素の量で、通常は温度20℃ で9.2㎎/4程 度の値をとる。酸素は、季

節的には冬は多量に、夏は少量、水中に溶入 している。報告 されたデータでは全体的には10㎎/4以

下の値を呈 している湖沼が多い。

湖沼成因区分別では

○ カルデラ湖での出現値の幅が7～10㎎/4の 狭い範囲に集中 しているが、その理由は不

明である。

○ 他には区分による特徴はみ られない。

湖沼栄養型区分別でも区分による顕著な特徴はみられないが、

○ 富栄養湖では12～16㎎/4の 範囲内の値を呈している湖沼がみられる。

上記の傾向は、富栄養湖においては植物プランク トン等の生息が多 く、その生物活動の結果として

高い値が出現しているものと推察される。

4-2-5EC(電 気伝導度)

湖沼成因区分別では、

○ 海跡湖で数千～数万μs/cmの 値がみ られるが、その他の成因湖沼では全て数百μs/cm以

下の値を呈 している。

湖沼栄養型区分別では、

○ 栄養性が貧→中→富と移行するにつれてEC値 が高い方にシフトする傾向が認められ、

中～富栄養性になると高い値を呈する湖沼が顕著である。
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湖沼成因区分別における特徴は、海跡湖の中には海域との流出入交換をともなう汽水湖があり、多

量の塩分が溶解していることによるものである。図皿一1-9に 淡水性海跡湖と汽水性海跡湖のEC

出現頻度分布図を掲げる。

湖沼栄養型区分別における傾向は、富栄養化=水 中に溶解 している栄養塩の量が多くなっている、

ことによるものと考えられる。栄養塩の量においてこれらの湖沼の対極にある酸栄養湖においては、

極端に高いEC値 の湖沼は認められない。

淡水性海跡湖
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4-2-6ア ル カ リ度

湖沼栄養型区分別でみると

○ 酸栄養湖と腐植栄養湖においては、小さい値が多い。

○ 湖沼が貧栄養性から富栄養化するにつれて、小さい値の湖沼も数多くあるが、漸次数十

mg/4の 水準で大きな値を示す湖沼が顕著となる傾向が認あられる。

上記の要因 としては、酸栄養湖 と腐植栄養湖は、①それぞれ酸性の状態にあること、また、②富栄

養化するにともなって炭酸性溶解物質が多 くなる傾向にあるといわれていること、が考え られ る。

湖沼成因区分 とアルカリ度の直接的な関係は考えにくいが、断層湖や堰止湖 ・海跡湖のそれぞれに

おいては栄養性が富栄養型の湖沼が多 くなっていることによ妖 これ らの成因湖沼では、それを反映

してアルカリ度の高い湖沼がみられるようになっている。

●
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ξ 集計.鱗 対象湖沼の湖岸線改変状況及び湖岸線土地利用状況他

5-1湖 岸線改変状況(現 況)

5-1-1全 湖 沼 概 観

集計 ・解析対象湖沼478湖 沼の湖岸線総延長は、3,184.2㎞ に達する。これらの湖岸線改変状況は、

自然湖岸56.6%(崖 地でないもの45.0%/崖 地11.6%)、 半 自然湖岸12.4%、 人工湖岸30.3%、 水面

0.7%と なっている。(図 皿一1-10)水 面状況 も含めると自然状態を保っている湖岸は全体の

57%、 なん らかの人工改変を受サている湖岸は43%の 概況にある。

5-1-2都 道 府 県 別

全国的には自然湖岸は56.6%で あるが、これを指標 として各都道府県別に自然湖岸の保全状況をみ

ると、指標数値以上の自然湖岸保全状況にある都道府県は、次のとおりである。(図 皿一1-12)

○北海道 ○東北圏:青 森県 ・岩手県 ・山形県 ・福島県

○関東圏:栃 木県 ・群馬県 ・神奈川県 ○中部圏:長 野県 ・岐阜県

〇九州圏:大 分県 ・宮崎県 ・鹿児島県 ○沖縄県

○中国圏:山 口県

(以上15道 県)

これらの道県の湖沼は、沖縄県の離島環境を除くと、地理的に山間部に位置する湖沼が多いことや

人口集中地域から距離を置いた位置に分布する湖沼が多いこと、国立 ・国定公園等の地域内に位置し

ている湖沼が多いこと、等の特色がある。

・・i用語の定義5「 湖岸の改変状況区分」

① 自然 湖 岸

② 半自然湖岸

③ 人工 湖岸

④ 水 面

水際線及び水際線に接する陸域が人工によって改変されておらず、自然

の状態を保持 している湖岸。かつ、水際線より幅20mの 湖岸の区域に人工

構築物が存在 しない。この区分はさらに 「崖地でない自然湖岸」と 「崖地

(高さ3m以 上の急斜面)自 然湖岸」に細分される。

水際線は自然状態であるが、水際線に接する陸域の幅20mの 区域内が人

工 によって改変されている、あるいは人工構築物が存在する湖岸。

水際線がコンクリー ト護岸、矢板等の人工構築物でできている湖岸。

流出入河川の河口部や潟湖の海への開口部等、湖岸の存在 しない部分。
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水 面215km/07%

↓

人工湖岸

965.2km/303%

半自然湖岸

393.8km/12.40

湖 岸 線 改 変

状 況 区 分

湖岸線総延長3,1842㎞

湖沼総数478

崖 地369.9km/11.6%

地 で な い

1,4338km/450%

自然 湖 岸

1,803.7km

/56.6%

図Ill-1-10湖 岸線改変状況区分図(第4回 調査:集 計 ・解析対象全湖沼)

水 面25.2㎞/08%

↓

市街地 ・工業地.そ の他

6242km/19.6%

農 業 地

730.8km/23.0%

湖岸線土地利用
状 況 区 分

湖岸線総延長3,184.2㎞

湖沼総数478

淋 地

1,1746km/369%

その他の自然地629.4㎞/19.8%

自然 地

1>804.Okm

/56.7%

図m-1-11湖 岸線土地利用状況区分図(第4回 調査:集 計 ・解析対象全湖沼)

(※ 注)図 皿 一1-10及 び11を 比 較 す る と

は 実 態 と し て 次 の よ う な 状 況 と 計 測 に よ る も の で あ る 。

① 八 郎 潟(湖 沼 番 号2070)に お い て 、 防 潮 水 門o.3㎞ の 部 分 を 「改 変 状 況 人 工 湖

岸 」 、r土 地 利 用 状 況 水 面 」 、 と し て い る 。

② 琵 琶 湖(湖 沼 番 号4310)に お い て 、(湖 沼 鯛 査 図 を み る と こ ろ で は)「 埋 立 て を

目 的 と して 人 工 湖 岸 を 構 箋 し た が 、 埋 立 て が 途 中 で 水 面 が 残 さ れ た ま ま の 状 況 に な っ

て い る 」 。 こ の 延 長 が3.4㎞ あ る 。

①+② の 総 計 が3.7㎞ で あ る 。 こ れ が 上 図 に お け るr水 面 」 の 且 の 違 い に 相 当 す る 。

r水 面 」 の 総 延 長 距 離 が 異 な っ て い る 。 こ れ
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1湖 岸線改変状況一 「自然湖岸」占有率 】

0 25 50 75 lOdd

1湖 岸線土地利用。 「自然地」占有率1

0 25 50 7

全 湖 沼

北 海 道

青 森 県

岩 手 県

宮 城 県

秋 田 県

山 形 県

福 島 県

茨 城 県

栃 木 県

群 馬 県

埼 玉 県

千 葉 県

東 京 都

神奈川県

新 潟 県

富 山 県

石 川 県

福 井 県

山 梨 県

長 野 県

岐 阜 県

静 岡 県

愛 知 県

三 重 県

滋 賀 県

京 都 府

兵 庫 県

鳥 取 県

島 根 県

山 口 県

徳 島 県

長 崎 県

熊 本 県

大 分 県

宮 崎 県

鹿児島県

沖 縄 県

匹羅崖地でない ■■崖 地

5 100,E

眠羅樹 林 地 ■■その他の自然地

図lIl-1-12都 道府県別 「湖岸線改変状況 〔自然湖岸〕 ・湖岸線土地利用状況 〔自然地〕」占有率図
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5-2湖 岸線土地利用状況(現 況)

5-2-1全 湖沼概観

湖岸線土地利用状況は、自然地56.7%(樹 林地36.9%/そ の他の自然地19.8%)、 農業地23.0%、

市街地 ・工業地 ・その他19.6%、 水面0.8%と なっている。(図 皿一1-11)全 国的にみると、

水面状況にある部分も含めて自然地が保全されている土地は、5-1で みた自然湖岸率 と同様の57%、

農地や市街地 ・工業地化 している土地等なん らかの人工改変を受けている土地は43%、 となっている。

5-2-2都 道府県別

全湖沼の自然地は56.7%で あるが、5-1と 同様に、 これを指標 としそ各都道府県別に自然地の保

全状況をみると、指標数値以上の自然湖岸保全状況にある都道府県は、次の15道 県である。

(図皿一1-12)

○北海道 ○東北圏:青 森県 ・岩手県 ・山形県 ・福島県

○関東圏:栃 木県 ・群馬県 ・神奈川県 ・山梨県 ○中部圏:長 野県 ・岐阜県

〇四国圏:徳 島県 〇九州圏:大 秀県 ・宮崎県 ・鹿児島県(以 上15道 県)

北海道 ・青森県 ・岩手県 ・山形県 ・福島県 ・栃木県 ・群馬県 ・神奈川県 ・長野県 ・岐阜県 ・大分県

・宮崎県 ・鹿児島県の13道 県では、5-1で うた自然湖岸率が比較的大きい道県と一致 して自然地率

が全国総計より大 きい。山口県 と沖縄県(い ずれ も調査対象湖沼が1湖 沼)で は、自然湖岸率は大き

かったが、土地利用では農業地率が大 きくなっている。5-1の 結果と比較 したとき、新たに山梨県

・徳島県の2県 が湖岸線の自然地率が大 きい結果となっている。

・一i用語の定義6「 湖岸の土地利用状況区分」

① 自然地

② 農業地

③ 市街地

工業地他

④ 水 面

樹林地 ・自然草地 ・湿地等、自然が人為によって著 しく改変されないで 自然

の状態を保持 している土地。 「樹林地」と 「その他の自然地」に細分する。

水田 ・畑 ・放牧地 ・樹園地等の農業的な利用がおこなわれている土地。

住宅地 ・業務地 ・工場 ・港湾 ・廃棄物処理場 ・遊園地等、都市的利用がおこ

なわれている土地。埋立地等で未だ利用されていない荒地 ・埋立工事中地等。

流出入河川の河口部や潟湖の海への開口部等、湖岸の存在 しない部分。
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5-3非 改変湖沼の現況

集計 ・解析対象湖沼478湖 沼の43.9%(210湖 沼)が 、人為的改変のない100%自 然が保全 されてい

る湖沼である。しかし、これらの湖沼規模は湖岸線総延長が5㎞ 未満の ものが195湖 沼(そ のうち101

湖沼が1km未 満)と なっており、規模の小さい湖沼ほど人為的改変を受けていない結果 となっている。

これは、発電 ・観光 ・農業等の湖沼利用との関係において、多 くの小規模湖沼はその対象にな らない

ことによるものと考えられる。(表 皿一1-17)

このようななかで、比較的大きな(湖 岸線延長5㎞)非 改変湖沼は15湖沼ある。(表 皿一1-16)

福井県の1湖 沼以外は全て北海道に分布 している。

また、非改変湖沼の定義(用 語の定義7)を 完全に満足 しないが、2つ の条件のうち一方を満たす

湖沼は、表皿一1-17に 示すとお りである。

表lll-1-16非 改変湖沼上位15一 湖岸線延長5k鵬 以上の湖沼

順

位

1

2

3

4

5

s

7

8

9

10

11

12

12

14

15

湖沼

湖 沼 名

番号

0450

07so

O430

0460

3630

07so

O840

0290

0120

0142

0050

0590

0830

0810

1070

摩 周 湖

湧 洞 沼

温 根 湖

パ ン ケ 湖

武 周 ケ 池

長 節 沼

パ ンケ沼(テシオ)

チ ミケップ湖

ジュンサイ沼

長 沼

ポ ロ 沼

達 古 武 沼

ペンケ沼(テシオ)

ホロカヤジ ト沼

弁 天 沼

都道府

県 名

北海道

北海道

北海道

北海道

福井県

北海道

北海道

北海道

北海道

北海道

北海道

北海道

北海道

北海道

北海道

成

因

湖

・沼

型

汽

水

力 貧

海 腐 ○

海 貧 ○

堰 貧

堰 貧

海 富 ○

海 腐 ○

堰 富

そ 腐

そ 腐

海 腐 ○

海 貧

海 腐

海 腐 ○

海 中

湖岸線延長

(km)

19.8

17.8

13.9

12.4

9.7

8.6

7.5

7.4

7.0

6.4

6.0

5.8

5.8

5.7

5.2

保 全 地 域

阿

野 付

阿

寒(国 立)

風 蓮(道 立)

寒(国 立)

越 前 加 賀 海 岸(国 定)

利尻礼文サロベツ(国 立)

利尻礼文サロベツ(国 立)

利尻礼文サロベツ(国 立)

釧 路 湿 原(国 立)

,利尻礼文サロベツ(国 立)

※ 成 因:カ=カ ル デ ラ湖 海=海 跡 湖 堰=堰 止 湖 そ=そ の 他
湖 沼型:富=富 栄 養 湖 中=中 栄 養 湖 貧=貧 栄 養 湖 腐=腐 植 栄 養 湖

・・i用語 の 定 義7「 非 改 変 湖 沼 」

非改変湖沼=〔 湖岸線改変状況 「自然湖岸(水 面を含む)」 率が100%〕 かつ

〔湖岸線土地利用状況 「自然地(水 面を含む)」 率が100%〕 の湖沼
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表 川一1-17都 道府県別 「非改変湖沼」集計表

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35.

36

37

都道府県名

1北 海 道

2青 森 県

3岩 手 県

4宮 城 県

5秋 田 県

6山 形 県

7福 島 県

8茨 城 県

9栃 木 県

10群 馬 県

11埼 玉 県

12千 葉 県

13東 京 都

14神奈川県

15新 潟 県

16富 山 県

17石 川 県

18福 井 県

19山 梨 県

20長 野 県

21岐 阜 県

22静 岡 県

23愛 知 県

24三 重 県

25滋 賀 県

26京 都 府

28兵 庫 県

31鳥 取 県

32島 根 県

35山 口 県

36徳 島 県

42長 崎 県

43熊 本 県

44大 分 県

45宮 崎 県

46鹿児島県

47沖 縄 県

合 計

調 査
対 象
湖沼数

0

127

43

12

24

24

24

29

9

7

14

4

5

4

2

20

5

5

8.

s

39

8

5

1

1

6

s

1

3

8

1

1

1

2

3

6

13

1

478

計

0

非 改'変 湖 沼 数

71

19

12

10

15

17

12

0

5

4

0

0

0

0

4

4

0

2

1

16

6

0

0

0

0

0

0

0

2

0

0

0

0

2

4

4

0

2io

OO

OO

湖岸線延長(km)別 内訳

1

未

%・ 満

55.9

44.1

100

41.7

62.5

70.8

41.4

71.4

28.6

20.o

80.0

25.0

16.7

41.0

75.0

25.0

66.7

66.7

30.8

43.9

18

9

10

5

7

11

8

2

2

3

4

1

11

5

2

1

1

1

101

1

S
5

39

10

2

5

8

6

4

3

2

1

1

5

1

1

3

3

94

5

S
10

10

1

11

10

S
50

4

4

湖 岸 線

改変状況

自然湖岸

100

湖 沼 数

③

96

27

12

12

18

18

12

3

5

s

0

0

0

0

z

4

0

2

1

16

s

0

0

0

0

0

0

0

2

0

0

0

0

2

4

6

1

260

0

0
%

75.6

s2.s

100

50.0

75.0

75.0

41.4

33.3

71.5

42.9

33.3

80.0

25.0

16.7

41.0

75.0

25.0

66.7

66.7

46.2

100

54.3

湖 岸 線

土地利用

自 然 地

100

湖 沼 数

④

77

23

12

11

16

20

18

0

5

5

0

0

1

0

5

4

0

2

1

23

8

1

0

0

0

1

0

0

2

0

0

0

0

3

6

6

0

250

鬼
%

60.6

53.5

100

45.8

ss.7

83.3

62.1

71.5

35.7

25.0

23.8

80.0

25.0

16.7

59.0

100

20.0

16.7

25.0

100

100

46.2

52.3

※ 右 欄 の 「自 然 湖 岸 」 及 び 「自 然 地 」100%に はr水 面 」 も 含 ん で い る
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5-4湖 岸線改変状況 ・土地利用状況の成因区分別集計

湖岸線改変状況 ・土地利用状況ともにその数値は若干異なるがほぼ同様の傾向を呈 している。

具体的には、カルデラ湖 ・火山湖では自然湖岸率 ・自然地率が80%以 上の高い値を示してお り、海跡

湖 と断層湖では、これまでにもみてきたように、自然湖岸率 ・自然地率が相対的には小さくなってい

る(40%台)。 したがって、海跡湖 と断層湖においては人工湖岸率 と市街地 ・工業地他率が大きくな

っているとともに、海跡湖では特徴的に農業地率が他の湖沼成因区分での率よりも大きくなっている。

(図皿一-1-13、 表皿一・1-18・19)

このような傾向は、海跡湖と断層湖は概 して人口集申地域に近接する位置に分布 していること、海

跡湖 は低標高平地に分布 していることが多いことか ら湖沼周辺地域が農業地利用されることが多いこ

と等によるものと考え られる。

OlO20,30405060708090100%

劃

断 層 湖

カルデラ湖

火 山 湖

堰 止 湖

海 跡 湖

繧魏撫

回

010203040、5060708090100%

圃

0

図川一1。13湖 沼成因別 「湖岸線改変状況」 ・ 「湖岸線土地利用状況」区分図
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次いで、視点を変えて、 「全ての湖沼の自然湖岸や自然地等がいかなる成因の湖沼に帰属している

か」をみてみると、湖岸線総延長の大きい湖沼成因の順にほぼ準じて帰属している状況となっている。

(図 皿 一1-14、 表 皿 一1-18・19)

具体的な帰属順位は次のとおりである。

帰 属 順 位 1 2 3 4 5

湖岸線改変状況モ 灘 岸

湖岸寵 地利用状況モ 難
他

海跡湖 堰止湖 カルデラ湖

海跡湖 堰止湖 断 層 湖

海跡湖 堰止湖 断 層 湖

海跡湖 堰止湖 カルデラ湖

海跡湖 堰止湖 断 層 湖

海跡湖 断層湖 堰 止 湖

断 層 湖 火山湖

カルデラ湖 火山湖

カルデラ湖 火山湖

断 層 湖 火山湖
カルデラ湖 火山湖

カルデラ湖 火山湖
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図1開一1-14湖 岸線改変状況 ・湖岸線土地利用別 「成因」区分図
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表111-1-18湖 岸線改変状況一湖沼成因別

〔単位:㎞ 〕

断 層 湖

カルデラ湖

火 山 湖

堰 止 湖

海 跡 湖

そ の 他

不 明

全 体

集計 ・解

析湖沼数

13

15

59

183

101

62

45

478

湖 岸 線

総 延 長

358.9

322.0

69.7

659.6

1,503.1

214.8

56.1

3,184.2

自 然 湖 岸

崖地 でない

139.1

160.1

34.6

304.8

ssi.o

103.1

31.1

1,433.8

崖 地

19.1

102.7

25.0

127.0

66.4

21.7

8.0

369.9

計

158.2

262.8

59.6

431.8

727.4

124.8

39.1

1,803.7

半

自然湖岸

71.5

34.9

8.1

84.0

169.6

24.9

0.8

393.8

人工湖岸

126.2

24.1

.2.0

142.0

591.2

63.7

16.0

965.2

水 面

3.0

0.2

1.8

14.9

1.4

o.2

21.5

〔全体構成比%〕

断 層 湖

カルデラ湖

火 山 湖

堰 止 湖

海 跡 湖

そ の 他

不 明

全 体

集計 ・解

析湖沼数

13

15

59

183

101

62

45

478

湖 岸 線

総 延 長

11.3

10.1

2.2

20.7

47.2

6.7

1.8

100.0

自 然 湖 岸

崖 地 でない

4.4

5.0

1.1

9.6

20.8

3.2

1.0

45.0

崖 地

0.6

3.2

o.s

4.0

2.1

o.7

0.3

11.6

計

5.0

8.3

1.9

13.6

22.8

3.9

1.2

56.6

半

自然湖岸

2.2

1.1

0.3

2.s

5.3

o.s

o.o

12.4

人工湖岸

4.0

o.s

0.1

4.5

18.6

2.0

0.5

30.3

水 面

0.1

o.o

0.1

0.5

0.0

o.o

o.7

表lll-1-19湖 岸線土地利用状況一湖沼成因別
〔単 位:km〕

断 層 湖

カルデラ湖

火 山 湖

堰 止 湖

海 跡 湖

そ の 他

不 明

全 体

集計 ・解

析湖沼数

13

15

59

183

101

62

45

478

湖 岸 線

総 延 長

358.9

322.0

69.7

659.6

1,503.1

214.8

56.1

3,184.2

自 然 地

樹林地

75.1

273.4

39.7

368.8

319.4

72.8

25.4

1,174.6

他自然地

94.8

8.1

23.8

71.9

386.9

34.5

9.4

629.4

計

169.9

281.5

63.5

440.7

706.3

107.3

34.8

1,804.0

農業地

63.5

15.6

2.0

138.5

440.3

58.0

12.9

730.8

市街地

工業地

119.1

24.7

4.2

78.6

341.3

48.1

8.2

624.2

水 面

6.4

0.2

1.8

15.2

1.4

o.2

25.2

〔全体構成比%〕

断 層 湖

カルデラ湖

火 山 湖

堰 止 湖

海 跡 湖

そ の 他

不 明

全 体

集計 ・解

析湖沼数

13

15

59

183

101

sa

45

478

湖 岸 線

総 延 長

11.3

10.1

2.2

20.7

47.2

6.7

1.8

100.0

自 然 地

樹林地

2.4

8.6

1.2

11.6

10.0

2.3

Q.8

36.9

他自然地

3.0

0.3

o.z

2.3

12.2

1.1

0.3

19.8

計

5.3

8.8

2.0

13.8

22.2

3.4

1.1

56.7

農業地

2.0

0.5

o.i

4.3

13.8

1.8

0.4

L3.0

市街地

工業地

3.7

0.8

0.1

2.5

10.?

1.5

0.3

19.6

水 面

o.2

0.0

0.1

0.5

o.o

a.o

o.s
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5-5湖 岸綜改変状況 ・土地利用状況の型区分別集計

湖沼の栄養型と湖岸線改変状況 ・土地利用状況区分が直接の相関を もつ ことは考えにくい。 しか し、

人為的改変を しやすい湖沼、人口集中地域等から栄養塩が流入 しやすい湖沼が富栄養化する必然性 と、

社会活動により自然湖岸 ・自然地が改変 されて減少 してい く傾向とは同一の軌跡であるとみることが

できることか ら、形式的には大枠で富 ・中栄養湖で自然湖岸率や自然地率が小 さい傾向となっている。

富栄養湖と中栄養湖以外の湖沼型の自然湖岸率 と自然地率は80%以 上のきわあて高い値である。

(図皿一1-15、 表皿一1-20・21)
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富栄養湖

中 栄 養 湖

貧栄養湖

酸栄養湖

鉄栄養湖

0102030405060708090100%

ヨ
ロ脚r噛・.
■

1

i講lii人工湖岸 水離

腐植栄養湖

ココロ ロ ほ

劉
,

綴罐 鍬

圃

図lIl-1-15湖 沼型別 「湖岸線改変状況」 ・「湖岸線土地利用状況」区分図
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次に、 「湖沼の自然湖岸や自然地等がいかなる型の湖沼に帰属 しているか」をみてみる。

(図皿一1-16、 表皿一1-20・21)

型別の湖岸線総延長では、富栄養湖が群を抜いて大 きく、次いで中栄養湖 ・貧栄養湖 ・腐植栄養湖

・酸栄養湖となっているが、それぞれの湖岸線改変状況区分毎と湖岸線土地利用状況区分毎の型別の

帰属は、一応は湖岸線総延長の大きい順に一致 している。

しか し、詳細にみると、自然湖岸 と自然地の帰属割合は、湖岸線総延長の割合に比較 して、貧栄養

湖 ・腐植栄養湖 ・酸栄養湖のいずれにおいて も、かな り大きな率となっている。 この ことは、湖岸線

の自然環境は富 ・中栄養湖以外の型湖沼において もかなり確保されていることを物語 っている。逆の

意味で、人工湖岸や農業地 ・市街地等は富 ・中栄養湖と大勢としては一体となっている傾向が読み取

れる。
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図lll-1-16湖 岸線改変状況 ・湖岸線土地利用別 「湖沼型」区分図
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表 川一1-20湖 岸線改変状況一湖沼型別

〔単 位:km〕

富栄養湖

中栄養湖

貧栄養湖

酸栄養湖

鉄栄養湖

腐植栄養湖

不 明

全 体

集計 ・解

析湖沼数

158

105

124

20

1

63

7

478

湖 岸 線

総 延 長.

1,484.9

802.7

524.7

153.2

0.4

210.3

8.0

3,184.2

自 然 湖 岸

崖地 でない

532.5

320.4

297.4

88.3

0.4

187:5

7.3

1,433.8

崖 地

70.7

106.6

137.4

43.2

11.3

o.z

369.9

計

603.2

427.0

434.8

131.5

0.4

198.8

8.0

1,803.7

半

自然湖岸

210.2

118.7

53.2

6.1

5.6

393.8

人工湖岸

658.5

250.4

35.4

15.4

5.5

965.2

水 面

13.0

6.6

1.3

0.2

0.4

21.5

〔全体構成比%〕

富栄養湖

中栄養湖

貧栄養湖

酸栄養湖

鉄栄養湖

腐植栄養湖

不 明

全 体

集計 ・解

析湖沼数

158

105

124

20

1

63

7

478

湖 岸 線

総 延 長

46.6

25.2

16.5

4.8

0.0

s.s

0.3

100.0

自 然 湖 岸

崖地 でない

16.7

10.1

9.3

2.8

0.0

5.9

o.2

45.0

崖 地

2.2

3.3

4.3

1.4

0.4

o.o

11.6

計

18.9

13.4

13.7

4.1

o.o

6.2

0.3

56.6

半

自然湖岸

6.6

3.7

1.7

o.2

0.2

12.4

人工湖岸

20.7

7.9

1.1

0.5

o.2

30.3

水 面

0.4

o.2

o.o

o.o

o.o

o.7

表ill-1'一 ・21湖 岸 線 土 地 利 用 状 況 一 湖 沼 型 別

〔単位:㎞ 〕

富栄養湖

中栄養湖

貧栄養湖

酸栄養湖

鉄栄養湖

腐植栄養湖

不 明

全 体

集計 ・解

析湖沼数

158

105

124

20

1

63

7

478

湖 岸 線

総 延 長

1,484.9

802.7

524.7

153.2

0.4

210.3

8.0

3,184.2

自 然 地

樹林地

343.6

293.1

346.8

108.4

0.4

79.5

2.s

1,174.6

他自然地

236.7

134.4

124.5

27.2

101.4

5.2

629.4

計

580.3

427.5

471.3

135.6

0.4

180.9

8.0

1,804.0

農業地

566.0

123.1

17.2

4.8

19.'7

730.8

市街地

工業地

325.3

242.1

34.9

12.6

9.3

624.2

水 面

13.3

10.0

1.3

o.2

0.4

25.2

〔全体構成比%〕

富栄養湖

中栄養湖

貧栄養湖

酸栄養湖

鉄栄養湖

腐植栄養湖

不 明

全 体

集計 ・解

析湖沼数

158

105

124

20

1

63

7

478

湖 岸 線

総 延 長

46.6

25.2

16.5

4.8

0.0

6.6

0.3

100.0

自 然 地

樹林地

10.8

9.2

10.9

3.4

o.o

2.5

a.i

36.9

他自然地

7.4

4.2

3.9

0.9

3.2

o.a

19.8

計

18.2

13.4

14.8

4.3

o.o

5.7

0.3

56.7

農業地

17.8

3.9

0.5

o.2

o.s

23.0

市街地

工業地

10.2

7.6

1.1

0.4

0.3

19.6

水 面

0.4

0.3

0.0

o.o

o.o

0.8
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5-6非 改変湖沼の成因区分別集計

非改変湖沼(湖 岸線及び湖岸線土地利用において人工構造物が一切ない湖沼)に ついて、湖沼成因

区分別に整理 した。(表 皿一1-22)

非改変湖沼は、堰止湖が約41%、 火山湖が約21%を 占あているが、堰止湖についてはその総数のお

よそ48%が 非改変湖沼であるのに対 して、火山湖では75%が 非改変湖沼になっている。これは、火山

湖が他の成因湖沼に比較 して人口集中地域か ら離れていることから、人為的改変を受けにくい状況に

あることによると考え られる。また、火山湖は、全体的に国立公園をはじあとする保全地域内に位置

していることが多いことか ら、湖岸線の自然環境が100%保 全 されている(非 改変湖沼)湖 沼が多い

とも言える。

表Ill-1-22非 改変湖沼の湖沼成因区分別集計

〔湖沼数〕

非改変湖沼

の湖沼 数①

ono

O/O

集計 ・解析対

象湖沼総数②

断

層

湖

1

0.5

7.7

13

力

生
T

フ

湖

2

1.0

13.3

15

火

山

湖

44

21.0

74.6

59

堰

止

湖

87

41.4

47.5

183

海

跡

湖

25

11.9

24.8

101

そ

の

他

25

11.9

40.3

62

不

明

26

12.4

57.8

45

計

21愚

100.0

43.7

478

5-7湖 岸線改変状況と湖岸線土地利用状況の組み合わせ現況

集計 ・解析対象湖沼の総湖岸線における改変状況 と土地利用状況の組み合わせがどのようになって

いるかを集計 した。(表 皿一1-24)主 要な組み合わせは、表皿一1-23よ うになっている。
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表111-1-23主 要な湖岸線改変状況と土地利用状況の組み合わせ(上 位10位)

〔順位〕 〔改 変 状 況 区 分 × 土地利用状況区分〕 〔占有率〕

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

自然湖岸(崖 地でない)

自然湖岸(崖 地でない)

人 工 湖 岸

人 工 湖 岸

自然湖岸(崖 地)

自然湖岸(崖 地でない)

半 自 然 湖 岸

半 自 然 湖 岸

半 自 然 湖 岸

人 工 湖 岸

× 自然地(樹 林 地)

x自 然地(樹 林地以外)

× 市街地 ・工業地他

× 農 業 地

× 自然地(樹 林 地)

× 農 業 地

x農 業 地

× 市街地 ・工業地他

× 自然地(樹 林 地)

× 自然地(樹 林 地)

20.6

17.0

13.5

12.9

10.7

5.3

4.5

3.7

2.9

2.7

自然湖岸 ×自然地48.3%

※崖地 ×樹林地以外自然地

の組み合わせが0.4%

あるので、厳密には

48.7%で ある。

上にみるように、自然環境が保全 されている湖岸線(「 自然湖岸」と 「自然地」の組み合わせ)の

の占める割合は高 く、湖岸線総延長の48%、1,537.8㎞ である。(上 表の順位の第1位 、第2位 、及

び第5位)人 為的改変がおこなわれているものとして、 「人工湖岸 ×市街地他」(第3位)、 及び

「人工湖岸x農 業地」(第4位)が あるが、この組み合わせは、次のような過程を経て形成されたも

のと考えられる。

湖岸線に隣接 した地域が市街地化あるいは工業地化 されることになると、市街地や工業地の進展と

ともに、周辺地域 もまた整備されるのが今日の状況である。このとき、湖沼に対す る危険防止という

意義も働 くものと思われる。このような結果、上記の租み合わせが大きくなり第3位 になったものと

考えられる。一方、市街地化 ・工業地化ではな く農業地利用の場合は若干様相が異なる。基本的には、

農業地土地利用の場合で も、主 として農地保全の立場か ら湖岸線の人工湖岸化が図られることにはな

るが、時として湖岸線には手を付けない場合もあると推測される。 このような結果、 「人工湖岸 ×農

業地」が第4位 になったものと考える。

上表の第6位 以降からも、いくつかのことが読み取れる。湖岸を農業地 として利用するにあたって、

湖岸線が自然湖岸(崖 地でない)を 維持 しているのは、全湖沼の湖岸線総延長のわずか5.3%で しか

ないこと。第9・10位 をみると、湖岸が自然地(樹 林地)の 場合、湖岸線の人為的改変の率はきわあ

て小さいこと。つまり、人為的土地利用がおこなわれる場合、ほぼ湖岸線の人為的改変が伴 うこと、

等である。湖岸線改変状況と土地利用状況の組み合わせでは、 これまで本論の各所でみてきたように、

自然状態の改変状況 と土地利用状況(自 然湖岸×自然地)や 、逆の人為的状態の改変状況と土地利用

状況(人 工湖岸 ×市街地他)に おいて、大筋では正の相関があるものと推察される。
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表lll-1-24湖 岸線の 「改変状況と土地利用状況」の相関集計(集 計 ・解析対象湖沼478湖 沼)

〔湖岸線延長㎞〕

湖

岸

線

土

地

利

用

区

分

自

然

地

樹林地

その他

計

農 業 地

市 街地他

水 面

合 計

湖 岸 線 改 変 状 況 区 分

自 然 湖 岸

崖地でない

655.4

542.5

1,197.9

167.3

ss.s

1,433.8

崖 地

339.9

12.0

351.9

10.0

8.0

369.9

計

995.3

554.5

1,549.8

177.3

76.6

1,803.7

半自然湖岸

93.7

37.8

131.5

143.2

119.1

393.8

人工湖岸

85.6

37.1

122.?

410.3

428.5

3.?

965.2

水 面

21.5

21.5

合 計

1,174.6

629.4

1,804.0

730.8

624.2

25.2

3,184.2

〔全体構成比%〕

湖

岸

線

土
地

利

用

区

分

自

然

地

樹林地

その他

計

農 業 地

市街 地他

水 面

合 計

湖 岸 線 改 変 状 況 区 分

自 然 湖 岸

崖地でない

20.6

17.0

37.6

5.3

2.2

45.0

崖 地

10.7

0.4

11.1

0.3

0.3

11.6

計

31.3

17.4

48.7

5.6

2.4

56.6

半自然湖岸

2.9

1.2

4.1

4.5

3.7

12.4

人工湖岸

2.7

1.2

3.9

12.9

13.5

0.1

30.3

水 面

o.z

0.7

合 計

36.9

19.8

56.7

23.0

19.6

0.8

100.0

(※)%値 は 少 数 第2位 を 四 捨 五 入 して い る の で、 計 ・合 計 の 値 は 若 干 矛 盾 が あ る

一61一



5-8湖 沼の干拓 ・埋立

1945年 以降第4回 調査時点(1991年)ま での46年 間に、干拓 ・埋立がおこなわれた湖沼は66湖 沼で、

その総面積はおよそ347k㎡ である。第2回 か ら第4回 で調査対象 となった湖沼488湖 沼の約14%に 相

当する。また、干拓 ・埋立面積の累計値は、第4回 集計 ・解析対象湖沼478湖 沼の総面積2,374.37k㎡

と比較すると14.6%に 相当 し、無視できない数量となっている。

これ らの干拓 ・埋立の総量を時期的にみると、1945年 か ら第2回 調査(1979年)の34年 間で面積は

341.92k㎡(55湖 沼:こ のうち4湖 沼は干拓により完全に消滅 した)が 計上 されており、戦後の湖沼干

拓 ・埋立総面積346.99k面の98.5%が この期間となっている。第2回 調査(1979年)か ら第3回 調査

(1985年)の6年 間の干拓 ・埋立の総面積は2.26k㎡(3湖 沼:う ち1湖 沼は干拓により完全に消滅)

第3回 調査(1985年)か ら第4回 調査(1991年)の6年 間の干拓 ・埋立総面積は2.81k㎡(17湖 沼)で

ある。(図 皿一1-17)

湖沼毎に干拓 ・埋立の面積をみると、10k似 上が記録されているのは、以下の9湖 沼である。

八郎潟(166.57㎞)、 琵琶湖(28.75㎞)、 雁沼(24.30k㎡)、 河北潟(14.98k㎡)、 印旛沼(14.07㎞)、

本栖湖(13.08k㎡)、 赤井江(11.50k㎡)、 中海(11.19k㎡)、 霞 ヶ浦(10.44k㎡)

これ らの干拓 ・埋立は、中海以外の8湖 沼では第2回 調査以前にお こなわれたものである。また、こ

れ らの9湖 沼以外の湖沼の干拓 ・埋立面積規模はいずれも小さいものであり、近年 はより小さいもの

となっている。このことは、湖沼環境保全の観点が今日の社会において大 きくなってきたことの反映

とも考え られる。

干拓 ・埋立のあった湖沼の成因をみると、海跡湖と堰止湖で多い傾向がみられる。この ことは、干

拓は臨海湖沼である海跡湖でおこなわれてきたものであること、埋立 も人口集中地域に近接する海跡

湖や低標高の堰止湖でおこなわれてきた経過があったこと等で、理解で きる。

このように、主として海跡湖や(低 標高の)堰 止湖が干拓 ・埋立の対象 となってきたことか ら、必

然的に湖沼型は富栄養湖 とそれに準ずる中栄養湖で多い結果となっている。(表 皿一1-25)
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〔 変 化 量 〕 〔 累 計 〕

干拓 ・埋立湖沼数

干拓 ・埋立総面積

干拓 ・埋立湖沼数

干拓 ・埋立総面積

1945年

34年

干拓 ・埋立のお こなわれた湖沼数55湖 沼

〔うち4湖沼は湖沼全域 矢郎覆:魏 〕

干拓 ・埋立総面積341.92k㎡

1979年

〔第2回 調査〕

55湖 沼

341.92k㎡

6年

干拓 ・埋立のお こなわれた湖沼数3湖 沼

(うち1湖 沼は湖沼全域 ボン沼)

干拓 ・埋立総面積2.26k㎡

1985年

〔第3回 調査〕

56湖 沼

344.18k㎡

6年

干拓 ・埋立のおこなわれた湖沼数17湖 沼

干拓 ・埋立総面積2.81k面

1991年

〔第4回 調査〕

66湖 沼

346.99k㎡

○

※ 湖 沼 全 域 が 干 拓 され た 湖 沼 に つ い て は 、 そ の 後 の 調 査 で は 対 象 か ら除 外 され て い るが 、

過 去 の 推 移 を み るた め に 集 計 上 加 算 して あ る。

図Ill-1-17湖 沼 の干 拓 ・埋 立 の 経 年 変 化

一63一



表III-1-25湖 沼 の干 拓 ・埋 立

1/2

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

湖沼No湖 沼名

0190ボ ン 沼

0200サ ロマ 湖

0220能 取 湖

0250網 走 湖

0410風 蓮 湖

0800生 花苗沼

1120洞 爺 湖

1330十 三 湖

1350尾 駁 沼

1360鷹 架 沼

1440雁 沼

1450仏 沼

1470捻 沼

1480長 沼

1490小 川原湖

1500甲 田 沼

1630八 郎 沼

1640北 沼

1860伊 豆 沼

1880長 沼

1930長 面 浦

1990万 石 浦

2020鳥 の 海

2070八 郎 潟

2550松 川 浦

2830澗 沼

2840大 沼

2850砂 沼

2870霞 ヶ 浦

2890菅 生 沼

3110榛 名 湖

3120多 々良沼

3130城 沼

3140近 藤 沼

3160柴 山 沼

成因

海跡

海跡

海跡

海跡

海跡

海跡

カルデラ

海跡

海跡

海跡

駈

趾

趾

趾

海跡

趾

駈

駈

魁

魁

趾

海跡

魁

海跡

その他

海跡

不明

不明

海跡

その他

火山

堰止

駈

堰止

不明

型

腐植

富

富

富

貧

腐植

貧

中

中

富

腐植

腐植

腐植

腐植

中

中

富

富

富

富

中

富

富

富

富

富

富

富

富

富

中

富

富

富

富

汽水

0

0

0

0

0

O

0

O

0

0

0

0

0

湖 沼 の 干 拓 ・ 埋 立 経 年 変 化(k㎡)

第2回

0.15

2.94

2.41

24.30

$2.43

0.47

#0.78

*0.13

#0.13

3.37

1.15

0.04

0.58

1.05

166.57

0.09

0.98

0.14

0.04

10.44

0.19

4.80

0.41

0.05

0.11

0.03

変化量

o.Zo

第3回

#0.20

0.15

2.94

2.41

24.30

*2.43

0.47

#0.78

#0.13

#0.13

3.37

1.15

0.04

0.58

1.05

166.57

0.09

Q.98

0.14

0.04

10.44

0.19

4.80

0.41

0.05

0.11

0.03

変化量

0.04

0.55

o.of

0.01

o.of

o.is

0.04

o.of

0..02

o.Zi

第4回

#0.20

0.04

o.70

0.01

0.01

0.01

2.94

2.41

0.18

0.04

24.30

$2.43

o.of

o.02

o.ss

零0.78

零0.13

*0.13

3.37

1.15

0.04

0.58

1.05

166.57

0.09

0.98

0.14

0.04

10.44

0.19

4.80

0.41

0.05

o.ii

0.03

備 考

消滅

消滅

消滅

消滅

消滅
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2/2

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

si

62

63

64

65

66

湖沼No湖 沼名

3190五 駄 沼

3200与 田 浦

3210手 賀 沼

3220印 旛 沼

3230乾 草 沼

3300芦 ノ 湖

3330加 茂 湖

3340福 島 潟

3530十 二町潟

3580邑 知 潟

3590河 北 潟

3610柴 山 潟

3620北 潟 湖

3710河 口 湖

3740本 栖 湖

4110諏 訪 湖

4240猪 鼻 湖

4250浜 名 湖

4260佐 鳴 湖

4310琵 琶 湖

4320曽 根 沼

4370久 美浜湾

4380阿 蘇 海

4440湖 山 池

4450東 郷 池

4480中 海

4490宍 道 湖

4570上 江津湖

4790内 海

5070広 浦

5080赤 井 江

66湖 沼

成因

魁

海跡

魁

魁

海跡

カルデラ

海跡

その他

海跡

海跡

海跡

海跡

海跡

趾

魁

断層

海跡

海跡

海跡

断層

断層

海跡

海跡

海跡

海跡

海跡

海跡

その他

海跡

趾

魁

断3

カル2

火1

堰21

海32

他4

不3

型

富

富

富

富

富

中

富

富

富

富

富

富

富

富

貧

富

中

中

富

中

富

中

中

富

富

富

富

富

富

富

富

富45

中12

貧3

腐6

汽水

0

0

0

0

O

0

0

0

0

0

0

0

0

0

汽27

湖 沼 の 干 拓 ・ 埋 立 経 年 変 化(㎞)

第2回

0.17

2.95

4.81

14.07

1.02

0.03

0.07

2.20

o.os

3.74

14.98

3.40

0.01

0.13

13.08

1.20

o.ii

3.18

0.01

28.75

o.s7

0.03

0.01

9.37

2.17

0.01

o.02

0.19

11.50

55湖沼計

変化量

0.49

1.57

3湖沼計

第3回

0.17

2.95

4.81

14.07

1.02

0.03

o.oz

2.20

0.06

3.74

14.98

3.40

o.of

o.s2

13.08

1.20

0.11

3.18

o.of

28.75

o.s7

0.03

0.01

10.94

2.17

0.01

o.02

0.19

11.50

56湖沼計

変化量

0.01

o.of

1.08

0.03

0.03

0.32

0.25

17湖沼計

第4回

o.is

2.95

4.81

14.07

1.02

0.03

0.08

2.20

o.os

3.74

14.98

3.40

o.of

1.70

13.08

1.20

o.ii

3.18

0.04

28.75

o.s7

0.03

0.32

0.03

o.of

11.19

2.17

o.of

0.02

0.19

11.50

66湖沼計

341.92+2.26=344.18+2.81=346.99

備 考

‡は、干拓により完全に消滅 したが、過去からの推移をみるため

集計上、表に含めた。

※上表には自然現象による消滅湖沼は記載 していない
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a集 計.解 析対象湖沼の保全地域指定1犬況

自然環境保全のための地域指定は、基本的には湖岸線に対しておこなわれるものではなく、ときに

湖沼を含む面地域に対しておこなわれるものであるが、ここでは、湖岸線がいかなる保全地域に指定

されているかを基礎データの集計に基づいて述べる。

6-1保 全地域指定概況

国立公園をはじあとして、なんらかの保全地域内に分布する湖沼は299湖 沼、63%で ある。一方、

湖岸線全線がいかなる保全地域にも指定されていない湖沼は179湖 沼、37%と なっている。

保全地域の種別で湖沼数をみると、国立公園内湖沼が最も多く150湖 沼(全 体の31%)、 次いで国

定公園内湖沼が86湖沼(18%)、 都道府県立自然公園内湖沼が54湖沼(11%)、 都道府県自然環境保

全地域内湖沼が9湖 沼(2%)、 その他自然環境保全地域(県 ※)内 湖沼が1湖 沼、となっている。

また、保全地域内湖沼総数対比では、国立公園内湖沼50%、 国定公園内湖沼29%、 都道府県立自然公

園内湖沼18%、 都道府県自然環境保全地域内湖沼3%と なっている。

湖岸線に対する保全地域の指定状況は、湖岸線全線が保全地域に指定されている湖沼と湖岸線の一

部が指定されている湖沼の2つ の状況があるが、保全地域に指定されている湖岸線の総延長は、全体

の湖岸線総延長の60%、1,920.1㎞ である。保全地域の種別毎にみると、国立公園内の湖岸線は全体

の湖岸線総延長の24%、 国定公園内の湖岸線18%、 都道府県立自然公園内の湖岸線17%、 都道府県自

然環境保全地域内の湖岸線1%、 となっており、湖岸線においても国立公園地域に指定されている湖

沼が最も多い。保全地域内の湖岸線総延長対比では、国立公園内の湖岸線40%、 国定公園内の湖岸線

31%、 都道府県立自然公園内の湖岸線27%、 都道府県自然環境保全地域内の湖岸線2%で ある。

国立公園 ・国定公園 ・都道府県立自然公園のそれぞれにおける規制区分を詳細にみると、国立公園

内湖岸線では特別保護地区と特別地域で99%、 国定公園内湖岸線では特別保護地区と特別地域で98%、

都道府県立自然公園では特別地域で66%と なっている一方、都道府県自然環境保全地域内湖沼は総数

9湖 沼と少ないが、93%の 湖岸線は普通地区となっている。

(図皿一1-18、 表皿一1-26)

※ その他自然環境保全地域:「 長野県郷土環境保全地域」内湖沼の1湖 沼である。

この保全地域は県自然環境保全地域とは別のものである。
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0 10 2030 40506070 8090 100%

保 躍 地 隙 保 全 地 域 外

0 io 2030 40506070 8090 100%

;:箇立公薗i: 公 保 全 地 域 外

T`

都道府県自然環境保全地域

o 10 2030 40506070 80 恥 ＼100%

100

90

80

70

so

50

40

so

20

10

0

% 凡 例

↓

国立公園

↓

国定公園

↓

都道府県立

自然公園

↓

都道府県自然

環境保全地域

図lIl-1-18湖 岸線の保全地域指定状況
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表IIl-1-26湖 沼(湖 岸線)の 保全地域指定状況

保 全 地 域 区 分
(全 体)

国 立 公 園

国 定 公 園

都 道 府 県 立自
然 公 園

都道府県自然
環境保全地域

そ の 他 の
環 境 保 全 地 域

保 全 地 域
小 計

保 全 地 域 外

湖 沼 に 対 す
る保 全 地 域
の 指 定 状 況

湖 岸 線 全 線
湖 岸 線 一 部

計

湖 岸 線 全 線
湖 岸 練 一・部

計

湖 岸 練 全 線
湖 岸 線 一 部

計

湖 岸 線 全 線
湖 岸 線 一 部

計

湖 岸 線 全 線
湖 岸 線 一 部

計

湖 岸 隷 全 線
湖 岸 線 一 部

計

湖 岸 線 全 線
湖 岸 線 一 部

計

集 計 ・解 析 対 象 湖 沼 総 計

該 当 湖 沼

湖 沼
総 数

147
8

150

68

18

86

47
7

59

8
1

9

1
0

1

271
29(28)

800(299)

i7s

28

207

978

湖岸線
総延長㎞

739.5
28.2

762.?

ssz.q.

259.9

587.3

326.0

199.3

525.3

37.7
5.1

92.8

2.0

2.0

1,932.6
487.5

1,920.]

871.1

393.0

1,264.1

3,189.2

保 全 地 域 区 分
(内 訳 別)

特 別 保 護 地 区
特 別 地 域
普 通 地 域

(計)

特 別 保 護 地 区特 別 地 域

普 通 地 域
(計)層 ・

特 別 地 域普 通 地 域

(計)

特 別 地 区
普 通 地 区

(計)

該 当 湖 沼

湖 沼
総 敷

70
99

s

19

86
s

'43

is

s

s

湖 岸 線
総 延 長 ㎞

141.7
610.3
10.7

(762.7)

3.4
570.2
13.1

(586.7)

sgs.0

176.3

(525.3)

3.1

39.7

(92.8)

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

※1長 面 浦(湖 沼 審 号1930:官 城 県)
で は 、 湖 岸 線 の 一 部 に 国 定 公 園 と 県

立 自 然 公 国 の2っ の 保 全 地 域 規 制 が
掛 か う て い る 。(保 全 地 餓 外 も あ る)

※2こ の 表 に お い て 、 そ れ ぞ れ の 分 類

区 分 に お け る 湖 岸 線 延 長 距 離 は 複 数
の 分 類 区 分 で 重 複 す る 性 質 の も の で

は な い の で 計 及 び 総 計 は 順 次 累 計 し
た も の に な る が 、 湖 沼 数 は 湖 岸 線 が

単 一 の 分 類 区 分 で 規 定 さ れ な い 場 合
が あ る の で 一 見 し た と こ ろ で は 計 及
び 総 計 が 矛 盾 し た 形 に な っ て い る 。

〔保 全 地 域 小 計:湖 岸 隷 全 糠 の 湖 沼 数 〕
十 〔保 全 地 域 小 計:湖 岸 線 一 部 の 湖 沼 数 〕

or〔 像 全 地 斌 外:湖 岸 線 一 部 の 湖 沼 数)
+〔 像 全 地 域 外:湖 岸 線 全 線 の 湖 沼 数 〕

=478で あ る 。

↓

集 計 ・解 析 対 象 湖 沼総 計数 値 を100%と した と きの 比

b

保 全 地 域 区 分
(全 体)

国 立 公 園

国 定 公 園

都 道 府 県 立自 然 公 園

都 道 府 県 自 然
環 境 保 全 地 域

そ の 他 の
環 境 保 全 地 域

保 全 地 域小 計

保 全 地 域 外

湖 沼 に対 す
る保 全 地 域
の 指 定状 況

湖 岸 線 全線
湖 岸隷 一 部

計

湖 岸 線 全線湖 岸 線
一 部

計

湖 岸 線 全 線
湖 岸 線 一 部

計

湖 岸 線 全 線
湖 岸 線 一 部

計

湖 岸 線 全 線
湖 岸 線 一 部

計

湖 岸 線 全 線
湖 岸 線 一 部

計

湖 岸 線 全 線
湖 岸 線 一 部

計

集 計 ・解 析 対 象 湖 沼 総 計

該 当 湖 沼

湖 沼
総 数 比%

30.8
0.s

si.a

14.2
3.8

18.0

9.8
1.5

11.3

1.7
0.2

1.9

0.2

0.0

0.2

56.7
5.9

62.6

37.9
5.9

93.s

ioo.o

湖 岸 線総 延 長
比%

23.l
o.s

29.0

10.9
8.0

18.4

10.2
6.3

16.5

1.2

0.2

1.5

0.1

0.o

o.i

95.0
15.3

so.s

27.9
12.3

39.7

100.0

保 全 地 域 区 分(
内 訳 別)

特 別 保 護 地 区
特 別 地 域普 通 地'域

(計)

特 別 保 霞 地 区特 別 地 域

普 通 地 域
(計)

特 別 地 域
普 通 地 域

・(計)

特 別 地 区普 通 地 区

(計)

該 当 湖 沼

湖 沼
総 数 比%

19.6
19.7
1.3

2.9
18.0

1.3

9.0
3.8

0.6
i.s

湖 岸 線
総 延 長 比%

4.5
19.2
0.s

(24.o)

o.i
I7.9
0.9

(18.4)

11.0
5.5

(16.5)

0.1
1.2

(1.3)

一68一



⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒1 保 全 地 域 に 係 わ る湖 沼 の数 ・湖 岸 線 総 延 長 を100瑞 と した と きの 比

も

保 全 地 域 区 分
(全 体)

国 立 公 園

国 定 公 園

都 道 府 県 立自 然 公
園

都 道 府 県 自然
環 境 保 全 地 域

そ の 他 の
環 境 保 全 地 域

保 全 地 域
小 計

湖 沼 に 対 す
る保 全 地 域
の 指 定 状 況

湖 岸 線 全線
湖 岸 糠 一 部

計

湖 岸 線 全線
湖 岸 線 一 部

計

湖 岸 線 全線
湖 岸 線 一 部

計

湖 岸 線 全線
湖 岸 線 一 部

計

湖 岸 線 全線
湖 岸 線 一 部

計

湖 岸 線 全線
湖 岸 線 一 部

計

骸 当 湖 沼

湖 沼
総 薮 比%

49.2
1.0

50.2

23.1
5.7

28.8

15.7
2.3

18.1

2.7
0.s

s.o

0.3
0.o

0.9

90.6
9.9

100.0

湖 岸 線
総 延 長 比%

38.3
1.5

ss.7

i7.s
is.s

so.s

i7.0

10.9

27.9

2.0
0.3

2.2

o.i
o.o

0.1

79.6
25.9

goo.o

保 全 地 域 区 分
(内 訳 別)

特 別 保 護 地 区特 別 地 域

普 通 地 域(
計)

特 別 保 護 地 区
特 別 地 域普 通 地 域

(計)

特 別 地 域普 通 地 域

(計)

特 別 地 区普 通
地 区

(計)

眩 当 湖 沼

湖 沼総 数
比%

zs.a
si.q
2.0

4.7

28.8
2.0

14.4
s.o

i.0
2.0

湖 岸 線
総延 長 比%

7.9
si.8
0.s

(39.7)

0.2
2s.7
0.7

cso.s)

18.2
9.2

(27.9)

o.z
2.1

(2.2)

内 訳
構 成

比
96

18.6
80.0
1.9

(ioo)

o.s
97.2
2.2

(ioo)

66.4
ss.s

(goo)

7.2
92.8

(goo)

6-2保 全地域内湖沼の成因

カルデラ湖は全てが保全地域の規制内にある湖沼で、その湖沼数の約67%が 国立公園である。カルデ

ラ湖の湖岸線でみても、ほぼ100%が 保全地域内である。次いで、火山湖は、湖沼数では90%、 湖岸線

では82%が 保全地域内であり、そのほとんどは国立公園である。その他では、堰止湖と断層湖では湖沼

数では62%の 湖沼が、海跡湖では54%の 湖沼が、保全地域内にある。(表 皿一1-27)

表lll-1-27保 全地域別 「湖沼成因」集計 〔上 段:湖 沼 数 下 段:湖 岸 線 総 延 長 ㎞ 〕

断 層 湖

カ ル デ
ラ 湖

火 山湖

堰止湖

海 跡 湖

そ の 他

不 明

計

全 湖 沼
対 比%

国 立 公 園

z
50.7

10
2s2.i

39
39.1

59
258.8

9
ss.7

23
51.5

19
10.8

150
762.7

31.9

29.0

国定 公 園

6

159.9

2
8.6

7
8.5

ss
89.2

18
289.4

7
35.2

7

s.s

86
ss7.s

i8.o
18.9

都 道 府 県立

自然 公 園

3
28.6

9
5.?

14
89.6

27
374.3

z
29.1

9

s.o

59
525.3

11.3

16.5

都 遭 府 県自
然 環 境

保 全 地域

1
o.s

s
ss.s

z
s.s

9

42.8

1.9

1.3

そ の 他
の 環 境
保 全 地 域

i
2.0

1

2.0

0.2

o.i

計

①

8
205.6

15

sis.s

52
55.9

113
972.9

59

728.9

34
117.7

29
20.9

300(299)
1,920.1

sz.s

60.3

①/②

上 ・下 段%

61.5

s7.s

100.0

99.2

89.7
80.2

61.7
71.7

53.5
98.5

59.0
59.8

53.3
36.4

s2.s
60.3

集 計 ・解 析

全 湖 沼②

.

13
358.9

15
s22.o

58
69.7

183

659.6

101
1,503.1

ss
219.8

45
56.1

978
3,184.2

区 間 、 そ して保 全 地 域 外 の 区 間 で 構 成 され て い る。 した が って、 該 当 欄 の 「湖 沼 数 」 は 重 複 計 上 して い る
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※r長 面 浦(湖 沼 番 号1930:
宮 城 県)」 の 湖 岸 線 は、 国
定 公園 区 間 と県 立 自然 公 園



6-3保 全地域内湖沼の湖岸線改変状況及び湖岸線土地利用状況

湖岸線改変状況及び湖岸線土地利用状況のいずれにおいても、自然環境保全の観点から自然湖岸と

自然地に注目してその占有率をみると、国立公園 ・国定公園 ・都道府県立自然公園 ・都道府県自然環

境保全地域の順になっている。

i湖 岸 線 改 変 状 況ll保 全 地 域 指 定1

0102030405060708090190%一 国立公園
・ ◎'◎….噛 ㍉ .3

印■ ■闇曝麺一
ミ ちコ ロザ ロココ　 リ ココの ま一・"●'● ・・軸....」 噛'…...。

圏■■■睡〔==コ

ニ ロサゆの り　ロリリ　ヒニド ロ　ロ　サザ ニー
コ のコ 　

口■匿轟⊆=コ

特別保護地区

特 別 地 域

普 通 地 域

国定公園

特別保護地区

特 別 地 域

普 通 地 域

都道府県立自然公園

湖 岸 線 土 地 利 用 状 況

0102030405060708090100%

塵i蓮遡;;=コ;
一
.■■■■■闇 ■翻 コ1一

一 ココ ロコ 　

ま ヒ ココヒじロコ　 ミー 一
　 ココのダ リコ ミ

、印■■■■嘆 コ
暉■■■■圏暉ロー

11■■■ ■■■コ
印圃璽唄嘩 醗瑚

ロ まコ リのロリロよご ぬじロ リ

、印圏興煕國 匿=1
睡 鋼;===コ.

特 別 地 域

普 通 地 域

1匿=コ 都道府県自然環境保全地域1圏■■　羅 舞 翻=コ』
特別地区 　 ■圏 願噸 幽 口

　■ 醗翻;;コ 普通地区1■■ 肇 鐙 翻 コ

印■ ■■■噸嘩1そ の他の環境保全地劉 ■■■ ■■■囑印
■ 圏 嘩 〔;i保 全地域総訓 印 ■ 圏 興 嘩1口

口■ ■ 嘩華 保全地域外総計 印暉 唾 攣 翻;コi印■ 願 嘩 聾;コ
集計・解析対象湖沼酬 印■ 圏嘩 華;1

■ ■ 瞳 轟=コ 盤塁塾[凡 例]■ ■ 塵i鋼=コ 盤 魏
自然湖岸 者然湖岸人工湖岸 水面 自然地 農業地 市街地 水面

図 川一1-19保 全地域区分別 「湖岸線改変状況区分 ・土地利用状況区分」
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また、それぞれの保全地域毎に、その規制内訳別にみると、特別保護地区 ・特別地域(区)・ 普通

地域(区)の 順に、自然湖岸と自然地が多 くある状況になっている。(図 皿一1-19)国 立公園

・国定公園における特別保護地区はほぼ100%の 自然湖岸 ・自然地の状態である。

次に、全体の湖岸線総延長のうちの自然湖岸を保全地域指定毎にみると、その34%が 国立公園に、

20%が 国定公園に、16%が 都道府県立 自然公園にあり、総計で70%が なんらかの保全地域内にあるこ

とがわかった。同様に自然地をみると、37%が 国立公園に、22%が 国定公園に、16%が 都道府県立自

然公園にあり、総計では76%が なんらかの保全地域内にある。(図 皿一1-20)湖 沼湖岸線の自

然環境保全において、保全地域指定の果た している意味はきわめて大きい。

0 102030405060708090 100%

湖

岸

線

改

変

状

況

湖

岸

線

土

地

利

用

自然 湖 岸

半自然湖岸

人 工 湖 岸

自 然 地

農 業 地

市街地他

集計 ・解析対象
湖 沼 全 体

匝 国定公園
そ の1

麟 簸 の

図lll-1-20湖 岸線改変状況 ・湖岸線土地利用別r保 全地域」区分図
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表lll-1-28保 全地域別 「湖岸線改変状況」

保 全 地 域 区 分

国立公園 鱗 綴

普 通 地 域

小計

国定公園 騨 綴

普 通 地 域
『小 計

都 道 府 県i特 別 地 域立自然公園
i普 通 地 域

小計

都 道 府 県i特 別 地 区

腿 駿 普通地区
小計

その他 の環境保全地域

保 全 地 域 計

保 全 地 域 外

集計 ・解析対象湖沼 総計

該当湖沼

総数

70
94
s

150

14
86
s

86

43
18

54

3
s

9

1

299

207

478

該当湖岸
総 延 長

湖 岸 線 改 変 状 況(㎞)

141.7
610.3
10.7

762.7

'3
.4

570.8
13.1

587.3

349.0
176.3

525.3

3.1
39.7

42.8

2.0

1,920.1

1,264.1

3,184.2

自然湖岸

140.0
469.2

6.3

615.5

3.3
349.5

5.0

357.8

253.3
27.8

281.1

3.1
10.1

13.2

1.9

1,269.5

534.2

1,803.7

半自然湖岸

0.4
81.9
4.0

86.3

0.1
82.5
1.4

84.0

16.2
21.3

37.5

8.6

8.6

0.1

216.5

177.3

393.8

人工湖岸

1.3
58.8
0.4

60.5

135.6
s.7

142.3

76.3
126.5

202.8

20.5

20.5

426,1＼ 髄

539.1

965.2

水 面

0.4

0.4

3.2

3.2

3.2
0.7

3.9

0.5

0.5

8.0

13.5

21.5

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ・'⇒⇒ ⇒

↓

1横 構成比%1

↓

保 全 地 域 区 分

国立公園i騨 綴

小計

国定公園騨 綴

小計

都 道 府 県i特 別 地 域
立自然公園i普 通 地 域

小計

都 道 府 県i特 別 地 区

騰 駿 普通地区
小計

その他の環境保全地域

保 全 地 域 計

保 全 地 域 外

集計 ・解析対象湖沼 総計

該当湖沼

総数

70
94
6

150

14
86
s

86

43
18

54

3
s

9

1

299

207

478

該当湖岸
総 延 長

湖 岸 線 改 変 状 況"(%)

100.0
100.0
100.0

100.0

100.0
100.0
100.0

100.0

100.0
100.0

100.0

100.0
100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

自然湖岸

98.8
76.9
58.9

80.7

97.1
61.2
38.2

60.9

72.6
15.8

53.5

100.0
25.4

30.8

95.0

66.1

42.3

56.6

半自然湖岸

0.3

13.4

留 ・4

11.3

2.9
14.5
10.7

14.3

4.6
12.1

7.1

21.7

20.1

5.0

11.3

14.0

12.4

人工湖岸

0.9
9.6
3.7

7.9

23.8
51.1

24.2

21。9 , .hご71

.8

38.6

51.6

47.9

22.2

42.6

30.3

水 面

o.i

0.1

0.6

0.5

0.9
0.4

o.7

1.3

1.2

0.4

1.1

o.7
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一 附 保 全 地 域 区 分

国 立 公 園

響羅
小計

国定公園i騨 鷺

小計

奎醸騒i讐 裂鞭
小計

鱗 叢i讐裂魏医
小計

その他の環境 保全地域

保 全 地 域 計

保 全 地 域 外

集計 ・解析対象湖沼 総計

該当
湖沼
総数

70
94
s

150

14
86
s

86

43
18

54

3
s

9

1

299

207

478

該当湖岸
総 延 長

湖 岸 線 改 変 状 況(%)

4.5
19.2
0.3

24.0

0.1
17.9
0.4

18.4

11.0
5.5

16.5

0.1
1.2

1.3

0.1

60.3

39.7

100.0

自然湖岸

7.8
26.0
0.3

34.1

o.a
19.4
0.3

19.8

14.0
1.5

15.6

o.2
0.s

o.7

0.1

70.4

29.6

100.0

半自然湖岸

0
20
1

21

1
8
0

9

0
20
0

21

0
9
4

3

4.1
5.4

9.5

2.2

2.2

o.o

55.0

45.0

100.0

人工湖岸

0.1
6.1
0.0

6.3

14.O
o.7

14.7

7.9
13.1

21.0

2.1

2.1

44.1

55.9

100.0

水 面

1.9

1.9

14.9

14.9

14.9
3.3

18.1

2.3

2.3

37.2

62.8

100.0

保全地域内湖岸線を100%と したときの比

保 全 地 域 区 分

国立公園 鮒 綴

普 通 地 域

小計

国定公園i騨 獺

小計

聾騒i製 畷
小計

都 道 府 県i特 別 地 区
自然 環 境i普 通 地 区
保 全 地 域.

小計

その他の環境保全地域

保 全 地 域 計

該当
湖沼
総数

70
94
s

150

14
86
s

86

43
18

54

3
6

9

1

299

該当湖岸
総 延 長

湖 岸 線 改 変 状 況(%)

7.4
31.8
0.s

39.7

o.2
29.7
0.7

30.6

18.2
9.2

27.4

o.2
2.1

2.2

0.1

100.0

自然湖岸

7.3
24.4
0.3

32.1

o.2
18.2
0.3

18.6

13.2
1.4

14.6

0.2
0.5

0.7

0.1

ss.i

半自然湖岸

o.0
4.3
0.2

4.5

o.0
4.3
0.i

4.4

0.8
1.1

2.0

0.4

0.4

o.o

11.3

人工湖岸

o.i
3.1
0.o

3.2

7.1
0.3

7.4

4.0
6.6

10.6

1.1

1.1

22.2

水 面

o.o

o.o

o.2

o.2

o.2
0.o

o.2

0.0

o.o

0.4
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表lIl-1-29保 全地域別 「湖岸線土地利用状況」

保 全 地 域 区 分'

国立公園 鮒 綴

普 通 地 域

小計

国 定 公 園 別保護地区

彗裂魏壊
小計

聾騒i讐 裂鞭
小計

麓墾塞違i讐裂鑑医
小計

その他の環境 保全地域

保 全 地 域 計

保 全 地 域 外

集計 ・解析対象湖沼 総計

該当湖沼

総数

70
94
6

150

14
86
s

86

43
18

54

3
s

9

1

299

2Q7

478

該当湖岸総 延 長
湖 岸 線 土 地 利 用 状 況(km)

141.7
610.3
10.7

762.7

3
570,
13

587.

4
8
1

3

349.0
176.3

525.3

3.1
39.?

42.8

2.0

1,920.1

1,264.1

3,184.乞

自然地

140.3
519.3

9.6

669.2

3.4
386.6

1.6

391.6

259.9
30.1

290.0

2.7
11.6

14.3

1.8

1,366.9

437.1

1,804.0

農業地

21.0

21.0

115.0
3.8

118..8

54.1
53.9

108.0

20.4

20.4

0.2

268.4

462.4

730.8

市街地

1.4
69.6
1.1

72.1

66.0
7.7

73.7

31.8
91.6

1琴3・4

0.4
7.2

7.6

276.8

347.4

624.2

水 面

0.4

0.4

3.2

3.2

3.2
0.7

3.9

0.5

0.5

8.0

17.2

25.2

⇒⇒⇒r⇒⇒⇒⇒⇒

↓

1蹄 成比%}

息

保 全 地 域 区 分

国立公園 籍縢 綴

普 通 地 域

小計

国定公園

騨鷺
小計

都 道 府 県i特 別 地 域
立自然公園i普 通 地 域

小計

鰹雛i讐灘
小計

その他の環境保全地域

保 全 地 域 計

保 全 地 域 外

集計 ・解析対象湖沼 ,総 計

該当
湖沼総数

70
94
6

150

14
86
6

86

43
18

54

3
s

9

1

299

207

478

該当癬
総 延 長

湖 岸 線 土 地 利 用 状 況(%)

自然地 農業地 市街地 水 面

100.0
100.0
100.0

100.0

100.0
100.0
100.0

100.0

100.0
100.0

100.0

100.0
100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

99.0
85.1
89.7

87.7

100.O
s7.7
12.2

66.7

?4.5
17.1

55.2

87.1
29.2

33.4

90.0

71.2

34.6

56.7

3.4

2.8

zo.i
29.0

20.2

15.5
30.6

20.6

51.4

47.7

10.0

14.0

3s.s

23.0

1.0
11.4
10.3

9.5

11.6
58.8

12.5

9.1
52.0

23.5

12.9
18.1

17.8

14.4

27.5

19.6

0.1

0.1

0.6

0.5

0.9
0.4

.0.7

1.3

1.2

0.4

1.4

o.s
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一 瀾 ⇒保 全 地 域 区 分

国立公園騨 溝

小計

国定公園 籍男驕 糠

普 通 地 域

小計

聾蓑騒i製 鞭
小計

麓肇盤 薯裂魏医
小計

その他 の環境保 全地域

保 全 地 域 計

保 全 地 域 外

渠計 ・解析対象湖沼 総計

該当
湖沼総数

70
94
s

150

14
86
6

86

43
18

54

3
s

9

1

299

207

478

該当湖岸総
延 長

湖 岸 線 土 地 利 用 状 況(%)

4.5
19.2
0.3

24.0

0.1
17.9
0.4

18.4

11.0
5.5

16.5

o.i
1.2

1.3

0.1

60.3

39.7

100.0

自然地

7.8
28.8
0.5

37.1

o.2
21.4
0.i

21.7

14.4
1.7

16.1

0.1
0.s

o.s

0.1

75.8

24.2

100.0

農業地

2.9

2.9

15.7
0.5

16.3

7.4
7.4

14.8

2.8

2.8

o.o

36.7

63.3

100.0

市街地

o.2
11.2
0.2

11.6

10.6
1.2

11.8

5.1
14.7

19.8

o.i
1.2

1.2

44.3

55.7

100:0

水 面

1.6

1.6

12.7

12.7

12.7
2.s

15.5

2.0

2.0

31.7

68.3

100.0

1保 全地域内湖岸線を100%と したときの比1

保 全 地 域 区 分

国立公園 舗 綴

普 通 地 域

小計

国定公園i騨 綴

小計

都 道 府 県i特 別 地 域立自然公園
i普 通 地 域

小計

鰹雛i鱗 匿
小計

その他の環境保全地域

保 全 地 域 計

該当
湖沼
総数

70
94
6

150

14
86
6

86

43
18

54

3
6

9

1

299

該当湖岸
総 延 長

湖 岸 線 土 地 利 用 状 況(%)

7.4
31.8
0.s

39.7

o.2
29.7
0.7

30.6

18.2
9.2

27.4

0.2
2.1

2.2

0.1

100.0

自然地

7.3
27.0
0.5

34.9

o.2
20.1
0.i

20.4

13.5
1.6

15.1

o.i
o.s

o.7

0.1

71.2

農業地

1.1

1.1

s.o
o.2

s.2

2.8
z.s

5.6

1.1

1.1

o.o

14.0

市街地

o.i
3.6
0.1

3.8

3.4
0.4

3.8

1.7
4.8

6.4

o.0
0.4

0.4

14.4

水 面

o.o

o.o

o.2

o.2

o.2
0.o

0.2

o.o

o.o

0.4
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6-4非 改変湖沼の保全地域指定状況

非改変湖沼は全国的には210湖 沼あるが、そのうち70%の147湖 沼がなん らかの保全地域内にある。

最も多いのは国立公園内の94湖 沼(64%)で 、国定公園内32湖 沼(22%)、 都道府県立自然公園内19

湖沼(13%)、 と続いている。

これ らの湖沼数を、それぞれの保全地域内総湖沼数比でみると、国立公園内では63%の 湖沼が、国

定公園内では37%、'都 道府県立 自然公園内では35%の 湖沼が、非改変の状態を保 っている。非改変湖

沼の存在は、概 して人口密集地域か ら離れているという地理的位置により人為的改変を受けにくい側

面はあるが、 この項でもわかるように保全地域指定一それ も国立公園が多い一内に存在 していること

が大きな理由であると判断される。(表 皿一1-30)

表lll-1-30非 改変湖沼の保全地域別集計

非改変湖沼の湖沼数

O/ｮ

oio

集計 ・解析対象湖沼'該当数

国立公園

94
0

63.9

s2.7

150
0

国定公園

32
0

21.8

37.2

86
0

都道府県
立

自然公園

19
0

12.9

35.2

54
0

都道府県

麟 震
2
O

1.4

22.2

9
O

葎鑛
0
O

o.o

o.o

1
0

計

147

③

100.0

49.2

299
0

%
%

70.o

非改変
湖 沼総 数

210

④

6-5湖 沼と鳥獣保護区設定状況

なんらかの形で鳥獣保護区の設定がお こなわれているのは、全体の約半数(53%)の252湖 沼であ

る。(表 皿一1-31)こ のことは湖沼が景観上だけではなく鳥獣の生息する生態系としても重要

な位置にあることを物語っているもので、鳥獣保護区の設定は保全地域指定 とともに湖沼を中心 とす

る自然環境保全におけるきわあて意味のある法規制 となっている。

表lll-1-31湖 沼の鳥獣保護区設定状況総括

該当湖沼総数

252

湖 沼

鳥獣保護区の指定がある

特別保護地区
の指定がない

172

特別保護地区
の指定がある

72

島

鳥獣保護区の指定がある

特別保護地区
の指定がない

33

特別保護地区
の指定がある

4

湖 岸

鳥獣保護区の指定がある

特別保護地区
の指定がない

171

特別保護地区
の指定がある

69
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6-6保 全地域内湖沼の利用状況

保全地域の種別による利用状況の傾向は特に認められない。

生産的利用(用 水取水 ・漁業 ・養殖)も 一定の湖沼でおこなわれているが、魚釣 り・舟遊び ・キャ

ンプ ・観光 ・遊覧船等の利用が主な ものである。(表 皿一1-33)

表ill-1-32保 全地域別 「湖沼め利用状況」

〔湖沼数:複 数報告〕

用 水 取 水

漁 業

養 殖

魚釣り(氷 上釣)

舟 遊 び

水 遊 び

ス ケ ー ト

キ ャ ン プ

狩 猟

園 地

その他(観 光)

遊 覧 船

鳥 の ・観 察

モ ー タ ー ボ ー ト

ヨ ツ ト

ウ イ ン ド ・サ ー フ ィ ン

ピ ク ニ ッ ク

利用湖沼 小累計

利 用 な し

利用湖沼 総累計

国立公園

40

20

14

44

31

2

1

24

1

1

14

13

4

7

3

28

247

40

287

国定公園

22

23

20

34

14

3

4

3

2

s

9

s

1

2

14

163

8

171

都道府県立

自然公園

16

14

10

37

19

2

1

5

5

2

4

4

1

2

1

1

8

132

6

138

都道府県

艮茎駿

5

3

1

8

1

1

2

1

22

1

'23

計

83

60

45

123

65

z

2

34

9

5

24

26

7

15

5

3

51

564

55

619
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τ 集計.緯 析対象湖沼の挺水植物群落状況

7-1挺 水植物群落概況

湖岸線に挺水植物群落の出現が報告されている湖沼は、全体の59%、284湖 沼である。これを湖岸

線区間でみると、挺水植物群落の出現がある区間の総延長は1,095.2㎞ 、.全体の34%に 相当する。

さらに、挺水植物群落の出現 している区間距離にその沖出幅を乗 じて算出される面積の総累計は、

33.81k㎡ となっている。この熱値は全湖沼の総面積対比の1.4%で ある。

また、 この総面積を挺水植物群落の出現がある区間の総延長で除 した結果 としての挺水植物の沖出

幅の平均は、およそ31mと なった。(表 皿一1-33)

表111-1。33挺 水植物群落の出現状況

湖 沼 数

湖岸線総延長距離 ㎞

総 面 積k㎡

平 均 沖 出 幅m

挺水植物群落 「有り」
0

284

1,095.2

33.81

30.87

集計 ・解析対象湖沼総計
0

478

3,184.2

2,374.37

ｩ/O
%

59.4

34.4

1.4

7-2挺 水植物群落と湖沼成因 ・栄養型

挺水植物群落の出現生育には水質が深く係わ?て いるので湖沼栄養型別の集計をみてみる。ここで、

鉄栄養湖は一湖沼だけなので記録としては記載するが、解析対象から除外した。

湖岸線延長総計に対して最も出現湖岸線率が大きいのは腐植栄養湖、次いで富栄養湖、中栄養湖、

貧栄養湖の順になっており、酸栄養湖で出現率が最 も少ない。このような結果になったのは、腐植栄

養湖が一般的に低地湿原地域内湖沼にあり、特有の挺水植物が繁茂 していることによると推察できる。

また、調和型湖沼において、富栄養湖は植物が生育するのに必要な栄養塩に満ちている湖沼であるこ

とか ら、挺水植物群落の出現が他の栄養型湖沼に比較 して大きくなっている。 したがって、中栄養湖

か ら貧栄養湖になるにつれて暫時、挺水植物群落の出現率が小さくなっていることも容易に理解でき

る。このようなことから、酸栄養湖たおいては酸性であることや栄養塩の供給が小さいこと等の水質

の面で植物生育を制限す る要因があることから出現率が最 も小さい結果となっている。

(表皿一1-34)

湖沼成因 との関係では、その成因 と湖沼形成過程が水質決定の基礎的要因の一つであることか ら、

挺水植物の出現 と生育に一定の係わ りがあるとはいえるが、それは直接的ではない。 したがって、湖

沼栄養型のようには明瞭な相関傾向は見出せない。 しか し、成因区分と栄養型区分の間には一定の相
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表III-1-34挺 水植物群落の湖沼成因 ・栄養型別出現状況

湖

沼

成

・因

断層湖

カルデラ湖

火山湖

堰止湖

海跡湖

計

湖

沼

栄

養

型

富栄養湖

中栄養湖

貧栄養湖

酸栄養湖

鉄栄養湖

腐植栄養湖

計

湖 沼総 数

0

13

15

59

183

101

371

158

105

124

20

1

63

471

湖 岸 線
総 延 長
距 離

0
]qp

358.9

322.0

69.7

659.6

1,503.1

2,913.3

1,484.9

802.7

524.7

153.2

0.4

210.3

3,176.2

挺水植物群落出現状況

湖沼数
0

11

6

12

113

86

228

128

55

39

9

1

52

284

ｰ%
%

84.6

40.0

20.3

61.7

85.1

61.5

81.0

52.4

31.5

45.0

100.0

82.5

60.3

湖 岸 線総
延 長

km

93.9

15.1

7.5

302.6

559.3

978.4

ss7.o

161.2

97.5

20.5

0.4

128.6

1,095.2

%
%

26.2

4.7

10.8

45.9

37.2

33.6

46.3

20.1

18.6

13.4

100.0

si.2

34.5

関があるので、これ らが背景となって、断層湖 ・堰止湖 ・海跡湖では出現率が高 く、火山湖 ・カルデ

ラ湖では低い、という概観的傾向は認め られる。

7-3挺 水植物酵落と湖岸線改変状況区分 ・土地利用状況区分

湖岸線改変状況でみると、人工湖岸では20%の 湖岸で挺水植物群落が生育 しているが、自然湖岸で

は40%の 湖岸、半自然湖岸では46%の 湖岸で生育が報告されている。 この ことか ら、人工湖岸では挺

水植物は、自然あるいは半自然湖岸よりも生育 しに くい傾向が うかがえる。

一方、湖岸線土地利用状況別にみると、自然地では34%の 湖岸で、農業地では51%の 湖岸で、挺水

植物の生育が認められるが、市街地 ・工業地他ではやはり他の湖岸線土地利用に比較 して少ない。
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a集 計.解 析対象湖沼の魚類相

魚類相の調査は、第3回 調査と同様の特定湖沼(60湖 沼)に ついて調査が実施された。

8-1湖 沼別魚類相

8一'1-1確 認魚種数

調査対象となった特定湖沼60湖 沼において生息する魚種数の一湖沼当たりの平均はおおよそ25魚 種

表lll-1-35特 定湖沼の生息魚類数 一

成

因

断

層

湖

カ

ル

デ

ラ

湖

火

山

湖

堰

止

湖

湖
沼
型

富

中

貧

酸

富

中

貧

酸

富

中

貧

富

中

汽

水

解
番号

4110

4300

3940

3970

i4310

3930

2770

0480

3300

4760

1010

1120

1720

2780

0440

1310

2170

3270

3090

3110

4770

2280

4660

1220

3210

3220

3290

3710

3730

2640

湖 沼 名

諏 訪 湖

余 呉 湖

中 綱 湖

木 崎 湖

琵 琶 湖

青 木 湖

猪 苗 代 湖

阿 寒 湖

芦 ノ 湖

池 田 湖

支 笏 湖

洞 爺 湖

十 和 田 湖

沼 沢 沼

屈 斜 路 湖

宇 曽利 山湖

田 沢 湖

大 路 池

大沼 一赤城

榛 名 湖

鰻 池

板 戸 沼

御 池

大 沼

手 賀 沼

印 旛 沼

震 生 湖

河 口 湖

精 進 湖

檜 原 湖

確認魚種

第4回

16

20

14

23

43

15

13

10

21

17

10

s

20

7

5

1

3

2

7

11

13

10

14

12

26

24

5

8

5

11

第3回

28

30

17

21

53

10

26

10

21

16

4

s

15

13

5

1

3

2

14

22

11

9

14

12

26

36

6

14

13

22

成

因

堰

止

湖

海

跡

湖

そ

の

他

湖
沼
型

中

貧

富

中

腐

富

貧

汽

水

O

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

湖沼

番号

2960

3010

3050

3750.

3000

3040

3720

3740

0110

0200

2830

2870

2880

3330

3590

3610

4260

4440

4450

4480

4490

1330

1490

4250

0770

2930

3680

3690

4800

3820

湖 沼 名

湯 ノ 湖

尾 瀬 沼

丸 沼

山 中 湖

中 禅 寺 湖

菅 沼

西 湖

本 栖 湖

クッチャロ湖

サ ロ マ 湖

澗 沼

霞 ケ 浦

北 浦

加 茂 湖

河 北 潟

柴 山 潟

佐 鳴 湖

湖 山 池

東 郷 池

中 海

宍 道 湖

十 三 湖

小 川 原 湖

浜 名 湖

湧 洞 沼

中 沼

水 月 湖

三 方 湖

大 池 一大 東

野 尻 湖

確認魚種

第4回

7

s

4

9

16

1

6

14

15

48

40

35

34

69

46

39

so

16

21

96

75

48

41

257

5

4

15

38

2

23

第3回

10

9

8

16

14

4

13

14

15

48

59

43

42

67

35

36

56

15

20

81

70

49

38

245

0

8

16

38

3

17
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であるが、最も魚類相が豊富に報告されている湖沼は浜名湖(湖沼番号4250:静 岡県)の257魚 種で第

2位 の中海(湖沼番号4480:島 根県)の96魚 種と比較 しても飛び抜けて多い。(表 皿一1-35)

浜名湖を筆頭にして確認魚種数の多い湖沼の上位11位 は、琵琶湖を除 くと湖沼成因が海跡湖で湖沼

型は汽水湖となっている。これ らの10湖 沼をはじあとする汽水湖について海産魚種数を計上 し淡水魚

数をみた。(表 皿一1-36)

この結果によると、浜名湖 ・中海 ・加茂湖 ・サロマ湖 ・宍道湖においては相当の数の海産魚種が入

り込んでお り、淡水魚種数は最高で68魚 種であることが判明 した。 しか し、同じ汽水湖であっても湧

洞沼における確認魚種数は他に比較 して少ない。これは、栄養型が腐植栄養湖であって、水質が魚類

生息環境としては良好でないことによるものと判断される。海産種 と判断される魚種を除いた特定湖

沼60湖 沼において生息する淡水魚種数の一湖沼当たりの平均は、おおよそ19魚種 となる。

また、生 息確認魚種数の多い内陸湖沼として琵琶湖があげられるが、琵琶湖は日本最大の湖沼とし

て形成されてきた地史過程で固有の魚種数を豊かに有するようになったことによるものである。報告

の魚類種の少ない湖沼の地理的特徴は特に認められないが、栄養型別の酸栄養湖 ・腐植栄養湖では生

息確認魚種数が少ない傾向となっている。

表Ill-1-36汽 水湖における海産魚種数

総

順
位

1

2

3

4

5

6

6

8

10

11

20

24

28

50

成

因

海

跡

湖

そ

海

湖

沼

型

中

富

中

富

中

富

富

腐

汽

水

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

O

0

0

0

湖沼

番号

4250

4480

4490

3330

4260

0200

1330

3590

1490

2830

4450

4440

3680

0770

湖 沼 名

浜 名 湖

中 海

宍 道 湖

加 茂 湖

佐 鳴 湖

サ ロ マ 湖

十 三 湖

河 北 潟

小 川 原 湖

澗 沼

東 郷 池

湖 山 池

水 月 湖

湧 洞 沼

確 認 魚 種 数

総 計

257

96

75

69

so

48

48

46

41

40

21

16

15

5

淡水魚

ss

45

57

30

54

19

46

44

40

40

20

16

14

5

海産魚

189

51

18

39

6

29

2

a

1

0

1

0

1

0
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8-1-2天 然繁殖魚種数

天然繁殖魚種数は、基本的には個々の湖沼における水質(水 温 ・栄養状態)と 生息するプランク ト

ンや植生等で規定されるが、中海 ・宍道湖 ・浜名湖 ・十三湖 ・小川原湖等の海跡湖と琵琶湖において

は、比較的数多くの天然魚種が繁殖 している。(表 皿。1-37)

表ll卜一1-37特 定湖沼の天然繁殖魚種数

成

因

断

層

湖

カ

ル

デ

ラ

湖

火

山

湖

堰

止

湖

湖沼

型

富

中

貧

酸

富

中

貧

酸

富

中

貧

富

中

汽

水

湖沼

番号

4110

4300

3940

3970

4310

3930

2770

0480

3300

4760

1010

1120

1720

2780

0440

1310

2170

3270

3090

3110

4770

2280

4660

1220

3210

3220

3290

3710

3730

2640

湖 沼 名

諏 訪 湖

余 呉 湖

中 綱 湖

木 崎 湖

琵 琶 湖

青 木 湖

猪 苗 代 湖

阿 寒 湖

芦 ノ 湖

池 田 湖

支 笏 湖

洞 爺 湖

十 和 田 湖

沼 沢 沼

屈 斜 路 湖

宇 曽利 山湖

田 沢 湖

大 路 池

大沼 一赤城

榛 名 湖

鰻 池

板 戸 沼

御 池

大 沼

手 賀 沼

印 旛 沼

震 生 湖

河 口 湖

精 進 湖

檜 原 湖

確認魚種

第4回i第3回

13

18

12

22

40

13

8

7

14

8

0

0

17

6

2

1

1

0

0

11

.9

10

10

11

23

18

3

8

4

5

▼

▼

▼

△

▼

△

▼

±

▼

▼

±

±

△

±

±

±

±

▼

±

▼

▼

△

±

±

±

▼

▼

△

▼

▼

Z1

26

14

18

47

5

19

7

15

11

0

0

15

s

2

1

1

1

0

21

10

9

10

11

23

31

6

3

7

12

成

因

堰

止

湖

海

跡

湖

そ

の

他

湖
沼型

中

貧

富

中

腐

富

貧

汽

水

0

0

0

0

O

0

O

0

0

0

○ 層

0

0

0

0

湖沼

番号

2960

3010

3050

3750

3000

3040

3720

3740

0110

oZOo

2830

2870

2880

3330

3590

3610

4260

4440

4450

4480

4490

1330

1490

4250

0770

2930

3680

3690

4800

3820

湖 沼 名

湯 ノ 湖

尾 瀬 沼

丸 沼

山 中 湖

中 禅 寺 湖

菅 沼

西 湖

本 栖 湖

クッチャロ湖

サ ロ マ 湖

澗 沼

霞 ケ 浦

北 浦

加 茂 湖

河 北 潟

柴 山 潟

佐 鳴 湖

湖 山 池

東 郷 池

中 海

宍 道 湖

十 三 湖

小 川 原 湖

浜 名 湖

湧 洞 沼

中 沼

水 月 湖

三 方 湖

大池 一大東

野 尻 湖

確 認魚種

第4回i第3回

4

4

4

9

11

0

5

10

0

0

0

0

0

33

30

24

25

8

11

64

53

40

35

53

4

0

5

21

2

13

△

▼

▼

△

±

▼

△

△

±

±

▼

▼

▼

▼

△

△

±

▼

▼

△

D

▼

▼

D

△

▼

±

▼

▼

±

0

9

8

5

11

2

4

7

0

0

27

37

38

34

8.

18

25

11

17

33

33

49

36

23

1

s

5

21

3

13

※ 「増減」記号:△=第4回 調査では第3回 調査より増加 ▼=同 減少 ±=第4回 調査と第3回 調査で同数

_82



8-1-3生 息確認魚種

ここで取り上げた 「生憲確認魚種」は、都道府県報告における 「第4回 調査で、主 として聴き取 り

により確認 した生息魚種」である。 したがって、過去の記録による確認魚種は含んでいない。

(D外 国産移入種

主要魚種では、ニジマス(サ ケ科)が18湖 沼、ソウギ ョ(コ イ科)が14湖 沼、ブラックバス(サ ン

フィッシュ科)が20湖 沼、と特定湖沼のおよそ1/3～1/4の 湖沼で生息の確認がされた ことが報告 さ

れている。(表 皿。1-38)

外国産移入魚種の生息する湖沼の数は、下表をみるかぎりではさほど大きな経年変化は認められな

い。

表lll-1一 ・38外 国産移入種の生息湖沼数

上段:聴 き取り生息確認+天 然繁殖=①
下段:①+記 録

科 ・

サ ケ

コ イ

タ イ ワ ン ドジ ョウ

カ ワ ス ズ メ

サ ンフ ィ ッ シ ュ

魚 種 名

ニ ジ マ ス

ア オ ウ オ

ソ ウ ギ ョ

コ ク レ ン

バ ク レ ン

カ ム ル チ ー

カ ワ ス ズ メ

テ ラ ピ ア

チ カ ダ イ

テ ラ ピア リジー

ブ ラ ックバ ス

ブ ル ー ギ ル

生息湖沼数

第4回 調査

18
21

2
2

14
22

2
2

8
10

10
11

0
1

1
1

4
4

2
2

20
20

9
9

生息湖沼数

第3回 調査

26
30

1
3

14
18

2
2

12
16

15
16

1
1

2
2

0
0

0
0

20
20

8
8

移 入 年

1877年

1878年

C?)

1878年

1878年

C?)

1878年

?

1954年

1954年

1954年

1954年

1925年

1960年
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② 広域生息確認魚種

全体の生息確認魚種のうち、コイ(コ イ科)・ ワカサギ(キ ュウリウオ科)・ ウナギ(ウ ナギ科)

・ドジ ョウ(ド ジョウ科)・ ウグイ(コ イ科)の5魚 種が調査対象湖沼(特 定湖沼)の 半数以上の湖

沼で生息確認されている。続いて、ヨシノボリ(ハ ゼ科)・ ゲンゴロウブナ(コ イ科)・ オイカワ

(コイ科)・ ギンブナ(コ イ科)・'ナ マズ類(ナ マズ科)・ モツゴ(コ イ科)・ アユ(ア ユ科)・ ブ

ラックバス(サ ンフィッシュ科)の 、コイ科の魚種を中心 とする8魚 種(類)が1/3～1/2の 湖沼で

確認されている。科の単位でみると、コイ科 ・キュウリウオ科 ・ウナギ科 ・ドジョウ科 ・ハゼ科 が広

域的生息分布をしている。(表 皿一ユー39)

表Ill-1,一39広 域に生息する魚種(生 息確認魚種)

魚 種 名

コ イ

ワ カ サ ギ

ウ ナ ギ

ド ジ ョ ウ

ウ グ イ

ヨ シ ノ ボ リ

ゲ ンゴ ロ ウ ブ ナ

才 イ カ ワ

ギ ン ブ ナ

ナ マ ズ 類

モ ツ ゴ

ア ユ

ブ ラ .ッ ク バ ス

メ ダ カ

ボ ラ

フ ナ 類

ニ ジ マ ス

ウ キ ゴ リ

イ ト ヨ

ヒ ガ イ

サ ク ラ マ ス

マ ハ ゼ

ソ ウ ギ ョ

ノ、 ス

科

コ イ

キュウリウオ

ウ ナ ギ

ドジ ョウ

コ イ

ハ ゼ

コ イ

ナ マ ズ

コ イ

ア ユ

サンフィッシュ

メ ダ カ

ボ ラ

コ イ

サ ケ

ハ ゼ

トゲ ウ オ

コ イ

サ ケ

ハ ゼ

コ イ

生 息 湖 沼 薮

第4回
調 査

48

41

40

37

36

28

28

27

26

26

20

20

20

19

19

18

is

is

16

15

15

15

19

19

増
減

±

▼

△

△

▼

△

▼

▼

▼

▼

▼

▼

t

▼

△

△

▼

▼

△

▼

△

△

±

D

第3回
調 査

48

48

38

30

45

25

32

30

32

31

29

23

20

22

17

19

26

19

12

17

13

12

19

12

※ 第4回 開 査 で 魚 租 数 の 多 い順※ 第
3回 あ る い は 第4回 で10湖 沼 以 上

魚 種 名

タ モ ロ コ

ス ズ キ

シ ラ ウ オ

チ チ プ

ア ブ ラ ハ ヤ

メ ナ ダ

サ ヨ リ

ク ロ ダ イ

コ ノ シ ロ

ド ン コ

ニ ゴ イ

ニ ゴ ロ ブ ナ

カ ム ル チ ー

ヒ メ マ ス

サ ケ

ア メ マ ス

ク ル メ サ ヨ リ

バ ク レ ン

ヤ リ タ ナ ゴ

タイ リク バラ タナゴ

キ ン ブ ナ

シ マ ド ジ ョ ウ

シ マ イ サ キ

※ 「増 減 」記 号

科

コ イ

ス ズ キ

シラ ウ オ

ハ ゼ

コ イ

ボ ラ

サ ヨ リ

タ イ

コ ノ シ ロ

ハ ゼ

コ イ

タイワンドジョウ

サ ケ

サ ヨ リ

コ イ

ド ジ ョ ウ

シマ イ サ キ

生 息 湖 沼 数

第4回
調 査

19

14

13

13

12

12

11

11

11

11

10

la

10

9

9

9

9

8

8

8

8

8

6

増
減

△

△

▼

▼

▼

D

D

△

±

△

▼

△

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

第3回
調 査

12

13

15

17

19

8

9

10

11

6

19

9

15

17

12

10

11

12

12

13

18

12

10

△=第4回 調 査 で は 第3回 調 査 よ り増 加

▼=第4回 調 査 で は 第3回 調 査 よ り減 少
±=第4回 調 査 と第3回 調 査 で 同 数
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(3)限 定湖沼生息確認魚種

一方、生息確認が1湖 沼だけの魚種が多数出現している。その魚種数は235魚 種、係わる湖沼数は

23湖沼である。この23湖 沼で生息が確認 された魚種総数1,035に 対 して、いわばこれ らの固有種的魚

種数は23%に 相当する。 しか し、これら235魚 種の68%160魚 種は浜名湖で記録されているもので、

その中で も海産魚種がほとんどを占あている。浜名湖ほど多 くはないが、サロマ湖においても固有種

的海産魚種が21種 記録されている。

全体 として も185魚 種、79%の 魚種が海産魚種となっている。

8-2放 流及び漁獲状況

各湖沼における放流のうち、年間放流量:の多い湖沼を表皿一1-40に 示す。

主要な放流魚種は、コイ類(稚 魚 ・卵放流)、 フナ類(稚 魚 ・卵放流)、 ウナギ(稚 魚放流)、 マス

類(稚 魚放流)、 ワカサギ(稚 魚 ・卵放流)、 の5種(類)で ある。

これ ら以外では、檜原湖におけるイワナとヤマメがあげ られる。また、芦ノ湖においては肉食魚の

ブラ ックバスが、印旛沼においてはわずかではあるが草食魚のソウギ ョを放流 しているとの報告があ

る。

表111-1-40放 流量の多い湖沼(1)「稚魚放流(kg/年)」 (※上位10位)

順

位

1

2

3

4

5

s

7

8

9

10

湖沼

番号

2830

3690

4110

4310

4300

3680

0440

2640

4490

3110

湖 沼 名

澗 沼

三 方 湖

諏 訪 湖

琵 琶 湖

余 呉 湖

水 月 湖

屈斜路湖

檜 原 湖

宍 道 湖

榛 名 湖

放 流 量

㎏/年

12,580

9,426

3,332

1,900

1,849

1,740

1,275

s20

512

500

放 流 魚 種(単 位:%+は1%未 満)

アユ

十

十

ワカ
サギ

83.5

コイ
類

7.9

50.5

21.1

67.6

23.0

50.0

100

フナ
類

7.9

48.4

66.7

27.0

75.3

20.0

50.0

ウナ
ギ

十

十

十

100

5.4

1.7

100

ヒガ
イ

十

ドジ

ョウ

10.2

ニジ
マス

40.8

ウグ
イ類

39.2

一85一



表Ill-1-40放 流量の多い湖沼(2)「稚魚放流(千 尾/年)」(※ 上位10位)

順

位

1

2

3

4

5

s

7

8

9

10

湖沼

番号

3740

4310

3000

1720

2640

3300

3090

3220

1120

3210

湖 沼 名

本 栖 湖

琵 琶 湖

中禅寺湖

十和田湖

檜 原 湖

芦 ノ 湖

大 沼

印 旛 沼

洞 爺 湖

手 賀 沼

放 流 量

千尾/年

27,940

19,320

1,729

1,245

853

534

500

420

263

248

放 流 魚 種(単 位

マス

類

100

3.9

98.5

92.0

74.0

100

フナ
類

62.3

3.9

50.7

46.0

コイ

類

8.0

1.7

100

43.6

46.0

ホンモロ

コ

33.9

ウグ
イ類

1.5

18.7

イワ
ナ

94.7

%+は1%未 満)

ヤマ
メ

5.3

プラヲク

バ ス

1.7

ウナ
ギ

5.5

8.1

ソウ
ギ ョ

十

表lll-1-40放 流量の多い湖沼(3)「卵放流(千 粒/年)」(※ 上位10位)

順

位

1

a

3

4

5

6

7

8

8

10

湖沼

番号

3300

3730

3720

2870

4490

3930

3750

1120

1220

3710

湖 沼 名

芦 ノ 湖

精 進 湖

西 湖

霞 ケ 浦

宍 道 湖

青 木 湖

山 中 湖

洞 爺 湖

大 沼

河 ロ 湖

放 流 量

千粒/年

619,200

618,032

567,820

529,000

460,020

400,000

315,200

300,000

300,000

278,180

放 流 魚 種(単 位

ワカ
サギ

100

100

31.3

100

99.1

100

100

100

100

99.9

ヒメ

マ ス

68.6

フナ
類

十

コイ

類

十

%)

ホンモロ

コ

十
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漁業活動は主に大規模な湖沼において実施 されている。(表 皿一1-41)

その主な魚種は、アユ(琵 琶湖)、 ハゼ類(霞 ヶ浦 ・北浦)、 ワカサギ、フナ類、コイ類である。

なお、 「放流量 と生息確認魚種」及び 「放流量 と漁獲量」の間の関係について分析を試みたが、生息

確認魚種毎の量的な情報が十分でないことにより明瞭な関係は把握できなかった。

表llI-1-41漁 獲量の多い湖沼(t/年)(※ 上位10位)

順

位

1

2

3

4

5

s

7

8

9

10

湖沼

番号

4310

2870

1490

0200

4490

2880

3220

3210

4250

4110

湖 沼 名

琵 琶 湖

霞 ケ 浦

小川原湖

サロマ湖

宍 道 湖

北 浦

印 旛 沼

手 賀 沼

浜 名 湖

諏 訪 湖

漁 獲 量

t/年

3,036.9

2,150.0

1,962.8

806.0

729.8

568.0

355.0

311.2

276.8

146.2

漁 獲 魚 種

(50t/年 以上を多い順に掲載) 〔鐘麹
ア ユ 、 フ ナ類 、 モ ロ コ類 、 イサ ザ 、

1788411321229

5914118

ハ ス 、

113

4

コイ

82

3

ハ ゼ 類 、

1201

56

コ イ、 ワカ サ ギ、 フナ類

421305184

20149

シラ ウオ 、 ワ カ サ ギ 、 フナ類 、 ウ グイ類 、 ヌマガレイ 、 ハ ゼ 類 、 ボラ類 、 ウ ナ ギ

72942222120111098.387.682

372211106554

カ レイ類 、 キ ュ ウ リウオ 、 チ カ

407196162

512420

ワカ サ ギ、

247

33

ギン升 、 マハ ゼ

236136

3218

ドセコ+ヨ シノボ リ、ワカサギ～

193152
3427

コイ 、 フナ 類

11494

2017

コ イ 、

172

49

フナ 類

125

35

フナ類 、

15?

50

コイ

127

41

コ ノ シ ロ

71.8

26

ワカ サ ギ

79.8

55
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9.集 計.解 析対象湖沼のプランク トン霜

プランクトン調査は、魚類相調査 と同 じ特定湖沼60湖 沼において、今回の第4回 調査で初あて実施

されたものである。

9-1出 現確認プランク トン種

特定湖沼における出現確認プランク トンのなかで、出現数の多い種(原 則的には出現頻度第1・2

位)を 整理 したものを表皿一1・一44に 掲載す るσ

植物プランクトンについて最も多 く報告されている湖沼は、加茂湖(23種)で 、次いで精進湖 ・

琵琶湖 ・池田湖の16種 、中綱湖 ・木崎湖の14種 、河口湖 ・北浦 ・青木湖の12種 、が続 く。動物プラン.

ク トンでは、第1位 がやはり加茂湖の19種 で、順次、琵琶湖の16種 、湖山池の11種 、手賀沼 ・池田湖

の10種 、となっている。

出現頻度の高い順にその第1位 と2位 をとりあげて具体的に種(属)を みてみると、主要な植物プ

ランク トンと動物プランク トンのそれぞれの内容 は次のとおりである。(表 皿一1-42)

表llI-1-42、 出 現 頻 度 の 高 い(第1・2位)プ ラ ン ク トンの 集 計

植 物 プ ラ ン ク ト ン

珪藻類

黄色鞭毛類

藍藻類

渦鞭毛類

褐色鞭毛類

ミドリムシ藻類

緑藻類

13属26種

3属7種

10属15種

3属5種

2属2種

1属1種

15属16'種

計47属72種

動 物 プ ラ ン ク ト ン

僥脚類

鯛脚類

輪虫類

繊毛虫類

肉質鞭毛虫類

5属9種

5属11種

8属22種

5属6種

2属2種

計25属50種

また、出現確認報告のあるプランク トンを属でまとめ、個々の属について出現湖沼数を整理 した。

出現湖沼数が10以上のプランク トン(属)は 表皿一1-43の とおりである。

植物プランク トンでは、富栄養性の珪藻類M2乙o師 γα5♪.、 中栄養性Cydo観Zα5ρ.、 富栄養か

ら貧栄養の広い幅で生息するC2γαt伽sρ.、 湖沼の栄養度が比較的高いところで出現する5cθπθdε一

s配鵬sρ.等 が調査対象湖沼の1々 ～1/3の 湖沼でみられる。

動物プランク トンでは、富か ら貧栄養性の広い幅の水域でよ くみ られる鰐脚類80ε罐れαsρ.が 最 も

多 くの湖沼で確認されている。その他では、富栄養化が進むと増大する傾向にあるといわれている
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輪 虫 類 の κθγα観 乙α ≦ψ.、A幼 乙飢c㎞ α 幼.も お よ そ1/3の 湖 沼 で 出現 が 報 告 され て い る 。

表m-1-43多 くの湖沼(10湖 沼以上)に 出現するプランク トン

植

物

プ

ラ

ン

ク

ト

ン

黄 色 植 物 門
110000

'

111000珪 藻 綱

112000黄 色鞭毛藻綱

藍 藻 植 物 門
120000

121000藍 藻 綱

渦 鞭 毛 植 物 門130000 131000渦 鞭 毛 藻 綱

緑 藻 植 物 門
160000

161000緑 藻 綱

111010Melosirasp.

111030Cyclotellasp.

111110Fragilariasp.

111120Asterionellasp.

111130Synedrasp.

111220Naviculasp.

111290Nitzschiasp.

112040Dinobryonsp.

121020Microcystissp.

121090Anabaenasp.

131020Peridiniumsp.

131030Ceratiumsp.

161280Scenedesmussp.

翫 難
31

22

15

14

19

14

10

12

12

11

16

23

15

動物

プ
ラ
ン
ク
ト
ン

節 足 動 物 門
210000

211000僥 脚(亜)綱

212000鯛 脚(亜)綱

袋(輪)形 動物門
220000

222000輪 虫 綱

211160Cyclopssp.

212010Diaphanosomasp.

212060Bosminasp.

222010Brachionussp.

222030Keratellasp.

222060Asplanchnasp.

222100Polyarthrasp.

13

13

26

15

23

20

15

※ プ ラ ン ク トンに っ い て は 初 め て の 調 査 で もあ り、 デ ー タ を扱 う に先 立 って 、 今闘 査 で 報

告 の あ った プ ラ ン ク トン種(属)を 中 心 に して 、 これ らの 生 物 学 的 整 理 とコ ー ドの 付設 を

お こな った。 整 理 に お い て は 、r日 本 淡 水 藻 図 鑑(1991年3刷:内 田老 鶴 圃)」 とr日 本

淡 水 動 物 プ ラ ン ク トン検 索 図 説(1991年 初 版1刷:東 海 大 学 出 版 会)」 を基 本 文 献 と して

用 い た 。

な お 、 鞭 毛 類 の 一 部 に っ い て は 、 近 年 は 植 物 プ ラ ン ク トンに 分 類 す る よ うで あ る が、 研

究 者 に よ って は 動 物 プ ラ ン ク トン と して 分 類 して い る人 も い る こ とか ら、 都 道 府 県 か らの

報 告 書 に お い て 混 同 が み られ た 。

本 報 告 書 に お い て は 、 上 記 の2つ の 文 献 に 基 づ い た の で 鞭 毛 類 の 一 部 を植 物 プ ラ ン ク ト

ンに 分 類 して コー ドを 付 設 した もの を 用 い て い る。 しか し、 植 物 あ るい は動 物 の 記 載 に っ
い てね 都 道 府 県 か らの 報 告 に した が って そ の ま ま掲 載 して あ る。
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表lIl-1。44出 現 頻 度 の 高 い プ ラ ンク トン分 類 と生 息 湖 沼 栄 養 型

※1以 下 は 「日本 淡 水 プ ラ ン ク トン図 鑑 」 及 び 「湖 沼 環 境 鯛 査 指 針 」 に 基 づ い て 作 成 した も

の で あ る。 ◆ は こ れ らの文 献 でr指 標 租 」 と して の 記 載 が さ れ て い な い もの 。

※2そ れ ぞ れ の 種 に お い て、 一 は都 道 府 県 報 告 書 に よ る 出現 ゾ ー ン
・一一'は 上 記 文 献 に よ る 出現 栄 養 型 ゾ ー ン

1/4

出 現 プ ラ ン ク ト ン 種
出 現

※ 頭 の6桁 の 薮 字 は 今 回 敷 設 した コ ー ド 湖 沼 数

珪

藻

類

黄色

鞭毛

藻類

111010〃 θLo5乞 γα3ρ.14

111011〃9乙osfγ α9γ απ!ム乙α亡α8

111012Melosiragranulatavan.angustissiml

111013ハ4θ 乙osゴγαftαLゴoα

111014Melosiravarianns

111021Aulacosiradistans

111022Aulacosi.ragranulata

111030Cyclotellasp.

川031CydotεL乙 α ㎞Lz乞 ㎎f飢 α

111032Cyclotellacomta

111100Tαb2乙 乙αγfαsρ.

111112Fγ ㎎ π αγ乞αcγo亡oπ 傭f5

111121A5亡 θγゴoπε乙乙α ∫oγ凋ω5α

111130Synedrasp.

111131Synedraulna

111140Thalassionemasp.

II1220Naviculasp.

111250Cy瀧bθ 乙乙αs♪.

111290濯 混zsc雇 αsρ.

1112951V乞tzsc九 乞αsε γ乞αtα

111330S々 εLεtoη2漉αsρ.

111331Skeletonemacostatum

111350Chaetocerossp.

111352Chaetocerosdidymum

111354Chaetocerosseiracanthum

111355Chaetocerosdistans

5

4

2

◆

2

◆

15

2

5

5

10

6

14

4

1

◆

14

3

7

2

◆
1

◆
2

◆

3

◆

2

◆

1

◆

1

◆

1120100chromonassp.

112030こ ノγ09乙σηo♪sfss∫).

112031び γogLεηoρ5乞sω πθγ乞cα陀α

112040Dinobryonsp.

1
◆
3

◆
2
◆
4

調 和 型

富栄養 中栄養

■■■9一

引■■■ ■■■■

貧栄養

非 調 和 型

腐植栄養 酸栄養

一90一



2/4'

出 現 プ ラ ン ク ト ン 種
出 現※ 頭

の6桁 の数 字 は 今 回 敷 設 した コー ド 湖 沼 数

黄
色
鞭
毛
藻
類

藍

藻

類

渦

鞭

毛

藻

類

褐色鞭

毛藻類

ミF弘シ
藻 類

緑

藻

類

112041Dinobryondivergens

112043DfηobγyoπcyZ乞7岨 γ乞cu飛

112045D乞 πoわγ:yoπsocfα 乙θ

4

4

◆

1

◆

121021〃 ゴσγoσ:y5孟乞5α εγ㎎ 葱7りsα.

121022〃 ゴcγocy5亡 ゴ5Z雇 γfd乞5

121023〃fcγocys亡 乞sω θ5㎝ わεγg費

121030、4ρhα 』o(:αρ5αsf).

121040Chroococcussp.

121050Merismopediasp.

121051M2γfsm♪ θd乞αtε7汀ロ⊥盛5s乞皿α

121061Coε 乙05♪㎞ θγ葱㎜ 厩tzf㎎ 施π㎜

121080σ 乙oθotγfc九ゴαsρ.

121090Anabaenasp.

121091Anabaena,floc-aquae

121093Anabaenamacrospora

1211200scゴ 乙乙αtoγゴα5ρ.

121130Ph∠)γ 皿盛d九槻sρ.

121141ムy㎎byα 乙伽 θtfcα

12

2

◆
5

◆

2

◆
5

4

◆

1

◆
1

1

◆

9

3

1

◆

s

6

2

131020Pθ γ油 油 侃 ≦ゆ.

131021Pθ γfdゴπ九〃箆bゴ ρεs

131030Ceratiumsp.

131031Cθ γα翻 ㎜hゴ γ囲 葱πεL乙α

131042Pγoγocθ7L亡 ㎜ 配ゴ7z乞配1"π

14

3

3

19

1

◆

141010Cγyρtoη り7㍑z5∫ ρ.

141020Rhodomonassp:

4

2

◆

151010E㎎ 乙ε加5ρ. 3

161021Pmuiorinamorum

161031Eudorinaelegans

161061Sphaerocystisschroeteri

161101こ1Lothγflとs!」 わCGP71L3tγゴcα

1

1

2

◆

1

調 和 型

富栄養 中栄養

一 一

貧栄養

非 調 和 型

腐植栄養 酸栄養

一91一



3/4

出 現 プ ラ ン ク ト ン 種
出 現

※ 頭 の6桁 の 敷 字 は 今 回 敷 設 した コ ー ド 湖 沼 数

緑

藻

類

僥

脚

類

鯛

脚

類

161120PLα π々 tosρh,αεγα5ρ.

161121P乙 απ々 to3ρ九αθγα9ε 乙αtf7のsα

161131峨cγ ασt乞π加 ゆusf乙L蹴

1611411)乏cオyos♪hα εγfu配 ρt4乙c九θ乙乙L㎝～

161201Cぬ 乙)dαtε乙乙α(囮,αZγゴ5θ亡α

161221Ankistrodesmusfalcatus

161231SθLε παst㎜ 皿f川二‡1刀π

161280Scε πθdθsm忍5ε ノ).

161301〃o㎎ θo地 伽 繊s

161310Spirogyrasp.

161340Cos配 αγ乞ω陀5ρ.

161350Staurastrumsp.

1

◆

1
・・ゆ

4

◆

4

1

◆
2

1

13

1

a

3

4

211040Sinocalanussp.

2110415乞 ηocα乙απus亡 θπθZ乙鵬

211051Acα γ尤乞α 乞5εα7Lu

211071Acanthodiaptomuspacificus

211090E面 乞αρtoπ!ム5s1).

211130.Oithonasp.

2111310ithona.devisae

2〃1330πhoπ α π飢 α

211160Cyclopssp.

2

◆

3

◆

1
◆

2

2

1

◆

1

◆
2

◆

10

212010P乞 αρhαη050皿 α5ρ.

212011Diaphanosomabrachyurum

212031"o乙oρ θd歪Lロπgfbbθ γ乙ロπ

212041Dα 伽fαLo㎎ ゆ 施

212043Daphniagaleata

212060Boε 配乞παsρ.

212061Bos配 伽 乙o㎎ 乞γ05tγ 乞s

212062Bos配 ゴπα ∫αtα乙乏5

21206380s皿 歪παcoγ θ9πゴ

21207180s飛 ゴηo♪εfsdθft2γ3f

3

10

6

5

2

◆

3

18

4

◆
1

◆
3

調 和 型

富栄養 中栄養 貧栄養

一 一

一 一

非 調 和 型

腐植栄養 酸栄養

_g2



4/4

出 現 プ ラ ン ク ト ン 種 出 現

※ 頭 の6桁 の 数 字 は今 回 敷 設 した コ ー ド 湖 沼 数

鯛脚類

輪

虫

類

繊

毛

虫

類

肉質鞭

毛虫類

212091PoLy♪h2η 蹴sρ2d乞cu乙u5 1

2220108γ αc九乞oπuεs♪.

222011Brachionuscalyciflorus

2220148γ α:九foηユ乙sq!ムαdγ乏dεπtαtus

222016Bγ αchIo7螂 ρhcαtf巨5

2220198γ αch乞oγuム3d乞"2γ ∫ゴcoγ7tご5

222021、4πuγ αεo♪sfs∫ 乞s5α

222031Keratellacochlearis

222032Keratellacochlearisvar.tecta

222034Keratellavalga

222036κ εγαtε乙乙αq朗 γαオα

222037Keratellaquadratadivergens

222039Keratellacrucifomis

222041κ εLhcott証 α 乙o㎎ 帥 乞㎜

222052Monostylapygmaea

222060Asρ 乙απchπα5ρ.

222061Asplanchnapriodonta

22206245ρ 乙απchπα5乏eboLd乏

222101Polyarthratrigla

222151〃2xα γ亡九γαθ)θdα乙ゴα♪ 糀fγα

222171Co7のc九 犯ushゴ ∫》f)oσγθρ乞5

222172Co7りc九f乙LL5皿 乞coγ7乙fs

222181Conochiloidescoenobasis

5

4

1

1

◆
2

1

◆
8

1

5

4

2

1

◆

6

◆

1

6

12

3

◆

9

4

1

3

2

233010Spelaeonectasp.

233020Strombidiumsp.

233060丁 伽 π㎜ ρsfssρ.

233061Tintinnopsiscraters

2330goyoγtゴcε 乙Lαsρ.

233110ε ρ乞sty乙f5s♪.

1

◆

2

◆

2

3

2

2

241012Dザ ∫乙㎎ 乞α 乙伽 εεfcα

241021Centropyxisacureata

2

1

調 和 型

富栄養i中 栄養

…
一一 一=一 一 一 一 一 一

願 一 一 一 一 一 一 〇 一 一 一 一 一

…
一 一一 一一一 ÷願 一ロ ー一 一

=一 一 一 一 一 一

…

…

貧栄養

一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一=一 一 一 一 一 一=

●

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

・一 一

一 一

一 一 一 一 一 一=一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一=一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

■一 一 一 一 曽 一 一 一 一 一 一

一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

i
一 ・ 一 ÷ 一 一 一 一 一 一 ・

一一 一一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一=

一 一 一 一 一 一=一 一 一 一 一 一

…

非 調 和 型

腐植栄養

一 一 ・

一 一 ●

酸栄養

'

一93一



9-2出 現プランク トンによる湖沼分類

湖沼の栄養型 とプランク トンの間には、概要的には以下のような相関がいわれている。

〔植物プランク トン〕

初期では富栄養性の珪藻類で占あ られ、さらに栄養度が高まれば緑藻類が混在するように

なり、過度に富栄養化すると藍藻類が出現するようになる。

〔動物プランク トン〕

貧栄養湖では嶢脚類が優占し、富栄養化するにつれて、鯛脚類と輪虫類が増大する。

腐植栄養湖では、貧栄養湖 とほぼ伺様な相を呈 し、酸栄養湖ではマル ミジンコ、カメコノワ

ムシ等が優占する。

(「湖沼の生物観察ハ ン ドブック(湖 沼の生態学入門)」1984年:東 洋館出版社)

また、表皿一1-44に 掲げたように、湖沼栄養型との関係で湖沼プランク トンの指標種がまとめ

られている。

これ らを基に、個々の湖沼について、①栄養型を検証すること、②栄養化の度合いを新たな角度で

検討する資料を創出すること、③生息 プランクトンの概要把握、の意味で上記指標種 と各湖沼で第1

.・2位 に出現 しているプランク トンを照合 して湖沼毎にプランク トン群集分類をお こなった。(表 皿
一1-45)た だ し

、この作業は基本的には機械的におこなったが、指標種によっては広い栄養型

幅をもっているなかで総合的判断で栄養型を定あたものもあることを承知 されたい。また、都道府県

における実際の調査は夏期に実施 されたこと一出現種が限定されていることがあるかもしれない一も

念頭に置いておく必要がある。

植物プランクトンと動物プランク トンの群集は、さまざまなパターン区分の結果 となった。(表 一

皿一1-45)こ こでは、比較的指標種がうま く適合できた植物プランク トンで規定 した湖沼型と報

告書にある湖沼型の照合を試みた。

全体的には、報告されている湖沼型と合致する出現プランク トン群集型区分の湖沼が多い結果とな

ったが、報告されている湖沼型と異なった湖沼の例 も21湖沼 となった。以下にそれ らを示す。

○ 報告で富栄養型とされているが、中栄養型植物群集に規定 された湖沼(9湖 沼)

宍道湖 ・余呉湖 ・大沼 ・クッチャロ湖 ・東郷池 ・中沼 ・阿寒湖 ・大池 ・大路池

○ 報告で中栄養型とされているが、富栄養型植物群集に規定された湖沼(1湖 沼)

榛名湖

○ 報告で貧栄養型 とされているが、中栄養型植物群集に規定された湖沼(6湖 沼)

西湖 ・本栖湖 ・洞爺湖 ・菅沼 ・支笏湖 ・御池

○ 報告で酸栄養型 とされているが、中栄養型植物群集に規定された湖沼(4湖 沼)

猪苗代湖 ・宇曽利湖 ・田沢湖 ・屈斜路湖

○ 報告で腐植栄養型 とされているが、中栄養型植物群集に規定された湖沼(1湖 沼)

湧洞沼

一94一



表lll-1-45特 定湖沼のプランク トン群集分類

(「?型 」は特定できずの意味) . 1/2

湖
沼
型

富

富

富

富

富

富

富

富

富

富

富

富

富

富

富

富

富

富

富

富

富

富

富

富

富

富

富

中

中

中

成

因

断

断

カ

火

堰

堰

堰

堰

堰

堰

海

海

海

海

海

海

海

海

海

海

海

海

海

そ

そ

そ

そ

断

断

断

汽

水

0

O

O

0

0

0

0

0

O

0

O

湖沼

番号

4110

4300

0480

3270

1220

3210

3220

3290

3710

3730

0110

ozoo

2830

2870

2880

3330

3590

3610

4260

4440

4450

4480

4490

2930

3680

3690

4800

3940

3970

4310

湖 沼 名

諏 訪 湖

余 呉 湖

阿 寒 湖

大 路 池

大 沼

手 賀 沼

印 旛 沼

震 生 湖

河 口 湖

精 進 湖

クッチャロ 湖

サロマ湖

澗 沼

霞 ケ 浦

北 浦

加 茂 湖

河 北 潟

柴 山 潟

佐 鳴 湖

湖 山 池

東 郷 池

中 海

宍 道 湖

中 沼

水 月 湖

三 方 湖

大 池

中 綱 湖

木 崎 湖

琵 琶 湖

確 認 プ ラ ン ク ト ン

植物プランクトン群集型区分

富栄養型藍藻類群集

中栄養型藍藻類 ・鞭毛類混合型群集

中栄養型珪藻類 ・緑藻類混合型群集

中栄養型緑藻類 ・鞭毛類混合型群集

中栄養型珪藻類群集

富栄養型藍藻類群集

富栄養型藍藻類群集

富栄養型藍藻類 ・緑藻類混合型群集

富栄養型蓋藻類 ・珪藻類混合型群集

富栄養型藍藻類 ・珪藻類混合型群集

中栄養型珪藻類群集

富栄養型珪藻類 ・藍藻類混合型群集

富栄養型藍藻類群集

富栄養型藍藻類群集

富栄養型藍藻類群集

富栄養型珪藻類群集

富栄養型珪藻類群集

富栄養型珪藻類群集

富栄養型藍藻類群集

富栄養型藍藻類 ・珪藻類混合型群集

中栄養型珪藻類群集

富栄養型珪藻類 ・鞭毛類混合型群集

中栄養型藍藻類群集

中栄養型珪藻類群集

富栄養型藍藻類 ・緑藻類混合型群集

富栄養型藍藻類群集

中栄養型鞭毛類 ・珪藻類混合型群集

中栄養型鞭毛類群集

中栄養型鞭毛類群集

中栄養型珪藻類 ・緑藻類混合型群集

動物プランクトン群集型区分

富栄養型鯛脚類群集

中栄養型鯛脚類 ・輪虫類混合型群集

中栄養型輪虫類群集

富栄養型輪虫類 ・繊毛虫類混合型群集

富栄養型繊毛虫類 ・輪虫類混合型群集

富栄養型鞭毛虫類群集

中栄養型鞭毛虫類群集

中栄養型鞭毛虫類群集

中栄養型輪虫類群集

?型 僥脚類群集

富栄養型輪虫類 ・僥脚類混合型群集

富栄養型鯛脚類群集

富栄養型鯛脚類群集

?型 僥脚類群集

富栄養型輪虫類群集

中栄養型輪虫類群集

中栄養型鯛脚類 ・輪虫類混合型群集

富栄養型輪虫類 ・僥脚類混合型群集

?型 僥脚類群集

?型 僥脚類群集

富栄養型輪虫類 ・ミドリムシ混合型群集

富栄養型輪虫類 ・僥脚類混合型群集

富栄養型輪虫類 ・僥脚類混合型群集

中栄養型鯛脚類 ・僥脚類混合型群集

中栄養型鯛脚類群集

中栄養型輪虫類 ・鯛脚類混合型群集

富栄養型繊毛虫類 ・輪虫類混合型群集

一95一



2/2

湖
沼
型

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

貧

貧

貧

貧

貧

貧

貧

貧

貧

貧

貧

貧

酸

酸

酸

酸

腐

成

因

カ

カ

火

火

火

堰

堰

堰

堰

堰

海

海

海

断

カ

カ

カ

カ

火

火

堰

堰

堰

堰

そ

断

カ

カ

カ

海

汽

水

0

0

O

0

湖沼

番号

3300

4760

3090

3110

4770

2640

2960

3010

3050

3750

1330

1490

4250

3930

1010

1120

1720

2780

2280

4660

3000

3040

3720

3740

3820

2770

0440

1310

2170

0770

湖 沼 名

芦 ノ 湖

池 田 湖

大 沼

榛 名 湖

鰻 池

檜 原 湖

湯 ノ 湖

尾 瀬 沼

丸 沼

山 中 湖

十 三 湖

小川原湖

浜 名 湖

青 木 湖

支 笏 湖

洞 爺 湖

十和田湖

沼 沢 沼

板 戸 沼

御 池

中禅寺湖

菅 沼

西 湖

本 栖 湖

野 尻 湖

猪苗代湖

屈斜路湖

宇 曽利山湖

田 沢 湖

湧.洞 沼

確 認 プ ラ ン ク ト ン

植物プランクトン群集型区分

中栄養型緑藻類 ・珪藻類混合型群集

中栄養型珪藻類群集

中栄養型藍藻類 ・珪藻類混合型群集

富栄養型藍藻類群集

中栄養型藍藻類 ・緑藻類混合型群集

中栄養型珪藻類群集

中栄養型珪藻類群集

中栄養型緑藻類 ・珪藻類混合型群集

中栄養型緑藻類 ・珪藻類混合型群集

中栄養型珪藻類群集

中栄養型珪藻類群集

中栄養型緑藻類 ・珪藻類混合型群集

中栄養型珪藻類群集

貧栄養型鞭毛類群集

中栄養型鞭毛類 ・珪藻類混合型群集

中栄養型珪藻類 ・鞭毛類混合型群集

中栄養型藍藻類 ・珪藻類混合型群集

貧栄養型緑藻類 ・珪藻類混合型群集

中栄養型藍藻類 ・珪藻類混合型群集

中一貧栄養型緑藻類群集

貧栄養型鞭毛類 ・緑藻類混合型群集

中栄養型珪藻類 ・鞭毛類混合型群集

中栄養型珪藻類群集

中栄養型珪藻類群集

貧栄養型珪藻類 ・鞭毛類混合型群集

中栄養型珪藻類群集

中栄養型鞭毛類群集

中栄養型珪藻類群集

中栄養型珪藻類群集

中栄養型珪藻類群集

動物プランクトン群集型区分

中栄養型鞭毛虫類 ・鯛脚類混合型群集

中栄養型鯛脚類 ・僥脚類混合型群集

中栄養型鯛脚類群集

富栄養型鯛脚類 ・輪虫類混合型群集

中栄養型輪虫類 ・鯛脚類混合型群集

中栄養型輪虫類 ・鋸脚類混合型群集

中栄養型輪虫類群集

中栄養型鯛脚類群集

中栄養型鯛脚類群集

中栄養型鞭毛虫類群集

中栄養型鞭毛虫類 ・輪虫類群集

?型 僥脚類 ・鯛脚類混合型群集

貧栄養型鯛脚類群集

中栄養型輪虫類 ・鯛脚類混合型群集

中栄養型輪虫類 ・鯛脚類混合型群集

中栄養型鯛脚類 ・輪虫類混合型群集

中栄養型僥脚類 ・鯛脚類混合型群集

中栄養型輪虫類群集

中一貧栄養型輪虫類群集

?型 輪虫類 ・僥脚類混合型群集

中栄養型輪虫類群集

中栄養型繊毛虫 ・鞭毛虫類混合型群集

貧栄養型鞭毛虫類群集

中栄養型僥脚類 ・輪虫類混合型群集

中栄養型鯛脚類群集

中栄養型輪虫類 ・鯛脚類混合型群集

中栄養型繊毛虫類 ・輪虫類混合型群集

一96一



10.集 計 。解析対象湖沼の利水.禾1」用状況

10-1湖 沼の利水状況

集計 ・解析対象湖沼の利水状況は、農業用取水が最 も多 く(117湖 沼:全 体の25%)、 次いで発電

用取水利用対象湖沼が35湖沼(全 体の7%)、 飲料用取水が21湖 沼(全 体の4%)と なっており、水

産加工用取水 ・工業用取水 ・温泉の源泉等の利用に供 している湖沼もあるが、いずれ も数湖沼で少な

い。(表 皿一1-46)

表Ill-1-46湖 沼 の 利 水 状 況

利 水 内 容

発 電 用 取 水

農 業 用 取 水

水 産 用 取 水

工 業 用 取 水

飲 料 用 取 水

自然現 象 ・融雪

洪 水 調 節

温 泉 の 源 泉

不 明

該当湖沼数

第3回 調査

該当湖沼数

31

91

1

1

13

1

136

第4回 調査一一該当湖沼数

計

35

117

3

7

21

2

3

1

58

223

水位操作有り

33

79

1

s

11

2

3

1

5

120

水位操作不明

19

1

1

53

73

水位操作無 し

2

19

2

9

30

10-2湖 沼利水に伴う水位変動状況

10.一1の 利水等に伴 って水位の変動が生 じる場合があるが、この関係は絶対的ではない。都道府県

報告書におけるこの部分の情報は十分なものではないが、 「水位変動の操作をおこなっている湖沼」

は120湖 沼(全 体の25%)の 集計結果がある。

10-3湖 沼の利用状況

利用という大枠を 「生産的利用」と 「レクリエーション的利用」に大別 して、さらに細分 した利用

項目毎に、利用されている湖沼数を集計 した。(表 皿一1㌦47)
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表Ill-1-47湖 沼 の 利 用 状 況

〔第4回 調査(第3回 調査)〕

利 用 内 容

生産的

利 用

レ

ク

リ

工

1

シ

ヨ

ン

的

利

用

漁 業

養 ,殖

魚釣 り(氷 上釣)

舟 遊 び

水 遊 び

ス ケ ー ト

キ ャ ン プ

狩 猟

園 地

そ の 他 観 光

遊 覧 船

鳥 の 観 察

モ ー タ ー ボ ー ト

ヨ ツ ト

ウ イ ン ドサ ー フ ィ ン ・

ピ ク ニ ッ ク

該 当 湖 沼 数

94(108)

73(78)

211(208)

99(107)

10(15)

8(10)

41(40)

17(16)

10(13)

33(35)

31(23)

11(5)

18(19)

9(2)

6(3)

59(32)

用 水 取 水

123

(126)

309

(290)

153(25)

全湖沼比%

25.7

(26.1)

64.6

(60.0)

32.0(5.2)

利 用 な し

計

該当湖沼数

397

(328)

81(155)

478(483)

全湖沼比%

83.1

(67.9)

16.9(32.1)

100.0(100)

用水 ・取水、レクリエーション的利用等、なん らかの利用が されている湖沼は、397湖 沼(全 体の

83%)で あり、人との実際的な関わりがある湖沼が多いことが うかがえる。

その内訳は、 レクリエーション的利用での関わ りが65%、 生産的土地利用は26%と なっている。レ

ク リエーション的利用の内容は、魚釣 りをはじめとしてスポーツ ・観光等である。

第3回 調査と比較 してみると、生産的利用はわずかに減少 しているが、レクリエーション的利用は

5%程 増えている。自然と親 しむアウ ト・ドア指向が強まっているいることが背景にあるものと考え

られ る。
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10-4湖 沼の不快状況

湖沼保全のなかで、人との係わ りで発生 している問題 として 「環境不快要因」の種別集計をおこな

った。調査対象湖沼総数との関係で、現実に問題を起 こしている不快要因の最大湖沼数となっている

のは、 「ゴミの堆積 ・打ち上げ」の24湖 沼(全 体の5%)で 、この集計をみる限りでは不快状況は前

回とほぼ同様である。 しか も、第3回 調査時からの経過をみると、水質汚染 ・富栄養化 ・アオコ以外

は全て減少 しており、問題のある湖沼においても水質問題以外は環境改善が着実に進んでいると判断

される。(表 皿一1-48)

表lll-1-48湖 沼 の不 快 状 況 経 年 変 化

不 快 要 因

水質に関するもの

(計63件)

※第3回 調査
計63件

悪臭に関するもの

(計5件)

※第3回 調査
計8件

景観に関するもの

(計51件)

※第3回 調査計
59件

騒音に関するもの

生 活排 水 に よ る排 水 汚濁

水産処理施設からの排水汚濁

し尿処理場かち の排水汚濁

温泉排水汚濁 ・硫黄による濁り

土 砂 流 入 汚 濁

水 質 汚 染

富 栄 養 化

ア オ コ の 発 生

赤 潮 の 発 生

悪 臭

し尿 処 理 場 排 水 の 悪 臭

水 産処 理 施 設排 水 の 悪臭

硫 黄 水 素 臭

農 産 物 腐 植 臭

景 観(一 般 的 記 述)

ゴ ミ の 堆 積 ・打 ち 上 げ

土 取 場 ・ 土 捨 場

整 地 工 事

人 工 施 設

浮 草 の 繁 茂 ・枯 死 ・腐 敗

湿 地 の 裸 地 化

減 水 に よ る 美 観 の 悪 化

観 光 客 に よ る 騒 音

第3回 調査該当湖沼数

13

0

2

2

8

12

12

11

3

2

1

2

3

29

3

s

7

3

3

8

4

第4回 調査該当湖
沼数

12

0

1

1

6

15

13

13

2

3

z

0

0

0

7

24

3

4

a

3

2

6

2
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皿 一2湖 沼環境の経年変化状況 t湖 沼型の経年変化

第2回 調査及び3回 調査データとの比較による湖沼栄養型の経年変化状況は次のとおりである。

○ 貧 栄 養 化 が 進 ん だ 湖 沼 富栄養湖から急激に貧栄養湖に変化した湖沼1湖 沼

富栄養湖から中栄養湖に変化した湖沼8湖 沼

○ 富 栄 養 化 が 進 ん だ 湖 沼

計

貧栄養湖から中栄養湖に進んだ湖沼

中栄養湖から富栄養湖に進んだ湖沼

9湖 沼

5湖 沼

4湖 沼

○ 調和/非 調 和の変化 した湖 沼

計

調和型から非調和型に変わった湖沼

非調和型から調和型に変わった湖沼

9湖 沼

3湖 沼

3湖 沼

○ 不明であったが新規に確定した湖沼

計 6湖 沼

9湖 沼

総 計 33湖 沼

〔湖 沼 法 該 当 湖 沼 主 要5湖 沼 の(1)〕

io

5

0

m

2870霞 ヶ浦

最大水深7.Om

10

5

m

3
_,
,●

● ●
'4

5

1990

0

3220印 旛 沼

:

0

1985

● ●

,2

最大水深2.5m

●3
●

4

10年0

1995年1965

51015202530年

197519851995年

図lll-2-1主 要 湖 沼 の 透 明 度 経 年 変 化 図(1)(※ 図 中 の2,3,4,は 第2/3/4回 湖 沼 調 査 デ ー タ)
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2.水 質'(透 明度)の 経年変化

透明度はその測定を実施するときの気象条件や調査者及び測定法にもよって大きな変動をみせるが、

調査データを基にこの間の変動をみてみると、±3m以 上の変化を示 した湖沼は、+変 動で16湖 沼

(最大6.5m)、 一変動で15湖 沼(最 大で一・9,7m)あ った。しかし、先でも触れたが、今回の測定

結果だけで論ずることは、特に透明度の場合は適切ではない。過去の測定値と今後の測定、そ して多

面的な水質測定の時系列的把握のなかで判断される必要がある。

今回の作業では、全ての湖沼について報告のあった過去の透明度測定値を全て整理 したが、これに

基づいて、①湖沼水質保全特別措置法(以 下 「湖沼法」という)主 要湖沼、② ラムサール条約に登録

されている湖沼、そして③比較的長年にわたって透明度が高い著名な湖沼、の14湖 沼について経年的

変化図の作成をおこなった。(図 皿一2-1)

図によると、湖沼法該当湖沼、ラムサール条約に登録される湖沼は、低い値で一貫 してお り、著名

な湖沼においてはその変化幅が最大10m程 度 もあり大 きい。 しか し、この変化パターンは、田沢湖を

除 くと一貫 した変化傾向がみられないので、このデータだけでは透明度が悪化 しているとは断定でき

ない。田沢湖については、図中に急激な変化理由を記載する。

〔湖 沼 法 該 当 湖 沼 主 要5湖 沼 の(2)〕

10

5

0

m

3210手 賀沼

最大水深3.8m

io

5

m

:

3

2
'3

.4

0

4110諏 訪 湖

●

最大水深6.3m

34

・2● ・

0

1965

51015202530年05101520253035年

197519851995年1960197019801990年

図lll-2-1主 要 湖 沼 の 透 明 度 経 年 変 化 図(2)(※ 図 中 の2,3,4,は 第2/3/4回 湖 沼 調 査 デ ー タ)
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〔湖 沼 法 骸 当 湖 沼 主 要 ら湖 沼 の(3)〕
m

20

15

10

5

0

4310琵芦湖

最大水深103.6m

※ 「琵琶湖」は、ラムサー

ル条約該当湖沼でもある

2・

●

●

●

3

●

・4

0

1975

5 10

1985

15 20年

1995年

〔ラ ム サ ー ル 条 約 骸 当 湖 沼 主 要5湖 沼 の(1)〕
※琵琶湖も該当する

10

5

0

m

0110ク ッチ ャ ロ湖

最大水深 乞5m

io

5

m

●
(全)

●

(全)

(全)4●

2●(全)(全)
●

・3

0510

19601970

図 川 一2-1

0

0610厚 岸湖

2,

●

最大水深7.Om

_3●

● ●

,4

1520253035年

19801990年

主要湖沼の透明度経年変化図③

05101520年

197519851995年

(図 中 の2,3,4,は 第2/3/4回 湖 沼 調 査 デ ー タ)

(全)は 「全 透 」
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〔ラ ム サ ー ル 条 約 骸 当 湖 沼 主 要5湖 沼 の(2)〕

10

5

m

0

1030ウ トナ イ 湖

最大水深0.8m

●

(全)(全)(全)(全)

2"34

10

5

皿

●

全)

50

1955

0

1860伊 豆沼

'2 '3

0

1905

最大水深1.3m

・4

90a

1995年1975

5 10

1985

15 20年

1995年

〔著 名 な 湖 沼 一 透 明 度 が 高 い 湖 沼5湖 沼 の(1)〕

m

40

35

30

25

20

15

10

5

0

0450摩 周湖

最大水深211.5m

●

●

・2
●

3
●

・4

051015202530354045年

19501960197019801990年

図lll-2-1主 要 湖 沼 の透 明度 経 年 変 化 図(4)

m

40

35

30

25

20

15

10

5

0

1010支 笏湖

●

●

最 大 水 深363.Om

● ●

●

2

・ ・3.4

05101520253035年

1960197019801990年

(図 中ID2,3,4,は 第2/3/4回 湖 沼 調 査 デ ー タ)

(全)は 「全 透 」
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〔著 名 な 湖 沼 一 透 明 度 が 高 い 湖 沼5湖 沼 の(2)〕

m

40

35

30

25

20

15

io

5

0

●

●

●

2170田 沢湖

最大水深423.Om ※ 田沢湖については、昭和15年(1940年)

に近 くを流れる酸性水の玉川からの導水が

おこなわれるようになり、湖水の様相は著

しく変貌 したとの記録がある。

●●吃
3

・4

0

1905

50

1955

90

1995年

40

35

30

25

20

15

10

5

0

m

1720十 和田湖

最 大 水 深327.Om

40

35

30

25

20

m

●

　
・2:

●

3
● ●

●

●

4

15

10

5

15

0

3970木 崎湖

　

.2

0

1975

5 10

1985

●

● ・

●

●

も

最大水深29.5m

'4

20年

1995年

0

1975

5 10

1985

15 20

1995

図Ill-2-1主 要 湖 沼 の 透 明 度 経 年 変 化 図(5)(図 中 の2,3,4,は 第2/3/4回 湖 沼 調 査 デ ー タ)
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3.湖 岸線改変状況と湖岸線土地利用状況の経年変化

3・一1経 年変化概況

3-1-1湖 岸線改変状況

第2回 か らの比較力河 能な湖沼(476湖 沼)の 自然湖岸は、第2回 調査か ら第3回 調査の間で1.0ポ イ

ント(第4回 調査476湖 沼の湖岸線総延長3,183.4㎞ で換算すると約32㎞:以 下同 じ)減 少 し、第3回

調査か ら第4回 調査問で2.2ポ イント(約70km)減 少 している。これ らの減少 した分は、第2回 調査か ら

第3回 調査の間では半自然湖岸に転換 してお り、第3回 調査か ら第4回 調査の間では、半自然湖岸へ

の転換 もあるが、大部分の湖岸線が人工湖岸化 している。第3回 調査か ら第4回 調査(昭 和60年1985

年～平成3年1991年 の6年 間)間 の湖岸線改変量は、第2回 調査か ら第3回 調査問の量の2倍 以上で

あった。(図 皿・一2-2、 表皿一2-1)

人間社会の活動が反映 している湖沼型の区分別に、第3回 調査から第4回 調査までの間の自然湖岸

の変化をみてみると、富栄養湖(2.7ポイント=第4回 調査該当湖湖岸延長換算40km:以 下同 じ)、 貧栄養

湖(2.3ボィント=12㎞)、 中栄養湖(1.2ポイント=10㎞)の 順に、それぞれ減少 している。概 して人口密集地

に近接 している富栄養湖で、最 も自然湖岸が消滅 し、人工湖岸化が進んでいる(2.3ポイン1=34km)。 同

様の観点で第2回 調査 と第3回 調査問をみてみると、富栄養湖における変化量がやはり多いが、その

変化 は半自然湖岸の増大が中心となっている点で第3回 調査 と第4回 調査問とは様相が異なる。また、

第2回 調査か ら第3回 調査問では、いずれの湖沼型でもさほど大きな変化をみせていないが、第3回

調査か ら第4回 調査までの間では、酸栄養湖を除 く全ての湖沼型で自然湖岸が減少して、それらの大

部分が人工湖岸に、一部が半自然湖岸に転換する結果となっている。概 して、人口密集地域から比較

的離れている貧栄養湖や酸栄養湖において も同様の傾向が認められることは、人工湖岸化がかなり広

範におこなわれたことを物語っているものと考え られる。

3-1-2湖 岸線土地利用状況

全体的にみると、第2回 調査から第3回 調査問では、さほど大きな量ではないが(0.8ポイント=25km)、

農業地が減少してその大部分は市街地化 している状況がみられる。第2回 調査と第3回 調査問では、

自然地の人為的改変は微量である。第3回 調査から第4回 調査間では、農業地が市街地に転換する

(0.5ポイント=16km)進 行だけではなく、自然地が改変 されたことが特徴的である。自然地は、樹林地を

主体に1.1示イント(35㎞)減 少 し、市街地他に転換 している。(図 皿一2-2、 表皿一2-2)

このような傾向は、湖沼成因別の経年変化では、第2回 調査か ら第3回 調査問の海跡湖、第3回 調

査か ら第4回 調査問の堰止湖で顕著に現れている。また、湖沼型区分別では、富 ・中栄養湖において

これ らの傾向がみ られる。 このような経年変化状況は、近年の稲作減反動向と宅地造成開発や リゾ

ー ト・リクリエーション施設開発等、という社会的動勢が背景にあることによるものとも考え られる。
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表Ill-2-1湖 岸線改変状況経年変化状況(全 湖沼)

調査 湖沼数
湖岸線

総延長

自 然 湖 岸

崖地でないi崖 地 計
半自然湖岸 人工湖岸 水 面

〔単 位:㎞ 〕

2回

3回

4回

476

3,142.0

3,168.4

3,183.4

1,481.2

1,485.8

1,433.1

398.7

377.1

369.9

1,879.9

1,862.9

1,803.0

322.2

375.0

393.7

918.8

909.6

965.2

21.1

20.9

21.5

〔単位:%〕

2回

3回

4回

476

100.0

100.0

100.0

47.1

46.9

45.0

12.?

11.9

11.6

59.8

58.8

56.6

10.3

11.8

12.4

29.2

28.7

30.3

0.7

o.z

o.z

↓↓
↓↓

〔経年変化量 一単位:ポ イント〕

2回 ～3回 調査問の変化量

3回 ～4回 調査間の変化量

.0.2 ▼0.8 ▼1.0

▼1.9 ▼0.3 ▼2.2

十1.5

十 〇.s

▼0.5

十1.6

ｱ0.0

ｱ0.0

表Ill-2-2湖 岸線土地利用状況経年変化状況(全 湖沼)

調査 湖沼数
湖岸線

総延長

自 然 地

樹林地iそ の他自悠地i 計
農業地

市街地
工業地
他

水 面

〔単 位:㎞ 〕

2回

3回

4回

476

3,142.0

3,168.4

3,183.4

1,191.9

1,203.8

1,174.1

618.1

625.1

629.1

1,810.0

1,828.9

1,803.2

764.3

743.9

730.8

544.9

574.9

624.2

22.8

20.?

25.2

〔単位:%〕

2回

3回

4回

476

100.0

100.0

100.0

37.9

38.0

36.9

19.7

19.7

19.8

57.6

57.7

56.6

24.3

23.5

23.0

17.3

18.1

19.6

0.7

0.7

o.s

↓↓
↓む

〔経年変化量一単位:ポ イント〕

2回 ～3回 調査間の変化量

3回 ～4回 調査間の変化量

十 〇.1 ｱo.o 十 〇.1

▼1.1 十 〇.1 .i.i

▼0.8

▼0.5

+0.8

十1.5

ｱo.o

十 〇.1
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3-2人 工構造物による改変の進んでいる(進 んだ)湖 沼=第3回 調査から第4回 調査問

人土湖岸率または市街地率が10ボィント増加 した湖沼は49湖 沼で、おおよそ1割 の湖沼で大きな変化が

あった。これ らの湖沼は、成因別では堰止湖と海跡湖が大部分を占あ、 したが って、一部の例外はあ

るが富栄養湖が圧倒的多数である。人工湖岸化 した湖岸線延長の最大は印旛沼の11.5kmで 、市街地化

した湖岸線土地利用延長の最大は長沼の4.9㎞ である。(表 皿一2-3)

人工湖岸率50%以 上かつ市街地率30%以 上の改変の進んでいる湖沼は27湖 沼であった。その うち、

第4回 調査で新たに追加された湖沼は、坂田池と久々子湖の2湖 沼である。(表 皿一2-4)

表lll-2-3 人工構造物による改変の進んだ湖沼

〔第3回 調査から第4回 調査問に人工湖岸率10ポイント増加または市街地率10ポイント増加の湖沼〕

1/2

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

湖沼

番号
湖沼名

1330十 三 湖

1350尾 駁 沼

1360鷹 架 沼

1880長 沼

1890蕪 栗 沼

1920漆 沢長沼

1940富 士 沼

2000仙 台大沼

5070広 浦

5080赤 井 江

2510盃 湖

2750姫 沼

2850砂 沼

2920外 浪逆浦

3190五 駄 沼

3220印 旛 沼

3330加 茂 湖

3350鳥 屋穿潟

成因

海跡

海跡

海跡

魁

魁

魁

魁

趾

魁

趾

駈

不明

不明

海跡

堰止

駈

海跡

その他

型

中

中

富

富

富

貧

富

富

富

富

中

富

富

富

富

富

富

富

都道

府県

青森県

青森県

青森県

宮城県

宮城県

宮城県

宮城県

宮城県

宮城県

宮城県

山形県

福島県

茨城県

茨城県

千葉県

千葉県

新潟県

新潟県

湖岸線延

長㎞

28.4

13.0

21.7

11.6

4.4

2.0

4.4

1.8

8.3

2.0

o.s

1.0

5.1

11.8

2.?

43.5

17.1

9.1

人工湖岸率%

第3回

25.87

o.00

1.90

18.47

o.00

o.00

o.00

100.00

60.49

o.00

o.00

10.00

60.39

44.92

25.00

62.41

55.92

11.05

第4回

40.14

10.00

7.37

26.72

95.45

10.00

o.00

100.00

71.08

o.00

12.50

10.00

94.12

60.17

11.11

88.74

68.42

19.78

市街地工業地%

第3回

2.69

2.31

4.18

0.00

2.30

o.00

o.00

o.00

17.28

33.33

o.00

30.00

81.18

26.27

32.69

1.95

29.37

46.41

第4回

12.32

26.15

14.75

42.24

11.36

0.00

15.91

22.22

15.66

65.00

100.00

50.00

88.24

16.10

59.26

5.29

29.24

63.74

変化の量(ポインD

人醐牌

14.27

10.00

5.47

8.25

95.45

10.00

o.00

o.00

10.59

o.00

12.50

o.00

33.73

15.25

▼

26.33

12.50

8.73

灘

9.63

23.84

10.5?

42.24

9.06

0.00

15.91

22.22

▼

31.67

100.00

20.00

7.06

▼

26.57

3.34

▼

17.33

変化の量km

人瑚岸

4.1

1.3

1.2

1.0

4.2

o.2

0.9

o.i

1.7

1.8

▼

11.5

2.1

o.s

槻

2.7

3.1

2.3

4.9

0.4

0.7

0.4

▼

o.s

o.s

0.5

0.4

▼

o.7

1.5

▼

1.6
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2/2

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

湖沼

番号
湖沼名

3360御 手洗潟

3370佐 潟

3420長 峰ノ池

3430坂 田 池

3440朝 日 池

3460鵜 ノ 池

3490大 池

3500坊 ケ 池

3510高 浪 池

3600木 場 潟

3610柴 山 潟

3620来 潟 湖

3650久 々子湖

3660日 向 湖

3680水 月 湖

3690三 方 湖

3710河 口 湖

3720西 湖

3750山 中 湖

3970木.崎 湖

4030大 正 池

4270油 ケ 淵

4300余 呉 湖

4330小 松内湖

4360離 湖

4500神 西 湖

4560大 池 一川

4580下 江津湖

4640白 紫 池

4780鏡 池

4790内 海

49湖 沼 計

成因

その他

その他

その他

紐

魁

趾

趾
魁

趾

海跡

海跡

海跡

その他

海跡

その他

その他

駈

趾

趾

断層

趾

不明

断層

断層

海跡

堰止

海跡

その他

火山

火山

海跡

断3火
2

堰21
海12
他8
不3

型

富

富

富

富

富

富

富

貧

中

富

富

富

富

貧

富

富

富

貧

中

中

貧

富

富

富

富

富

富

富

酸

富

富

富37

賓1
酸1

都道

府県

新潟県

新潟県

新潟県

新潟県

新潟県

新潟県

新潟県

新潟県

新潟県

石川県

石川県

福井県

福井県

福井県

福井県

福井県

山梨県

山梨県

山梨県

長野県

長野県

愛知県

滋賀県

滋賀県

京都府

島根県

長崎県

熊本県

宮崎県

鹿児島県

鹿児島県

19府県

湖岸線延

長km

2.2

3.5

2.1

0.9

s.s

4.4

4.8

1.4

o.7

6.1

6.4

19.5

7.1

4.0

10.8

9.6

18.4

9.6

14.1

7.0

2.3

6.3

5.7

1.3

3.6

5.5

2.1

5.9

0.9

o.s

4.4

人工湖岸率%

第3回

o.00

o.00

o.00

44.44

17.65

31.82

6.25

o.00

o.00

o.00

77.58

22.16

95.24

100.00

92.63

100.00

12.20

o.00

7.91

70.00

8.70

96.83

58.41

o.00

2.44

18.18

23.33

43.40

o.00

o.00

30.77

第4回

o.00

0.00

0.00

55.56

19.12

31.82

16.67

o.00

o.00

o.00

56.25

46.67

95.77

90.00

94.44

98.96

26.09

4.17

20.5?

80.00

34.78

96.83

70.18

38.46

27.78

25.45

47.62

25.42

11.11

o.00

45.45

市街地工業地%

第3回

0.00

9.68

o.00

77.78

1.47

o.00

16.67

o.00

21.43

32.54

45.48

23.45

14.97

33.33

2.76

o.00

37.56

o.00

50.72

41.43

13.04

4.76

16.81

7.69

19.51

18.18

41.43

67.92

o.00

33.33

33.33

第4回

18.18

28.57

14.29

66.67

14.71

18.18

25.00

50.00

42.86

44.26

71.88

29.74

43.66

75.00

14.81

15.63

48.91

17.71

55.32

40.00

39.13

17.46

17.54

23.08

25.00

38.18

76.19

86.44

o.00

50.00

13.64

変化の量(ポインD

人騰牌

o.00

o.00

o.00

11.12

1.47

o.00

10.42

o.00

o.00

o.00

▼

24.51

0.53

▼

1.81

▼

13.89

4.17

12.66

10.00

.26.08

o.00

11.77

38.46

25.34

7.27

24.29

▼

11.11

o.00

14.68

Max
95.45

鱒
18.18

18.89

14.29

▼

13.24

18.18

8.33

50.00

21.43

11.72

26.40

6.29

28.69

41.67

12.05

15.63

11.35

17.71

4.60

▼

26.09

12.70

0.73

15.39

5.49

20.00

34.76

18.52

o.00

16.67

▼

Max
100.00

変化の量km

騰

0.1

o.i

0.5

▼

4.8

o.o

▼

o.Z

▼

a.s

0.4

1.8

o.z

o.s

o.z

0.5

0.9

0.4

0.5

▼

0.1

0.6

Max
11.5

※

槻

0.4

o.7

0.3

▼

1.0

o.s

0.9

0.7

o.2

0.7

1.7

1.2

2.0

1.7

1.3

1.5

2.1

1.7

o.s

▼

0.6

o.s

o.o

0.2

o.z

1.1

0.7

1.1

0.1

▼

Max
4.9

X

※ こ こ に お け る 変 化 量(㎞)は 「湖 岸 線 延 長 × 変 化 量(ボ ィント)」 で 算 出 した も の な の で 、
お お よ そ の 量 と理 解 さ れ た い 。
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表 川 一2-4

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

人工構造物による改変率の高い湖沼

〔第4回 調査で人工湖岸率50%以 上かつ市街地率30%以 上の湖沼〕

湖沼
湖沼名番号

1990万 石 浦

2020鳥 の 海

2550松 川 浦

2850砂 沼

3130城 沼

3180別 所 沼

3240三 宝寺池

3250井 の頭池

3260洗 足 池

3430坂 田 池

3610柴 山 潟

3650久 々子湖

3660日 向 湖

3970木 崎 湖

4110諏 訪 湖

4240猪 鼻 湖

4250浜 名 湖

4260佐 鳴 湖

4290白 石 湖

4370久 美浜湾

4380阿 蘇 海

4420奥 池

4440湖 山 池

4450東 郷 池

4480中 海

4490宍 道 湖

4570上 江津湖

27湖 沼 計

成因

海跡

堰止

その他

不明

趾

魁

その他

その他

その他

駈

鋤
その他

海跡

断層

断層

海跡

海跡

海跡

海跡

海跡

海跡

その他

海跡

海跡

海跡

海跡

その他

瑠奮
11

不1

型

富

富

富

富

富

富

富

富

富

富

富

富

貧

中

富

中

中

富

富

中

中

中

富

富

富

富

富

富20

劉

都道

府県

宮城県

宮城県

福島県

茨城県

群馬県

埼玉県

東京都

東京蔀

東京都

新潟県

石川県

福井県

福井県

長野県

長野県

静岡県

静岡県

湖岸線
延

長㎞

22.2

7.5

22.6

5.1

5.4

o.s

1.5

2.1

1.1

0.9

6.4

7.1

4.0

7.0

17.0

14.3

113.8

静岡県

三重県

京都府

京都府

兵庫県

鳥取県

鳥取県

5.3

3.8

23.0

16.4

0.9

18.5

12.7

島 根 県104.6

島根県

熊本県

47.3

4.0

人工湖岸率%

第3回

57.04

79.73

69.03

60.39

57.41

100.00

57.14

100.00

100.00

44.44

77.58

95.24

100.00

70.00

98.82

52.20

74.94

73.15

70.93

55.41

99.36

66.67

62.29

81.10

84.02

76.74

68.42

第4回

62.61

85.33

70.80

94.12

57.41

100.00

so.00

100.00

100.00

55.56

56.25

95.77

90.00

80.00

98.82

61.54

75.57

71.70

68.42

58.26

98.17

66.67

60.00

81.10

84.03

74.21

67.50

市街地工業地%

第3回

55.80

40.67

43.81

81.18

46.30

100.00

72.73

100.00

100.00

77.78

45.48

14.97

33.33

41.43

98.82

51.63

66.70

62.04

40.80

37.38

60.36

44.44

34.29

52.?6

47.35

37.39

100.00

第4回

58.11

46.67

44.25

88.24

46.30

100.00

72.73

100.00

100.00

66.67

71.88

43.66

75.00

40.00

94.71

52.45

68.98

58.49

42.11

41.74

57.93

44.44

36.76

62.99

47.71

44.19

95.00

経年変化の状況

人瑚牌

十

十

十

△

±

±

十

±

±

△

▼

±

▼

△

±

十

±

十

±

±

±

±

灘
十

十

±

十

±

±

±

±

±

▼

△

△

△

±

十

十

十

±

十

△

±

十

第4回
新登 場

●

●

17都府
県 〔凡例〕

第3回 調査～第4回 調査の間で
△ 〔10%以 上増加〕+〔1～10%増 加〕
± 〔一1～+1%の 増減〕
一 〔1～10%減 少〕 ▼△ 〔10%以上減少〕
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4.湖 岸線の改変状況と土地利用状況の組み合わせ経年変化

4-1湖 岸線非改変湖沼の経年変化

第2回 調査時から今回の第4回 調査までの期間における非改変湖沼数の変遷は、表皿一2-5に 示

すとおりである。成因別にみると増減はあるが、全体的には減少傾向にある。

これら非改変湖沼の減少を湖沼成因別にみると、相対的には堰止湖に多い。しか し、堰止湖の非改

変湖沼数が元々多いことから際立 って堰止湖で非改変湖沼の減少が多いとは言えない。

第3回 調査時に非改変状態であったが、今回の第4回 調査で非改変湖沼でなくなった湖沼は、13湖

沼である。それらの具体的な変化状況は表皿一2-6の とお りである。地域的特徴、および変化状況

の特徴的傾向は特に認あられない。

表1麗一2-5湖 岸 線 非 改 変 湖 沼 数 の 湖 沼 成 因 別 経年 変化 状 況 、

〔第4回 調 査 の 集 計 ・解 析 対 象 湖 沼 の 内 の476湖 沼 を対 象 とす る。 成 因 は 第4回 岡 査 の もの で 統 一 した 〕

第2回 調査

増 減

第3回 調査

増 減

第4回 調査

非 改 変

湖沼総計

225

▼4

221

X12

209

湖 沼 成 因 別 非 改 変 湖 沼 数

断 層 湖

1

ｱa

1

ｱo

1

カルデラ湖

2

ｱp

2

ｱo

2

火 山 湖

44

▼1

43

+2

+1=

▼1

44

堰 止 湖

98

z

96

▼9

87

海 跡 湖

23

+3

zs

▼1

25

そ の 他

29

▼1

28

▼3

25

不 明

28

▼3

25

ｱo

25

※1第2回 訓 査 対 象487湖 沼 に お け る 湖 岸 線 非 改 変 湖 沼 数228湖 沼(46.8%)

第3回 鯛 査 対 象483湖 沼 に お け る 湖 岸 線 非 改 変 湖 沼 数221湖 沼(45.8%)

※2第4回 訓 査 対 象480湖 沼 に お け る 湖 岸 練 非 改 変 湖 沼 数210湖 沼(43.8%)
一 沼 尾 沼(湖 沼 番 号6000:福 島 県)が 表 の208湖 沼 に 加 わ る

4-2湖 岸線の改変状況と土地利用状況の組み合わせ経年変化(第3回 調査から第4回 調査間)

次のようにまとめられる。(表 皿一2-7)

○ 自然湖岸が2.2ポイント(約70㎞)減 少 し、そのおおよそ8割 が人工湖岸、2割 が半 自然湖岸に転化 し

た。

○ 自然地 と農業地が減少 し、これらはほぼ市街地に変化 した。

○ 組み合わせでみると、 〔自然湖岸 ×自然地〕が1.1ポイント(約35km)と 最 も減少し、次いで 〔自然湖

岸 ×農業地〕が0.8ポ イント(約25km)減 少 と続いている。これ らは、 〔人工湖岸 ×市街地〕にほぼ半

分が、 〔半自然湖岸 ×市街地〕乏 〔人工湖岸 ×農業地〕にそれぞれ1/4が 、いずれも人為的改変に

係わる転換をしている。
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表111-2-6湖 岸線非改変湖沼に係わる経年変化(第3回 調査から第4回 調査問)

箇

馨

韮

肇

瑠

ご

蒙

讐

鴇

奪

護

奪

奄

奄

覇
沼

新
規

非

改
変

湖沼 湖 沼 名

番号

0350兼 金 沼

0800生 花 苗 沼

1320左 京 沼

1380田 光 沼

1570鶏 頭場ノ池

1580中 ノ 池

1590落 ロ ノ 池

1920漆 沢 長 沼

5050阿 川 沼

2510盃 湖

2620大 沢 沼

3420長 峰 ノ 池

3500坊 ケ 池

計 .13湖 沼

1750御 在 所 沼

4620不 動 池

計 2湖 沼

成因

その他

海跡

魁

堰止

趾

魁

魁

趾

駈

魁

その他

その他

魁

型

腐植

腐植

富

富

中

中

中

貧

富

中

中

富

貧

都道府県

北海道 ,

北海道

青森県

青森県

青森県

青森県

青森県

宮城県

宮城県

山形県

福島県

新潟県

新潟県

経 年 変 化 状 況

土 地 利 用:市 街 地 ・工 業 地 化7.41%(0.20km)

土地利用:市 街地 ・工業地化4.10%(q.50km)

土 地 利 用:農 業 地 化26.32%(0,50km)

湖岸改変:半 自然湖岸化5.26%(0.30km!

湖 岸 改 変:人 工 湖 岸 化3.51%(0∫20km)

土 地 利 用:農 業 地 化8.77%(0.50km)

湖岸改変:半 自然湖岸化27.27%(0.30km)

湖 岸 改 変:半 自然 湖 岸 化16.67%(0.10km)

湖岸改変:半 自然湖岸化28.57%(0.20km)

湖 岸 改 変:人 工 湖 岸 化10.00%(0.20km)

土 地 利 用:農 業 地 化17.65%(0.30km)

湖 岸 改 変:半 自然 湖 岸 化87.50%(0.70km)

湖 岸 改 変:人 工 湖 岸 化12.50%(0.10km)

土 地 利 用:市 街 地 ・工 業 地 化100%(0.80km)

湖 岸 改 変:半 自然 湖 岸 化8.33%(0,10km)

土 地 利 用:市 街 地 ・工 業 地 化8.33%(0.10km)

土 地 利 用:市 街 地 ・工 業 地 化14.29%(0.30km)

土 地 利 用:市 街 地 ・工 業 地 化50.00%(0.70km)

火山

火山

酸

酸

岩手県

宮崎県

半 自然 湖 岸25.00%(0.10km)が 自然 湖 岸 化

半 自然 湖 岸28.57%(0.20km)が 自然 湖 岸 化
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表lll-2-7湖 岸線の 「改変状況と土地利用状況」の相関経年比較集計

上段:第3回 下段:第4回

(1)〔湖岸線延長
km)

(※476湖 沼)

湖

岸

線

土

地

利

用

区

分

自

然

地

樹林地

そφ他

計

農 業 地

市街地他

水 面

合 計

湖 岸 線 改 変 状 況 区 分

自 然 湖 岸

崖地でない

684.0
654.9

533.5
542.3

1217.5
1197.2

191.0
167.3

77.3
68.6

1485.8
1433.1

崖 地

339.9
339.9

19.1
12.0

359.0
351.9

11.3
10.0

s.s
8.0

377.1
369.9

計

1023.9
994.8

552.6
55.33

1576.5
1549.1

202.3
177.3

84.1
76.6

1862.9
1803.0

半自然湖岸

90.2
93.7

36.0
37.7

126.2
131.4

151.5
143.2

97.3
119.1

375.0
393.7

人工湖岸

89.7
85.6

36.5
37.1

126.Z
122.7

390.1
410.3

393.0
428.5

0.3
3.7

909.6
965.2

水 面

0.5

20.4
21.5

20.9
21.5

合 計

1203.8
1174.1

625.1
629.1

1828.9
1803.2

743.9
730.8

574.9
624.2

20.7
25.2

3168.4
3183.4

(2)〔全体構成比
%〕

湖

岸

線

土

地

利

用

区

分

自

然

地

樹林地

その他

計

農 業 地

市 街地他

水 面

合 計

湖 岸 線 改 変 状 況 区 分

自 然 湖 岸

崖地でない

21.6
20.6

16.8
17.0

38.4
37.6

6.0
5.3

2.4
2.2

46.9
45.0

崖 地

10.7
10.7

o.s
0.4

11.3
11.1

0.4
0.3

o.2
0.3

11.9
11.6

計

32.3
31.2

17.4
17.4

49.8
48.7

6.4
5.6

2.7
2.4

58.8
56.6

半自然湖岸

2.8
2.9

1.1
1.2

4.0
4.1

4.8
4.5

3.1
3.7

11.8
12.4

人工湖岸

2.8
2.7

1.2
1.2

4.0
3.9

12.3
12.9

12.4
13.5

o.o
0.1

28.7
30.3

水 面

o.o

o.s
0.7

o.z
o.z

合 計

38.0
36.9

19.7
19.8

57.7
56.6

23.5
23.0

18.1
19.6

o.z
o.s

100.0
100.0

(3)第3回 一

第4回

変 化 量
.(単 位:ボ ィンD

自

然

地

樹林地

羅
合 計

湖 岸 線 改 変 状 況 区 分

自 然 湖 岸

崖地でない

▼1.0

+0.2

▼0.8

o.7

o.2

▼1.9

崖 地

ｱ0.0

o.2

o.2

▼0.1

+o.i

▼0.3

計

▼1.1

±0.0

▼1.1

o.s

▼0.3

z.2

半自然湖岸

+0.1

+o.i

+0.1

▼0.3

+o.s

+o.s

人工湖岸

0.1

ｱ0.0

0.1

+o.s

+1.1

+0.1

+1.6

水 面

+0.1

ｱo.o

合 計

▼1.1

+0.1

▼L1

▼0.5

+1.5

+o.i

ｱo.o
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賑 全地域内湖沼湖岸線の改変状況と土塒 り用状況の経年変化

5-1湖 岸線改変状況の経年変化

第3回 調査か ら第4回 調査の間の全湖沼の湖岸線改変状況の経年変化は、自然湖岸が2.2ポ イント減少

し、その0.6ポ イント分が半自然湖岸に、1.6ポ イント分が人工湖岸に変化 した。

このような中において、保全地域内湖沼では、自然湖岸の減少と半自然湖岸?人 工湖岸の増加 とい

う傾向は同じであるが、その変化量 は自然湖岸で1.3ポ イントの減少と、全湖沼の経年変化量に比較 して

小さくなっている。この変化量は、実際の量では約25㎞ に相当するもので、湖岸線総延長の0.8%程

度である。これ らのことは、保全地域指定に伴 う開発規制が基本的な歯止めになっているものと考え

られ る。

比較のために保全地域外の湖沼の経年変化をみてみると、変化傾向は保全地域内と同一であるが、

その変化量は保全地域内に比較 して大きなものとなっている。もとより、保全地域に指定されていな

い湖沼であるということは、人間社会活動の影響をより受けやすい湖沼であるともいえ、より人為的

改変がされやす く、その結果とも言えるものである。(表 皿一2-9)

以下に、換算によって求めた実質的な変化量を示 した。変化量把握の目安となるものである。

表lll-2-8湖 岸線改変と土地利用の経年変化量(第3回 調査から第4回 調査の間)

(※変化量ボィントから求めた換算数値なので、実数とは完全に一致 しない)

〔単位:㎞ 〕 ▼:減 少

集計 ・解析対象湖沼476

保全地域内湖沼

保全地域外湖沼

湖岸線改変状況変化量

自然湖岸

▼70.0

▼25.0

・ウ48
.0

半自然

+19.1

+3.8

+12.6

人 工

+50.9

+19.2

+34.1

湖岸線土地利用状況変化量

自然地

▼35.0

十7.7

▼46.8

農業地

▼15.9

▼13.4

ｱo.o

市街地

+47.8

十5.8

+43.0

5-2湖 岸線土地利用状況の経年変化

全湖沼では、自然地のみならず農業地も少なからず減少し、これらがほぼ全て市街地化している傾

向にある。しかし、保全地域内湖沼においては、農業地のみが減少して、(お そらく)農 地の廃地放

置地が自然地様相の湖岸線に変化した部分と、市街地化した部分に分かれる状況になっている。この

ような変化は、前項でみた湖岸線改変の経年変化の様相と大きく異なっている。

保全地域指定外湖沼における経年変化は、自然地が大きく減少し、その大部分は市街地化した様相

となっている。この変化量は湖岸線改変の変化量とほぼ一致 している数値であり、湖岸線の改変は土

地利用の改変と同様の変化であったことを示す結果となっている。(表 皿一2-10)

一114一 一



表III-2一 一9保 全 地 域 内湖 沼 の 湖 岸 線改 変状 況 経年 変 化

湖 岸線調 査 湖 沼 数 自然 湖 岸

総 延 長

(1)全 湖 沼

3回3,168.41,862.9

476

4回3,183.41,803.0

3回100.058.8

476

4回100.056.6

↓ ↓

〔経年変樋 〕13回 ～4醐 査間の変化量1▼22

② 保 全 地 域 に係 わ る湖 沼 の 小 計

3回2941,893.01,275.1

4回2971,919.31,268.8

3回294100.067.4

4回297100.066.1

↓ る

〔経年変化量〕13回 ～4醐 査問の変イヒ到 ▼L3

(3)保 全 地 域 外 の湖 沼

3回2091,274.4587.8

4回2071,264.1534.2

i

半 自 然 湖 岸

375.0

393.7

一'11.8

12.4

+0.6

209.3

216.4

11.1

11.3

+0.2

165.7

177.3

13.0

人工 湖 岸'水 面

〔単 位:㎞ 〕

909.6120.9

965.2121.5

〔単 位:%〕

28.710.7

30.310.7

〔単 位:ポ イ ン ト〕

+1.61ｱ0.0

〔単 位:km〕

401.OI7.6

426.118.0

〔単 位:%〕

21.210.4

22.210.4

〔単 位:ポ イ ン ト〕

+1.OIｱ0.0

〔単 位:㎞ 〕

508.6113.3

539.1113.5

〔単 位:%〕

3回

4回

↓毒

209

207

100.0

100.0

46.1

42.3

▼3.8

14.0

+1.0

39.9

42.6

+2.7

1.0

〔単位:ポ イント〕

〔経年変化量〕 3回 ～4回 調査問の変化量

一115一
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表lIl-2-10保 全 地 域 内湖 沼 の 湖岸 線 土 地 利 用 状 況 経 年 変 化

湖 岸 線調 査 湖 沼 数 自然 地

総 延長

(1)全'湖 沼

3回3,168.41,829.0

476

4回3,183.41,803.2

3回100.057.7

476

4回100.056.6

↓ ↓

〔経 年 変 化 量 〕3回 ～4回 調 査 問 の変 化 量 ▼1.1

(2)保 全地域に係わる湖沼の小1+

農 業 地

743.8

730.8

23.5

23.0

▼0.5

市 街 地 水 面

〔単 位:km〕

574.9120.7

624.2125.2

〔単 位:%〕

18.110.7

19.610.8

〔単 位:ポ イ ン ト〕

+1.51+0.1

〔単 位:km〕

3回

4回

3回

4回

↓↓

294

297

294

297

1,893.0

1,919.3

100.0

100.0

〔経年変化量〕

(3)保 全地域外の湖沼

13回 ～4回 調査問の変化量1

.

1,340.9

1,366.1

70.8

71.2

+0.4

277.4

268.4

14.7

14.0

▼0.7

1,274.4

1,264.1

100.0

267.117.6

276.818.0

〔単 位:%〕

14.110.4

14.410.4

〔単 位:ポ イ ン ト〕

+0.31ｱ0.0

〔単 位:km〕

3回

4回

3回

4回

↓↓

209

207

209

zo7 100.0

488.1

437.1

38.3

34.6

▼3.7

466.4

462.4

36.6

36.6

0.o

307.8

347.4

24.1

27.5

十3.4

13.1

17.2

〔単 位:%〕

1.0

13回 一4回 調査間の変イ劇

〔単位:ポ イント〕

〔経年変化量〕

1.4

+0.4 i
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i

r一+

刈

i

湖2召概要一覧表
※湖岸線延長はr改 変状況データ」によるものである

上段 第2回

中段 第3回

下段 第4回

PACE=

弼逝府

県 名

ヒ海道

ヒ海道

化海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

1ヒ海道

1ヒ海道

1ヒ海道

1ヒ海道

ヒ海道

ヒ淘道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ淘道

湖沼

番号

OlO

ozo

0030

040

050

ooso

0070

ooso

091

092

093

100

〉>o

且20

130

14且

名 称

種湖

グマ沼

悶大沼

サルコツ沼

.ロ沼

ヤモマ沼

カ ムイ ト沼

沼

ケウニ沼

ケウニ小沼

ケウニ上の沼

.ン湾

ク ッチ ャ ロ湖

ジュンサイ沼

ク ドマ リ沼

沼(1)

非

変
湖
沼

成因

淘跡湖

跡湖

跡湖

跡湖

源跡湖

跡湖

跡湖

その他

跡湖

跡湖

跡湖

跡湖

跡湖

その他

跡湖

その他

炎・

爽

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

爽

炎

炎

炎

葵

炎

湖

沼

型

富

腐

腐

腐

腐

腐

腐

腐

腐

腐

冨

腐

腐

標高

m

5

5

1

2

3

5

5

130

5

5

s

5

0

8

5

8

面積

k㎡

o.as

o.2s

4.86

o.zz

璽.95

0.圏

0.19

o.oa

o.as

0.13

o.oa

o.is

ia.oz

0.訂

o.oa

0.11

水 深m

最大 平均

水深 水深

5.2

i.a

z.z

z.i

3.0

5.2

4.3

4.0

3.0

3.1

2.3

2.5

i.s

i.a

3.5

i.s

且.6

0.3

1.5

z.o

3.5

琴・o

3.0

z.o

z.s

2.0

i.o

i.o

0.9

湖岸線

延 艮

k魑

3.00

2。00

io.ao

z.ao

s.oo

2.50

2.30

0.80

3.鞠

i.ao

t.oo

3.00

ao.io

7.oo

畳.30

3.00

埋立

干拓
面積

k㎡

の

流出

河

入

2

z

重

3

i

膣

8

川

出

i

i

i

重

1

量

i

i

i

i

明度

m

1.1

o.s

0.3

2.5

2.0

o.s

2.2

i.o

湖岸改変状況 (%)

自然湖岸

崖地で

な い
崖 地

半自然

湖 岸

人 工

湖 岸
水 面

湖岸土地利用
(%)

自然地

樹林地
の他の

自然地

農業地 市街地

工業地

その

水 面 自然公園・保全

地域指定状況

1尻礼文サロベツ(国 立)

ヒオホーツク(遭 立)

1尻礼文サロベツ(国 立)

オホーツク(道 立)

オホーフク(遭 立)

オホーツク(遭 立)

オホーツク(遭 立)

オホーツク(遭 立)

1尻礼文サロペツ(国 立)

尻 礼文サロベツ(国 立)

1尻礼文サロペツ(国 立)

藍 ・〔 第4回 調 査 デ ー タ 〕 1

1
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湖沼概要一覧表

上段 第2回

中段 第3回

下段 第4回

PAGE= 2

弼遊麿

県 名

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

1ヒ海道

化海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ淘道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

1ヒ海道

ヒ海道

ヒ淘道

湖沼

番号

0且42

143

0144

且50

iso.

170

0180

oiso

0200

210

ozzo

230

0240

250

ozso

270

名 称

沼(2)

沼(3)

配沼(4)

西沼

ソシ沼

ムケ沼

シブノッナイ湖

,ン沼

ナロマ湖

・ン ト沼

彪取湖

リヤウシ湖

琴湖

走湖

トウフ ツ湖

約沼

非
改
変
湖
沼

成因

その他

その他

その他

淘跡湖

灘跡湖

溺跡湖

跡湖

跡湖

跡湖

跡湖

商跡湖

磁跡湖

灘跡湖

溜跡湖

漸跡湖

跡湖

寅・

癸

炎

奏

炎

炎

炎

炎

湖

沼

型

腐

腐

腐

冨

富

冨

富

腐

富

冨

冨

冨

腐

冨

富

冨

標高

m

8

15

IS

0

3

3

3

a

a

5

i

5

i

0

i

5

面積

k㎡

0.17

o.m

o.os

0。 重8

o.os

5.81

2.76

so.zs

0.且3

銘.51

0.42

墓・畳『

az.si

9.01

o.sr

水 深m

最大 平均

水深 水深

z.o

1.8

z.i

3.8

3.0

zo.a

t.i

2量.2

4.9

5.8

is.e

z.s

1.5

1.5

1.5

0.4

i.a

8.7

o.a

8.6

2.5

1.8

6.且

且.且

o.a

湖岸線

延 長

k圃

s.ao

2.40

z.za

3.10

2.70

22.70

8.20

86.70

i.sa

認,30

2.50

5.60

as.20

η.30

3.00

埋立
干拓

面積
k㎡

0.

o.

0.7

o.oi

の

流出

河

入

3

4

4

12

藍3

i

3

7

s

川

出

i

i

i

奮

2

i

1

i

i

i

t

明度

m

1.4

0.3

9.4

5.5

1.4

且.4

o.e

0.3

湖岸改変状況 (%)

自然湖岸

崖地で

な い 崖 地

半自然

湖 岸

人 工

湖 岸
水 面

湖岸土地利用
(/)

自然地

樹林地
の他の

自然地

農業地 市街地

工業地

その也

水 面 自然公園 ・保全

地域指定状況

尻 礼文サロベツ(国 立)

1尻礼文サロペツ(国 立)

1尻礼文サロペッ(国 立)

走(国 定)

走(国 定)

走(図 定)

走(国 足)

走(国 定)

走(国 定)

走(国 定)
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湖沼概要一覧表

上段 第2回

中段 第3回

下段 第4回

PACE= 3

彿遊府

県 名

ヒ海道

化海道

ヒ海道

ヒ海道

1ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ'海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

湖沼
番号

z80

0290

0300

310

0320

0330

340

350

0360

370

380

0390

0400

4畳0

420

430

名 称

一クル沼

ミケ ッブ湖

床沼

臼湖

ニシペツ湖

倣沼

トーサ ムポ ロ沼

金沼

一シペ ツ小 沼

ヒキウス沼

・椴沼

ンネ トウ

部沼

質蓮湖

節湖

昌根沼

非

改

'糊

沼

成因

侮跡湖

止湖

不明

止湖

不明

その他

.跡 湖

その他

その他

葱跡湖

海跡湖

海跡湖

跡湖

跡湖

跡湖

庵跡湖

炎 ・

分

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

灸

炎

湖
沼

型

酸

冨

貧

貧

貧

腐

貧

腐

貧

貧

貧

貧

貧

貧

冨

貧

標高

m

0

獅

脚

Sao

230

7

8

13

10

3

5

3

且

畳

5

i

面積

k㎡

o.ss

0.04

0.43

o.os

0.30

o.zs

0.40

0.20

o.is

o.za

0.47

o.os

57.50

0.41

5.68

水 深m

最大 平均

水深 水深

zz.o

2.1

io.a

2.0

z.o

2.5

3.5

4.0

2.0

ii.a

7.1

6.?

12.2

5.0

i.a

i.a

2.0

2.0

1.5

1.5

i.a

z.s

L2

湖岸線

延 長

k四

7.40

o.so

3.70

o.so

3.20

3.30

2.70

2.70

1.50

3.80

3.40

畳.20

s3.50

4.OD

13.90

埋立
干拓

面積

k㎡

0。

o.oi

の

無

流出

河

入

3

且

1

z

i

1

i

13

3

1且

月

出

t

i

1

i

i

1

1

i

i

i

明度

m

s.s

i.o

0.8

o.s

0.5

1.7

x.o

z.o

4.0

0.4

L7

湖岸改変状況
(%)

自然湖岸

崖地で

な い
崖 地

半自然
湖 岸

人 工

湖 岸
水 面

湖岸土地利用
(/)

自然地

樹林地

,

の他の

自然地

農業地 市街地

工業地

その 也

水 面 自然公園 ・保全

地域指定状況

床(国 立)

床(国 立)

付風遼(遭 立)

付風蓮(遭 立)

付風蓮(遭 立)
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湖沼概要一覧表

上段 第2回

中段 窮3回

下段 第4回

PACE= 4

儒逝府

県 名

ヒ海道

1ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

化海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

化海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ淘道

湖沼
番号

0440

0450

0460

470

0480

0490

0500

510

0520

0530

0540

550

0560

0570

580

0590

名 称

斜路湖

周湖

《ンケ湖

'ン ケ湖

可寒湖

ジュンサイ沼

郎湖

郎湖

ンネ トー

ようたん沼

シュ ンクシ タカ ラ湖

ン ラル トロ沼

路湖

沼(キ リクッブ)

沼

古武沼

非
改
変
湖
沼

成因

カルデ

カルデ .

止湖

止湖

カルデ

明

不明

不明

止湖

止湖

明

浴1跡湖

海跡湖

跡湖

濾跡湖

海跡湖

炎・

癸

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

癸

湖
沼

型

酸

貧

貧

貧'

腐

富

酸

腐

不

富

冨

不

不

貧

標高

m

izi

355

450

520

420

蹴

420

420

623

4如o

445

8

8

i

i

3

面積

k㎡

79.48

19.11

2.83

0.30

13.00

o.oz

0.03

o.oa

o.za

0.05

0.11

i.si

6.37

0.13

0.13

1.36

水 深m

最大 平均

水深 水深

ll7.0

2且1.5

sa.o

39.4

45.0

5.5

3.0

8.7

9.8

4.5

7.0

28.4

137.5

23.9

重4。0

17.8

2.8

3.7

1.5

3.1

2.0

湖岸綴

延 長

k凹

56.80

is.sa

iz.ao

3.90

25.90

o.so

0.70

o.so

2.面

i.zo

i.so

10.00

且7.90

z.is

2.70

5.80

埋立
平妬

面積

k㎡

の

無

ヨ

流出

河

入

io

5

2

ii

i

2

z

5

ii

2

s

川

出

i

置

i

童

i

i

1

豊

i

1

明度

m

s.o

2s.a

ia.a

11.3

5.0

6.5

1.5

i.i

1.8

湖岸改変状況 (%)

自然湖岸

崖地で

な い
崖 地

半自然
湖 岸

人 工

湖 岸
水 面

湖岸土地利用 (%)

自然地

樹林地
の他の

自然地

農業地 市街地

工業地

その他

水 面 自然公園 ・保全

地域指定状況

寒(国 立)

可 寒(国 立)

可 寒(国 立)

寒(国 立)

寒(国 立)

可 寒(国 立)

弓 寒(国 立)

可 寒(国 立)

可 寒(国 立)

可 寒(国 立)

銘湿原(国 立)

跨湿原(国 立)

岸(道 立)

岸 樋 立)

路湿原(国 立)



1

に
ら

1

湖沼概要一覧表

上段 第2回

中段 第3回

下段 第4回

PAGE= 5

`稲逝府

県 名

ヒ洵道

ヒ淘道

ヒ海道

ヒ海道

化海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ淘道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

1ヒ海道

ヒ海道

湖沼

番号

0600

osto

os20

630

0640

0650

0670

0680

690

0700

0710

720

730

0740

750

0760

名 称

散布沼

.
.膨湖

敵布沼

.源湖

採湖

主来沼

沼(ヌ マノ タイラ

濃ケ池

沼(ヌ マノハ ラ)

1、沼(ヌ マノハ ラ)

罵疏沼

ピサゴ沼

容別湖

輿湖

匂止湖

節沼

非

変
湖
沼

成因

瀬1跡湖

満1跡湖

潴跡湖

侮跡湖

溺跡湖

海跡湖

その弛

層湖

その他

その樋

止湖

不明

止湖

その触

その他

跡湖

炎・

区

炎

炎

癸

炎

癸

炎

炎

炎

炎

寅

炎

炎

湖

沼

型

腐

中

腐.

腐

冨

腐

不

富

貧

貧

貧

腐

酸

冨

標高

m

1

a

i

5

5

i

1435

zioa

1400

1400

1325

1685

810

610

囁

5

面積

k㎡

3.56

31.80

o.sz

o.m

0.37

o.ze

0.05

0.Ol

o.aj

o.oz

0.12

o.m

3.44

0.04

o.oz

i.03

水 深m

最大 平均

水深 水深

3.0

3.5

9.0

1.5

i.o

3.0

3.0

5.0

2.0

5.0

2.0

o.s

i.o

2.0

3.4

1.7

57.1

3.3

i.s

湖岸線

延 長

k国

is.so

2a.ao

3.30

2.00

4.20

4.40

Loo

0.30

o.ao

0.駒

i.so

r.sa

置3.80

0.80

o.so

8.60

埋立

干拓

面積
k㎡

の

・無

流出

河

入

5

5

i

4

4

z

川

出

i

且

量

1

置

'明度

m

1.3

1.3

o.a

o.s

0.5

o.s

9.8

0.8

湖岸改変状況 (%)

自然湖岸

崖地で

な い
崖 地

半自然

湖 岸

人 工

湖 岸

水 面

湖岸土地利用
(%)

自然地

樹林地

,

の他の

自然地

農業地 市街地
工業地

その也

水 面 自然公園 ・保全

地域指定状況

.庫(遵 立)

岸(遭 立)

岸(道 立)

庫(遭 立)

冒山(国 立》

雪山(国 立)

雪山(国 立)

冒山(国 立)

冒山(国 立)

雪山(国 立)

冒山(国 立)

山(国 立)

雪山(国 立)
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湖沼概要一覧表

上段 第2回

中段 窮3回

下殿 第4回

PAGE=

儒遭府

県 名

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ淘道

1ヒ淘道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

湖沼

番号
名 称

770.洞 沼

0780

790

osoo

810

osao

0830

840

0850

860

870

osso

890

900

910

920

専モ ントウ沼

ギモントウ小沼

主花苗沼

・ロカヤ ン ト沼

,沼

●ンケ沼(テ シオ)

《ンケ沼(テ シオ)

沼

竜沼池塘艀

昌沼

ヶ湖

の沼

向大沼

沼

似湖

非
改

湖

沼

成因

商跡湖

その他

その他

跡湖

海跡湖

海跡湖

湿跡湖

跡湖

跡湖

明

その他

明

明

明

明

止湖

炎。

炎

炎

炎

炎

炎

奏

炎

炎

寅

炎

炎

湖

沼
型

腐

腐

腐

腐

腐

富

腐

腐

腐

貧

腐

腐

腐

腐

貧

標高

m

5

5

5

8

0

3

850

13

且2

0

10

9

310

面積
kぱ

3.49

0.46

o.oa

叢.75

0.39

o.as

巳.86

3.48

o.ii

1.55

o.as

0.10

o.m

o.os

0.03

水 深m

最大 平均

水深 水深

3.5

冨.7

2.a

i.a

3.6

i.o

4.0

2.4

8.0

1.5

3.0

18.6

1.3

2.0

1.5

0.8

i.o

0.7

0.7

1.7

a.o

i.s

湖岸綴

正 長

k日

17.8(1

4.00

0.90

iz.zo

5.70

3.50

5.80

.7.50

3.10

o.ao

2.00

i.go

t.oo

1.40

i.oa

埋立

干拓

面積
k㎡

o.oi

aii

の

流出

河

入

2

3

を

z

1

2

川

出

且

i

置

z

i

i

明度

m

1.8

且.0

o.s

2.0

湖岸改変状況 (i)

自然湖岸

崖地で

な い
崖 地

半自然

湖 岸

人 工

湖 岸
水 面

湖岸土地利用
(/)

自然地

樹林地
の他の

自然地

農業地 市街地
工業地

その也

水 面 自然公園 ・保全

地域指定状況

1尻礼文サロベツ(国 立)

1尻礼文サロペッ(国 立)

1尻礼文サロベツ(国 立)

寒別天売焼尻(国定)

高山脈覆i襲(国 定)

6
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旨
の

1

湖沼概要一覧表

上段 第2回

中段 第3回

下段 第4回

PAGE= 7

稲遭府

県 名

1ヒ洵道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

湖沼
番号

0930

0940

0950

0960

0970

980

0990

童000

1010

XO20

1030

1040

1050

重060

1070

ioso

名 称

●ケ レッ ト湖

エレ沼

後沼

,計沼

簾沼

沼

コタンペ湖

レ沼

笏湖

治沼(バ クチ 冒ウ

ウトナイ沼

無沼

藷沼

日沼

●・天 沼

沼

非
改

湖
沼

成因

その他

1ヒ湖

その他

明

明

不明

止湖

明

カルデ

跡湖

淘跡湖

その他

跡湖

跡湖

跡湖

跡湖

炎 ・

分

灸

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

奏

寅

湖

沼

型

富

貧

貧

貧

貧

策

筑

中

φ

貧

貧

貧

中

貧

標高 ・

m

2

5

8

910

iobro

旦OlO

599

鋤

脚

5

3

no

0

9

z

5

面積

k㎡

o.iz

o.aa

o.ii

0.03

o.oa

0.03

0.40

0.05

78.76

o.za

2.30

0.05

o.os

o.aa

o.m

水 深m

最大 平均

水深 水深

1.2

z.o

7.0

363.0

2.0

o.s

2.0

2.0

o.s

0.7

1.9

4.4

265.E

i.o

0.6

1.0

且.3

湖岸線

延 長

k鵬

t.so

S.ZO

1.30

0.50

i.io

o.so

3.80

o.so

ψo.らo

2.50

9.50

置.駒

i.ao

b.20

i.50

埋立
干拓

面積

k㎡

o.zi

の

無

流出

河

入

5

z

4

z

3

i

3

JI

出

i

i

i

t

t

i

i

i

明度

m

o.i

i.o

1.2

17.5

1.3

0.8

0.4

湖岸改変状況
(/)

自然湖岸

崖地で

な い
崖 地

半自然
湖 岸

人 工

湖 岸

水 面

湖岸土地利用
(%)

自然地

樹林地

,

の他の

自然地

農業地 市街地

工業地

そのb

奉 而
自然公園 ・保全

地域指定状況

笏洞爺(国 立)

笏洞爺(国 立)

笏洞爺(国 立)

笏洞爺(国 立)

笏洞爺(国 立)

笏洞爺(国 立)
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N
藤

湖沼概要一覧表

●

上段

中段

下段

第2回

第3回

第4回

.PAGE=

鋸遵府

県 名

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

ヒ淘道

ヒ海道

1ヒ海道

ヒ海道

ヒ淘道

ヒ海道

ヒ海道

湖沼

番号

1090

1且00

1110

1120

且130

1140

1150

1160

1170

ttso

1且90

1200

1211

1212

1220

艮230

名 称

沼

ツカ沼

.前 大沼

爺湖

!ロ ト湖

湖

貝多楽湖

湯沼

丸沼

イワオヌプリ大沼

沼(イ ワオヌブリ

7ク リ湖

月湖

仙沼

沼

沼

非
改
変
湖

沼

成因

その他

その他

止湖

カルデ

跡湖

・山湖

カルデ

・山湖

その他

火山湖

カルデ

その他

火山湖

明

止湖

止湖

炎 。

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

突

湖

沼
型

貧

貧

貧'

貧

貧

貧

貧

不

貧

貧

貧

貧

貧

貧

富

標高

m

io

30

IS

8

400

zse

250

szs

842

780

570

励

ass

129

135

面積

k㎡

o.as

o.oa

o.os

70.44

o.az

0.07

4.70

0.02

o.oi

0.08

o.m

o.oa

0・03
.

0.01

5.49

o.oi

水 深m

最大 平均

水深 水深

iso.o

8.6

13.8

148.0

zs.o

15.0

5.3

8.0

18.2

聾3.6

a.e

1.3

1.2

tｻ.o

銭o

s.o

ios.i

s.o

5.0

L7

4.7

4.4

5.9

2.乳

湖岸綿

延 長

k国

1.80

i.zo

1.80

49.90

z.ao

1.20

7.80

o.so

o.se

i.ao

i.50

o.so

i.oo

0.50

zo.so

o.so

埋立

干拓

面積
k㎡

2.

の

・無

流出

河

入

i

7

z

3

川

出

i

2

霊

1

1

1

明度

m

1.3

z.z

i.s

io.o

2.0

22.0

2.5

湖岸改変状況 (%)

自然湖岸

崖地で

な い
崖 地

半自然

湖 岸

人 工

湖 岸

水 面

湖岸土地利用
(%)

自然地

樹林地
の他の

自然地

農業地 市街地

工業地

その他

水 面 自然公園 ・保全

地域指定状況

笏洞爺(国 立)

笏洞爺(国 立)

笏洞爺(国 立)

笏洞爺(国 立)

一セコ積丹小樹瀬岸(国 定)

一セコ積丹小樽海岸(図 定)

一セコ積丹小樽海岸(国 定)

笏洞爺(国 立)

一セコ積丹小樽海岸(国 定)

沼(国 定)

沼(国 定)

8



1

旨
ね

1

湖沼概要一覧表

上段 第2回

中段 第3回

下段 第4回

PAGC= 9

稲道府

県 名

ヒ海道

ヒ海道

ヒ海道

酵森

森

森

森

彰森

苛森

青森

森

一森

一森

訂森

森

湖沼

番号

1240

1250

5010

i2so

120

izso

izgo

1300

1310

1320

1330

1340

1350

1360

1370

名 称

ジュンサイ沼

卜沼

歳沼

.牛 沼

1・沼

沼

沼

沼

曽利山湖

工京沼

三瑚

子沼

駿沼

架沼

柳沼

非

変
湖
沼

成因

止湖

止湖

その他

止湖

止湖

止湖

止湖

止湖

カルデ

止湖

○跡湖

止湖

嗣跡湖

跡湖

止湖

炎・

水

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

黄

湖

沼

型

貧

φ

腐

中

貧

中

酸

冨

中

中

中

冨

塞

標高

m

155

128

is

4

7

19

18

7

209

9

0

8

a

0

4

面積

k㎡

0.73

4.08

o.os

0.03

O.Ol

o.oa

o.m

o.zi

2.65

置.oo

且8.07

o.io

3.53

5.63

1.71

水 深m

最大 平均
水深 水深

5.4

5.0

o.e

z.i

4.8

8.4

5.8

23.6

6.3

a.o

4.7

7.0

3.6

4.5

2.1

2.4

4.0

z.i

2.7

1.5

湖岸線

延 艮

k口

5.90

且`.80

z.oo

i.oo

o.ao

i.oo

2.40

3.70

7.10

i.so

圏.◎o

1.70

聾3.00

2L70

6。「m

埋立

干拓

面積
k㎡

2.41

o.i

o.

の

無

流出

河

入

z

t

2

9

且

9

魯

3

i

ll

出

量

i

t

1

i

重

i

量

1

4

明度

m

L?

1.5

1.8

0.5

o.s

2.5

4.5

3.5

13.0

z.o

i.o

1.2

3.7

暑.5

o.e

湖岸改変状況 (/)

自然湖岸

崖地で

な い
崖 地

半自然

湖 岸

人 工

湖 岸

水 面

湖岸土地利用
(/)

自然地

樹林地

,

の他の

自然地

農業地 市街地
工業地

その他

水 面 自然公園・保全

地域指定状況

'沼(国 定)

沼(国 定)

北半島(国 定)

軽(国 定)

L
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旨
o

i

湖沼概要一覧表

上段 繁2回

中段 第3回

下段 第4回

PAGE=10

稲遭府

県 名

蔭森

森

据森

野森

森

森

森

森

青恋

森

森

森

薪森

森

青森

階森

湖沼

番号

1380

1390

1400

1410

1420

1430

1440

艮450

1460

1470

1480

1490

1500

1510

1520

1530

名 称

光沼

滝沼

面木沼

ンセ沼

沼

沼

沼

沼

"水 沼

沼

沼

卜川原湖

田沼

窮沼

ん坊沼

霞沼

変
湖
沼

成因

止湖

止湖

止湖

止湖

止湖

'跡 湖

止湖.

止湖

止湖

止湖

止湖

跡湖

止湖

止湖

止糊

止湖

夷 ・

寅

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

爽

炎

炎

炎

炎

炎

炎

湖

沼

型

富

腐

富

腐'

腐

腐

腐

腐

腐

腐

腐

中

中

腐

腐

贋

標高

m

i

iz

0

i2

iz

a

14

a

14

19

20

0

0

3

454

11置4

面積

k㎡

1.14

0.43

i.ss

0.13

o.os

o.sa

o.iz

o.2e

o.as

0.10

sz.ss

i.sa

0.03

o.oa

水 深m

最大 平均

水深 水深

s.o

5.6

24.0

4.3

15.5

a.a

2.4

10.5

1.3

湖岸腺

延 長

k日

5.70

3.30

8.30

L60

L20

8.40

z.io

3.90

z.oa

2.40

47.20

7.60

0.70

0.70

埋立

干拓

面積

k㎡

24.

2.4

o.oi

o.

o.

0.7

の

無

流出

河

入

5

i

且

且

且

s

z

川

出

且

1

i

z

i

璽

重

i

畳

明度

m

o.s

匹ゴ

o.s

0.7

巳.1

1.0

0.3

i.o

1.3

且.5

3.2

i.a

2.5

湖岸改変状況 (%)

自然湖岸

崖地で

な い
崖 地

半自然
湖 岸

人 工

湖 岸

水 面

湖岸土地利用 (%)

自然地

樹林地
の他の

自然地

農業地 市街地
工業地

その他

水 面 自然公園 ・保全

地域指定状況

軽(国 定)

軽(国 定)

軽(国 定)

軽(国 定)

軽(国 定)

和田八幡平(国 立)



1

這
ヨ

1

湖沼概要一覧表

上段 第2回

中段 第3回

下段 第4回

PACE=11

都逝府

県 名

'
・ 森

崖森

森

音森

蒔森

野森

野森

書森

青森

雪森

一森

一'森

葺森

一森

・森

セ森

湖沼

番号
名 称

1546.沼

1550

1560

1570

'沼

・ 沼

1580

1590

1600

16童0

tszo

1630

1640

1650

isso

1670

且680

蓋690

頭場ノ池

や孕

ロノ池

暮ノ池

ロノ池

池

、太郎沼

沼

、畑 ノ池

山ノ池

池

池

、疑ノ池

非
改

変
湖
沼

成因

止湖

止湖

止湖

止湖

止湖

止湖

止湖

止湖

止湖

正湖

止湖

止湖

止湖

止湖

止湖

止湖

炎・

鴻

炎

炎

炎

炎

炎

炎

爽

炎

炎

炎

炎

炎

夷

寅

炎

寅

湖

沼

型

貧

貧

貧

中

中

中

中

中

中

冨

中

中

中

中

中

標高

m

475

685

瓢

235

195

195

195

且95

ias

0

0

245

踊

245

窺

138

面積

k㎡

o.os

o.as

0.0聾

o.oa

0.01

o.oz

o.oi

o.oa

0.05

0.03

o.ai

o.oi

o.oz

0.0畳

水 深m

最大 平均

水深 水深

15.7

18.2

21.9

ia.a

20.3

15.9

23.3

24.0

17.0

15.5

7.6

5.6

12.8

io.a

io.s

7.7

to.o

s.s

且4.0

10.7

?.7

6.且

4.4

4.0

4.2

湖岸線

延 長

k面

且.量0

1.10

o.sa

1.10

0.60

0.70

0.50

o.so

i.ao

1.10

o.so

0.40

0.60

0.50

埋立

平拓

面積
k㎡

o.璽

o.i

の

流出

河

入

星

i

z

z

量

乳

量

i

t

i

川

出

i

i

置

i

i

t

z

置

i

且

i

明度

m

4.5

is.z

2.9

5.0

3.0

z.s

o.s

3.0

5.5

2.5

4.5

z.o

2.7

4.5

湖岸改変状況
(%)

自然湖岸

崖地で

な い

騒9
.

崖 地

半自然

湖 岸

人 工
湖 岸

水 『面

湖岸土地利用 (%)

自然地

樹林地

,

の他の

自然地

農業地 市街地

工業地

その

水 面 自然公園 ・保全

地域指定状況

和田八幅平(国 立)

和田八幅平(国 立)

和田八幅平(国 立),

軽(国 定)

軽(国 定)

軽(国 定)

軽(国 定)

軽(国 定)

鰹(国 定)

軽(国 定)

軽(国 定)

軽(図 定)

軽(国 定)

軽(国 定)



一
N
Oo

湖沼概要一覧表

上段

中段

下段

第2回

第3回

第4回

PACE=12

銘遭府

県 名

葺森

一森

身森

手

一手

手

山手

」手

』手

釦手

山手

釦手

勘手

山手

μ手

湖沼

番号

1700

1710

1720

1730

1740

1750

1760

1770

1780

1790

1800

18io

1820

1830

1840

名 訴

子坂ノ池

池

和田湖

ソバ クラノ池

、幅沼

在所沼

沼

沼

沼

釜湖

苗代湖

ヶ倉沼

一角沼

、郎沼

田沼

非
改
変
湖
沼

成因

止湖

止湖

カルデ

止湖

火山湖

・山湖

止湖

・山湖

止湖

火山湖

火山湖

止湖

止湖

止湖

止湖

炎 ・

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

湖

沼

型

貧

中

貧

中

貧

酸

冨

貧

貧

貧

貧

貧

中

貧

中

標高

m

245

蹴

400

aoo

isso

謝

soo

脚

1且90

14如o

1430

na

780

soo

Sao

面積

k㎡

0.03

o.os

st.os

0.00

o.os

0.01

o.oi

o.os

o.oz

o.00

o.oz

o・o農

o.oi

0.02

0.02

水 深m

最大 平均

水深 水深

15.5

27.3

3zr.a

2.7

22.4

3.1

2.0

19.0

z.a

12.4

10.3

8.7

10.4

3.0

9.0

?.7

iz.z

7LO

4.9

2.7

湖岸線

延 長

k画

o.so

且.50

46.00

o.io

1.30

0.40

0.50

且.oo

o.so

o.ao

o.so

0。90

0.40

o.as

0。50

醗

平拓

面積

k㎡

の

流出

河

入

i

i

z

1

2

1

且

z

川

出

2

i

1

t

i

i

2

竜

明度

m

4.5

5.0

9.0

2.7

5.4

2.8

1.3

5.9

o.s

7。6

9.8

i.s

3.0

2.7

5.2

湖岸改変状況 (%)

自然湖岸

崖地で

な い
崖 地

半自然

湖 岸

人 工

湖 岸

水 面

湖岸土地利用
(%)

自然地

樹林地
の他の

自然地

韓業地 市街地

工業地

・その 也

水 面 自然公園・保全

地域指定状況

軽(図 定)

軽(国 定)

細 八解!国 立)

和田八幡平(国 立)

和田八幅平(図 立)

十和田八幡平(国 立)

和田八幡平(国 立)

駒(国 定)

駒(国 定)



一
N
㊤

湖沼概要一覧表

上段 第2回

中段 第3回

下段 第4回

PAGE=13

稲遵府

県 名

官城

5城

官城

官城

官城

呂城

官城

官城

城

城

官城

城

官城

官城

城

コ城

湖沼

番号

1850

1860

1870

名 称

沼

罪豆沼

勺沼

18801沼

1890

ieoo

/910

1920

1930

1940

1950

1970

1980

1990

000

010

穣架沼

.取沼

野沼

黍沢長沼

面浦

士沼

沼

形長沼

沼

,石浦

h台大沼

釜

非
改

湖
沼

成因

火山湖

止湖

止湖

止湖

止湖

止湖

止湖

止湖

止湖

止湖

止湖

止湖

止湖

跡湖

止湖

火山湖

炎・

ク

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

黄

炎

湖

沼

型

酸

富

富

富

中

富

貧

中

冨

貧

貧

貧

富

冨

酸

標高

m

aoa

7

12

8

5

szs

15

350

0

置

瓢

525

785

0

z

isso

面積
k㎡

o.u

2.89

o.se

3.17

0.79

o.oi

o.os

0.03

L騙

0.58

0.05

o.oa

o.ai

3.72

0.17

0.07

水 深m

最大 平均

水深 水深

is.s

1.3

i.s

3.0

13.5

o.a

0.8

1.5

0.5

湖岸線

延 長

恥國

i.zo

ii.so

4.90

it.sa

4.40

0.70

L30

2.00

9.70

4.40

i.oo

雪.30

塵.置0

22.20

1.80

i.oo

埋立,

干拓 の

面租.無

k㎡

3.3

1.1

o.a

o.

流出

河

入

5

z

5

z

川

出

1

i

i

z

明度

m

z.o

i.a

1.2

o.s

0.3

1.3

o.s

1.5

0.8

2.3

z.i

4.8

3.0

i.o

湖岸改変状況 (%)

自然湖岸

崖地で

な い
崖 地

半自然

湖 岸

人 工

湖 岸

水 面

湖岸土地利用
(%)

自然地

樹林地

,

の他の

自然地

農業地 市街地
工業地

その也

水 面 自然公園・保全

地域指定状況

駒(国 足)

ヲ豆沼 ・内沼(県 自)

ヲ豆沼 ・内沼(県 自)

・取沼(県 印

三陸金弼山(国 定)

上山 ・万石浦(県 立)

形遅峰(県 立)

形遅峰(県 立)

形逓峰(県 立)

上山・万石浦(県 立)

王(国 足)



1

お
む
1

湖沼概要一覧表

上段 第2回

中段 粥3回

下段.第4回

PAGE蟹14

弼置脈「

県 名

・塑城

禽城

官城

.城

城

禽城

城

有城

火田

火田

火田

火田

火田

火田

田

湖沼

番号

ao20

020

5030

5040

5050

5060

5070

5080

2040

2060

2070

2080

2090

2100

2且10

名 称

の海

首大沼

,人 沼

闘谷地沼

可川沼

並大沼

古浦

井江

曳内沼

沢沼

、郎潟'

沼

沼

の目潟

の目潟

改

湖
沼

成因

止湖

止湖

止湖

止湖

止湖

止湖

止湖

止湖

'跡 湖

明

跡湖

明

明

火山湖

● 山湖

爽。

爽

寅

炎

炎

炎

炎

炎

炎

爽

夷

炎

炎

炎

湖

沼

型

貧

貧

中'

富

貧

冨

滋

富

中

冨

貧'

中

中

中

標高

m

0

BIO

500

294

3

425

0

t

7

750

0

1且09

944

40

面積

k㎡

1.32

o.oi

o.oi

o.oi

0.13

o.oz

1.且6

o.to

LOO

o.os

zr.sa

o・叩

o.oa

0.お

o.oa

水 深m

最大 平均

水深 水深

3.5

iz.o

5.5

42.0

ii.a

湖岸線

延 長

k国

7.50

0.30

0.30

0.駒

置.70

0.60

8.30

2.00

5.10

0.40

34.60

0.80

且.oo

2.00

量.10

戯

干拓

面積
k㎡

i.a

ai

1璽.

66.5

の

流出

河

入

7

川

出

1

量

且

童

重

i

明度

m

L?

2.0

0.6

o.z

0.5

z.s

1.3

z.o

o.s

2.5

3.4

湖岸改変状況
(/)

自然湖岸

崖地で

な い
崖 地

半自然

湖 岸

人 工

湖 岸
水 面

湖岸土地利用
(%)

自然地

樹林地
の他の

自然地

農業地 市街地

工業地

その也

水 面 自然公園・保全

地域指定状況

台湾海浜(県 自)

駒(国 足)

1台湾海浜(県 自)

台湾海浜(県 自)

和田八幅平(国 立)

和田八幡平(国 立)

図(国 定)

麗(国 定)
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雛
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1

湖沼概要一覧表

上段 第2回

中段 第3回

下段 第4回

PAGE=Z5

稲逝府

県 名

火田

火田

火田

火田

火田

火田

火田

火田

火田

火田

火田

火田

火田

田

田

火田

湖沼

番号

2120

21301

2140

2150

2160

2170

2180

2220

2250

2260

2270

2280

290

名 称

の目潟

!藍天池

溜

潟

累沼

沢湖

越沼

蔑沼

柳沼

沼

沼

戸沼

沼

300・ 螂沼

310

320

倉沼

原沼

非
改

変
湖
沼

成因

火山湖

不明

明

不明

止湖

カルデ

その他

明

不明

明

明

火山湖

明

明

明

明

炎。

炎

炎

炎

灸

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

湖
沼

型

貧

中

中

酸

冨

貧

中

中

貧

贋

貧

中

貧

標高

m

45

735

9

8

zs

zas

量8

so

490

305

鋤

450

550

脚

細

sso

面積

k㎡

o.ii

o.面

o.zs

0.03

0.02

25.79

0.14

o.m

0.06

o.m

0.03

0.05

o.oa

0.07

o.is

0.0置

水 深m

最大 平均

水深 水深

31.0

4.0

2.0

5.3

423.0

4.0

13.5

5.2

19.0

z.z

20.7

2ao.o

湖岸練

延 長

k閃

1.10

o.so

2.70

塾.50

o.so

20.io

3.10

1.oo

o.so

1.?0

0.70

t.oo

i.io

i.io

2.30

0.20

埋立

千拓
面積

k㎡

の

無

流出

河

入

川

出

z

明度

m

8.0

2.3

o.s

畳.6

璽.2

4.0

0.7

1.3

2.5

2.5

2.5

4.3

2.0

3.1

x.o

i.o

湖岸改変状況 (%)

自然湖岸

崖地で

な い 崖 地

半自然

湖 岸

人 工
湖 岸

水 面

湖岸土地利用 (%)

自然地

樹林地

,

の他の

自然地

農業地 市街地

工業地

その也

水 面 自然公園 ・保全

地域指定状況

男 喪(国 定)

沢湖抱返 り(県 立)

駒(国 定)

駒(国 定)

駒(国 定)

駒(国 定)



一
w
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湖沼概要一覧表

上段 第2回

中段 第3回

下段 第4回

PAGE=L6

儒逝府

県 名

火田

」」形

h形

.』形

形

」」形

b形

形

形

形

形

形

h形

」」形

h形

湖沼

番号

2330

2340

2350

2360

2370

2380

2390

2400

2410

2420

2430

zano

2450

2460

270

名 称

召沢沼

の海

問池

月越沼

ヒ畑沼

召山大沼

召沢沼

鳥池

.島大沼

虫沼

沼

沼

山沼

谷大沼

斗竜沼

非
改
変
湖
沼

成因

不明

'山 湖

止湖

止湖

止湖

取止湖

止湖

止湖

止湖

止湖

止湖

止湖

止湖

止湖

止湖

炎・

分

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

爽

炎

炎

炎

炎

炎

湖

沼
型

中

貧

貧

中

貧

中

中

貧

冨

中

貧

冨

貧

貧

貧

標高

m

595

1575

815

440

480

410

5且5

鰯

310

450

sso

sao

sia

sso

650

面積

km

0.05

0.04

o.oz

0.06

o.oi

o.ia

o.os

o.ai

o.oz

o.iz

0.13

0.07

0.05

o.za

o.os

水 深m

最大 平均

水深 水深

4.7

3.9

19.2

n.0

31.7

3.7

ss.o

2.6

9.0

9.5

5.5

2.6

7.6

s.a

i.s

i.a

s.a

4.6

11.4

2.量

ao.i

1.5

5.5

5.5

3.9

1.9

3.9

2.a

湖岸線

延 長

R岡

且.10

o.so

o.as

L70

0.50

2.00

i.20

3.20

o.so

1.70

L'70

1.40

i.za

z.so

i.so

埋立
干拓

面積

k㎡

の

流出

河

入

2

且

s

3

s

i

3

川

出

i

i

i

i

i

明度

m

2.5

4.0

3.5

2.5

5.0

3.7

1.6

4.8

0.5

2.3

2.7

且.6

1.0

3.2

2.9

湖岸改変状況 (%)

自然湖岸

崖地で

な い
崖 地

半自然

湖 岸

人 工

湖 岸
水 面

湖岸土地利用
(%)

自然地

樹林地
の他の

自然地

農業地 市街地
工業地

その也

水 面 自然公園・保全

地域指定状況

駒(国 定)

商 海(国 定)

海(国 定)

所山(県 立)

所山(県 立)

梯朝日(国 立)

王(国 定)
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湖沼概要一覧表

上段 第2回

中段 第3回

下段 第4回

PAGE=17

稲遵尉

県 名

」」形

上形

形

」」形

形

」」形

1」形

形

形

」」形

語島

扇島

冨島

盈島

畠島

湖沼

番号

2480

290

2500

2510

2520

2530

5090

5置00

名 称'

二本木沼

沼

寺貝沼

疏湖

竜湖

木沼

卸浜池

「神御池

5110『 沼

5120

540

2550

560

570

580

沼

,田沼

川浦

色沼

平沼

沼

5酵

改

変

湖

沼

成因

止湖

止湖

止湖

止湖

その他

斑止湖

止湖

・山湖

止湖

止湖

止湖

その他

火山湖

止湖

・山湖

炎。

炎

炎

炎.

炎

寅

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

湖

沼
型

中

中

貧

中

貧

貧

貧

中

中

中

冨

酸

中

貧

標高

m

520

soo

iaso

861

zoa

500

io20

400

231

脳

覗9

0

1750

458

ino

面積

km

o.m

o.oi

o.oi

o.oz

0.07

0.04

o.oz

0.02

0.0且

0.01

o.os

6.33

o.aj

0.15

o.os

水 深m

最大 平均

水深 水深

3.8

2.且

3.9

5.0

L7

s.s

9.1

7.3

5。 且

24.5

23.2

5.5

8.0

35.5

i.a

1.7

1.3

2.0

2.8

i.z

4.2

3.9

3.3

2.0

9.畳

8.3

量3.3

湖岸線

延 畏

ke

i.io

o.ao

0.30

o.so

L50

0.80

o.so

0.60

0.60

o.so

1.30

22.60

0.70

2.50

i.oo

埋立

干拓

面積
k㎡

o.

言

の

無

流出
河

入

1

i

聰

io

i

川

出

i

覧

i

明度

m

1.8

1.4

2.4

0./

3.2

6.5

4.0

2.0

4.3

2.7

1.2

7.0

2.0

i.o

湖岸改変状況
(%)

自然湖岸

崖地で

な い
崖 地

半自然
湖 岸

人 工

湖 岸

水 面

湖岸土地利用
(%)

自然地

樹林地

,

の他の

自然地

農業地 市街地

工業地

その 也

水 面

♪

自然公園・保全

地域指定状況

王(国 定)

王(国 定)

王(国 定)

王(国 定)

南(県 立)

梯朝日(国 立)

-神 山(県 自)

川浦(県 立)

梯朝日(国 立)

梯朝日(国 立)
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湖沼概要一覧表

●

上段 第2回

中段 窮3回

下段 第4回

PACE=1S

届逝府

県 名

蘇島

扁島

扇島

訂島

訂島

箒島

冨島

扇島

冨島

謂島

招島

爵島

肩島

冨島

研島

癖島

湖沼

番号

2590

2600

2610

2620

2630

2640

2650

zsso

2670

zsso

zseo

2700

2710

2720

2730

2740

名 称

沼

行沼

コ沼

沢沼

め原湖

原湖

卜野川湖

火元湖

卜天沼

沙門沼

混沼

璃沼

沼

沼

六沼

ll上胃沼

非
改

湖
沼

成因

止湖

明

止湖

その他

止湖

止湖

止湖

止湖

その他

その他

その他

炎 ・

・水

分

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

その他.炎

その値

その他

その仙

.止湖

炎

炎.

炎

炎

湖

沼
型

冨

冨

中

中

中

中

中

中

酸

酸

鉄

酸

中

中

富

標高.

m

鋤

430

650

鋤

脚

819

794

725

610

no

御

枷

枷

sao

脚

730

面積

k㎡

o.oa

o.os

0.05

o.oa

0.35

10.83

1.40

3.90

0.03

o.is

0.01

o.oz

0.01

0.02

o.oa

o.oi

水 深m

最大 平均

水深 水深

8.7

17.5

9.8

1.7

12.0

31.0

21.0

33.2

7.9

13.0

4.6

〉〉.o

10.5

ii.s

8.5

5.9

8.0

5.且 ・

12.0

ia.e

3.3

1.5

3.7

4.6

2.7

2.4

湖岸練

延 畏

k鱈

i.zo

Loo

o.eo

t.za

3.50

38.00

9.80

19.90

1.00

2.80

0.40

0.70

o.so

o.so

i.oo

o.ao

埋立

干拓

面積
k㎡

の

i

流出

河

入

置

i

監

z

8

4

s

i

i

i

巳

μ

出

i

i

i

畳

2

且

i

豊

i

1

畳

t

t

1

明度

m

3.覧

i.s

3.2

1.7

3.7

4.5

3.3

3.3

4.5

5.2

1.9

9.0

s.o

3.3

2.6

z.z

湖岸改変状況 (%)

自然湖岸

醗 で
な い

崖 地

半自然

湖 岸

人 工

湖 岸

水 』面

湖岸土地利用
(%)

自然地

樹林地

r.

の他の

自然地

農業地 市街地

工業地

その 也

水 面 自然公園・保全

地域指定状況

梯朝日(国 立)

梯朝日(国 立)

梯朝日(国 立)

梯朝日(国 立)

梯朝日(国 立)

梯朝日(国 立)

梯朝日(国 立)

梯朝日(国 立)

梯朝日(国 立)

梯朝日(国 立)

梯朝日(国 立)

梯朝日(国 立)

梯朝日(国 立)

梯朝日(国 立)

梯朝日(国 立)
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湖沼概要一覧表

上段 第2回

中段 第3回

下段 第4回
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お5遺府

県 名

再島

需島

語島

冨島

冨島

扇島

扇島

爵島

'城

突城

鮮城

城

城 ・

城

芙城

湖沼
番号

2750

2760

2770

2780

2790

zsio

2820

000

2830

zsno

2850

2870

880

名 称

.沼

国沼

右苗代湖

召沢沼

沼

音沼

沼

尾沼

沼

沼

沼

ヶ浦

浦

890.生 沼

900 宰久沼

非
改
変
湖
沼

成因

明

カルデ

層湖

カルデ

止湖

不明

不明

明

葱跡湖

明

明

跡湖

跡湖

その他

その他

炎・

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

湖

沼

型

腐

酸

貧

富

冨

貧

中

冨

富

冨

冨

冨

標高

m

730

1089

514

474

㎜

脚

i550

蜘

0

28

0

0

0

9

i

面積

k㎡

o.os

0.48

oa.so

2.98

o.os

o.os

o.oa

o.os

9.35

0。0且

o.so

se.ie

a4.as

1.37

3.35

水 深m

最大 平均

水深 水深

8.0

94.6

ss.o

1.8

3.0

7.0

io.o

1.0

z.e

51.5

60.4

2.量

3.4

4.5

湖岸線

延 畏

k爾

i.oo

4.00

50.40

7.50

i.oo

t.20

o.so

o.so

zo.oo

o.so

5.10

1置9.50

63.50

11.猛0

is.oo

埋立
干拓

面積

k㎡

o.

o.i

o.o

io.十

0.1

の

無

流出

河

入

i

3

i

i

s

19

3

5

月

出

t

z

2

量

i

i

1

i

明度

m

o.s

z.o

6.且

9.0

1.0

1.8

s.i

2.5

o.s

0.5

o.s

o.s

o.s

0.5

0.7

湖岸改変状況
(%)

自然湖岸

崖地で

な い
崖 地

半自然

湖 岸

人 工

湖 岸

水 面

湖岸土地利用
(%)

自然地

樹林地

,

の他の

自然地

農業地 市街地

工業地

その 也

水 面 臼然公園・保全

地域指定状況

梯朝日(国 立)

梯朝日(国 立)

見柳津(県 立)

光(国 立)

光(国 立)

川羽鳥(県 立)

洗(県 立)

郷筑波(国 定)

生沼(県 自)
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湖沼概要一覧表

層

(%)湖岸改変状況

上段 第2回

中段 第3回

下段 窮4回

PAGE=`LO

書5遭府

県 名

・城

轍

垢木

房木

房木

房木

砺木

房木

房木

洋馬

彫馬

繭

r鵤

rβ馬

湖沼
番号

2920

230

2940

2950

2960

2970

2980

2990

3000

3010

ozo

3030

040

3050

名 称

濃逆浦

沼

曙込湖

込湖

暢ノ湖

ユ色沼

億沼

ノ湖

爾博湖

竈瀬沼

1・沼

u衛 門池

沼

し沼

非
改

変
湖
沼

成因

跡湖

その他

止湖

止湖

止湖

・山湖

止湖

止湖

止湖

止湖

堰止湖

・山湖

止湖

止湖

炎・.

ラ

炎

炎

炎

炎

夷

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

湖

沼

型

富

冨

貧'

貧

中

貧

貧

貧

貧

中

腐

中

貧

中

標高

m

a

3

1610

isio

1475

2175

1420

1035

1269

lass

1670

1690

173璽

1428

水 深m面積

k㎡'

最大 平均

水深 水深

s.oi

o.oi

o.os

o.oz

o.az

0.05

o.oi

O.17

ii.sz

1.84

0.03

o.os

0.77

0.45

8.9

豊3.4

15.2

is.o

12.5

5.2

0.5

1?.1

163.0

9.5

1.8

5.1

75.0

47.0

s.o

且0.0

8.3

5.2

2.2

94.6'

4.置

38.且

31.竃

湖岸練

延 畏

ke

ll.80

o.aa

置.且0

o.so

3.00

i.oa

0.30

i.ao

22.40

9.00

i.oo

0.70

s.so

3.50

埋立

干拓

面積

k㎡

の

流出

河

入

3

z

1

t

7

4

3

川

出

i

畳

1

1

且

明度

m

o.s

3.5

s.o

8.5

3.6

4.3

o.a

s.o

9.0

5.7

1.8

3.量

13.2

9.3

自然湖岸

崖地で
な い 崖 地

半自然

湖 岸

人 工

湖 岸

水 面

湖岸土地利用 (%)

自然地

樹林地
の他の

自然地

農業地 市街地

工業地

その 也.

水 面 自然公園・保全

地域指定状況

郷筑波(国 定)

光(国 立)

光(図 立)

光(国 立)

米(国 立)

光(国 立)

光(国 立)

光(国 立)

光(国 立)

光(国 立)

光(国 立)

光(国 立～

光(国 立)
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湖沼概要一覧表

上段 第2回

中段 第3回

下段 第4回

PAGE=Zl

招遵府

県 名

;隅

1羊馬

,・馬

難馬

}蠣

洋馬

,「・馬

洋馬

1編

笥玉

奇玉

筍玉

奇玉

葉

湖沼

番号

3060

3070

3080

3090

3藍00

3置10

3120

3130

3亘40

3150

3160

170

180

1901

名 称

尻沼

峰沼

易釜

沼(赤 城)

1・沼

名湖

々良沼

沼

藤沼

司須賀沼

山沼

ア佐沼

,1所沼

駄沼

非

改
変
湖
沼

成因

堰止湖

その他

・山湖

火山湖

火山湖

・山湖

止湖

止湖

止湖

その他

明

明

止湖

止湖

炎・

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

湖

沼
型

中

腐

酸

中

貧

中

富

富

富

標高
m

1406

iooo

2a;a

1345

1450

iosa

17

17

is

io

7

5

5

面積
k㎡

0.且9

0.01

o.os

o.sa

o.oa

1.15

0.83

0.58

0.1?

0.02

0.15

0,35

0.03

0.11

水 深m

最大 平均
水深 水深

Zs.o

2.0

ao.o

is.s

7.0

14.0

7.4

i.s

12.0

9.6

4.8

4.5

13.2

12.5

9.1

s.i

o.a

3.6

湖岸線

延 長

k田

i.so

1.BO

o.so

4.40

i.io

4.60

5.80

5.40

2.70

0.70

2.置0

2.ZO

o.so

2.70

埋立

干拓

面積
k㎡

4.

の

無

0.41

o.o

o.ii

o.

o.i

流出

河

入

1

1

z

a

i

z

z

川

出

1

且

i

i

i

z

量

i

4

i

明度

m

5.3

o.a

4.1

1.4

5.5

o.e

o.a

1.4

1.5

1.4

o.s

o.a

o.s

湖岸改変状況
(%)

自然湖岸

崖地で
な.い

崖 地

半自然

湖 岸

人 工

湖 岸

水 面

湖岸土地利用
(/)

自然地

樹林地

,

の他の

自然地

農業地 市街地

工業地

その也

水 面 自然公園・保全

地域指定状況

光(国 立)

峰沼(県 自)

信越商原(国 立)



1

お
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1

湖沼概要一覧表

上段 窮2回

中段 繁3回

下段 第4回

PAGE=`L2

価遭府

察 名

葉

干紫

藥

葉

褻京

夏京

京

i京

褻京

瞭 川

奈川

r潟

r潟

湖沼

番号

3200

32tO

220

3230

240

3250

3260

3270

3280

290

300

3310

3320

名 称

田浦

手賀沼

諮沼

凸草沼

一宝寺池

の頭池

足池

路池

罵池

生湖

ノ湖

勤居池

池

非
改

変
湖
沼

成因

跡湖

止湖

止湖

淘跡湖

その他

その他

その他

'山 湖

.

火山湖

止湖

カルデ

止湖

止湖

炎・

癸

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

湖

沼

型

冨

冨

冨

冨

耳

冨

冨

冨

中

中

冨

標高

m

i

3

i

7

4璽

20

3

0

150

724

345

zso

面積

k㎡

璽.40

s.so

11.60

o.oz

o.oz

0.04

0.03

o.oa

o.oz

s.sa

o.oi

o.os

水 深m

最大 平均

水深 水深

3.0

3.8

2.5

且.1

2.6

且'.3

2.0

9.3

童0.0

43.5

8.6

2.2

2.a

0.9

1。7

i.i

0.7

6.3

3.8

25.0

4.5

i.s

湖岸線

延 長

R口

15.50

as.sa

43.50

i.so

1.50

2.童0

i.io

1.30

o.so

19.20

o.sa

0.40

埋立

干拓

面積

k㎡

2.9!

4.81

14.

1曾

0.0

の

流出

河

入

3

7

s

i

川

出

2

i

i

明度
m

o.s

o.a

o.a

1.4

0.7

0.3

2.6

1.3

7。5

3.5

1.童

湖岸改変状況 (%)

自然湖岸

崖地で

な い
崖 地

半自然
湖 岸

人 工

湖 岸

水 面

湖岸土地利用
(%)

自然地

樹林地
の他の

自然地

農業地 市街地
工藁地

その

水 面 自然公園 ・保全

地域指定状況

郷筑波(国 定)

薦手賀(県 立)

施手賀(県 立)

士箱根伊豆(国 立)

士緒棍伊豆(国 立)

波弥彦(国 定)



一
W
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湖沼概要一覧表

上段 第2回

中段 第3回

下段 第4回

PAGE需23

稲逝府

県 名

r潟

'
.r潟

r潟

'潟

'
r潟

'
r潟

了潟

潟
.

r潟

r潟

'
r潟

r潟

潟

潟

r潟

r潟

湖沼

番号

330

3340

350

360

370

3380

3390

goo

3410

3420

430

440

3460

470

480

490

名 称

知茂湖

認鳥潤

雇1野潟

手洗潟

左潟

.堰 潟

生池

池

ヶ池

嶋 ノ池

田池

日池

ノ池

ヶ池

1・池

池

非
改

湖

沼

成因

跡湖

その他

その他

その他

その価

その他

止湖

止湖

止湖

その他

止湖

止湖

止湖

止湖

止湖

止湖

炎・

分

炎

炎

寅

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

員

黄

炎

夷

湖'

沼

型

冨

冨

富

冨

中

中

中

富

富

富

窩

標高
m

0

1

t

5

5

15

555

475

242

8

5

5

4

5

3

25

面積
k㎡

4.94

i.sz

L67

o.os

0.31

o.oz

o.oz

o.oz

0.15

o.oe

0.45

o.zz

o.os

0.18

0.31

水 深m

最大 平均

水深 水深

9.0

1.0

2.0

0.5

1.0

19.7

13.0

s.i

5.9

z.o

2.4

1.6

2.8

.7・0

s.e

5.2

o.s

0.3

0.3

s.s

3.3

置.8

2.9

i.0

o.s

0.3

5.0

5.0

湖岸線

延 長

k扇

17.10

8.70

9.10

2.20

3.50

0.80

o.so

o.so

2.10

o.so

s.ao

4.40

i.io

3.70

t.so

埋立

干拓

面積
k㎡

o.

z.

0.

の

飯

流出

河

入

7

ii

7

1

3

z

川

出

i

2

且

i

i

置

i

1

i

巳

i

明度

m

5.4

i.o

0.7

0.5

o.s

`

z.a

2.1

4.5

1.5

i.1

0.7

0.7

i.o

5.7

5.9

湖岸改変状況
(%)

自然湖岸

崖地で

な い
崖 地

半自然
湖 岸

人 工

湖 岸

水 面

湖岸土地利用
(%)

自然地

樹林地
の他の

自然地

農業地 市街地

工業地

その 也

水 面 自然公園 ・保全

地域指定状況

波弥彦(国 症)

皿波弥彦(国 定)

匡波弥彦(国 定)

早出粟守門(県 立)

早出粟守門(県 立)

峰校之山大池(県 立)

峰松之山大他(県 立)
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=
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1

、

湖沼概要一覧表

上段 第2回

中段 第3回

下段 繁4回

PAGE=2Q

招道府

県 名

r潟

r潟

'桔
r潟

商山

禽山

禽山

膚山

奮山

川

川

`川

コ川

川

湖沼

番号

35001

3510

520

3530

3540

3550

3560

3570

3580

3590

3600

3610

5130

名 称

吻ヶ池

1浪池

池

二町潟

ミク リガ池

鰯潟

枝原迎

朔込池

知潟

北潟

場潟

山湖

浦潟

非
改

湖
沼

成因

止湖

止湖

止湖

跡湖

,山 湖

止湖

火山湖

火山湖

跡'湖

跡湖

潟跡湖

淘跡湖

侮跡湖

癸 ・

≠

爽

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

湖

沼

型

貧

甲

中

富

貧

中

中

腐

富

冨

富

富

標高

m

弓60

獅

1085

2

asoa

1305

1445

1575

0

i

z

量

面積
k㎡

o.io

0.03

o.os

o.os

o.aj

0.01

0.0且

o.oi

o.ss

4.13

L叩

t.n

o.as

水 深m

最大 平均

水深 水深

33.且

12.9

2.4

0.4

15.3

2.3

7.3

10.5

8.0

s.s

6.3

4.9

15.0

'S
.8

0.3

8.8

o.s

3.2

3.7

4.0

2.0

i.s

z.z

湖岸練

延 長

篤ロ

1.40

0.70

i.20

2.50

o.co

o.sa

o.sa

0.蓼0

7、50

24.80

s.io

6.30

4.00

埋立

干拓

面積
k㎡

o.

3.7

14.

3.4

の

無

流出

河

入

聖

i

z

3

3

3

iz

3

4

z

川

出

i

2

i

t

且

阻

i

明度

m

5.8

4.7

2.4

0.3

7.7

2.3

2.5

4.0

o.a

0.6

o.s

0.7

0.5

湖岸改変状況 (%)

自然湖岸

崖地 で

な い
崖 地

半自然

湖 岸

人 工

湖 岸

水 面

湖岸キ地利用
ｰ/a

自然地

棚 地
の他の

自然地

農業地 市街地

工業地

その他

水 面 自然公園 ・保全

地域指定状況

蝿山麗(県 立)

楯B山 岳(国 立)

部山岳(国 立) .

や邸山岳(国 立)

や部山岳(国 立)

薗加賀海岸(国 定)

、



1

に ・
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1

湖沼概要一覧表

●

上段 第2回

中段 嘱3回

下段 簗4回

PAGE=25

稲道鰐

県 名

稀井

冨井

冨井

扇井

爵井

高井

語井

扇井

梨

」」梨

七梨

」」梨

」」梨

梨

湖沼

番号

3620

3630

640

3650

3660

670

680

3690

?00

3710

X20

730

Sao

750

名 称

ヒ溜湖

周 ヶ池

叉 ヶ池

々子湖

向湖

旨湖

月湖

方湖

尾迎湖

口湖

湖

進湖

'栖湖

h中 湖

非

'湖

沼

成因

跡湖

鰻止湖

その他

その他

塩跡湖

その他

その他

その他

カルデ

止湖

止湖

止湖

止湖

止湖

炎・

水

炎

炎

炎

炎

炎

爽

炎

炎

炎

炎

湖.

沼

型

貧

不

冨

貧

富

冨

中'

冨

貧

冨

貧

中

標高

m

a

zoo

loos

0

0

0

0

0

sao

saz

臓

9D1

go1

臓

面積

k㎡

2.14

o.ii

o.ot

i.ao

o.sz

o.si

4.16

3.56

o.os

5.70

2.12

0.51

4.70

6.78

水 深m

最大 平均

水深 水深

3.6

zi.o

7.7

2.5

認.5

13.0

34.0

5.8

9.5

14.6

73.2

15.2

121.6

13.3

z.i

1.8

14.3

1.3

9.3

羽.5

7.0

67.9

8./

湖岸線

延 畏

翫囮

19.50

9.70

o.xo

7.10

4.00

4.20

10.80

9.60

i.oo

18.40

9.60

6.40

it.30

14.10

埋立

干拓

面積
k㎡

0.01

1.7

ia.

の

用無

流出

河

入

i

i

s

t

2

s

9

4

i

z

川

出

聾

i

i

1

塵

z

i

i

i

明度

m

i.o

z.o

4.5

L7

8.0

i.e

z.z

o.s

4.5

5.2

s.s

5./

ii.z

5.5

湖岸改変状況
(%)

自然湖岸

崖地で

な い
崖 地

半自然
湖 岸

人 工

湖 岸

水 面

湖岸土地利用
(%)

自然地

樹林地
の他の

自然地 .

農業地 市街地

工業地

その 也

水 面 自然公園 ・保全

地域指定状況

前加質海岸(国 定)

前加賀潟岸(国 定)

狭湾(国 定)

狭湾(国 定)

狭湾(国 定)

狭湾(国 定)

狭湾(国 定)

尾連湖(県 立)

士箱根伊豆(国 立)

士縞根伊豆(国 立)

士箱根伊豆(国 立)

士箱根伊豆(国 立)

士緒根伊豆(国 立)
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湖沼概要一覧表

上段 第2回

中段 第3回

下段 第4回

PACE=ZB

假5逝府

県 名

建野

マ野

罵野

藁野

蔓野

冥野

て野

藁野

望野

薄野

マ野

藁野

野

建野

蚤野

葉野

湖沼

番号

376Q

770

マ80

3790

800

81Q

820

830

3840

3850

860

3870

880

3890

900

910

名 称

屋池

;池

書,古池

比電湖

召池

池

尻湖

池(カ ・ピフキ)

池

池(シ ロウ'7)

健児池

池

図池

池

池(イ イブナ)

沼池

非
改
変
湖
沼

成因

止湖

止湖

止湖

火山湖

その他

止湖

その他

・山湖

その他

止湖

・山湖

止湖

止湖

止湖

その価

止湖

炎。

分

爽

爽

炎

癸

藁

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

癸

灸

炎

湖
沼

型

貧

中

中

中

中

貧

貧

貧

貧

貧

腐

冨

冨

貧

酸

標高

m

1075

745

740

Sao

875

tiso

654

1778

1191

zaps

wzo

1490

1388

1422

912

1694

面積

k㎡

0.03

o.ai

0.01

o.is

0.16

0.03

3.90

o.os

0.05

o.os

o.ao

o.oa

o」7

0.03

0.09

0.23

水 深m

最大 平均
水深 水深

a.z

8.0

5.0

8.0

5.8

置8.0

37.5

5.5

7.0

13.5

0.7

i.z

27.9

15.4

s.s

26.2

4.5

5.5

z.a

4.6

2.9

7.7

20.8

z.z

3.6

6.7

0.3

9.5

4.8

3.2

13.0

湖岸練

延 長

k膚

i.oo

o.so

o.so

2.00

2.30

o.sa

14.30

i.so

1.oo

1.40

0.30

o.so

2.30

o.so

i.zo

z.sa

堪

干拓

面積
k㎡

の

無

流出

河

入

t

t

且

3

1

7

z

2

3

z

川

出

1

i

t

i

i

i

i

i

且

乳

i

明度

m

4.8

4.6

z.z

1.5

3.0

4.3

5.4

5.5

3.2

6.4

0.7

i.z

1.3

1.5

z.i

13.5

湖岸改変状況 <i)

自然湖岸

崖地で

な い
崖 地

半自然
湖 岸

人 工

湖 岸

水 面

湖岸土地利用 (%)

自然地

樹林地
の他の

自然地

農業地 市街地

工業地

その也

水 面 自然公園 ・保全

地域指定状況

野県郷土瑚境保全区域(他)

信越高原(国 立)

信越高原(国 立)

部山岳(国 立)

信越高原(国 立)

部山岳(国 立)

信越高原(国 立)

信越高原(国 立)

信越高原(国 立)

信越高原(国 立)

・信越商原(国 立)
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湖沼概要一覧表

上段 第2回

中段 第3回

下段 第4回

PACE=27

都遭府

県 名

論野

て野

マ野

建野

支野

嚢野

て野

マ野

薫野

て野

て野

蔓野

蔓野

て野

π野

設野

湖沼

番号

920

930

3940

名 称

戸池

木湖

綱湖

3950.池

960

970

980

3990

000

010

020

030

040

050

oso

ono

久保池

崎湖

池 φ 、・ステカミ

池(ウ パステシモ

.湖

羽池

川 池1(ミ ロウジ

正池

代池

池

池

非
改

変
湖
沼

成因

壇止湖

1層湖

1層湖

止湖

止湖

層湖

明

不明

明

・山湖

止湖

止湖

止湖

止湖

止湖

止湖

炎・

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

寅

炎

寅

炎

湖

沼

型

中

貧

中

冨

中

車

中

申

申

貧

貧

貧

貧

貧

腐

標高

m

isao

繊

812

麟

sao

764

sao

脚

950

2730

置550

1490

1510

2050

2050

獅

面積

k㎡

0.02

i.ss

0.14

o.oz

0.07

1.40

o.os

o.ot

o.as

0.O量

0。0且

o.io

0.01

0.02

0.02

0.65

水 深m

最大 平均

永深 水深

s.o

ss.o

12.0

10.8

as.o

29.5

5.5

2.0

8.0

2.7

2.1

3.4

置.1

7.?

5.1

z.o

2.0

zs.o

5.7

6.7

19.2

17.9

1.3

1.7

i.a

1.2

且.6

0。4

3.8

2.7

1.3

湖岸練

延 長

k昂

0.50

s.so

1.50

0.70

z.zo

7.00

0.90

o.so

i.io

o.ao

0.40

2.30

0.50

0.60

o.so

1.oo

埋立

干拓

面積

k㎡

の

流出

河

入

i

2

2

3

s

i

i

4

z

i

川

出

1

1

1

i

i

2

量

i

1

i

量

明度

m

3.0

9.8

7.3

0.8

2.4

4.3

2.2

i.s

1.5

2.7

2.1

3.4

i.i

7.?

/.9

2.0

湖岸改変状況
(/)

自然湖岸

崖地で

な い
崖 地

半自然

湖 岸

人 工

湖 岸

水 面

湖岸土地利用
(%)

自然地

樹林地
の他の

自然地

農業地 市街地
工彙地

その也

水 面 自然公園・保全

地域指定状況

信越高原(国 立)

山高原(集 立)

山高原(県 立)

'山高原(県 立)

部山宙(国 立)

部山岳(国 立)

邸山届(国 立)

郎山窃(国 立)

、ケ岳中伝高原(国 定)

、ケ岳中偲高原(国 定)

、ケ岳中信喬厭(国 定)



i
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幽

i

湖招概要一覧表

上段

中段

下段

第2回

第3回

第4回

PAGE昌28

認道卿

県 名

薄野

珪野'

蔓野

蚤野

箋野

一野

嚢野

皮阜

皮阜

皮阜

皮阜

皮阜

皮阜

皮阜

皮阜

湖沼
番号

4080

090

ioo

Rio

120

置30

140

150

h160

i70

180

t90

zoo

210

5且40

名 称

湖

名湖

駒池

訪湖

_の 池

の池

栗見池

の池

_の 池

の池

ヶ池

消ケ池

ヶ池

摺現池

璽の池

変
湖
沼

成因

止湖

止湖

止湖

層湖

・山湖

・山湖

層湖

・山湖

火山湖

・ 山湖

火山湖

火山湖

・山湖

'山 湖

火山湖

炎・

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

夷

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

湖

沼
型

中

腐

富

酸

貧

富

貧

貧

貧

貧

貧

貧

貧

貧

標高

m

iizs

ll笏

2115

759

2805

2720

484

獅

2690

お90

獅

幻30

勿oo

zaio

翻

面積

kば

o.ai

o.1を

aii

13.30

0.02

o.oz

o.oz

o.oi

o.oi

o.oi

o.oi

o.oi

o.oi

o.oa

o.oi

水 深m

最大 平均

水深 水深

3.6

7.7

8.6

6.3

2.4

且3.1

9.3

2.0

i.i

o.a

3.5

2.7

3.0

3.7

1.3

2.3

5.0

4.2

a.s

i.a

5.6

5.0

重.0

o.s

0.5

1.6

1.9

1.9

2.5

o.s

湖岸綿

延 長

k自

i.ao

2.00

1.40

17.00

o.so

0.70

0.70

0.40

o.ao

0.50

0.40

o.ao

0.70

1.30

o.so

埋立
干拓

面積

k㎡

i.

の

流出

河

入

z

z

z

30

川

出

置

t

且

且

明度

m

a.o

3.3

6.9

o.s

1.5

4.9

且.2

2.0

1.董

o.a

3.5

2.7

3.0

3.7

1.3

湖岸改変状況 (%)

自然湖岸

崖地で

な い
崖 地

半自然

湖 岸

人 工

湖 岸

水 面

湖岸土地利用
(%)

自然地

樹林地
の他の

自然地

農業地 市街地
工業地

その 也

水 面 自然公園 ・保全

地域指定状況

、ケ岱中信高原(国 定)

密(県 立)

后(県 立)

部山猛(国 立)

部山雷(国 立)

部岨(『 立)
.

部山岳(国 立)

部山駐(国 立)

部山岱(国 立)

部山岳(国 立)

邸山岳(国 立)
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湖沼概要一覧表

上段 第2回

中段 第3回

下段 第4回

PAGE=29

都遭府

県 名

摩岡

岡

節岡

,岡

物岡

知

=重

益賀

益賀

建賀

益賀

鼓賀

鼓質

湖沼

番号

220

230'

240

250

260

270

290

300

3tO

320

330

340

350

名 称

碧湖

、丁池

.鼻湖

誓名湖

左鴫湖

1ヶ淵

石湖

呉湖

・琶湖

根沼

卜樫内湖

ヲ庭内湖

の湖

非
改
変
湖
沼

成因

止湖

火山湖

跡湖

9跡 湖

滴」跡湖

明

湿跡湖

r層湖

r屈湖

層湖

層湖

1層湖

層湖

炎 ・

ラ

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

炎

湖

沼

型

中

腐

中

中

寓

富

中

冨

標高
m

gas

1170

0

0

2

一重

0

132

85

so

面積

k㎡

o.za

0.02

5.40

65.00

1.18

o.sa

o.so

1.74

.20

0.20

0.10

0.49

2.17

水 深m

最大 平均

水深 水深

7.0

z.s

7.0

且6.6

1.9

4.3

9.8

13.0

103.6

2.2

2.2

4.6

4.8

且.4

3.1

7.4

41.2

1.4

2.5

1.5

湖岸線

延 長

k煽

3.70

o.so

14.30

113.80

5.30

s.ao

3.80

5.70

zai.zo

3.10

1.30

5.70

18.50

埋立

平拓

面積
k㎡

o.ti

3.1

o.o

%.7

o.

堂

の

・無

流出

河

入

4

13

z

3

z

1

zo

2

3

5

9

川

出

i

i

i

z

i

2

i

i

i

z

明度

m

2.5

2.5

i.o

1.3

o.z

o.a

z.s

1.3

s.o

i.o

i.z

i.i

0.3

湖岸改変状況
(%)

自然湖岸

崖地で

な い

r_

崖 地

半自然

湖 岸

人 工

湖 岸

水 面

湖岸土地利用
(/)

自然地

樹林地

,

の他の

自然地

農業地 市街地

工業地

その 也

水 面 自然公園 ・保全

地域指定状況

士箱根伊豆(国 立)

士箱根伊豆(国 立)

名湖(県 立)

名湖(県 立)

琶湖(国 定)

四湖(国 定)

琶湖(国 定)

琶湖(国 定)

琶湖(国 定)

闘湖(国 定)



i

竃
o

i

湖沼概要一覧表

上段 窮2回

中段 第3回

下段 第4回

PAGE=30

駆逝麻

県 名

氣都

表都

気都

東都

其・都

哀都

'肺:

』

而取

艶取

一取

謁根

詰根

晶根

湖沼

器号

360

370

380

390

400

410

420

430

aao

450

460

470

4480

名 称

湖

萸浜湾

蘇淘

ヶ池

栗泥ヶ池

.池

池

飽ヶ池

観山池

郷池

池

ぴ1海

非
改

度
湖

沼

成因

濁跡湖

窟跡湖

宛跡湖

止湖

止湖

明

その他

止湖

◆跡 湖

翻

止湖

止湖

海跡湖

炎・

夷

炎

爽

爽

炎

炎

炎

炎

湖

沼

型

中

中

腐

腐

中

中

中

中

中

標高

m

5

0

0

90

ao

珈

493

is

0

0

0

0

0

面積

k㎡

0。38

7.圏

5.01

o.oz

0.02

o.oi

o.os

o.is

s.sa

4.06

0.05

o.oa

86.79

水 深m

最大 平均

水深 水深

s.a

zo.o

14.0

o.s

3.5

5.5

7.0

14.0

6.3

4.6

8.4

3.3

8.4

1.8

3.0

7.0

z.s

z.i

5.4

湖岸線

延 畏

kロ

3.60

23500

is.ao

0.50

且.60

o.so

o.so

3.且0

17.50

且2.70

o.so

o.so

104.60

埋立

干拓

面積
k㎡

o.

o.

o.

o.oi

1且.1

の

流出

河

入

3

is

7

且

.且

i

4

川

出

2

i

且

1

i

i

i

明度

m

0.7

3.0

1.7

o.a

0.6

1.5

1.8

3.5

i.o

0.9

0.7

2.3

5.5

湖岸改変状況 (%)

自然湖岸

崖地で

な い
崖 地

半自然
湖 岸

人 工

湖 岸

水 面

湖岸土地利用 (%)

自然地

樹林地
の他の

自然地

農業地 市街地
工業地

その 也

水 面 自然公園・保全

地域指定状況

蔭海岸(国 立)

狭湾(国 定)

戸内海(国 立)

陰海岸(国 立)

一朝東郷湖(県 立)

山隠岐(国 立)

山隠岐(図 立)
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「

湖沼概要一覧表

上段 第2回

中段 第3回

下段 第4回

PACE=31

都遭府

県 名

島根

為根

酷根

為根

為根

」」口

恵島

藁崎

1旨本

熊本

分

湖沼

番号

4901

500

510

520

530

540

550

560

5701

5801

590

名 称

、遺湖

西湖

池

布池

竜湖

潟湖

老ヶ池

池(川 原大池)

江浦湖

江趣湖

高湖

非
改
変
湖
沼

成因

跡湖

止湖 『

止湖

止湖

止湖

跡湖

溌跡湖

而跡湖

その他

その柚

'山 湖

炎・

S

炎

炎

炎

炎

炎

炎

爽

黄

湖

沼

型

富

中

富

中

富

冨

冨

標高

m

0

0

io

ago

17

0

0

z

5

5

580

面積

k㎡

79.16

量.16

0.13

0.14

0.13

0.24

o.is

0.13

0.腱4

o.as

o.oa

水 深m

最大 平均

水深 水深

6.4

io.o

io.o

3.5

9.0

2.0

5.5

9.0

2.6

3.3

3.5

4.5

4.0

3.0

5.0

i.o

2.0

5.4

1.4

2.0

湖岸線

延 艮

辱・

47.30

5.5U

2.:動

2.20

5.70

2.40

3.30

2.io

4.00

5.80

1.3D

埋立

干拓

面積
k㎡

z.i

o.oi

舞氷

の

流出

河

入

17

s

t

1

i

2

t

川

出

2

i

i

i

i

i

明度

m

1.0

0.3

i.s

i.i

o.s

o.s

4.0

2.0

i.z

0.4

湖岸改変状況
(%)

自然湖岸

崖地で

な い
崖 地

半自然

湖 岸

人 工

湖 岸

r.

水 面

湖岸土地利用
(%)

自然地

樹林地

,

の他の

自然地

農業地 市街地

工業地

その

水 面 自然公園・保全

地域指定状況

、道湖北山(県 立)

山隠岐(国 立)

竜湖(県 立)

長門溌岸(国 定)

戸阿南海岸(国 定)

母半島(県 立)

蘇(国 立)



一
軽
00

湖沼概要一覧表

上段 第2回

中段 第3回

下段 第4回

PAGE=3Z

都逝府

県 名

分

分

官崎

禽崎

官嫡

官崎

・崎

崎

児島

児島

'児島

児島

児島

児島

湖沼

番号

soo

610

620'

630

640

650

660

670

680

690

goo

7io

Sao

730

名 称

卜田の池

石池

動池

、組音御池

紫池

幡池

池

1・池

`燃池

浪池

鼠池

・ロ池

池

崎池

非

改
変
湖
沼

成因

火山湖

火山湖

火山湖

火山湖

1山 湖

火山湖

・山湖

・山湖

火山湖

・山湖

海跡湖

侮跡湖

侮跡湖

海跡湖

炎 ・

ク

炎

炎

炎

炎

炎

夷

炎

炎

炎

炎

湖

沼

型

腐

腐 』

酸

酸

酸

貧

貧

貧

酸

貧

中

富

標高
m

770

aso

izza

1198

1272

i7so

猫

430'

1239

1241

a

0

0

a

面積

k㎡

o.is

0.05

0.02

0.豊7

o.oa

o.io

a.72

o.os

o.oz

o.zs

o・関

o.io

o.is

0.18

水 深m

最大 、平均

水深 水深

i.z

且,1

9.0

14.0

量3,8

93.5

12.3

1且.6

26.4

i.o

ii.s

5.9

4.7

9.4

z.o

57.7

8.0

9.3

o.s

5.0

3.3

湖岸線

延 長

k鋼

1.80

o.so

0.70

i.so

o.so

且.50

3.90

i.ro

0.50

1.90

s.so

1.50

2.70

i.so

埋立
干拓

面積

k㎡

の

流出

河

入

4

i

川

出

i

t

i

且

明度

m

1.2

1.璽

8.2

u.i

2.1

9.0

3.1

3.1

io.s

8.0

0.4甲

2.6

1.5

湖岸改変状洩 (%)

自然湖岸

崖地で

な い
崖 地

半自然

湖.岸

人 工

湖 岸

水 ,面

湖岸土地利用
(%)

自然堆

樹林地
の他の

自然地

農業堆 市街地

工業地

その

水 面 自然公園・保全

地域指定状況

可 蘇(国 立)

蘇(図 立)

島麗久(国 立)

鳥屋久(国 立)

島屋久(国 立)

島屋久(国 立)

島屋久(国 立)

島屋久(国 立)

鳥屋久(国 立)

島屋久(国 立)

島(県 立)

島(県 立)

昌(県 立)

島(県 立)

'



1

竃
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1

湖沼概要一覧表

上段 第2回

中段 第3回

下段 第4回

PAGE=33

稲道府

県 名

児島

・児 島

児島

児島

児島

児島

児島

中縄

湖沼

番号

740

4750

760

770

780

790

5且60

800

名 称

肖牟田池

並吉池

田湖

池

寛池

海

和原池(薩 摩湖)

池(南 大棄島)

非

変
湖
沼

成因

火山湖

・山 湖

カルデ

火山湖

火山湖

侮跡湖

縮跡湖

その他

炎 ・

炎

炎

炎

炎

炎

湖
沼

型

腐

中
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II.O
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34.8

9.3
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6.5

0.7

湖岸線

延 畏

k■

3.oo

1.40

S.1%1

4.20

o.so

4.40

i.so
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駝
干拓

面積

k㎡

0.0

の

無

流出

河

入

5

2

知

出

i

i

髄

明度

m

z.a

s.s

7.6

z.o

3.6

3.2

1.3

湖岸改変状況
(/)

自然湖岸

崖地で

な い 崖 地

半自然

湖 岸

人 工

湖 岸

水 面

湖岸土地利用
(%)

自然地

樹林地

,

の他の

自然地

農業地 市街地

工業地

その 也

水 面 自然公園・保全

地域指定状況

牟田池(県 立)

'●9傘田 池(県 立)

島屋久(国 立)

鳥屋久(国 立)

昌屋久(国 立)

上浜(県 立)
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第4回 自然環境保全基礎調査要綱 「湖沼調査」 ・ぐ抜粋)

湖 評召 調 査 要 綱

1.調 査 目的 及 び調 査 概要

わ が 国 の 天 然 湖 沼 につ い τ は、 近 年、 富 栄 養化 や汚 水 の流 入 等 に よ る水 質

の 悪 化 、 埋 立 ・干 拓 等 に よ る消 失、 湖 岸 の開 発 等 に よ る生 物 の 生 息 環 境 の悪

化 、 レク リ ェ ー シ,ヨ ン資 源 と して の価 値 の低 下 な ど、 湖 沼 の 自然 性 の消 失 が

問 題 と され て い る が、 保 全 の た め の継 続 的 ・体 系 的 調 査 は ほ と ん どな さ れ て

い な い 状 況 に あ る。

こ の た め、 本調 査 にお い て は、 第3回 自然 環 境 保 全 基 礎 調 査(昭 和60年

度 調 査)で 調 査 した 全 国 の 天 然 湖 沼 を:主 な対 象 と して、 水 質 や 透 明度 を は じ

め、 湖 岸 の改 変 状 況 等 につ い て 調 査 す る。

さ ら に、 代 表 的 な60湖 沼 に っ い・て は、 魚 類 相 及 び植 物 プ ラ ン ク トン相 に

つ い て も調 査 す る。 一

2.調 査 実 施 者

国 が 都道 府 県 に 委 託 して 実 施 す る。 各 都 道 府 県 の調 査 分 担 は、 別表1「 調

査 対 象 湖 沼 一 覧 」 に 示 す。.

3,調 査 対象 湖 沼

別 表1「 調 査 対 象 湖 沼 一 覧 ⊥ に示 す 天 然 湖 沼 に っ いて 調 査 す る。

な お、 そ の 他 の 天 然 湖 沼 で 面 積0.01Km2以 上 の もの は、 調 査 対 象 と して

さ しっ か え な い。(以 下 、 別 表1に 示 す 天 然 湖 沼 と同 様 の 調 査 を 実施 す る湖

沼 を 「追 加 湖 沼 」、 別 表1に 示 す 天 然 湖 沼 の 調査 項 目 の 一 部 に っ い て調 査 を

実 施 す る湖 沼 を 「参 考湖 沼 」 とい う。)

4.調 査 実施 期 間』

委 託 契 約 締 結 の 日か ら平 成4年3月31日 ま で とす る。
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5.調 査 内容 及 び調 査 方 法

調 査 内容 は、 次 の とお りで あ る。 な お、 調 査 方 法 の詳 細 は 別 紙1「 湖 沼調

査 実 施 要 領 」 に よ る。

(1)湖 沼 概 要 調 査(別 表1に 示 す 全 国480湖 沼 及 び追 加 湖 沼)

わ が 国 の天 然 湖 沼 の の 属 性 を 概 観 す るた め に行 う もの で あ り、 既 存 資

料 に よ り、 下 記 の項 目 を 調 査 す る。

な お、 今 回 は前 回調 査 の調 査 票 を最 新 の デ ー タ に よ り更 新 す る。

ま た、 参 考 湖 沼 につ い て は、 下 記 の 項 目 の 一 部 を調 査 す る。

位 置、 成 因 、 湖 沼型 、 保全 地 域 の 指 定 状 況、 鳥 獣 保護 区 の設 定 状 況、

水 面 標 高 、 面 積 、 最 大 水 深 、 平 均 水 深 、 容 積 、 湖 岸線 延 長 、 水 位 変 動 、

水 温 、 結 氷 の有 無、 流 入 流 出 河 川 数、 埋 立 ・干 拓 面積 、 水 質 、 湖 沼 の

利 用 状 況 、 生 物 相 の 概 要 等

(2)透 明 度 調 査(別'表1の う ち北 海 道 の62湖 沼 を除 く418湖 沼 及 び追 加

湖 沼)

天 然 湖 沼 の 水 質 を把 握 す る もの で あ り、 現 地 調 査 に よ り、 透 明 度 を

は じめPH、DO等 や、 今9回新 た に調 査 項 目 に加 え たEC及 び ア ル カ

リ度 を 測定 す る。

な お、 今 回 は、 前 回 調 査 と極 力 同 じ測定 地 点 で 測 定 し、 水 質 の経 年

変 化 の把 握 に努 め る。
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(3)湖 沼 改 変 状 況 調 査(別 表1に 示 す 全 国480湖 沼 及 び 追 加 湖 沼)

湖 岸 及 び湖 岸 地 先 の 改 変 状 況 を把 握 す る もの で あ り、 現 地 に お い て

下 記 の 項 目 を 調 査 す る。

な お、 今 回 は前 回 調 査 の 調 査 票 及 び湖 沼 調 査 図 を,最 新 の デ ー タ に よ り

更 新 す る。

(ア)湖 岸 地 先 に お け る 挺 水(抽 水)植 物 群 落 の 有 無

(イ)湖 岸 の改 変 状 況

(ウ)湖 岸 の土 地 利 用 状 況

(エ)湖 岸 の保 全 地 域 の 指 定 状 況

(わ 湖 岸 の建 築 物 の 状 況

(カ)埋 立 ・干 拓 の状 況

(キ)そ の 他

(4)魚 類 調 査(別 表2「 特 定 湖 沼 一 覧 」 に示 す60湖 沼)

代 表 的 な 天 然 湖招 の 魚 類(エ ビ類、 貝 類 を 含 む)相 の概 要 を把 握 す る

もので あ り、 既 存 資 料 や 聞 き取 り に よ り、 下 記 の 項 目 を調 査 す る。

な お、 今 回 は前 回 調 査 の調 査 票 を 最 新 の デ ー タに よ り更 新 す る。

(ア)生 息 す る魚 種 名(エ ビ類、 貝 類 を 含 む)

(イ)漁 獲 量

(ウ)放 流 量

(エ〉 天 然 繁 殖 の 有 無

(オ)魚 類 相 に関 す る調 査 記 録

(5)プ ラ ン ク トン調 査(別 表2「 特 定 湖 沼一 覧 」 に示 す60湖 沼)

代 表 的 な天 然 湖 沼 の 植 物 プ ラ ン ク トン相 の 概 要 を 把 握 す る もの で あ り、
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現 地 に お いて、 表 層 に生 息 す る主 要 な 植 物 プ ラ ン ク トンの 種 名 及 び 優 占

度 等 を 調 査 す る。

な お、 本 調 査 は、 今 回 新 た に設 け た 調 査 で あ る。

6.調 査 結 果 の と りま とめ

調 査 実 施 者 は調 査 結 果 を 下 記 の とお り と り ま と め る。 な お、 詳 細 は別 紙2

「湖 沼 調 査 報 告 書 作 成 要 領 」 及 び 別 紙3「 湖 沼 調 査 図 帳 作 成 要 領 」 に よ る。

(1)湖 沼 調 査 報 告 書

ア.調 査 結 果 の概 要

イ.湖 沼 別 調 査 結 果

(ア)

(イ)

(ウ)

(エ)

(オ)

(カ)

(キ)

でク)

湖 沼概 要 調 査 票

状 況 写 真

湖 沼概 念 図 等

透 明度 調 査 票

湖 沼 改 変 状 況 調 査 票

魚 類 調 査 総 括 表(特 定 湖 沼 の み)

プ ラ ンク トン調 査 票(特 定 湖 沼 の み)

資 料 リス ト、 測 定 方 法 一 覧、 調 査 者 名 簿

(2)湖 沼 調 査 図 帳

7.調 査 結 果 の報 告

調 査 実 施 者 は、 調 査 結 果 を と り ま とめ、 報 告 書 及 び湖 沼 調 査 図 帳 各2部

(正 本、 写 各1部 を、 そ れ ぞ れ別 紙2「 報 告 書 作 成 要 領 」、 別 紙3「 湖 沼 調

査 図 帳 作 成 要 領 」 に よ り作 成 し、 平 成4年3月31日 ま で に環 境 庁 自然 保 護

局 長 あて に提 出 す る。
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<別 紙1>

湖 招調 査 実 施 要 領

1.通 則

第4回 自然環境保全基礎調査 ・湖沼調査 は、 この実施要領に従 って行 うこと

と し・ 『の調査 船 は次の とお りとす る・
.

(・)湖 醐 琴調査

② 透 明度調査

㈲ 湖 沼改変状況調査

(4)魚 類調査(特 定湖沼のみ)

㈲ プ ランク トン調査(特 定湖沼のみ)

2.湖 沼等の定義

(1)こ の調査で 「湖沼の区域」とは澱 膏の水位の時の静水嗣 躍 っている

区域をい う。(し たが って 流入流 出す る河川の区域を含 まない。)

② 「水際線」 とは、最高の水位におけ る水面が陸地 と接す る部分を い う。

(3)「 湖岸」 とは、 水際線 よ り陸 側100π の 区域を い う。

(参考)

島i

湖岸
一 一 「(10伽 ト 湖沼噸 面)』 鵬 一

湖岸地先 湖岸地先

水
際
線

ダ
・… 写 訟 ・:"

ヨ

湖 覇
一 民10〔④i一_湖 沼 の 区域

1廟 岸 地 先

ir}→
ii

水
際
線

獣,
レ く1沓で

水
際
線
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3.湖 沼概 要 調 査

a.別 表1に 示す調査対 象湖 沼の概 要を把握するため、各種 資:料等 によ り、次

の事項につ いて調査 し、 「湖 沼概要調査票」(様 式1)を 作成す る。なお、

本 調査は、昭和60年 度に実施 した第3回 自然環境保全基礎調査 ・湖沼調査

(以 下 「前回調査」 とい う)の 際に作成 した調査 票の内容を もとに、記入事

.項 のチ ェック及びその後 の新 たな 資料 によ る追補訂正等 によ り、デ ータ更新

をはか る。

ω 成 因

当該湖沼の成因を 次によ り区分 して示 す。

断 層 湖……断層によ ってで きた 凹地に水をたたえたもの

カルデ ラ湖……土地が鍋状に陥没 して、 その落 ちこんだ凹地に水をた

たえた もの

火 山 湖 … … 火 口、 火 口原 に 水 を た た え た もの(カ ルデ ラ湖 をの ぞ

く)

堰 止 ・湖 … …河 谷 、 凹地 が種 々の 要 因 で せ き とめ られ て生 じた もの

(海 跡 湖 を の ぞ く)

海 跡 湖 … …か つ て 海 で あ った と こ ろ が湖 に な った もの

そ の 他 … …(極 力具体 的 に)

不 明 … …( 〃 )

② 湖 沼型

当該 湖 沼 の湖 沼型 を 次 に よ り区 分 す る。 また 、汽 水湖 、

行 う。

淡水湖の区別を

富 栄 養 湖 酸 栄 養 湖

中 栄 養 湖 鉄 栄 養 湖

貧 栄 養 湖 腐 植 栄 養 湖
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(3)位 置

当該湖沼の湖心 の緯 度、経 度を1/2.5万 地形 図 より調 べ る。緯度、経

度は、 四捨 五入 によ り、 「分」 まで表示す る。

(4)保 全地域の指定状況

当該湖沼の区域、 島及び湖岸のそれぞれ において、 自然公 園、 自然 環境

保全地域等(以 下 「保 全地域」 とい う)が 指定 されてい る場 合には、 その

地域地区区分を 次の コー ド番号で示す。2以 上の地域地区区分があ る場 合

は、そのすべて の コー ドを示 す。

保 全 、地 域

国 立 公 園

国 定 公 園

都 道 府 県 立 自 然 公 園

地域地区区分

特別保護地区

特 別 地 域

普 通 地 域'

特別保護地区

特 別 地 域

普 通 地 域

特 別 地 域

普 通 地 域

コ ー ド

11

12

13

21

22

23

32

33

原 生 自 然 環 境 保 全 地 域 41

自 然 環 境 保 全 地 域

都道府県自然環境保全地域

特 別 地 区

普 通 地 区

特 別 地 区

普 通 地 区

52

53

62

63
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(5)鳥 獣保護区設定状況

当該湖沼の区域、 島及び湖岸のそれ ぞれ において、鳥獣保護 区の設定状

況を調べ、次によ り区分 し、 コー ド番号で示す。

区 分

鳥 獣 保 護 区 の 設 定 が な い

鳥獣保護区の設定がある
特別保護地区の指定がない

特別保護地区の指 定が ある

コ ー ド

0

1

2

(6)水 面標 高

地形 図等の各種 資料 によ り、最近の最 も信頼で きる数値を採択 し、単位

は 祝(小 数点以下第1位 を 四捨 五入する。以下同様)で 表わす。

関連資料 がない場合は、1/25万 地形図の陸岸付近の標高によ り推定

する。

また採択 したデ ー タの 出所を明 らかにする。

(7)面 積

「湖沼の区域 」の面積を原則 と して国土数値情報湖沼名一覧表 に示す数

値(1/2.5万 地形 図上で、 国土地理院が測定機 によξ)計測 した もの)で

示 す。ただ し、埋立 ・干拓等のため、その数値が適 当でない場 合には点格

子板等で図上計測 する。

なお、湖沼内に島があ る場合は、 島の面積 を除いた ものを湖 沼面穣 と し、

単位 は雇で小数 第2位 まで示 す。

上記に拘わらず、面積0.1扁 未満の湖沼については、大縮尺の地図等が得 ら

れ る場 合には、図上計 測によ り可能な限 り小数 第3位 まで示す。

また、採択 したデー タの出所を 明らかにす る。 点格子板等によ り計測 し

た場 合は 「デ ータの出所」欄 に 「点」あ るいは 「プ ラニ」(プ ラニ メー タ

ー)等 と略記する。
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(8)最 大 水 深 ・平 均水 深 ・容 積

地 形 図等 の各 種 資料 に よ り、 最 近の 最 も信 頼 で きる数 値 を採 択 す る もの

と し、 単位 は πで 小数 第1位 ま で示 す。.(容 積 につ いて は 、単 位 は 扁 で 小

数点 以 下 は適 宜 取 扱 う。)最 近 の 資料 が な い場 合 は、 特 に 支 障 の な い 限 り'

「Morpho血etric:FeatureandClassificationofalltheLlakesin

J・p・n(本 邦 全湖 沼 の 離 形 態 の特 徽 び そ の 分 類)」
.Sh・ji,H・ ・i・(堀

江正治1962)に 記載 され ている数値 によるもの とする。

また、採択 したデ ータの出所を明 らか にする。

(9)湖 岸線延長.

「湖沼の区域」の外 周線の延長(河 ロ部、海への 開 口部の延長 も含む)

を計測 し、:単位 は㎞で小数 第1位 まで示 す。 なお、湖 沼・内に 島があ る場 合

は、島岸延長 も湖 岸線 延長 に含め る。

また、 この場合、 「デ ータの 出所」欄 に計 測方法を例えば「キル ビ」(キ

ル ビメー ター)と い うよ うに略記す る。

⑩ 水位 変動

人為に よって水位変動 がある場 合は、年 間におけ る水位 変動 幅を単 位は

皿で小数 第1位 まで示 す。長年のデ ー タの蓄積が ある場合は、過去5年 間

の年平 均値 を示 す。

また、 採択 したデ ータの 出所を 明らかにす る。

ω 水 温

各種 資料 によ り、表面水及び底層 におけ るそれ ぞれの年間の最低 水温、

最 高水温及び測定水深を、 たとえば 「0常/5.6～25.7℃ 」.「17祝/4.2～

8.1℃ 」とい うよ うに単位 は℃で小数第1位 まで示す。長年 のデ ータの蓄積

があ る場 合は、最 も湖心 に近い測定点におけ る過去5年 間の平均値 を示 す。

関連資料 がない場合 は表示す る必要はない。 また、採 択 したデ ー タの 出所
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を明らかにする。

働 結 氷

結 氷(湖 面の全面凍結)の 有無及びその期 間を調べ 次の例にな らい示す。

例年結氷が見られる場合

通常は結氷 しない場 合

記 入 例

有(12月 ～2月)

無

q3流 入 河 川 数 ・流 出河 川 数

通 常、 年 間を通 じて 水 流 の あ る河 川数 を 、 流 入 、 流 出別 に調 べ る。

ω 埋立 ・干 拓面 積

1945年 以 後、埋立 また は干 拓 され た 区域 を 「湖 沼調 査 図」(様 式3)

に 図示 し、 そ の 面積 を 点 格 子 板等 に よ り測 定 し、 単 位 は 扁 で小 数 第2位 ま

で示 す。(面 積 に つ い て は、 「沖 出 し幅 ×延 長 」 で算 出 して も さ しつ か え

な い 。)ま た、 この うち前 回調 査 以 降に 埋 立 ま た は 干 拓 され た 区域 の 面 積

を 同 様 の 方 法 で測 定 し、 内 数 と して示 す。

㈲ 水 質

当 該 湖 沼 の水 質 に関 し、 既 存 資料 に よ り次の 項 目に つ いて 調 べ る。 多 く

の 測 定 結 果 が あ る場 合 に は、 表 面 水 に 関 す る もの で あ って 、最 近 の 夏期 に

おげ るデ ー タの うち、 最 も湖 心 に 近 い 測 定 点で の 数 値 を 採 用 す るも の とす

る。 な お、 同 一測 定 点 で2検 体 以 上 測 定 して い る場 合 は 、 平 均値 を も って

当該 測 定 点 の 測定 値 とす る。

ま た、 採 択 したデ ー タの 出所 及び 測 定年 月を 明 らか に す る。

アPHカSSサNO3-NタCaナFe

イDOキCZ一 シNO2-NチM曾 二 大 腸 菌群 数

ウCODクSO～ 曽 スT-PツNa

エBODケT-NセPO4-PテK

オTOCコNH4-NソAZトMn
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㈹ 透 明度

前回調査結果 をは じめ、各種 資料 によ り当該湖沼 に係 る透明度に関す る

デ ー タを調べ、単位 は 観で小数 第1位 まで示 す。なお、多 くの測定 値があ

る場 合は、同一年においては最 高の透明度を示 す測痒値を採択す る等可能

な限 り長期 にわた る経 年変化がわか るよ う適 宜取捨選択 する。 また、採択

したデ ータの 出所及び測定年月 日(西 暦)を 明 らか にする。

"の 利水状況及び水位操作

当該湖 沼の利水状況を下記例示 によ り示す。 また、 水門等 による水位操

作の有無を記入する。

ア 発電用取 水'エ 工業用水用取 水

イ 農業用取水 オ 飲料用水用取水

ウ 水産用取水 力 その他(具 体的に)

08湖 沼の利用状況

当該湖沼及び湖畔においてどのよ うな利用状況が見 られ るかについて、

次の例示によ り示 す。 セ以 上記入 して もさ しつかえ ない。

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

キ

ク

水 浴(水 遊 び)

魚 釣

氷 上 釣

スケ ー ト

手 こ ぎ ボ ー ト(カ ヌ ーを 含 む)

モ ー ター ボ ー ト

遊 覧 船'

ヨ ッ ト

ケ

コ .

サ

シ

ス

セ

ソ

ウ ィン ドサ ー フ ィン

キ ャン プ ●

狩 猟

ピ クニ ック

漁 業

養 殖

そ の 他(具 体 的 に)

α9.水 辺環境 におけ る不快要因

当該覇 沼及びその周辺において水辺環境 と して 特 に不 快 感 を生 じさせ
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て いる事例が あれば、次の例示によ り示す。

ア 汚濁及び富栄養 化 工 騒 音

イ 悪 臭 オ アオ コ等の発生

ウ 湖沼周辺の乱 開発 ウ その他(具 体的 に)

⑳ 夏期 におけ る生物 相

各種資料により、 当該湖沼の夏期 における生物相の概 要を示す ため、次

の生物群 ごとに優 占種数種を記入す る・(た だ し・水 鳥については冬期 の

状況を示す。)夏 期以 外の時期 におけ る資料 による場合 は、その種が優 占

す る時期を明記す る。

な お、要領7に 基づ きプ ランク トン調査を実施す る特定湖沼(別 表2)

にっ いて は、 その調 査結果 を本様式 に改めて記 入する必要はな く、 「デー

タの出所 」欄に 「様式7参 照 」と記入す る。

また、特 定湖 沼以外の湖沼 につ いて も、透 明度調 査等の際に併せてプ→

ンク トンに関する調査 を実施す ることが望 ま しい。

ア 挺水(抽 水)植 物 力 底生 動物

イ 浮葉植物 キ 魚 類

ウ 沈水植物 ク 水 鳥(ガ ン、 カモ、ハ クチ ョウ等

工 植物 プ ランク トン の 水鳥の渡来が 多いか少ない ,

オ 動 物プ ランク トン か をできるだけコメン トする。)

⑳ その他特記事項

当該湖沼について、特 に前回調査以降の変化 に関す る原因、理 由等特記

事項を記入す る。
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(様 式1)湖 沼 概 要 調.査 票 調 査 年 度

都 道 府 県

1991

湖 沼 コ ー ド 湖 沼 名 成 因 湖 沼 型

淡

汽

位 置

N E

地 形 図 名 関 係 市 町 村 名 臨
保 全 地 域 等

湖 沼 島 湖 岸

鳥 獣 保 護 区

湖 沼 島 湖 岸

調 査 項 目 ・

水 面 標 高

面 積 ・

最 大 水 深

平 均 水 深

容 積

湖 岸 線 延 長

水 位 変 動

水

温

表 層

底 層

結 氷

流 入 河 川 数'

流 出 河 川 数

埋 立 ・ 干 拓

PH年 月

DO .年 月

COD年 月

BOD年 月

TOC年 月

SS年 月

Cグ 年 月

so弓3一 年'月

T-N年 月

NH4-N年 月

1⑩3刷N年 ・月

NO2己N年 月

T-P年 月

.脳 一P年 月

A君 年 月

Ca年 月

M9年 月

Na年 月

K年 月

Mn年 月

Fe年 月

大羅 年 月

謝 定 値

m

柳

泌

泌

'C

'C

層

ppm

ppm

ppm

ppm

ppm

ppm

ppm

ppm

ppm

ppm

ppm

ppm

ppm

ppm

ppm

ppm

ppm

ppm

ppm

ppm

MPN/Z

デ ータの出所 調 査 項 目

透

明

度

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年'月 日

測 定 値

加

初

初

加

泌

デ ータの出所

項目

利
水
状
況

湖利
沼用
の状
況

水不
辺快
環要
境因

夏

期

の

生

、物 ・

相

の

概

要

内 容

水位操作(有?無)

挺水(抽 水)植 物

浮葉植物

沈水植物

植物 プ ランク トン

動物 プ ランク トン

底生動物

魚類

水鳥(冬)

デ ータの出所

特記事項
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(湖 沼概要調査 票記入上の注意)

1.調 査票は、1湖 沼ご とに作成する。

2.「 都道府県」には、当該湖沼の調査担当都道府県名を記入す る。・

3.「 湖 沼 コー ド」には、別表1に 示す当該湖 沼の湖 沼 コー ドを記入す る。

4.「 湖 沼名」には、 「フ リガナ」を付す。(カ タカナ)

5.「 湖 沼型」には、当該湖沼の湖沼型 を記入する と と もに、淡 水 湖 か汽 水 湖

かの別を該当の ものを○で 囲んで示す。

6.「 関係市町村名」には、当該湖沼が所在す る郡市町村 名を記入するが、当該

湖沼が、調査担当都道府 県以外'の都府県 にも属す る場 合は、その都府県名 も併

せて記入す る。

乞 ,「 保全地域」 には、湖 沼、 島、湖岸の それぞれに、何 らかの保全地域の指定

がな されてい る場 合に指定 されている地域地 区区分の 「コー ド」をそれぞれ記

入 する。複数の地域地 区区分に またがる場合 には列記す る。

8.「 鳥獣保護 区」には、湖沼、島、湖岸の それぞれ におけ る鳥獣保護区の設定

状況を 「コー ド」で記入す る。

9.「PH」 ～ 「透 明度」の測定年 は西 暦で 記入 する。
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b.別 表1.以 外 の天 然湖 沼 の存 在 状 況を 把 握 す るた め 、 各種 資料 等 に よ り、 次

の事 項 につ いて 調 査 し、 「参考 湖 沼一 覧 表 」(様 式2)を 作成 す る。

(1)一 覧 表 に 記載 す る湖 沼 は、 別 表1.に 示 され た湖 沼 以 外 で 、 次の 要 件 に該

当 す る湖 沼 とす る。

ア.天 然 湖 沼で あ る こ と。

イ.湖 沼面 積 が0.q1扁 以 上 で あ る こ と。

② 記入方法は、 「湖沼 概 要 調 査 票 」・(様 式1)の 該 当 項 目の 例 に 準ず る。

参 考 湖 沼 一 覧 表(様式2)

整理

番号

1

2

3

'4

5

6

7

(ふりがな)

湖 沼 名

位 置

市町村名
1/2.5万

図 幅 名 緯 度

N。'

経 度

Eoi

標高

(皿)

面積

(励

保全地域

湖沼 島 湖岸

成 因

4.透 明度調査

別表1「 調査対 象湖沼一覧」に示す湖 沼(た だ し 「透 明度調査 を 行わない湖

沼」 と した湖沼を除く)に ついて、次により現地調査を実 施 し、透 明度、気温、

水温、PH、DO、EC及 び アル カ リ度を測定す る。 また、そ の他水質項 目に関
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す る測定が同時に実施 され ることが望 ま しい。 これ ら調査結果を とりまとめ、

「透 明度調査票 」(様 式3)を 作成す る。

な お、生活環境項 目に関する水質環境基準類型 指定済の湖沼等で、 常時監視

によ り上記項 目を含む デ ータが 得られ る場 合には、当該デ ータによ り調査票を

作成 して さ しつかえない。 この場合、 「備 考」欄に 「公共用水域水質測定デ ー

タ」等 と明記する。(多数の測定デ ー タが 得られ る場 合は、下記の条件に最 も近

い ものを採択する。)

(1)調 査 はで きる限 り夏期に、年1回 実施 する。(1回 以上実施 して もさ しつ

かえ ない。つ

(2)調 査 日は、 降雨のない平穏 日が数 日続いた後の風のない晴天の 日を選ぷよ

う努め る。

(3)調 査地点は、流入河川か ら影響の少ない、湖岸か らで きるだけ離れた湖 心

付近 の相互 に離れ た2地 点を選定す る。(2地 点以上選定 してもさ しつがえ

ない。)な お、原則と して前回調査 と伺 一地点 とすること。

(4》 透 明度の測定について は次の とお り実施 する。

ア 調査 には、透明度板(直 径25～30㎝ の表 面を白色 ラッカーで塗装 し

た もの で、板の中央に穴があいてい るものがよい)を 使用す る。

イ 測定は、太陽や天空の反射の影響を避け るため、船影やのぞ き眼鏡等を

利用 して実施す るもの と し、透 明度板を水 中に沈めて見えな くな る深 さと、

次に これを ゆ っくり引 き上げて い って 見えは じめた深 さとを、反 復 して確

めて平均 する。

ウ 測定 した結果、湖底 まで 見透せ る場合 は、その水深を記録 し、 「○○ π

(全 透)」 と表示 する。

工 測定値 は、'単位 は 肌で小数 第1位 まで求め る。

⑤ 気 温の測定 は、調査地 点において 日光の直射および周囲の放射を避けて実
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施 す るb(単 位 は ℃で 、 小数 第1位 ま で求 め るd)・

(6)水 温 、PH、DO、EC及 び ア ル カ リ度 の 測 定 にあ たち て はで ぎ る限 り垂 直

分 布 を調 査 す る。 特 に夏 期 に 躍 層 を 生 じる湖 沼、 低 酸 素層'(あ る いは無 酸 素

層)が 生 じる湖 沼 につ い て は、 そ の状 況 が把 握で き る よ う,で き るだ け 多数

の水 深 にお いて 測 定 す る。(測 定 値 は 小 数 第1位 まで 求 め る。)こ の場 合1

測 定 さ れ た水深 を 明 らか にす る。

(7)調 査 地点 に お いて 、COD、TOC、SS、Cガ 、SOI一 、T-N、NH:、 一瓦

NO2-N、NO8-N、T-P、PO4'一P、AムCa、Mg、Na、K、Mn、Fe、

ク ロ ロフ ィルa等 水 質 に関す る測 定 が 同 時 に実 施 され るこ とが望 ま しい。 な

お 、 測 定 が行 わ れ た場合 は、 測 定 水 深 、 測 定 値(ppm)を 「透 明度 調査票 」

(様 式3)に 記入 す る。

(8)測 定 項 目 ご とに測 定(分 析)方 法 を 明 らか にす る。 な お、 この測 定(分 析)

方法 の表 示 につ いて は、 別 紙2「 湖 沼 調 査報 告 書 作成 要 領 」の6.に 参考 例 を

示 す 。
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(様式3)

透 明 度 調 査 票

湖 沼 コ ー ド 湖 沼 名

調 査 年 度

都 道 府 県

1991

調査地点
番 号

測定年月日

時 刻

天 候

雲 量

気 温

透 明 度

St,

C

m

水深

(m)

水温

(℃)

PH

調査者所
属 ・氏名

DO

(PPn)

EC

(!場

アルカ そ の 他 の 測 定 項 目

調査地点
番 号

測定年月日

時 刻

天 候

雲 量

気 温

透 明 度

St,

'C

泌

水深

(初)

水温

cc)

PH

調査者
所属 ・氏名

DO

(P罫m

EC

(倫 磯
その他 の測定項 目

調査地点
番 号

測定年 月 日

時 刻

天 候

雲 量

気 温

透 明 度

St,

oC

躍

水深

(泌)

水温

CC)

PH

調査者
所属 ・氏 名

DO

(Plni

EC

(us
cm

礎 その他の測定項 目
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(透 明 度 調 査 票 記 入上 の 注 意)

],調 査 票 は、1湖 沼ご とに 作 成 す る。

2.そ の他 の 測定 項 目欄 は 、COD、C4一 等 の 測定 項 目を 記 入 の 上 、 デ ー タを 記

入す る。(測 定 項 目が 多 数 に わ た る と きは 、 二 段 に また が って も 良 い。)
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5.湖 沼改変状況調査

別表1 .に示す調査対 象湖沼 につい て・現地観察 によ り湖沼の改変状況等 によ

る湖岸線 の区分、湖 岸の建築物等の状況、埋立 ・干 拓の状況につし・て調査 し、

「湖沼改変状況調査票」(様 式4)及 び 「湖沼調 査図」(様 式5)を 作成す る。

なお、現地調査の際に、湖 沼全体 の状況が把握 で きる写真を撮影す る。

(1》 湖岸線 の区分

ア 「湖岸地先 におけ る挺水(抽 水)植 物群 落の有無」 「湖岸の改変状況」 「湖

岸の土地利用状況」 「湖岸 の保全 地域の指定状況」がそれぞれ変 わるご と

に湖沼調査図上 に区分線を入れて湖 岸線を区分す る。

上記のよ うに細 か く区分 された湖岸線 を以下 「計測区間」 とい う。

(下 図参照)

囮

r》1琴も.

龍 譲,
⊂爾騨 のδ曜 試況)

イ 湖岸線の区分は次の とお り表1～ 表4に よ って行 う。

表1.挺 水(抽 水)植 物 群落の有無

区 分

湖岸地先に挺水(抽 水)植 物群落があ る

湖岸地先 に挺水(抽 水)植 物群落がない

ρ 一 ド

1

0

(注)挺 水(抽 水 植物 群落のおよその沖出 し幅に

ついて も調べ る。
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表2湖 岸の改変状況区分表

区 分

自 然 湖 岸

水際線及び水際綴に接する陸域が人工に

よって改変されておらず,自 然の状態を

保持 してい る湖岸

水際線は人工輌築物によって構成 さ

れてお らず,自 然状態であ り,か っ

水際線より幅20卿 の湖岸の区域に人

工構築物が存在 しない。

水際線は崖に

なっていない。

水際線は崖(高 さ

3溜 以上の急斜面)

上にな っている。

半自然湖岸

水際線は自然状態であるが,水 際線に接する

陸域が人工によって改変されている湖岸'

水際線は人工構築物によって構築されて

も らず自然状態だが,水 際縁より幅20摺

の区域内に人工辮築物 が存在する.

9ン ・ヰ ∴・'
コし ロ コ

'"←2
0唄

..黛1,

…9∵'噸i

⑳ 州

人 工 湖 岸

水際線が コンク リー・卜優岸,矢 板等の人工

構築物でできている湖岸。

、
,τ,.・÷

、・・

ρ:
':1!

←20が
●1

葬。

イ 藤
水 面

流入流出河川の河ロ部や,潟 湖の演への開

ロ部等湖岸の存在 しない部労。 淘

＼

湖

` ・ノ1:
、.∵ 、

コ ー'ド

1

2

3

4

0
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表3湖 岸の土地利用状況区分表

湖 岸 の 土 地 利 用 状 況 区 分 表

自 然 地

樹林地、 自然草地、湿地等自然 が人工によ っ

て著 し く改変されないで自然の 状態を保持 し

てい る土地

樹 林 地

その他 の自然地

農 業 地

水田、畑、放牧地、樹園地等の農業的な利用が 行われている土地

市街地、工業地 、その他

住宅地、業務地 、工場、港 湾、廃 棄物処理場、遊園地等都市 的な利

用が行われてい る土地、または、埋立地等 で未だ利用 されていない

荒地、埋立工事中の土地等

水 面

流入河川の河ロ部、流出河 川の 流出部 、潟湖の場合 の海への開 ロ部

等湖岸の存在 しな い部分

コ ー ド

0

②

0

0

0

表4湖 岸の保全地域指定状況 区分表

保 全 地 域

国 立 公 園

国 定 公 園

都道府県立自然公園

地 域 地 区 区 分

特 別 保 護 地 区

特 別 地 域

普 通 地 域

特 別 保 護 地 区

特 別 地 域

普 通 地 域

特 別 地 域

普 通 地 域

原 生 自 然 環 境 保 全 地 域

自然環 境 保 全 地 域

都道府県自然環境保全地域

特 別 地 区

普 通 地 区

特 別 地 区

普 通 地 区

コ ー ド

11

12

13

21

z2

23

32

33

41

52

53

62

63

(注)区 分は、湖沼(水 面)の 指定状況の如何 にかかわ らず、「湖岸 」の指定状況 のみ について行 う。
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ウ 湖岸線を区分す るにあた り、それぞれ の区分においてその長 さが100

mに 満 たない場合は、その部分を折 半 し、 その両側の 区間に含め る。

工 区分 された計測区間の距離を キル ビメーターによ り計測す る。 その計 測

方法は次のとお りとす る。

⇔り 出発点 よ り区分の方向 に、 キル ビメーターを動か し、湖岸線 上を一周

す る。その途 中、 それぞれ の区分線 のところで出発点からの距 離 と して キ

ル ビメーターの値を ㎞単位 で小数 第1位 まで読み とる。

")上 記㈲を2回 繰 り返 し、 その2回 の平均値 を各計測 区間の 出発点か ら

の距離の欄 に記入 す る。(平 均 した場 合、 でて くる端数 はその まま記入

す る。)小 数以下2ケ タ。

㈲ 出発点か らの距離 よ り各計測 区間の 区間長を算出 し、記入す る。,

・21湖 岸の建 築物等 の状況

湖岸におけ る5階 建以上(ま たは13m以 上)の 建築物 または建 築物 に準

じる工作物 の位 置を 「湖沼調査 図」(様 式5)に 図示す る。

(3)埋 立 ・干拓の状況

1945年 以後、埋立 ・干拓 され た区域を 「湖 沼調査図」(様 式5)に 図

示す る。 この際 に、前回調査以降、埋立 ・干拓 された区域を 区別 して表示す

る。

(4)そ の他、湖岸 及び湖岸地先 に強 い影響を及ぼす ようなもの等、特記すべ き

事項があれば、 「湖沼改変状況調査 票」(様 式4)の 「備考」欄 に記入す る。
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(様 式4)

(記入例)

湖 沼 改 変 状 況 調 査 票
調査年度

都道府県

19si

湖 沼 コ ー ド

計
測
区
間
Na

挺水(抽水)

植 物 群 落

有

無

沖 出

し幅

(m)

湖 岸

改変

状
況

土
地
利
用

湖 沼 名 ・ 前回調査結果との比較

□ 変化なし □ 変化あり

保 全 地 域(湖 岸)

保全地域名 地 域 名
コ ー ド

地域
地区
区分
コード

出発
点か
らの
距離
(加)

区間
長

(勧)

備 考
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(様 式5)湖 沼調奪 図

(湖 沼調査図例)

湖昭コ_ド 湖沼名

082000湖 湖 沼 調 査 図

00

網憲年反

翻遭府県

1991

oO県

商

◎ 』

潮

惚 黙.

0

.F1

7」ゼ 》

'

'1

義●1

雰
劣
向

∠6
o。瓢鵡 ・

卜23
,00湖

x翫.L

-15

xSし2

・騰野

③〆「

●

●

入河川

＼

ゆゑ　

1 一∫

募

努
向

計測区間】尚.
0

湖岸の土衰利用状況区分
　 む

④ 弊 地(茶と)o　

翻 欝 況 ・o
1馨1鵠iゐ

②

1:25000

朋 ・繍職 鰍囲 ⑰ 綴 ぎ水)・ 闘朧 鵬 』一 』一
② 榊 の土地翻 漁 区分 園 ∋埋立・干循 。 備 鰍 上の建鋤

ρ(前 回調査以降'■■臨(前 回隅査以峰)●

右

と

/,

湖沼 コー ド 湖 沼 名

082000棚

08306△ 沼

湖 沼 調 査 図

00

側薩年1991

oo県

2
24・ △ △ 沼O-1

・1
.里su

x叫 ・・一●Sし2

0

(湖 沼調査 図作成上 の注意)

1.湖 沼調査図 には、 必ず 国土地理 院発行 の1/2.5万 地形図を使用す る。複写図、

編 さん図等 は使用 しない こと。(原 則 と して最新の ものを用い る。)

2. .湖 沼調査図例の ように地形図 の余 白の所定 の位置に 「タイ トル」 「癒」(湖

沼 コー ド)「 湖 沼名」 「調 査年度」(西 暦)、 「都道府県」(当 該湖沼担当都

道府県名)を 記入す る。同一敢形 図に2以 上の湖沼が ある場合は、 「湖 沼 コー

ド」 「湖沼名」を連記す る。

一176一



3.湖 岸 線の区分は、 次の手順に従 って行 う。

(1)湖 岸線の区分 は、湖沼 ごとに行 う。(湖 沼の区域が2以 上の地形 図にわた

る場 合 も同様 とす る。

② 調 査対 象とす る 「湖 沼の区域」 を紫色の色鉛筆 で明示す る。

(3)湖 岸の区分を開始す る点(以 下 「出発点」 とい う。)を 湖沼の北辺の適当

な点 に定め、進行方 向に向 って陸を左に見 るように区分を開始す る。・

湖沼内に島があ る場 合には、それぞれ の島の北 辺の適当な点を出発点 とす

る。

1つ の8†謝

区間 とする.

出馳点

0

,σ..一 ・r8†測 区間N駄1

!
....・ ・rm測 区閉 卜b.2

'一一●'●・一',1憎 顧藍悶No3

湖

滋 壇槻

(4)出 発点 には、湖 沼調査 図例の ように◎ 印を記入す る。

(5)「 湖岸地先における挺水.(抽 水)植 物 群落 の有無」

湖 岸地先に挺水(抽 水)植 物群落がある場 合には、湖 側にその 区間を緑色の 区一

分線(長 さ3π π程度)で 区分す るとともに、挺水(抽 水)植 物群落のある計

・測区間の湖側 に沿 って幅3π π程度 に緑色で彩色す る。

{6)「 湖岸の改変状況区分」

表2「 湖岸の改変状況 区分表 」にょる5種 の区分に従 って出発点か ら湖 岸
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線を区分 してい く。区分点には、 その湖側 に区分線(長 さ3㎜ 程 度)を 青
一 ∩噛♂【}

で引 くとともに、その区分を示す コー ド(表2参 照)を 区分線 と区分線 の間

に青で記入す る。
一....

(7)「 湖岸の土地利用状況区分表」による5種 の区 分に従って出発点 か ら湖 岸線を

区分 してい く。 区分点 には、 その陸側に区分線(長 さ3η π程度)を 赤 で 引 く一

とともに、 その区分 を示す コー ド(表3参 照)を 区分線 と区分線の間に赤 で一

〇 で囲んで記入す る。

(8)「 湖 岸の保全 地域 指定状況 区分」

湖 岸が保全地域 に指定 されている場合は、湖岸線を表4「 湖岸の保全地域

指定状況 区分表 」によ り区分 し、陸側 を湖岸線 に沿 って3π π程度の幅に次に

示す色鉛筆 で うす く彩 色す る。

また、保全地 域の名称 を地形 図に黒文字 で記入す る。

保 全 地 域

自 然 公 園

自 然 環 境

保全地域等

地 種 区 分

特 別 保 護 地 区

特 別 地 域

普 通 地 域

原生 自然環境保全地域

特 別 地 区

普 通 地 区

指 定 色

榿 色'

ピン ク色

水 色

燈 色

ピン ク色

水 色

色 鉛 筆 の 指 定

三 菱 ポ リ カ ラ ー 茄75004

"13

"8

//

〃

〃

4

13

8
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(例)

湖

＼鱒_,
Oo匂

」～尋◎

の ヒ コロ
ヒ 　 リ コ

癖 「∴i
～

∫・窟/

三轟評

㈱ 湖面 の指定状況の如 何にかかわ らず湖岸の指定状況 によ り区分 及び彩色

を行 う。

⑨ 上記によ る湖 岸線の 区分終 了後 、各計測 区間 に1か らは じまる通 し番号を

与え る。(以 下 「計測 区間茄 」 とい う。)

湖沼調査図 の各出発 点に、当該計測区間の,「計 測区間茄」を記入す る。 出

発点以 外の計測 区間には 「計測区 間κ」 は記入 しない。

(例)◎ 一15

出 計
測

発 区

間

点 茄

4.1945年 以後に埋立 ・干拓 され た区域を茶線で囲んで示す。

また、 前回調査以 降に埋立 ・干拓 された区域を茶色で塗 りつぶす。

5.湖 岸 におけ る5階 建(ま たは13拠)以 上の建築物等の位置を解 直径2π π

程度の○で示す。一

また、前回調査以 降に建設 され た建築物等 につ いて は、赤 丸◎ で示す。
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6・ 透 明度調査地点 の位 置に黒でX印 を、 プ ランク トン調査地点 の位置 に黒で△

印 を っ け 、 調 査 地 点 番 号(st1、st2、 … …)'を 付 す 。一

7.調 査 図の下方の余 白には、凡例を記入 し、使用 し#記 号の意味を明 らかにす

る 。

6.魚 類調査 ⊆特定湖沼のみ)

別表2に 示す特定湖沼 において、そ こに生息す る魚類 等について次の事項を

調査 し、 「魚類調査総 括表」(様 式6)を 作成す る。調査は主 と して既存 資料、

漁獲統計・ 漁協か らの聞 きと り等 によ り実施 し、特 に魚類相の調査 に関 しては・

魚類 に詳 しい専 門家 の協 力を あお ぐもの とす る。

(1)魚 類相に関す る記録

当該湖 沼の魚類 相全般 について学術調査等 による記録が あれば、 その時記

録 されてい る魚種 名を記入す る。

なお、その記録 にエ ビ類、 貝類 の生 息につ いて記載があれば その種名 も記

入す る。

また、前 回調査 の結果 につ いて も記入す る。

② 現在の魚類相

既 存資料及び漁協 か らの聞 きとりに より、現 在、当該湖沼 で生 息 してい る

と思 われ る魚種名を調べ る。

また、 エ ビ類、貝類 の生息状況について もわかれば記入す る。

(3)漁 獲量!年 乎均漁獲量)

過去5年 間の漁 獲量の年平均を魚種 ご とに単位 はtで 小数 第1位 読で調べ

る。

(4)放 流量(年 平均放 流量)

放流 されて いる魚類があれば、過去5年 間の放 流量の年平均 を魚種 ごとに
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示す。卵放流の場合は、単位 は 「千粒」、稚魚(な い し成魚)放 流の場 合は、

単位 は 「千尾」 で示す。

㈲ 天然繁殖の有無

当該湖沼に現在生 息 してい ると思 われ る魚種 について、採 卵、人工艀化に

に よらず 自然の状態で繁殖 してい るかど うかにつ いて調べる。
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(様 式6)

(記 入例)

蘭 昭
コ吻 ド

湖 招 名 魚 類 調 査 総 括 衷

魚 櫓 名

ア ユ

ワ カ サ ギ

タ ・をoコ

ホ ン モOコ

ス ゴ モoコ

ヒ ガ イ

・ぜ ゼ ラ

モ7コ

ア ブ ラ ハ ヤ

ソ ワ ギ ・

'、 ス

オ イ カ ワ

カ ウ ム ツ

コ イ

軍 ン ブ ナ

品 ゴ ロ ブ ナ

ゲ ン ゴOウ ブ ナ

ヤ リ タ ナ ゴ

ア プ ラ ポ テ

イチ モンジ タアゴ

シoヒ レタ ビ ラ

ド ジ8ウ

シ マ ド ジ ・ ウ

イ ワ トコナ マ ズ

カ ジ カ 翻{n

カ ジ カ 瓢121

ウ ナ ギ

メ ダ カ

ド ン コ

ヨ シ ノ ポ リ

計

才 オ タ ニ シ

カ ラ ス ガ イ

7ル ト ブ ガ イ

ヌ7ガ イ

セ タ シ ジ ミ

タ テ ボ シ

カ ワ`ナ

テ ナ ガ エ ビ

ス ジ エ ビ

ヌ カ エ ビ

魚須相に関する記録

1979

O

0

0

O

0

0

0

0

0

0

O

0

O

0

0
0

0

0

0

o

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1985

0

O

O

0

0

0

0

0

0

0

O

0

O

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

O

0

0

0

0

0

0

0

0

O

現 往 の

魚 頴 柑

0

0

O

0

0

0

0

0

0

O

0

0

0

0

0

0

0

G

0

0

0

0

O

0

0

0

0

0

0

0

30魚 糧

O

猷 獲 量

(1ノ 年)

し63

1.36

t.as

3.5?

o.2e

11.73

o

0

0

0

0

O

0

0

0

0.45

放 ・ 侃 量

千粒/年

8000

千亀/年

2.17

1.67

o.oa

天然

驚勉

T

0

0

0

O

o

0

0

0

0

0

0

0

O

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

O

0

0

O

0

0

0

偏 考

ほとんどが亜種殖放流

資 斜 名

または

聞きとり先

過 去 の記 録

環崔の焦顕相

側
査
看

新属

氏名

水 量 拭 験 場
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(魚 類調 査総 括 表 作成 上の 注 意)

1.「 魚種 名」 は 、別 表3「 魚類 分 類表 」 に 示 す順 序 で 系 統 分 類 の順 に 記入 す る

もの と し、 エ ビ類 、 貝類 は 魚妬 の次 に エ ビ類 、貝 類 の順 で 記 入 す る。

2.「 魚 種 名 」 に は標 準 和 名 を使 用す る もの とす る。 また 、 「フ ナ」 とい うよ う

な総 称 を 用 い る こと は避 け 、極 力 「ギ ンブ ナ」 、 「ゲ ンゴ ロ ウブ ナ」 とい うよ

うに種 レベ ル の 名 称 まで調 べ る よ うに 努 め る。 ど う して も種 名 ま で確 認 で きな

い場 合 に は、 必 ず 「フナ類 」 、 「ドジ ョウ類 」 の よ うに表 示 す る。一

3.記 入 例(ギ ンブナ、ニ ゴロブナ、ゲンゴロウブナ、 ドジ ョウ)の よ うに、 種 名 まで

確認 で きなか った場 合 は㊧ と表 示 す る。

4.記 入 例(カ ジカ類(1)、.(2))の よ うに、 カ ジ カ類 に 明 らか に2種 い る こ とが判 っ

て い るが、 種 名 まで は 判 明 して い な い場 合 は 、 カジ カ類(1)、 カ ジ カ類 ② と表 示

す る。

.5「 漁 獲量 」 が 四捨 五入 して も0.1t/年 に 達 しな い場 合 は、 「0.Ot/年 」 と

表 示 し、 漁 獲実 積 が な い場 合 は 「一」 と表 示 す る。

6.「 放 流量 」 が 四捨 五 入 して も1千 粒(ま た は1千 尾)に 達 しな い 場 合 は、「0'

千 粒 」(ま た は 「O千 尾 」)と 表 示 し、 放 流実 積 が な い場 合 は 「一」 と表示 す

る。

7.「 天然繁殖」 の有無がは っきり しない場合は 「?」 と表 示する。

8。 「備考」には、 それぞれの魚種 につ いて附記すべ き事項があれば記 入例を参

照 して記入す る。

9.(計)に は、現在生息 してい ると思 われ る魚類 及び現在天然繁殖 してい ると

思 われ る魚類の種類数 を記入す る。種 名 まで確認で きず 「○○類」 とされ たも

のは1種 に数え る。 また天然繁殖の有無がは っき りせず、 「?」 印 とな ったも

のはカ ウン トしない。

10,「 資料名及び聞 きとり先」欄 には、魚類相 について調 べた既存資料の名称等

を必ず記載す る。
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7.プ ランク トン調査(特 定湖 沼のみ)

別表2に 示す特定湖 沼につ いて 次に より現地調 査を 実施 し、その結果を と り

まとめ、 「プ ラ ンク トン調査票 」.ぐ様式7)を 作成す る。

なお、当該湖沼に おいて定期 的にプ ランク トンに関す る調査 が実施 されて い

る場合は、既存のデ ータを使用 して さ しつか えな い。(こ の場 合、調 査票には、

デ ータの出厭 、調査時期等を記入す る。)

(1)調 査 日は 、,原則 と して 透 明度 調 査 を実 施 す る 日とす る。.

(2)調 査 地 点 は ・嗣 心 の1点 とす る 。(2点 以 上 選定 して もさ しつ か え な い。)

(3)調 査 対象種は、表層 に生息す る主要 な植物 プ ラン ク トンとす るが 、動物 プ

ラン ク トンにっ いて も同様 に調査 され るこ とが望 ま しい。

(4)調 査は採水 法に よ り、以下 の手順で実施す る。(ネ ッ ト法 によ り調査す る

場 合 は 、 プ ラ ン ク トン ネ ッ トの規 格(ロ 径 、 網 目等)を 調 査 票 に 記 入

す る。)

ア 適 当量 の表層水を採取す る。

イ 採集 した試料に、で きるだけ早 くホル マ リンを 加え、4～8%の 濃度 と

なるよ うにす る。

ウ 試料 を メスシ リンダーまた は沈澱管(プ ランク トンの沈澱 に通 常用い ら

れ る円錐形の器具)に 入れ24時 間放置 し、その上澄み液を取 り除き、残

った10諺 程を検討試料 とす る。

なお、 「水の華 」を形成す る藍 藻類 な どの沈澱 しな い種 にっ いて は、別

の容器 に移 し上澄み液を除 いた後 、同一 試料 と して 加え る。

エ'検 討試料を よ く'撹拝 した後、 ス ライ ドグ ラス上にそ の一滴を取 り、100

倍位の倍率で 検鏡 し、生物群 の構成や各種 属の割合な どを概観 し、 次いで

倍率を400～600倍 に上 げて細か く観 察す る。

(5>出 現数の多 い種(上 位数種)を 、下記の参考図書の 図と照 ら して、種 まで

同定す る6(種 の同定が困 難な場 合は、属までの 同定で もさしっが えない。)
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(6)上 記に より決定 した植物 プ ランク トンの種名(ま たは属名)を 学名で調査

票 に記入す る。 また、出現数が多 い順 に番号をっけ る。

(7)「 湖沼調査報告書作成要領 」の(例1)に な らい、 「湖沼概 念図 」にプ ラ

ンク トン調査地点、淡水赤潮発生 地点、 「
.水の華 」発生地点等を図示す る。

〔植 物 プ ラ ン ク ト ン 分 類 の た め の 参 考 書 〕

1)日 本:水 道 協 会:上 水 試 験 方 法,日 本 水 道 協 会(1978)

2)上 野 益 三 編:日 本 淡 水 生 物 学,北 隆 館(1973)

3)水 野 寿 彦:日 本 淡 水 プ ラ ン ク ト ン 図 鑑,保 育 社(1964)

4)・ 」・久 保 清 治:浮 游 硅 藻 類,日 本 学 術 振 興 会(1950)

5)福 島 博:淡 水 植 物 プ ラ ン ク ト ン,ニ ュ ー サ イ エ ン ス 社(1980)

6)廣 瀬 弘 幸 ・ 山 岸 高 旺 編:日 本 淡 水 藻 図 鑑,内 田 老 鶴 新 社(1977)

7)G.W.Prescott:AlgaeoftheWesternGreatLakesArea,Granbrook

Inst,ofScience(1951)

8)W.T.Endmondson:FreshwaterBiology,JohnWiley&SonsInc.(1966)
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(様 式7)

プ ラ ン ク ト ン 調 査 票

湖沼 コー ド 湖 沼 名

調査年度

都道府県

1991

調 査 地 点

デ ー タ

調査年月 日

調 査 方 法

sl.

1.現 地 調 査

2.既 存 資 料

(デ ータの出所 )

1採 水 法

2ネ ッ ト法

ネ ッ トの 規 格

(
ロ径:

網 目:

3そ の 他

(

〉

)

蠕 植 物 プ ラ ンク ト ン 轟 動 物 プ ラ ンク トン

特記事項

調査者所属 ・氏名

調 査 地 点

デ ー タ

調査年月 日

調 査 方 法

st.

1.現 地 調 査

2.既 存 資料

(デ ータの出所 )

1.採 水 法

2.ネ ッ ト法

ネ ッ トの 規 格

(
口径:

網 目:
3,そ の 他

(

)

)

蠕 植 物 プ ラ ン ク トン 蠣 動 物 プ ラ ンク トン

特記事項

調査者所属 ・氏名
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別表2特 定 湖 沼 一 覧 表

湖 沼 コ ー ド

olio

O200

0440

0480

0770

1010

112'0

1220

1310

1330

1490

1720

2170

2280

2640

2770

2780

2830

2870

2880

2930

2960

3000

solo

3040

3050

3090

3110

3210

3220

3270

湖 沼 名

ク ッチ ャロ湖

サ ロ.マ 湖

屈 斜 路 湖

阿 寒 湖

湧 洞 沼

支 笏 湖

洞 爺 湖

大 沼

宇 曽 利 山 湖

十 三 湖

小 川 原 湖

十 和 田 湖

田 沢 湖

板 戸 沼

桧 原 湖

猪 苗 代 湖

沼 沢 沼

澗 沼

霞 ケ 浦

北 浦

中 沼

湯 ノ 湖

中 禅 寺 湖

尾 瀬 沼

菅 沼

丸 沼

大 沼(赤 城)

榛 名 湖

手 賀 沼

印 旛 沼

大 路 池

都道府県名

北 海 道

ii

〃

〃

〃

〃

〃

//

青 森

〃

〃

〃

秋 田

〃

福 島

〃

〃

茨 城

〃

〃

〃

栃 木

〃

群 馬

〃

〃

〃

〃

千 葉

〃

東 京

湖沼 コー ド

3390

3300

3330

3590

sslo

3680

3690

3710

3720

3730

3740

3750

3820

3930

3940

397.0

4110

.4250

4260

4300

4310

4440

4450

4480

4490

4660

4760

4770

4600

湖 沼 名

震 生 湖

芦 ノ 湖

加 茂.湖

河 北 潟

柴 山 潟

水 月 湖

三 方 湖

河 口 湖

西 湖

精 進 湖

本 栖 湖

山 中 湖

野 尻 湖

青 木 湖

中 綱 湖

木 崎 湖

諏 訪 湖

浜 名 湖

佐 鳴 湖

余.呉 湖

琵 琶 湖

湖 山 池

東 郷 池

中 海

宍 道 湖

御 池

池 田 湖

鰻 池

大池(南大東島)

都道府県名

神 奈 川

ii

新 潟

石 川

〃

福 井

〃

山 梨

〃

',

〃

〃

長 野

//

〃

〃

//

静 岡

〃

滋 賀

〃

鳥 取

〃

島 根

〃

宮 崎

鹿 児 島

〃

沖 縄

〔計60湖 沼 〕
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別表3'魚 類 分 類 表 『

ヤ ・ ツ メ ウ
.ナ ギ 科.,

チ ョ ウ ザ ・ メ 科

㌔ う イ ワ シ.科

ハ ・・ イ 、 レ ン 科.

ウ ナ ギ.科

二'シ ン 科

'カ タ ク チ イ ワ シ 科

サ'ケ 科

ア ユ 科

キ モ ウ ツ ウ オ 科

シ ラ ウ オ 科

コ イ 科

ド ジ ョ ウ 科

ギ ギ 科

ナ マ ズ 科

ヒ レ ナ マ ズ 科

サ ヨ リ 科

メ ・ ダ カ 科

'
カ ダ ヤ シ 科

下 ゲ ウ オ 科

ヨ ウ ジ ウ オ 科

フ サ ガ サ ゴ 科

ゴ チ 科

カ ジ 、力 科

ア カ メ 科

ス ズ キ .科

シ マ イ サ キ 科

ユ
.ゴ イ 科

サ ン フ ィ ッ シ ュ 科

ア ジ 科

ヒ イ ラ ギ 科

フ エ ダ'イ 科

タ イ 科

ク ロホ シ マ ン ジ ュ ウ ダ イ科

カ ワ ス ズ メ 科

ボ ラ 科

ツ バ サ ハ ゼ 科

ハ ゼ 科

カ ワ ア ナ ゴ 科

タ イ ワ ン ド ジ ョ ウ 科

キ ノ ボ リ ウ オ 科

タ ウ ナ ギ 科

カ レ イ 科

フ グ ・ ,科
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